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１ 英えい雄ゆうの誕たん生じょう

　それほど昔むかしのことではない。その名は思い出せないが、スペインはラ・マンチャ地方のある村に、槍やりや古びた盾たてを部屋に飾かざり、やせ馬と足のはやい猟りょう犬けんをそろえた、型どおりの紳しん士し　が住んでいた。家には四十をすぎた家政婦と、まだ二十歳は　た　ちまえの姪めい、それに、畑仕事や使い走りをするだけでなく、やせ馬に鞍くらもつければ、庭木の刈か　りこみもする若わか者ものがいた。そして、われらの主人公となる紳士は、やがて五十歳さいになろうとしていた。骨ほね組ぐみはがっしりとしていたものの、やせて、頰ほおのこけた彼かれは、たいへんな早起きで、狩か　りが大だい好す　きであった。名まえはキハーダ、あるいはケサーダであったといわれているが、この点にかんするさまざまな意見をまとめてみると、どうやらケハーナと呼よ　ばれていた、というのが本当のところらしい。

　ところで、知っておいてもらいたいのは、この紳しん士し　が、ひまさえあれば(もっとも、一年じゅうたいていひまだったが)、われを忘わすれて、むさぼるように騎き　士し　道どう物語を読みふけったあげく、ついには狩か　りに出かけることはおろか、家や田畑を管理することもすっかり忘れてしまった、ということである。そして、読書が病みつきになった紳士は、こともあろうに、読みたい騎士道物語を買うために、広大な畑地を売りはらってしまった。かくして、その種の本で手に入るものを、すべて自分の家に持ちこんだ彼は、村の司祭(これは大学を出た、なかなかのもの知りであった)や床とこ屋や　のニコラス親方をあいてに、多くの騎士のなかで、だれがもっともすぐれているかについて、さかんに議論を戦わせたのである。

　要するに、紳しん士し　はこの種の読物に夢む　中ちゅうになり、来る日も来る日も、夜の目も寝ね　ずに読みつづけたので、睡すい眠みん不足とあまりにも多くの読書のため、脳のうみそがからからにひからびてしまい、ついには正気を失ってしまった。そして、本のなかで読んだ魔ま　法ほう、戦い、決けっ闘とう、愛のささやき、さらには、ありもしない馬ば　鹿か　げたことで頭がいっぱいになった彼は、そうした雲をつかむような絵そらごとがすべて真実で、この世でそれほど確かな話はないと信じこんでしまった。

　さて、思し　慮りょ分ふん別べつをすっかりなくした紳しん士し　は、これまで世の狂きょう人じんのだれひとりとして思いつきもしなかったような、なんとも奇き　妙みょうな考えにおちいることになった。つまり、みずから鎧よろいかぶとに身をかため、馬にまたがって遍へん歴れきの騎き　士し　となり、世界じゅうを歩きまわりながら、読みおぼえた遍歴の騎士のあらゆる冒ぼう険けんを実際に行うことによって、世の中の不正を取りのぞき、いかなる危き　険けんにも身をさらしてそれを克こく服ふくし、かくして、とこしえに語りつがれる手て　柄がらをたてることこそ、自分の名めい誉よ　をいやますためにも、国につくすためにも、きわめて望ましいと同時に、必要なことであると考えたのである。


    
      
    


　そして、騎き　士し　になるために、彼かれがまず最初にしたことは、ひいじいさんが着ていた鎧よろいとかぶとを掃そう除じ　することであった。長い間、家の片かた隅すみに押お　しやられて、見むきもされなかったこの武具は、[image: 錆]さびついて、かびだらけであったが、それをできるだけきれいに磨みがき、繕つくろったのである。つぎに、やせ馬を見に馬小屋に行った。じつはこの馬は、「ただ骨ほねと皮だけ」といわれた、イタリアの道どう化け　師し　ゴネーラの馬よりもひどいしろものだったのに、彼の目には、アレクサンダー大王の乗馬ブケファロスや、英雄エル・シッドのバビエカでさえ、足もとにもおよばない名馬に見えた。紳しん士し　はこれになんという名をつけようかと思いわずらって、四日間をむなしく過ごした。それというのも(彼の考えによれば)、自分のようなあっぱれな騎士の乗馬であるだけでなく、馬としてもこれほどすぐれたものが、なにかりっぱな名まえを持っていないなどというのは、とてもおかしなことだったからである。そして、記き　憶おくをたどり、想像をはたらかせて、多くの名まえをこしらえたり、消したり、削けずったり、つけ足したり、こわしたり、またでっちあげたりしたあげく、ついに、ロシナンテと呼よ　ぶことにした。

　このような、いかにも響ひびきの高い、自分の好このみにぴったりした名まえを馬につけてみると、こんどは自分自身にもよい名まえが欲ほ　しくなった。そこで、また思案にくれて一週間がたったが、けっきょく、ドン・キホーテと名のることにした。しかしその時、自分が手本とする勇ゆう敢かんな騎き　士し　アマディスが、ただたんにアマディスと名のることに満足せず、生まれ故こ　郷きょうの名であるガウラをそえて、アマディス・デ・ガウラとしたことを思いおこすと、やはり自分もひとかどの騎士らしく、わが名に生国の名をつけくわえて、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャと名のろうと決心した。

　かくして、鎧よろいかぶとの掃そう除じ　ができ、やせ馬に名がつき、おのれの改名もすんでみると、つぎには、どうしても愛をささげる貴き　婦ふ　人じんが必要であるということに気づいた。およそ、愛をささげるべき婦人を持たない遍へん歴れきの騎士など、葉や実のない樹じゅ木もくか魂たましいのない肉体か ら だにひとしかったからである。

　それにしても、われらの善良なる騎き　士し　が、自分の思い姫ひめにふさわしい相手を見つけた時の喜びようといったら、それはたいへんなものであった。じつをいえば、彼かれの村からほど遠からぬある村に、みめうるわしい百ひゃく姓しょう娘むすめが住んでいて、ひところ彼はこの娘に思いをかけたことがあった。とはいうものの、娘のほうではそんなこととはつゆ知らず、また彼もその気持ちを伝えるようなことはしなかった。娘は名をアルドンサ・ロレンソといったが、彼は彼かの女じょを思い姫にして、愛をささげる以上、自分の名とつり合いがよくとれていて、なおかつ、どこかの王女か貴き　婦ふ　人じんにでもありそうな名まえが必要だと考え、いろいろ思案したあげく、娘がエル・トボーソの生まれということもあって、ドゥルシネーア・デル・トボーソと呼よ　ぶことにした。

　また、そうする一方で、この紳しん士し　、つまりドン・キホーテは、近所に住む百ひゃく姓しょうで、正直者だがちょっとばかり脳のうみその足りない男をくどいて、旅に連れ出そうとしていた。そして、口をすっぱくして言いきかせ、説得し、いろいろな約やく束そくをしたものだから、気の毒どくにもこの百姓は、彼と同行し、従じゅう者しゃとして仕えようという気になった。ドン・キホーテの口約束のなかには、喜びいさんで供ともをしなさい、そのうちに、どこかの島をいともかんたんに手に入れるようなこともあろうから、そうしたら、おまえをその島の領主にとりたててやろう、というのがあった。これや、これに類する数かずの約束につられて、サンチョ・パンサ(というのがこの百姓の名まえであった)は、妻と子どもを残して、近所の騎士の従者になったのである。

　それから、お金の工面にとりかかったドン・キホーテは、あれもこれも売ったり、質に入れたりして、なにからなにまで二に　束そく三さん文もんで手て　離ばなした結果、かなりの資金をこしらえた。また、丸まる形がたの盾たても手に入れたが、これはある友人から借り受けたものだった。従じゅう者しゃのサンチョにも必要なものをととのえさせ、とくに、振ふ　り分わ　けの担にない袋ぶくろは忘わすれないようにといいつけた。サンチョはかならず用意すると答え、さらに、長い道のりを歩くことには慣れていないので、自分の持っているなかなか性た　質ち　のよいロバに乗って行くつもりだ、とも言った。

　ロバと聞いたドン・キホーテは、しばらくためらった。だれか遍へん歴れきの騎き　士し　で、ロバにまたがった従じゅう者しゃを連れた者がいたかどうか思い出そうとしたのである。けっきょく、いくら考えても、ひとりとして記き　憶おくにうかんではこなかったが、それでも彼かれは、サンチョの思いどおり、ロバで行かせることにした。いずれ無礼な騎士に出くわすようなこともあろうから、そうしたら、その男から馬を取りあげてサンチョに与あたえればよかろう、と考えたのだ。

　さて、こうして用意がととのってみると、われらの騎き　士し　は、いっこくも早く計画を実行にうつしたくなった。正さなければならない不正や取りのぞくべき弊へい害がいが世の中にみちあふれているのだから、自分がぐずぐずしていれば、それだけ世の人びとに迷めい惑わくをかけることになる、という考えにせきたてられたからである。そこである夜、ドン・キホーテは家政婦や姪めいに別れをつげることもなく、またサンチョのほうも、妻や子どもになにも言わずに、二人はこっそりと村をぬけ出した。そうして、ひと晩ばんじゅうひたすら道を急いだので、明け方には、かりに追っ手が来ても見つかる心配のないところに達していた。

　ぶどう酒の入った革かわ袋ぶくろや振ふ　り分わ　け袋をたずさえたサンチョ・パンサは、どっかりとロバにまたがり、主人の約やく束そくしてくれた島の領主にすぐにでもなれるような気がして、わくわくしていた。そして、サンチョは言った[image: ──]

「ねえ、遍へん歴れきの騎き　士し　のだんなさま、おいらに約やく束そくしなさった島のこと、どうか忘わすれねえでくだせえよ。おいらは、どれほどでかい島でもちゃんと治めてみせるからね。」

　すると、ドン・キホーテはこう答えた[image: ──]

「知っておくがよいぞ、友のサンチョ・パンサ。武力でもって手に入れた島や国の領主に、自分の従じゅう者しゃをとりたてるというのは、昔むかしの遍へん歴れきの騎き　士し　たちによって行われていた慣例なのだ。そこで拙せっ者しゃも、こうした、人に喜ばれるしきたりを守ろうと心にきめたのだが、じつは、さらに一歩をすすめて、その上をゆこうとさえ思っている。というのも、昔の騎士たちは時として、いや、むしろたいていの場合、自分の従者が年をとるまではその労にむくいようとしなかった。そして、長い年月にわたって、日夜さんざん苦しいめにあわせたあげく、やっとのことで、ちょっとした県なり地方なりの伯はく爵しゃく、あるいは、せいぜい侯こう爵しゃくの肩かた書が　きを与あたえるだけだったからじゃ。ところが、おまえも拙者も生きながらえてさえいれば、六日とたたぬうちに、拙者がりっぱな王国を手に入れ、おまえをそこの王位につかせることにもなろうて。まさかと思うかも知れぬが、おおいにありうることじゃ。なにしろ、遍歴の騎士にはさまざまのことが、かつて見たこともなければ、思ったこともないような具合にふってわくものだから、おまえにも、約束した以上のものを、苦もなく与えられそうなのじゃ。」

「そんなら」とサンチョ・パンサが答えた、「だんなさまの言いなさったような奇き　跡せきによって、おいらがどこかの王さまになったとすりゃ、うちの女にょう房ぼうのテレサ・パンサは王おう妃ひ　で、せがれどもは王子さまというわけですかい。」

「そのとおりじゃ。なにか疑うたがいの余地でもあるかな」と、ドン・キホーテは言った。

「おいらは疑うたがいますだ」と、サンチョ・パンサ。「なぜっていや、かりに神さまが王おう冠かんを雨みたいに地上にふりまいてくださったにしても、テレサ・パンサの頭にちゃんとのっかるようなのは、ひとつもねえと思うからです。まったくの話が、だんなさま、あいつには王おう妃ひ　らしいところなんて、これっぽっちもありませんや。まあ、伯はく爵しゃく夫ふ　人じんぐらいが似あいでしょうが、それだって神さまのお力ちか添らぞえがあってのことだね。」


    
      
    


「まあ、神さまにおまかせすることだ、サンチョ」と、ドン・キホーテが応じた、「神さまは、だれになにがいちばんふさわしいか、よくご存じだからじゃ。だが、おまえまでが遠えん慮りょして、辺境の総そう督とくあたりで満足する必要はさらさらないぞ。」

「そんなことで満足するもんですか、だんなさま」と、サンチョが言った、「おまけに、わしの力でできることならなんでもあてがってくださるっちゅう、おまえさまのような、偉えらいご主人さまに仕えているんだからね。」


２ 風車の冒ぼう険けん

　二人がこのような話をしながら行くと、やがて野原に、三十から四十の風車が現れた。ドン・キホーテはそれらを目にするやいなや、従じゅう者しゃにむかって、こう言った[image: ──]

「サンチョ・パンサよ、どうやら運命の女め　神がみは、われわれが望んでいたよりもはるかに順調に、事を運んでくださるとみえるぞ。ほら、あそこを見るがよい。三十かそこらの、ふらちな巨きょ人じんどもが姿すがたを現したではないか。拙せっ者しゃはやつらと一戦をまじえ、やつらを皆みな殺ごろしにし、やつらから分ぶん捕ど　ったもので、おまえともども裕ゆう福ふくになろうと思うのだ。というのも、これは正義の戦いであり、こういう邪じゃ悪あくな連中を地上から追いはらうのは、神にたいする大きな奉ほう仕し　でもあるからだ。」

「どこに巨きょ人じんがいるだね？」と、サンチョ・パンサ。

「ほら、あそこに見える長い腕うでをしたやつらじゃ」と、主人が答えた、「やつらのなかには、ほとんど二レグワ(一レグワは約五・六キロメートル)もあるような長い腕をしているのさえめずらしくない。」

「しっかりしてくだせえよ、だんなさま」と、サンチョが言った、「あそこに見えるのは、巨きょ人じんなんかじゃねえだ。ただの風車で、腕うでと見えるのはその翼つばさ。ほら、風にまわされて石いし臼うすを動かす、あの風車ですよ。」

「ふうむ」と、ドン・キホーテが応じた、「おまえは、こうした冒ぼう険けんにはよほど疎うといと見えるな。じつは、あれはいずれも巨きょ人じんなのじゃ。だが、こわいなら、ここから離はなれているがよい。そして、拙せっ者しゃがたった一騎き　で、やつらを相手に死し　闘とうをくり広げているあいだ、お祈いのりでも唱えているがよい。」

　こう言うが早いか、乗馬ロシナンテに拍はく車しゃをかけたドン・キホーテは、従じゅう者しゃのサンチョがうしろから、だんなさまが攻せ　めようとなさっているのは、まちがいなく風車であって巨きょ人じんなんかじゃありませんよ、と注意する声に耳をかそうとはしなかった。なにしろ彼かれは、それらが巨人だとあたまから思いこんでいたので、従者、サンチョの大声がまるで耳に入らなかっただけでなく、風車のすぐ近くまでやって来ても、その正体に気づきさえしなかったのだ。それどころか、彼は意い　気き　揚々ようようと、声高らかに呼よ　ばわった[image: ──]

「逃に　げるでないぞ、卑ひ　怯きょうでさもしい鬼き　畜ちくども。おぬしらに立ち向かうは、たったひとりの騎き　士し　なるを知れ。」

　この時、一いち陣じんの風が吹ふ　き起こって、大きな風車の翼つばさがいっせいに動きだした。それを見ると、ドン・キホーテはこう叫さけんだ[image: ──]

「たとえ、おぬしらが、かの巨きょ人じんブリアレーオ(五十の頭と百本の腕を持っていた、ギリシャ神話の巨人)より多くの腕うでを動かしたところで、わしが目にもの見せずにおくものか。」

　こう口走った彼かれは、危き　機き　をむかえたわが身を救いたまえと、思い姫ひめドゥルシネーアに心をこめて祈き　念ねんしながら、盾たてをしっかりとかまえ、槍やりを小こ　脇わきにかいこんで、ロシナンテを全速力で駆か　けさせ、いちばん手前にあった風車に突とつ撃げきした。ところが、彼が思いきり槍を突つ　きたてたその瞬しゅん間かん、風が激はげしい勢いで翼つばさをまわしたものだから、その槍がへし折れただけでなく、馬と乗り手もそっくり翼にさらわれて、反対側にほうり出され、むざんにも、野原をころがるしまつだった。

　サンチョ・パンサは主人を助け起こそうと、ロバを急がせて駆か　けつけたが、当のドン・キホーテは身動きもままならぬありさまであった。騎き　士し　はロシナンテもろとも、完全にうちのめされていたのである。

「やれやれ、なんてこった！」と、サンチョが言った。「ご自分のなさることにようく気をおつけなさいまし、あれはただの風車で巨きょ人じんなんかじゃねえと、おらがだんなさまに言わなかっただかね。それも、頭のなかを風車がガラガラまわっているような人間ででもねえかぎり、まちがえようのねえことだによ。」

「黙だまれ、友のサンチョよ」と、ドン・キホーテが答えた。「そもそも、戦いというものは、他の何にもまして、その時々の運に左右されがちなものなのじゃ。しかも拙せっ者しゃの考えるところでは、いや、それが真実にちがいないが、このたびは、わしのことを憎にくんでおるあの魔ま　法ほう使つかいのフレストンめが、わしから巨きょ人じん退たい治じ　の栄えい誉よ　を奪うばいとろうとして、あの巨人どもを風車の姿すがたに変えおったのだ。やつがわしにたいして抱いだいている敵意からしたら、ごくあたりまえのことよ。しかし、やつがいかにあくどい魔ま　術じゅつを使おうとも、しょせんは、わしの正義の剣けんの前に屈くっすることになろうて。」


    
      
    


「神さまのおぼしめししだいですよ」と、サンチョが答えた。

　彼かれは主人を助け起こして、ロシナンテの背せ　中なかに押お　しあげたが、かわいそうに馬のほうもひどい傷きずを負い、肩かたの骨ほねがはずれかかっていた。それから二人は、さっきの冒ぼう険けんについてあれこれ語り合いながら、旅籠は た ごのあるプエルト・ラピセへの道をたどった。それというのも、ドン・キホーテによれば、プエルト・ラピセはひじょうに往来のはげしい場所だけに、多くのさまざまな冒険に出くわさないはずがなかったからである。

　けっきょく二人は、その夜をとある木立のなかで過ごすことになった。そして、ドン・キホーテはそこで、なんとか槍やりの柄え　として使えそうな枯か　れ枝えだを見つけ出し、へし折られてしまった槍から取りはずした穂ほ　先さきをそれにとりつけたのであった。


３ 勇ゆう敢かんなビスカヤ人との戦い

　夜が明けると、ドン・キホーテとサンチョ・パンサは、ふたたびプエルト・ラピセに向けて出発した。かくして午後の三時ごろには、目ざすプエルト・ラピセがかなたに見えてきたが、その時、道の行く手に、まるでラクダのように大きな二頭のラバに乗った、二人の修道士の姿すがたが現れた。修道士たちは旅行用の頭ず　巾きんをかぶり、日ひ　傘がさをさし、徒歩のラバ引きを二人連れていた。またそのうしろには、馬に乗った四、五人の男につきそわれた一台の馬車が続いていた。(あとでわかったところによれば)馬車にはビスカヤ県のある貴き　婦ふ　人じんが乗っていて、夫の待つセビーリャへおもむく途と　中ちゅうだったのだが、なんでもその夫は、たいそう名めい誉よ　ある任務をおびて、インディアス(新大陸のアメリカのこと)へ渡わたることになっていたという。もっとも、二人の修道士は、おなじ道をきたものの、この婦人の連れというわけではなかった。ところが、ドン・キホーテはこの一団を目にするが早いか、従じゅう者しゃにむかってこう言った[image: ──]

「拙せっ者しゃの目に狂くるいがなければ、これこそ、かつて人の目にふれたあらゆる冒ぼう険けんをしのぐ、もっとも有名な冒険になるはずじゃ。と申すのは、あれに見える黒衣の連中は、かどわかしてきたどこかの姫ひめ君ぎみを、馬車に乗せて連れさらんとする、妖よう術じゅつ師し　にちがいないからじゃ。ここはどうあっても、わしの全力をつくして、この悪事をくいとめねばならぬ。」

「こりゃあ、風車以上にやっかいなことになりかねないぞ」と、サンチョはつぶやいた。「ようくごらんなせえよ、だんなさま、あの二人はサン・ベニート修道会の坊ぼうさまたちじゃありませんか。それに、馬車はどこか旅のお方のものにちげえねえだ。どうかだんなさま、ご自分のなさろうとすることをもう一度よく考えて、悪あく魔ま　なんぞにつけこまれたりしねえように注意してくだせえまし。」

「サンチョよ、前にも言いきかせたが」と、ドン・キホーテがやり返した、「おぬしは冒ぼう険けんのことについては、何ひとつ知ってはおらんのだ。わしの言うことにまちがいはない、今におぬしにもそれがわかろうて。」

　こう言ったかと思うと、ドン・キホーテは修道士たちがやって来る道のまんなかに進み出た。そして、こちらの言葉がよく聞こえるところまで、相手が近づいたのを見てとると、大声をはりあげた[image: ──]

「やあやあ、悪あく魔ま　につかれた異い　形ぎょうの化け物ども、なんじらがその馬車に閉と　じこめて、無理無体に連れ去らんとしている、やんごとなき姫ひめ君ぎみを、今すぐ自由にしてさしあげろ。さもなければ、なんじらが悪事の当然のむくいとして、死を覚かく悟ご　いたすがよい。」

　何事かとラバを止めた二人の僧そうは、ドン・キホーテのいでたちはもとより、その言葉にも驚おどろき、あきれて、こう答えた[image: ──]

「これはこれは騎き　士し　どの、わたくしどもはけっして悪あく魔ま　につかれた者でもなければ、異い　形ぎょうの化け物でもなく、ただ旅を行く、サン・ベニート派の修しゅう道どう僧そうにすぎません。ましてや、そこの馬車にやんごとなき姫ひめ君ぎみが閉と　じこめられておいでかどうかなど、知るよしもございません。」

「拙せっ者しゃにたいして、さような猫ねこなで声は無用じゃ、拙者がなんじらの正体を知らぬとでも思っておるのか、この噓うそつきの悪あく党とうめが」と、ドン・キホーテがいきまいた。

　そして、相手の返事もまたずに、ロシナンテの脇わき腹ばらに拍はく車しゃをあてると、槍やりを低くかまえて、最初の修道士に猛もう然ぜんとおそいかかったものだから、もしこの時、相手が自分でラバからずり落ちなかったとしたら、いやでも地面に突つ　き落とされて、あえなき最さい期ご　をとげぬまでも、重じゅう傷しょうはまぬかれなかったであろう。もうひとりの修道士は、仲なか間ま　がうけたひどい仕打ちにおそれをなし、ばかでかい自分のラバの脇腹を力いっぱい蹴け　あげて、風よりも速く野原を逃に　げさった。

　サンチョ・パンサは、落馬した僧そう侶りょが地面にのびたのを見ると、すばやくロバからとびおりて、そばにかけより、その衣服をはぎとりにかかった。そして、僧侶たちのお供ともの二人のラバ引きがとんで来て、いったい全体、いかなる理由があって法衣をはがし、坊ぼうさまを裸はだかにするのか、とたずねると、これは主人のドン・キホーテが合かっ戦せんで勝ちとった戦利品だから、従じゅう者しゃの自分が、当然の権けん利り　としてもらいうけるのだ、と答えた。

　ところが、ひどく実直で、戦利品とか合かっ戦せんとかいう言葉もよく知らなかったラバ引きたちは、ドン・キホーテがそこから離はなれたところで、馬車のなかの婦人たちと話しているのを見てとると、いきなりサンチョにおそいかかって殴なぐり倒たおし、あごひげを一本のこらずひきむしったばかりか、踏ふ　んだり蹴け　ったりして、さんざんなめにあわせたので、あわれにもサンチョは、息もたえだえ、ほとんど意識もないまま地面に寝ね　そべってしまった。そうこうする間に、倒たおれていた修道士はやっとの思いで、ラバの背せ　にはいあがった。すっかりおびえて、顔の血のけも失う　せた修道士は、急いでラバに拍はく車しゃをかけると、はるか離れたところで、事のなりゆきを見守っていた連れのところにかけつけた。そして二人は、この騒そう動どうの結末を見とどけようともせず、まるで悪あく魔ま　にとりつかれでもしたかのように、さかんに十字を切りながら、そそくさと立ち去ったのである。

　一方、ドン・キホーテは、すでにのべたように、馬車のなかの貴き　婦ふ　人じんに話しかけて、こんなことを言っていた[image: ──]

「いとも麗うるわしき奥おく方がたさま、おん身はもう自由の身の上になられましたぞ。なぜと申して、おん身をかどわかした思いあがった者どもは、拙せっ者しゃのこの腕うでに打ちすえられて、あえなく泥どろ土つちにまみれ果てたからでござる。なおおん身が、救い主の名を知りたいとお心をつかわれてはならぬゆえ申しあげるが、拙者は冒ぼう険けんを求めて諸しょ国こくを遍へん歴れきする騎き　士し　にして、たぐいなき佳か　人じんドゥルシネーア・デル・トボーソのしもべ、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャと申す者でござる。そして、おん身に捧ささげた奉ほう仕し　の返礼として、ただひとつの望みを申しあげれば、それは、おん身にこれからエル・トボーソの地へとおもむいていただき、拙者にかわってわが思い姫ひめの前で、おん身の解放のために拙者のなした手て　柄がらを報告していただくことでござる。」

　ドン・キホーテのこうした言葉を、馬車につきそってきた従じゅう者しゃのひとりで、ビスカヤ生まれの男が、耳をすませて聞いていた。この従者は、相手が馬車をさきへ進ませないばかりか、これからすぐにもエル・トボーソへ引きかえせ、などと言っているのを知ると、つかつかと寄ってくるなり、ドン・キホーテの槍やりをつかみながら、ビスカヤなまりのひどいスペイン語でこう言った[image: ──]

「やい、このヘボ騎き　士し　、さっさと消き　え失う　せろ。わし生ましゃった神さまかけて、この車とおさんちゅうなら、ビスカヤ人のわしが、きっときっとおまえぶっ殺すがええか。」

　ドン・キホーテは相手の言うことをちゃんと理解したが、すこしもさわがず、落ち着きはらって答えた[image: ──]

「そのほうが騎き　士し　ではないから見のがしてやるものの、もし騎士であったなら、そのほうの無礼なふるまいをこらしめているところだぞ、このうすのろの下げ　郎ろうめが。」

　これにたいして、ビスカヤ人がやりかえした[image: ──]

「なに、わしが騎き　士し　でねえだと？　わしゃキリスト教徒だで、神さまに誓ちこうて言うが、おまえは噓うそっこきよ。おまえが槍やりすてて剣けんぬきゃ、川に投げこまれた猫ねこみたいに、あっという間におだぶつさ。ビスカヤの者もんは、陸でも海でも武さむ士らいで、そうでねえとぬかしゃ、そりゃまっかな噓っぱちよ。」

「目にもの見せてくれようぞ」と、ドン・キホーテが答えた。

　そうして、槍やりを投げすてて剣けんを抜ぬ　きはなち、盾たてをしっかとかまえると、相手の息の根をとめてくれんとばかり、ビスカヤ人におそいかかった。これを見たビスカヤ人は、自分の乗っているラバが賃ちん貸が　しのひどいしろもので、頼たよりにならないのを知っていたので、ラバからおりようと思ったが、もはやそんなひまはなく、剣を抜き合わせるのが精いっぱいだった。それでも幸さいわいなことに、彼かれは馬車のすぐそばにいたので、そこからクッションをひとつ取り出し、これを盾たてがわりに使うことができた。かくして二人は、まるで昔むかしからの仇きゅう敵てきででもあるかのように、たがいにつめよったのである。

　その場に居あわせた人たちは、二人をとりしずめようと思ったが、ビスカヤ人が例のなまりのあるひどい言葉で、この戦いのじゃまをする者は、奥おく方がたであろうとだれであろうと、このおれが殺してくれる、とわめいたので、どうすることもできなかった。事のなりゆきに驚おどろき、恐おそれおののいた馬車の貴き　婦ふ　人じんは、御ぎょ者しゃに命じて、その場から車を移動させ、遠くからこの激はげしい果たし合いを見守ることにした。

　やがて、ビスカヤ人が剣けんをふりあげ、ドン・キホーテの肩かた口ぐちめがけて、ものすごい一いち撃げきをくれた。この一撃は盾たてで受けとめられたが、そうでもなければ、騎き　士し　を腰こしのあたりまで切りさいていたにちがいない。このしたたかなひと太た　刀ち　を浴びて色をなしたドン・キホーテは、大声をあげて言った[image: ──]

「おお、わが魂たましいの姫ひめ君ぎみにして、美の精せい華か　なるドゥルシネーアよ、あなたの気高きご意志にこたえんとして、かかる窮きゅう地ち　におちいりたる、あなたのしもべを救いたまえ！」

　こう唱えたドン・キホーテは、剣けんをまっこうにふりかざしながら、相手をまっぷたつにしてやろうと、ビスカヤ人にせまったが、ビスカヤ人のほうも、同じように剣を高くかまえ、クッションで身を守りながら、さあこいと身がまえた。その場に居あわせた者たちは、いまにも始まらんとする激はげしい切り合いの成りゆきやいかにと、かたずをのんで見守り、また、馬車の貴き　婦ふ　人じんとお付きの女たちは、スペインにあるすべての聖せい像ぞうと聖せい堂どうに願をかけ、多くのささげものを約やく束そくして、自分たちの身にふりかかった災さい難なんから、自分たちと従じゅう者しゃをのがれさせたまえと祈いのった。

　さて、最初に相手の体に剣けんをふりおろしたのは、怒いかり狂くるったビスカヤ人のほうであったが、その一いち撃げきはこん身の力のこめられた恐おそろしいものだったので、もし手もとに狂いがなかったとしたら、ただそれだけでこの激はげしい戦いにもけりがつき、さらには、われらの騎き　士し　の冒ぼう険けんも、これっきりになったことであろう。しかし運命は、ドン・キホーテにもっとすばらしい冒険を続けさせるために、彼かれの命を守り、敵の剣をそれさせた。つまり、剣は左の肩かたにはいったものの、鎧よろいのそのあたりをぶちこわし、ついでに、かぶとの大部分と耳の半分をさらっていくだけにとどまったのである。それにしても、切り落とされたこれらのものが地上に散らばった今、ドン・キホーテはいっそうみすぼらしい姿すがたになった。

　ああ！　こういうみじめな状態におちいった時に、われらの騎き　士し　の胸むねに燃えあがった激はげしい怒いかりを、十分に語りつくせる者がいるであろうか？　ここでは、以下のような次し　第だいであったとだけ言っておこう。その時、ドン・キホーテはあぶみを踏ふ　んばって身をおこし、剣けんを両手ににぎりしめると、おそろしい勢いでビスカヤ人に斬き　りつけたが、これがものの見事に、盾たてがわりのクッションと頭に命中した。まるで大山が崩くずれ落ちてきたかのようなドン・キホーテの一いち撃げきの激しさに、さすがのクッションも役には立たず、ビスカヤ人の鼻から、口から、さらには耳からもたちまち血がふき出し、彼かれはいまにもラバから落ちるかと思われた。実際、この時ラバの首にしがみつかなかったとしたら、落ちていたにちがいない。もっとも、もうれつな攻こう撃げきにおどろいたラバが、やみくもに野原を駆か　け出し、二、三度跳と　びはねるにいたって、けっきょく、乗り手はふり落とされてしまった。

　ドン・キホーテはこの様子を、落ち着きはらってながめていたが、敵が落馬したのを目にすると、やせ馬からとびおり、すたすたと近よった。それから、相手の目のまえに剣けんの先をつきつけながら、降こう参さんせよ、さもなければ、首をたたき切るぞ、と言った。ビスカヤ人は気がどうてんして、ひと言も口がきけないありさまであった。なにしろ、ドン・キホーテもひどく興こう奮ふんしていたものだから、その時までおろおろしながらこの戦いを見守っていた馬車の婦人たちがやってきて、彼かれにとりすがり、なにとぞ格別のお情けで、この従じゅう者しゃの命だけはおゆるし願いたいと、熱心に頼たのみこまなかったとしたら、どんな不幸なめにあったか知れたものではなかった。婦人たちの哀あい願がんにたいし、ドン・キホーテは、もったいぶった調子で、こう答えた[image: ──]

「いや、麗うるわしきご婦人方、拙せっ者しゃはよろこんでお望みどおりにいたしましょうが、それにはひとつだけ条件がござる。すなわち、この従じゅう者しゃどのがエル・トボーソの村におもむき、絶世の美び　姫き　、ドゥルシネーアの前にひれ伏ふ　して、いかようにも、姫ひめの思いのままの処しょ分ぶんにしたがうということを、拙者にしかと約やく束そくしていただきたいのじゃ。」

　おびえきって、気もそぞろな婦人たちは、ドン・キホーテのいう条件をよく考えもしなければ、ドゥルシネーアとはどこのどなたかとたずねようともしないで、ご命令はかならず従じゅう者しゃに実行させますと、口をそろえて約やく束そくした。

「それでは、お言葉を信用して、このうえ危き　害がいを加えることはいたすまい。本来なら、もっとひどいめにあって、しかるべきでござるが」と、ドン・キホーテは答えた。


４ ドン・キホーテと従じゅう者しゃサンチョ・パンサのゆかいな対話

　ところで、修道士のお供とものラバ引きたちによって、さんざんなめにあわされたサンチョ・パンサも、この時にはすでに起きあがっていた。そして、主人ドン・キホーテの戦いぶりを見守りながら、なにとぞ主人が勝ちますように、勝って主人がどこかの島を手に入れ、前からの約やく束そくどおり、自分をその島の領主にしてくれますように、と心のなかで神に念じていた。

　そこで、戦いが終わって、主人がふたたびロシナンテに乗ろうとしているのを見てとると、彼かれはすかさずあぶみをおさえにかけよった。そして主人が馬に乗る前にその場にひざまずき、相手の手をとって口づけしながら、こう言った[image: ──]

「ご主人のドン・キホーテさま、ただ今の激はげしい合かっ戦せんで手に入れなさった島を、どうかこのわしに治めさせてくだせえまし。それがどんなにでかい島であっても、わしは、これまで世の中で島を治めただれとくらべても、けっしてひけをとらねえほどりっぱに治めてみせる自信があるだから。」

　これにたいして、ドン・キホーテが答えた[image: ──]

「知っておくがよいぞ、サンチョ、今の冒ぼう険けんには島は関係しておらぬ。この種の冒険においてできることといえば、せいぜい頭を割わ　るか、片かた方ほうの耳をそぎとるくらいのものじゃ。まあ、しばらく、しんぼうしなさい。そのうちに、おまえを島の領主どころか、もっとたいそうなご身分にするような冒険に出くわそうからな。」

　これを聞いたサンチョは、何度もお礼の言葉をのべた。そして、また主人の手に口づけをし、さらに鎧よろいの裾すそにも口づけすると、主人を助けて、ロシナンテの背せ　に押お　し上げ、自分もロバにまたがった。するとドン・キホーテは、馬車の婦人たちにいとま乞ご　いをするでもなければ、ひと言もことばをかわすでもなく、馬を急がせて、近くの森のなかへはいって行った。サンチョもロバのあがきを速めて懸けん命めいに後を追ったが、彼かれがやっとのことで主人のそばまで来ると、ドン・キホーテは言った[image: ──]

「あらためてたずねるが、サンチョよ、おまえはこれまで、拙せっ者しゃより勇ゆう敢かんな騎き　士し　を見たことがあるかな？　正直に言ってもらいたい。攻せ　めの気き　魄はくにおいて、耐た　えしのぶねばり強さにおいて、切りこむ手なみにおいて、さらには相手を倒たおすかけひきにおいて、拙者にまさる、あるいは、まさっていた騎士を、これまで物語などで読んだことがあるかな？」

「正直なところ」と、サンチョが応じた、「わしゃ読みも書きも知らねえから、物語なんぞひとつも読んだことはねえです。だけど、おまえさまより向こう見ずなご主人には、ただの一度もお仕えしたことのねえことだけは、[image: 賭]か　けてもかまいませんや。ただ、その向こう見ずがたたって、とり返しのつかねえことにならねえよう、神さまにお願いしてるだよ。それはそうと、だんなさま、耳からひどく血が流れているでねえか、早くその傷きずの手当てをなさらねえと。さいわい、この振ふ　り分わ　け袋ぶくろのなかに、布切れと白い膏こう薬やくをちょっとばかり用意してきたからね。」

「そのようなものは」と、ドン・キホーテが答えた、「拙せっ者しゃがあのフィエラブラスの霊れい薬やくをひと瓶びんつくってきておれば、すべて不要になっていたものを。なにしろ、あれがただの一いっ滴てきでもあれば、手間ひまもはぶけるし、薬の必要もないのだからな。」

「いったい、そりゃ、どんな瓶びんの、どんな霊れい薬やくのことですかい？」と、サンチョ・パンサがきいた。

「それは一種の霊れい水すいでな」と、ドン・キホーテは答えた、「拙せっ者しゃはそのつくり方をしかと覚えているが、それさえあれば死をおそれるにはおよばんし、また、どんな深ふか傷で　をおっても死ぬ心配はないのじゃ。だから、拙者がそれをつくって、おまえに与あたえたあかつきには、いずれかの戦いで拙者の体がまっぷたつに斬き　りさかれたとしても(こうしたことは、よくあることだが)、おまえはけっしてとり乱みだす必要はない。地面に転がり落ちた半身をすばやく抱かかえあげ、血しおが固まらないうちに、鞍くらに残っているもう一方の半身の上へ、両方がぴったりと合うように乗せさえすればよいのじゃ。そうしたうえで、さきほど話した霊れい薬やくを二口も飲ませてくれれば、傷きずはたちどころに癒い　えて、拙者はまるでリンゴのように元気になろうというものだ。」

「そんなものがあるんなら」と、サンチョが言った、「わしはお約やく束そくの島の領主を、たった今この場で願いさげにいたしますだ。そして、だんなさまにたいするこれまでのいろんなご奉ほう公こうの給金としては、そのすごい妙みょう薬やくの処しょ方ほうを教えてもらいさえすれば、それで結構ですよ。わしの見るところ、そんな霊れい薬やくなら、どこに持っていっても一オンス、二レアル以上で売れるにちげえねえから、それさえあれば、何もしねえで安楽に暮く　らしていけるってわけだもの。だけんど、そいつをつくるにゃ元もと手で　がうんとかかるのかどうか、そこんところを教えてくだせえましよ。」

「三レアルもあれば、六リットルはできるだろう」と、ドン・キホーテが答えた。

「こりゃ、たまげた！　そんなに安くできるなら、なんでおまえさまは、それをつくりも、わしに教えもしねえで、ぐずぐずしていなさるんです？」

「だまらっしゃい、サンチョ」と、ドン・キホーテがひきとった、「拙せっ者しゃは、おまえにもっと重要な秘ひ　伝でんをさずけ、もっと大きな恩おん恵けいをほどこしてやりたいと思っているのじゃ。ところでサンチョよ、おまえの振ふ　り分わ　け袋ぶくろに何か食べる物がないか見てくれぬか。それというのも、今から食事をすませてすぐにも出かけ、今夜泊と　まる城しろを探さがして、そこでさっそく、さきほど話した霊れい薬やくをつくりたいと思うからじゃ。神に誓ちかって申すが、この耳がひどく痛いたんでまいったのでな。」

「ここにあるのはタマネギがひとつとチーズが少々、それにいくらかのパンのかけらだけです。いずれも、だんなさまのような勇ゆう敢かんな騎き　士し　さまがお口にするようなものじゃござりません」と、サンチョが言った。

「おまえはまた、なんという心得ちがいをしておるのじゃ！」と、ドン・キホーテが答えた。「よく覚えておくがよいぞ、サンチョ。えてして、ひと月くらいはものを食わずにいる、たとえ食うたにしても手近にあるもので間にあわせる、というのが遍へん歴れきの騎き　士し　の誇ほこりなのじゃ。それゆえ、今おまえがわしにすすめてくれたような、ごくひなびた食べ物こそ、むしろ騎士の常食とみなしてしかるべきものである。してみればサンチョよ、おまえがわしの好す　き嫌きらいなぞ気にすることはないし、まして、おまえが騎士道に新しいならわしを定めたり、騎士道の掟おきてからはずれたことを考えたりするなど、もってのほかじゃ。」

「どうか、おゆるしくだせえまし、だんなさま」と、サンチョがいった、「前にも申しましたとおり、わしゃ読むことも書くこともできねえもんで、これまで騎き　士し　道どうのしきたりを知らずにきたんです。でも、これからは袋ふくろのなかに、騎士であらっしゃるだんなさまのためには、さまざまな木の実を入れ、騎士でねえわしのためには、いろんな肉や、もっと腹はらにたまるものを入れておくことにいたしますだ。」

　こう言いながら、サンチョが振ふ　り分わ　けの担にない袋ぶくろのなかにある物をとり出し、二人は仲なかむつまじくそれらを食べはじめた。しかし、その夜泊と　まるところを探さがさなければならなかったので、彼かれらはそのみすぼらしい食事も早々にすませると、それぞれ馬とロバに乗り、日のくれる前に人里に着こうと道を急いだ。ところが、ようやく山や　羊ぎ　飼か　いたちの小屋の近くまで来た頃には、日がとっぷりとくれてしまい、宿を探す望みを絶たれた二人は、そこで一夜をすごすことになった。サンチョにとっては人里にたどり着けなかったことがすこぶる不満であったが、彼の主人は、野天で眠ねむることに大いに満足していた。それというのも、野宿は自分を鍛きたえるための、うってつけの試し　練れんであり、こうした試練を乗りこえるたびに、自分が騎士道の修しゅ行ぎょうをそれだけつんだことになる、と考えていたからである。


    
      
    


５ 冷れい酷こくな馬方どもに出くわしたドン・キホーテの気の毒な冒ぼう険けん

　つぎの日の朝、ドン・キホーテとサンチョは森のなかに入り、道なき道をたどって行った。そして、二時間あまりもさまよい歩いたあげく、青々とした草におおわれた草原に出た。草原の片かた側がわには清らかな小川が流れており、心地よいその小川のせせらぎは、まるで、おりから厳きびしくなりかけていた暑い日ざかりの数時間をそこで過ごすようにと、主しゅ従じゅうにさそいかけ、強し　いているかのようであった。そこで、馬からおりたドン・キホーテとサンチョは、ロシナンテとロバには、あたり一面に生お　いしげる草を自由に食べさせておいて、自分たちも担にない袋ぶくろをかきまわして、なかにあるものを取り出し、主従の区別なく無ぶ　礼れい講こうで、仲なかむつまじく食事をした。

　サンチョは、ロシナンテをたいそうおとなしい馬とみなし、たとえ牝め　馬うまがよってたかって誘ゆう惑わくしたとしても、けっして変な気を起こしたりはしないものと信じこんでいたので、このやせ馬に足かせをはめることなど考えもしなかった。ところが、運命の(いや、いつも眠ねむってばかりいるわけではない悪あく魔ま　の)いたずらで、おりしもその谷間では、ガリシアの馬方たちの所有する牝めすの若わか馬うまの一群が草をはんでいた。もともと、草と水のある場所で、持ち馬といっしょに日ひ　盛ざかりの休息をとるというのは馬方たちの常であり、たまたまドン・キホーテのいたところが、馬方たちにとってもうってつけの場所だったのである。

　牝め　馬うまのにおいに鼻をくすぐられたロシナンテは、日ごろのきまじめさはどこへやら、彼かの女じょたちとひと遊びしようという気を起こした。そして、主人に許しをこいもせず、せわしない跑だく足あしで、自分の欲よく望ぼうを伝えにいった。ところが牝馬たちのほうは、そんなことより、おいしい草をむさぼり食うほうがよほどよかったらしく、近よってきた牡お　馬うまにたいして、蹄ひづめで蹴け　ったり、かみついたりという手て　荒あらい歓かん迎げいぶりをみせたものだから、ロシナンテはあっという間に腹はら帯おびをひき裂さ　かれ、鞍くらをうしなって、裸はだか馬うまになってしまった。しかし、いっそう悲ひ　惨さんなことになったのは、自分たちの牝馬にしかけられたよその馬の無作法を見てとった馬方たちが、めいめい棍こん棒ぼうを手にしてはせつけ、ロシナンテがへばって地面に倒たおれるまで、さんざん殴なぐりつけたからである。

　この時、ロシナンテがひどいめにあっているのに気づいたドン・キホーテとサンチョが息せき切ってかけつけた。そしてドン・キホーテは従じゅう者しゃにこう言った[image: ──]

「サンチョよ、拙せっ者しゃの見るところでは、この者どもは騎き　士し　ではなく、いやしく下げ　賤せんな連中じゃ。したがって、われらの目の前でロシナンテにたいしてなされた侮ぶ　辱じょくの仕返しに、おまえも心おきなく加勢するがよい。」

「めっそうもねえ！　いったいどんな仕返しをなさろうというんですかい」と、サンチョが答えた。「相手は二十人じゃきかねえのに、こっちはたったの二人、いや、ことによると一人半なんですよ。」

「なに、拙せっ者しゃひとりで百人力だ」と、ドン・キホーテが応じた。

　そして、それ以上は問答無用とばかり、彼かれは剣けんに手をかけると、馬方どもめがけて切りかかった。サンチョもその勢いにつられてこれにならい、相手の意表をついたドン・キホーテの激はげしい一ひと太た　刀ち　が、手前にいた馬方の革かわの上うわ衣ぎ　の背せ　中なかを大きく切りさいた。

　しかし、馬方たちは、自分たちが大ぜいなのにたいして、敵はわずか二人であるのを知ると、すぐさま棍こん棒ぼうをとりなおして二人をとりかこみ、やみくもに打ってかかった。それゆえ、サンチョは最初の二発で地面にひっくりかえったし、ドン・キホーテも、自じ　慢まんの勇気や腕うで前まえのかいもなく、同じようなはめにおちいり、倒たおれたままでまだ起きあがれないロシナンテの足もとに伸の　びてしまった。

　やがて、いささかやりすぎたことを悟さとった馬方たちは、大急ぎで牝め　馬うまに荷を積みなおすと、騎き　士し　と従者を見るもむざんな状態にほうり出したまま、目ざすほうへと立ち去った。

　先に正気に返ったのはサンチョ・パンサであった。彼かれはすぐそばに主人が横になっているのを認みとめると、蚊か　の鳴くような、情けない声で呼よ　びかけた[image: ──]

「ドン・キホーテさま！　もし、ドン・キホーテのだんなさま！」

「どうかいたしたか、兄弟のサンチョよ」と、同じく弱々しい、痛いたましい声で騎き　士し　が答えた。

「できることなら」と、サンチョが言った、「あのフェオブラスとかいいなさった飲み薬を、一口か二口いただきてえもんですよ。切り傷きずによくきくとすりゃあ、骨ほねの折れたのにもいいにちげえねえからね。」

「ああ、あの霊れい薬やくさえ持ちあわせておれば何も困こまることはないのだが。残念なことじゃな」と、ドン・キホーテが答えた。「だがサンチョよ、拙せっ者しゃは遍へん歴れきの騎き　士し　の名めい誉よ　にかけて誓ちかうが、これから二日とたたぬうちに、かならずそれを用意してみせよう。」

「そんなら、わしらはいくんちめに、足あし腰こしが立つようになるんですかい？」と、サンチョがたずねた。

「さて、いく日めになるものやら、拙せっ者しゃにも日にち限げんを定めることはできぬ」と、打ちのめされた騎き　士し　が答えた。「だが、このたびの災さい難なんはすべて拙者のせいである。と申すのも、正式に叙じょ任にんされた騎士でもない者どもを相手に、剣けんを抜ぬ　いたのがそもそものまちがいだったからじゃ。それゆえ、騎士道の掟おきてにそむいた拙者をこらしめるため、戦いくさの神がこのような罰ばつをくだし給うたにちがいないのだ。そこでな、サンチョ・パンサよ、これから先、ああいうならず者どもがわれらに何か無礼をはたらこうとするのを見たら、おまえは拙者が剣を抜くのを待つことなく、みずから剣をとり、思うぞんぶんやつらをこらしめてやるがよい。なぜならば、拙者はもう二度とさようなことはいたさぬつもりだからじゃ。だが万一、あいての助すけ太だ　刀ち　に騎士がやってまいったら、その時には、拙者もおまえに加勢して、やつらを蹴け　ちらしてみせよう。拙者のこの腕うでがどれほどの力を秘ひ　めているかは、これまでの多くの戦いぶりを目にしたおまえが一番よく承知しておるはずじゃ。」

　このあわれな騎き　士し　は、例の勇ゆう敢かんなビスカヤ人からかちとった勝利ゆえに、これほどまでに思いあがっていたのである。しかしながら、サンチョ・パンサには主人の忠ちゅう告こくがそれほど結構なものには思えなかったので、こう答えた[image: ──]

「だんなさま、わしはおだやかなたちの、争いを好このまねえ人間ですから、どんな侮ぶ　辱じょくでも平気で受けながすことができるんです。それに、家には養っていかにゃならねえ女にょう房ぼうと子どももいますから、相手が百ひゃく姓しょうだろうと騎き　士し　だろうと、わしはけっして刀に手をかけねえつもりでござります。これから先、神さまに召め　される日まで、わしは人から受けるどんな辱はずかしめも、ぜんぶゆるしてやりまさあ。むこうさまの身分が高かろうと低かろうと、金持ちだろうと貧びん乏ぼう人にんだろうと、貴き　族ぞくだろうと平民だろうと、身分や家いえ柄がらには関係なく、みんなかんべんしてやるつもりですよ。」

　これを聞くと、主人がこう答えた[image: ──]

「ああ、情けない男よ、おぬしはまた、なんという思いちがいをしておるのじゃ。よいか、これまでわしらに逆らって吹ふ　いてばかりいた運命の風が、これからは向きをかえて追い風になり、わしらの希望の船を、わしがおぬしに約やく束そくしたどこかの島の港にみちびいていくことにもなろうというのに、そして、わしがその島を攻せ　めとって、おぬしをそこの領主にしてやろうというのに、おぬしがそんな心がまえでは、いったいどうなると思うのだ？　おぬしが騎士になろうともせず、また、おのれのこうむった恥ち　辱じょくに仕返しをする勇気もなければ、領主の威い　厳げんを守る気がいもないようでは、せっかくの島を棒ぼうにふることになろうぞ。なぜと申して、新たに征せい服ふくされた王国や島にあっては、えてして、住民たちは落ち着かず、新しい領主に反はん抗こうしたがるものだからじゃ。だからこそ、新任の領主は、たくみに統とう治ち　する才覚と同時に、いかなる事態に直面しても、おのれを守り、敵を攻せ　める勇気を必要とするのじゃ。」

「その、だんなさまのおっしゃる才覚と勇気とやらを、さっきわしらに降ふ　ってわいた災さい難なんの時に、持ちあわせていたかったものでござります。それはともかく、今のおらには、おしゃべりよりも膏こう薬やくのほうがはるかにありがてえだ。だんなさまはどうですかい、お起きになれますかね。それに、ロシナンテも助け起こしてやらにゃなりますまい。もっとも、こんなにひどく打ちのめされたのも、もとはといやあ、あいつのせいだから、そうするにはおよばねえかもしれねえ。おらこれまで、ロシナンテがあんなやつだとは思いもしませなんだ。おらと同じように素す　性じょうのいい、ごくおとなしいやつとばかり思っておりましたでな。世間じゃ、長くつき合ってみねえことには人の本心はわからないとか、世の中には確かなことなんぞ何ひとつねえとか言ってるが、まったく本当だね。早い話が、だんなさまが見事な太た　刀ち　さばきで、あの不運なビスカヤの騎き　士し　を打ち負かしたすぐあとから、まるで追っかけてきたように、おらたちの背せ　中なかに、とんでもねえ棍こん棒ぼうの雨が降るなんてことを、だれが思いつくもんですか。」

「サンチョよ、それでもおまえの背せ　中なかならそうした雨にも耐た　えられようが、うす絹ぎぬと上等のリンネルにくるまれて育ったわしには、この不幸の痛いたさがことさら骨ほね身み　にこたえるのじゃ。それゆえ、こうしたいっさいの苦く　難なんが武む　者しゃ修しゅ業ぎょうにはつきものであるということを、わしが想像[image: ……]いや、どうしてまた想像などと言ってしまったのであろう、そう確信しているのに[image: ……]、わしが確信していなかったとしたら、わしはやり場のない怒いかりのために、ここで憤ふん死し　しているにちがいなかろうて。」

　これにたいして、従じゅう者しゃが言った[image: ──]

「だんなさま、こうした災さい難なんが騎き　士し　道どうにはつきものだというんなら、そいつはたびたびやってくるものなのか、それとも来る時がかぎられたものなのか、どうぞ教えてくだせえまし。それというのも、神さまがそのでっかいお慈じ　悲ひ　でお助けくださらねえかぎり、こんな災難を二度くらったが最後、わしらの体は三度目の役には立ちそうもねえ、という気がするからね。」

「知っておくがよいぞ、友のサンチョよ」と、ドン・キホーテが答えた、「そもそも遍へん歴れきの騎き　士し　の生しょう涯がいには数かずの危き　険けんと不幸がついてまわるものだが、また、それゆえにこそ、遍歴の騎士はすぐにも国王や皇こう帝ていになれる立場にあるのであって、このことは多くの騎士が身をもって示しているところじゃ。もし、傷きずがこんなに痛いたまなかったら、ただ自分の腕うで一本でそのような高い位にのぼった幾いく人にんかの騎士について、今すぐおまえに話してやることもできるのだが。じつは、これらの英えい雄ゆうたちも、絶えず、さまざまな艱かん難なん辛しん苦く　をなめていたのじゃ。だから、そうした偉えらい方がたのことを思えば、拙せっ者しゃとてがまんできないわけがない。なにしろ、あの方がたの受けた辱はずかしめにくらべたら、わしらがここで受けた程度のものはとるにたらぬものじゃからな。」

「わしたちのこの傷きずが」と、サンチョがひきとった、「膏こう薬やくの二、三枚まいでなおるようなものなら、この災さい難なんもたいしたことはねえです。だけんど、わしの見るところじゃ、病院一いっ軒けんぶんの膏薬をみんな使っても、まともな状態にはもどりそうにありませんよ。」

「いいかげんに愚ぐ　痴ち　をこぼすのはやめて、元気を出すのだ、サンチョ」と、ドン・キホーテが言った、「わしもがんばってみるからな。それから、ロシナンテがどんなぐあいか見てやらねばなるまい。かわいそうに、あれもどうやら今度の災さい難なんでは、かなりの大役を演じたようだからな。」

「そりゃ当然のことですよ」と、サンチョが言った、「やつはりっぱな遍へん歴れきの騎き　士し　の連れなんだから。ただ、どうしても納なっ得とくがいかねえのは、ほかの者にはまともなあばら骨ぼねは一本も残っていねえというのに、おらのロバだけが傷きずもおわずに無事でいるということだね。」

「運命というものは、人をいかなる災さい難なんにあわせても、かならず一方の戸口をあけておいて、そこから救いの手をさしのべてくれるものよ」と、ドン・キホーテが応じた。「つまり、このたびは、おまえのロバがロシナンテのかわりに、ここからわしを乗せて、どこか、この傷きずの手あてのできる城しろまでつれていくようにとの運命の配はい慮りょなのじゃ。しかも、拙せっ者しゃはロバに乗ることを少しも恥は　ずかしいとは思わぬ。なぜなら、笑わらいの神(ギリシャ神話の酒の神、バッカスのこと)の師であったかの老シレノスも、百の門をそなえた都、つまり古代エジプトのテーバイに入った時、りっぱなロバにきげんよくまたがっていた、というのをどこかで読んだおぼえがあるからじゃ。」

「なるほど、そのじいさまはたしかにロバにまたがっておいでなすったのでしょう」と、サンチョが答えた、「しかし、ちゃんとまたがっていくのと、まるで大おお袋ぶくろに入った粗そ　大だいゴミかなんかみてえに、ロバの背せ　中なかに横っちょになっていくのとじゃ、えらいちがいでござりますよ。」

　これにたいして、ドン・キホーテが言った[image: ──]

「よいか、合かっ戦せんで受けた傷きずはな、名めい誉よ　にこそなれ、けっして不名誉にはならぬ。そういうわけだから、友のパンサよ、もうへらず口をたたくのはやめにして、ひとつ、思いきって起きあがり、どうともおまえの好す　きなように、わしをロバの背せ　に乗せてはくれまいか。こんなさびしい所で夜をむかえて、ロシナンテをおそったような災さい難なんをロバまでがこうむっては目もあてられないから、早々にここを立ち去るとしよう。」

「おっと、ロバまでやられた日にゃ、一いっ巻かんの終わりだ」と、サンチョが言った。

　そして、「ああ」という情けない声を三十ぺんももらし、さらに六十ぺんのためいきと、自分をこんなところに連れて来た者にたいする百二十ぺんの呪のろいと悪あっ口こうを吐は　きちらしたあげく、やおら起きあがったものの、彼かれはすっかり体を伸の　ばしきることができず、しばらくの間、体を曲げたままでいた。それでも、やがて、つらさをこらえてロバに鞍くらを置いたサンチョは、つぎにロシナンテを助け起こしてやったが、この馬は、もし口をきくことができたとしたら、主人やサンチョ以上に不平をもらしていたにちがいなかった。けっきょく、サンチョはドン・キホーテをロバの上に押お　しあげ、ロシナンテを綱つなでつなぐと、ロバの端は　綱づなをとって、街かい道どうのあると思われるほうに向かって歩きはじめた。

　それから後は、運命が事をいいほうへ、いいほうへと導いてくれ、ほんの二、三キロも歩いたかと思うと、彼かれらは目ざす街かい道どうに出ることができた。しかも、その街道ぞいには一いっ軒けんの旅たび宿やどが見えたが、それはドン・キホーテにとっては、まことに喜ばしいことに、城しろにほかならないのであった。サンチョは、あれは旅宿ですよと主張し、一方、主人は旅宿ではない、城じゃと言いはった。二人の論争はいつ果てるとも知れず、ついにけりのつかないまま主しゅ従じゅうは宿の前に着いてしまった。するとサンチョは、もうそれ以上言いはることもなく、馬とロバを引っぱって、なかへと入っていった。


６ 城しろだと思いこんだ旅たび宿やどで、われらの騎き　士し　に起こったこと

　ロバの背せ　にぶざまに横たわったドン・キホーテを見ると、宿の主人は、いったいどうなさったのか、とサンチョにたずねた。サンチョは、いやたいしたことではない、岩からころげ落ちて、少々あばら骨ぼねをいためただけだと答えた。ところで、この宿の主人には、こうした商売にはめずらしい、とても親切で、ひとの苦しみに深く同情するたちの女にょう房ぼうがいて、彼かの女じょはさっそくドン・キホーテの介かい抱ほうをはじめ、さらに、なかなか器量よしの自分の娘むすめにも客人のせわを手伝わせた。

　この旅たび宿やどにはまた、顔が横に広くて首が短く、鼻はぺっちゃんこで片かた目め　がつぶれ、おまけに、残った目もあまりきれいとは言えない女中がいた。もっとも、彼かの女じょの愛敬のあるしぐさが、こうした欠点をおぎなっているのも事実であった。なにしろ、彼女は一メートル四〇センチをやっと越こ　えるていどの小こ　女おんなで、しかも、いささか猫ねこ背ぜ　だったので、心ならずも、いつも地べたにはいつくばるような格かっ好こうで歩いていたのである。さて、この愛すべき女中も宿の娘むすめを手伝って、二人の娘はドン・キホーテのために、長年にわたってまぐさ置場に使われていたらしい屋や　根ね　裏うら部べ　屋や　に、おそろしく粗そ　末まつなベッドをしつらえた。

　じつは、この屋や　根ね　裏うら部べ　屋や　には、すでにひとりの馬方が泊と　まっていて、われらの騎き　士し　のそれより少し奥おくのほうにベッドを置いていた。馬方のベッドはラバの荷に　鞍ぐらや毛布などからなっていたが、それでもドン・キホーテのベッドにくらべたら、はるかにましであった。なにしろ、こちらときたら、ふぞろいな二つの長なが椅い　子す　に四枚まいの荒あらけずりの板を渡わたし、その上に、まるで石ころのつまっているかのような敷しきぶとん、革かわでできているかのように固い二枚のシーツ、それに、たて糸であれ横糸であれ数えようと思えば一本もまちがえずに勘かん定じょうできそうなほどにも摩す　り切れた毛布を置いただけの、ひどいしろものだったからである。

　やがて、ドン・キホーテがこのたいへんなベッドの上に身を横たえると、マリトルネス(これが女中の名前であった)のかざす灯火あ か りのもとで、宿のおかみとその娘むすめが、彼かれの体の上から下まで膏こう薬やくをはりつけた。ドン・キホーテの全身があざだらけなのを見たおかみは、これはどうやら、ころげ落ちたというよりも、打ちのめされたようだ、と言った。

「いや、そりゃぶたれたあとじゃねえだ。岩がごつごつで、一面に出っぱりがあったもんで、そのひとつひとつがこのあざをつくったんでさ」と、サンチョがひきとり、なおも続けた[image: ──]

「ねえ、おかみさん、どうかその膏こう薬やくを少しばかり残しておいておくんなさい。そいつを必要とする人間が、ほかにもいねえわけじゃないんだから。じつは、わしの背せ　中なかもちょっぴり痛いたむんでね。」

「すると、あんたもやっぱり落ちなすったのかえ」と、おかみが言った。

「わしが落ちるもんかね」と、サンチョが応じた、「わしゃ、だんなさまがころげ落ちるのを見て肝きもをつぶしたんだ。で、そのショックのため、まるで棍こん棒ぼうでめった打ちにされでもしたみたいに、体がうずくんだ。」

「それは、そうかも知れませんわ」と、宿の娘むすめが口を出した、「わたしもよく塔とうから落ちる夢ゆめを見るけど、いつまでたっても地面にはとどかないのよね。なのに、目がさめてみると、まるで本当に落っこちて体をうちつけたように、あちらこちらが痛いたくなってることがありますもの。」

「そうそう、それだよ」と、サンチョが応じた、「しかもわしの場合は、夢ゆめを見るどころか、今よりもっとぱっちり目が覚めていたというのに、ご主人のドン・キホーテさまにまけねえほど、あざだらけになったんだからね。」

「ご主人の名まえ、なんていうんですって？」と、女中のマリトルネスがたずねた。

「ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ」と、サンチョが答えた、「武む　者しゃ修しゅ行ぎょうをして歩きまわる騎き　士し　さまでね、大おお昔むかしから今日までにこの世に現れた、いちばん強くて、いちばんりっぱな騎士がたのおひとりだよ。」

「武む　者しゃ修しゅ行ぎょうの騎き　士し　さんって、いったい何なんですか？」と、女中が問い返した。

「あんたは、それさえ知らねえほどのねんねかね？」と、サンチョが言った、「そんなら覚えときなさいよ、ねえさん。武む　者しゃ修しゅ行ぎょうの騎き　士し　というのは、今しがた棒ぼうでぶちのめされたかと思うと、あっという間に皇こう帝ていになるもののことよ。つまり、今日は世界でいちばん不幸な、みじめな人間でも、明日には従じゅう者しゃにくれてやる王おう冠かんの二つや三つは手にしていなさる方というわけさ。」

「それじゃ、おまえさんはそんなりっぱなご主人に仕えておいでなのに、見たところ伯はく爵しゃく領りょうのひとつも持っておいででないのは、どうしたわけですか？」と、宿のおかみが言った。

「そりゃまだ早すぎるんだ」と、サンチョが応じた、「なにしろ、わしらが冒ぼう険けんをさがしに出かけてから、まだほんのひと月にしかならねえし、おまけに今日までのところ、本物の冒険には一度も出くわしちゃいねえからね。さがす物と見つかる物がくいちがうてなあ、よくあることさね。だけんど正直なところ、わしのご主人、ドン・キホーテさまの傷きずがなおり、わしも不自由な体にならずにすんだら、その時にはわしは、自分の抱いだいているでかい望みを、スペインの貴き　族ぞくのいちばん上の位とでもとりかえるつもりはさらさらねえ。」

　ドン・キホーテはこうしたやりとりを注意深く聞いていたが、ここまでくると、やっとのことでベッドの上に起きなおり、宿のおかみの手をとって、こう言った[image: ──]

「みめ麗うるわしき奥おく方がたよ、あなたは拙せっ者しゃをこの城しろにお泊と　めくだされたことにより、みずからを果報者とおぼし召め　されてよろしいのですぞ。拙者がわが身を誇ほこらないとすれば、それは、みずからを誇る者はみずからを卑いやしくすると、世間でも言うておるからでござる。拙者が何者であるかは、従じゅう者しゃがお耳に入れましょう。拙者はただ、あなたがお示しくだされたご厚意に感謝し、それを肝きもに銘めいじて、この命の続くかぎり忘わすれまい、とだけ申しあげておきまする。ああ、愛がその掟おきてでもって拙者を束そく縛ばくし、あの美しくもつれなき女性の両の目が拙者を奴ど　隷れいとしているのでなかったら、これなる麗しき姫ひめ君ぎみのおん目こそ、拙者の自由を支配する主あるじともなろうものを！」

　遍へん歴れきの騎き　士し　のこうした言葉をきいて、宿のおかみも、その娘むすめも、愛すべきマリトルネスも、ただただ当とう惑わくするばかりであった。なるほど、それが好こう意い　にあふれたお世辞であることはわかったものの、彼かの女じょたちはまるでギリシャ語をきいているような気がしたからである。また、そうしたお世辞になれてもいなかった三人は、まじまじと騎士の顔をみつめ、あっけにとられていたが、見れば見るほど風変わりな人間に思われた。そこで、彼女たちは街かい道どうの旅たび宿やどの女たちらしい言葉で礼を言うと、こんどは、女中のマリトルネスがサンチョの傷きずの手当てにかかった。従じゅう者しゃも主人におとらずそれを必要としていたからである。

　じつを言うと、その夜、この宿に泊と　まっていた馬方とマリトルネスは、一夜をふたりして楽しくすごすことで合意していた。つまり、女中は仕事が終わって泊と　まり客や主人夫妻が寝ね　入い　ったら、彼かれのところにやって来て、なんなりと好す　きなことをしてあげよう、という約やく束そくをしていたのである。

　かくして、破れた天てん井じょうから星ほし影かげのさしこむ部屋の戸口にもっとも近いところに、固くて、みすぼらしいドン・キホーテのベッドが置かれ、そのかたわらに、サンチョが自分のベッドをしつらえたが、これまた、むしろ一枚まいと、麻あさ布ぬのとしか見えない毛布一枚だけのひどく粗そ　末まつなものであった。そして、これら二つのベッドの奥おくに、例の馬方のベッドが置かれていたのである。

　さて、自分の馬にまぐさを与あたえてもどった馬方は、ベッドに横になり、けっして約やく束そくをたがえることのないマリトルネスを、今やおそしと待ちかまえた。もうこの時には、サンチョは膏こう薬やくをはり終わって床とこにつき、脇わき腹ばらの痛いたみにもかかわらず、うとうとしはじめていた。一方、ドン・キホーテは体の痛みのため、ウサギのように目をみひらいていた。今や旅たび宿やどじゅうがしんと静まりかえり、玄げん関かんのまんなかにつるされてともっているランプのほかには、明かりはどこにもなかった。

　この暗くら闇やみと静けさのなかで、騎き　士し　道どう物語で読んださまざまな出来事を思い出していたわれらの騎士は、ついには、とほうもない妄もう想そうを抱いだくにいたった。すなわち、自分はある有名な城しろに泊と　まっている、そして宿屋の娘むすめは城じょう主しゅの姫ひめ君ぎみで、彼かれのりりしさに一目ぼれしたこの姫君が、今夜、両親の目をぬすんで彼とのしのびあいにやって来る、というのであった。みずからでっちあげたこの妄想を確かな真実と思いこんだドン・キホーテは、自分が思い姫ドゥルシネーアにたいして守っている純じゅん潔けつが危き　険けんにさらされる羽は　目め　になることを思いわずらいつつ、わが思い姫を裏うら切ぎ　るようなことはすまいと、かたく心に決めたのである。

　彼かれがこのようなとほうもない思いにふけっているあいだに、マリトルネスのやって来る時じ　刻こくになった。はだしになった女中は、抜き足さし足で、三人が泊と　まり合わせている部屋に入ってきた。そして、彼かの女じょが部屋の敷しき居い　をまたぐかまたがないうちに、早くも女のけはいを感じたドン・キホーテは、全身の痛いたみをこらえてベッドの上に起きなおると、自分の麗うるわしき姫君を迎むかえようと両りょう腕うでをさしのべた。一方、足音をしのばせたマリトルネスも、一夜の恋こい人びとをさがしあてようと、そっと両の手をさし出していたので、二人の手と手がぶつかることになった。すると、ドン・キホーテは女の手首をしっかりとつかまえ、ぐいと引きよせると、ベッドの上に腰こしかけさせた。粗そ　末まつな麻あさ布ぬのの下着すがたの女中の髪かみの毛はぼさぼさで、その口こう臭しゅうはひとに吐はき気け　をもよおさせるほどひどいものであったが、ドン・キホーテは腕うでのなかに美の女め　神がみを抱だ　いている気分になっていた。それから彼は、低い声で、騎士道物語で読みおぼえた愛の言葉をささやいた。

　おどろいたのは、ドン・キホーテにしっかり抱だ　きかかえられたマリトルネスである。主人たちが目をさませば叱しかられることはあきらかなので、声を出すわけにもいかない。それゆえ、自分にむけられた、わけのわからない言葉など聞くどころではなく、ただ無言のうちに、汗あせびっしょりになって、なんとか身をふりほどこうと、もがくばかりであった。ところで、女中を待っていた馬方の方は、彼かの女じょが戸口から入ってきたときからそれと気づいて、ドン・キホーテの言うことに、じっと耳を傾けていた。そして、もしかしたら、女がほかの男のために自分との約やく束そくを破ったのではないかという嫉しっ妬と　心しんにかられた彼かれが、ドン・キホーテのベッドに近よってみると、女のほうは身をふりほどこうと必死になっているのに、ドン・キホーテが放すまいとしていることが見てとれた。それゆえ、この悪ふざけに激げき怒ど　した馬方が、腕うでをふりあげたかと思うと、恋こいのとりことなった騎き　士し　のやせた顎あごにものすごいげんこつをくらわせたものだからたまらない、たちまち騎士の口のなかは血だらけになってしまった。それでも馬方のろうぜきはおさまらず、今度は騎士の背せ　中なかにのしあがり、痛いためた骨ほねをところかまわず、いきおいよく踏ふ　みつけた。

　ただでさえ土台のしっかりしていなかったベッドは、馬方の余分の重みにたえかねて、バタンと床ゆかにつぶれてしまった。このものすごい物音に宿の主人が目をさました。彼かれはすぐさま、これはマリトルネスがひき起こした騒そう動どうにちがいないと思った、というのは、彼女を何度も大声で呼よ　んでみたものの、返事がなかったからである。こう思いながら起きあがった主人は、ランプに火をつけて、音のしたほうへと向かった。一方、主人がやってくるのに気づいた女中は、相手の荒々あらあらしい気性を知っているだけに、すっかりあわてふためき、おじけづいて、その時まだ眠ねむっていたサンチョ・パンサのベッドのなかにもぐりこみ、身をすくめて、小さくなっていた。宿の主人は入ってくるなり、こうどなった[image: ──]

「やい、あばずれ、どこにいやがるんだ。この騒さわぎはおまえのせいにちがいあるまい。」

　この時、サンチョはやっと目をさましかけたが、自分の上にのしかかるかさばったものを感じると、まるで悪あく夢む　からのがれようとでもするかのように、ベッドのなかで、やみくもにげんこつをふりまわした。そして、そのうちのいくつかがマリトルネスに命中したものだから、その痛いたさにかっとなった彼かの女じょは、女のつつしみもどこへやら、思いきりサンチョを殴なぐりかえした。おかげで、はっきりと目をさました従じゅう者しゃは、相手がだれかはわからないものの、とにかく自分がひどいめにあっていることを悟さとったので、起きあがってマリトルネスにつかみかかった。かくして、二人のあいだに世にもはげしい、そして滑こっ稽けいきわまるとっくみあいのけんかがはじまったのである。

　馬方は、宿の主人の手にするランプの明かりで自分の女があらそっているのを目にすると、ドン・キホーテをおっぽり出して、彼かの女じょの加勢にかけつけた。宿の主人もけんかに加わったが、これは馬方とは反対の考えからであった。この大おお騒さわぎの原因はすべて女中にあると思いこんでいた主人は、彼女をこらしめてやろうとしたのである。かくして、民話で『ネコはネズミに、ネズミは縄なわに、縄は棒ぼうに』と言うように、馬方はサンチョに、サンチョは女中に、女中はサンチョに、そして宿の主人は女中にそれぞれおそいかかり、めいめいがたがいに、それこそ息つく間もなくげんこつの雨を降ふ　らせた。しかも、その時ランプの火が消えて、あたりが闇やみにつつまれてしまったものだから、四人はただもう、むやみやたら、手当たりしだいに殴なぐりかかったのである。

　たまたまその夜はこの宿に、山野での取と　り締し　まりを仕事とする警けい吏り　がひとり泊と　まっていた。彼かれは時ならぬ物音をききつけると、警けい棒ぼうと身分証明書をいれたブリキの小箱を手にして、まっくらな部屋にやってくるなり、こうどなった[image: ──]

「警けい備び　の者だ、静かにいたせ！」

　彼かれが最初にぶつかったのは、さんざんなめにあったあげく、つぶれたベッドの上で、あおむけになって気を失っていたドン・キホーテであった。警けい吏り　は、あわれな騎き　士し　のあごひげをまさぐりながら、なおも叫さけんだ[image: ──]

「取り調べだ、神しん妙みょうにいたせ！」

　ところが、とりおさえた相手が、騒さわぐどころか身動きひとつしないので、これはてっきり死んでいて、部屋にいる連中が下げ　手しゅ人にんにちがいないと思いこんだ彼かれは、いちだんと声をはりあげて言った[image: ──]

「宿の出入口をしめろ！　ここに人が殺されているから、だれも外へ出ることはまかりならぬ！」

　あばれていた者たちは、この叫さけび声におどろき、たちまち、争いから手をひいた。そして、宿の主人と女中はそれぞれ自室にひきあげ、馬方は馬具をよせ集めた自分のベッドにもぐりこんだが、ドン・キホーテとサンチョだけは、その場から動くことすらできなかった。やがて警けい吏り　はドン・キホーテのあごひげを放すと、犯人をつかまえるために必要な灯火あ か りをとりに玄げん関かんへ行った。しかし、宿の主人が自分の部屋にひきとる時に、わざと灯火あ か りを消してしまったので、それはどこをさがしても見つからなかった。警吏はしかたなく、かまどへ行き、さんざん苦労したあげく、やっとランプに火をつけた。


７ 城しろと思いこんだ旅たび宿やどで、ドン・キホーテ主しゅ従じゅうになおもふりかかった災さい難なん

　この頃にはすでに、ドン・キホーテは正気にもどっていた。そして、力のない声で従じゅう者しゃに呼よ　びかけた[image: ──]

「サンチョ、眠ねむっておるのか。おい、眠っておるのか、友のサンチョよ。」

「とんでもねえこった。なんで眠ねむってなんかいられるもんですかい」と、サンチョがいかにもいまいましげに答えた。「今夜は、まるで悪あく魔ま　という悪魔がおらにつきまとっているみたいな気がするだ。」

「おまえがそう思うのも無理はない」と、ドン・キホーテが応じた。「わしに分別がないというならいざ知らず、この城しろが魔ま　法ほうにかかっていて、何者かモーロ人(アフリカ北部に住む回教徒のこと)の魔法使いに監かん視し　されていることは疑うたがいのないところじゃ。と申すのは、わしの身にこんなことが起こったからじゃ。おまえには打ち明けるが、じつは今しがた、この城の城じょう主しゅの姫ひめ君ぎみが人目をしのんでわしのもとにおいでになった。ところが、世にも美しいこの姫とわしが、いとも甘あまくやさしい恋こいの語らいにふけっていた折もおり、どこからどうして入ってきたものかまったく見当もつかないが、山のような巨きょ人じんが目の前にぬっとあらわれ、わしの顎あごにものすごい一撃げきをくらわせおった。わしの口は血まみれになったが、それだけではおさまらず、やつは、わしの体を好す　きなように殴なぐり、いためつけたのじゃ。おかげで、このとおり今のわしは、きのう無礼な馬方どもにやられた時にもまして、ひどい状態になってしまった。」

「おらも四百人をこすモーロ人に袋ふくろだたきにされただよ」と、サンチョがひきとった。「これにくらべたら、きのうの棍こん棒ぼうの洗せん礼れいなんぞは、ちょっと蚊か　にさされたくらいのものよ。ああ、情けねえ。おらはなんでまた、こんなに運が悪いんだろう。遍へん歴れきの騎き　士し　でもねえし、これまでそんなものになりてえと思ったことなんか一度もねえのに、災さい難なんという災難があらかたおらにふりかかってくるなんて。」

「してみると、おまえも殴なぐられたのか？」と、ドン・キホーテがきいた。

「殴なぐられたと申しませんでしたかい。あーあ、いまいましい話ですよ」と、サンチョが答えた。

「まあ、そんなに悲観することはない、サンチョよ」と、ドン・キホーテが言った。「今からわしが効こう験けんあらたかな例の霊れい薬やくをつくってみせるから、それさえあれば、わしらが受けた傷きずなんぞ、またたく間になおろうというものじゃ。」

　この時、やっとランプに火をつけた警けい吏り　が、てっきり死んでいると思った男を見にやってきた。下着すがたで頭にナイトキャップをつけ、ランプを手にして入ってきた彼かれの形ぎょう相そうがものすごかったので、それを目にしたサンチョは主人にこうたずねた[image: ──]

「だんなさま、もしかしたら、魔ま　法ほう使つかいのモーロ人が、まだわしらを殴なぐり足りねえというんで、出なおして来たんじゃねえですか？」

「いや、そんなはずはない」と、ドン・キホーテが答えた、「なぜと申して、魔ま　法ほう使つかいというのは、けっして人に姿すがたを見せぬからじゃ。」

　さて、やってきた警けい吏り　は、意外なことに、二人がとても落ち着いた調子で話しているので、あっけにとられてしまった。もっとも、からだ一面に膏こう薬やくをはったまま打ちのめされたドン・キホーテは、まだ身動きもできずに、あおむけになっていたのであるが、それに気づいた警吏は、騎き　士し　のそばにくると、言葉をかけた[image: ──]

「ひどいめにあったね、おっさん。だいじょうぶかい？」

「拙せっ者しゃがおぬしなら、もう少し礼れい儀ぎ　作さ　法ほうをわきまえた言葉づかいをいたしたであろう」と、ドン・キホーテが答えた。「遍へん歴れきの騎き　士し　にむかってそのような口のきき方をするのがこの地のならわしだというのか？　この無礼者めが！」

　みじめな格かっ好こうで横たわった男から、このようなあしらいを受けて、思わずかっとなった警けい吏り　は、油のたっぷり入ったランプをふりかざすと、ドン・キホーテの頭めがけて力まかせにたたきつけた。そして、明かりが消えて、あたりが闇やみにつつまれると、さっさと行ってしまった。そこで、サンチョ・パンサがまた言った[image: ──]

「まちがいねえだよ、だんなさま、あいつはやっぱり、わしらをつけねらっているモーロ人の魔ま　法ほう使つかいだね。」

「どうもそうらしいな」と、ドン・キホーテが答えた、「だが、こうした魔ま　法ほうのしわざをいちいち気にするべきではないし、また、腹はらを立てて、いらいらしても仕方ないのじゃ。なぜと申して、目にも見えない、得体の知れない者どもが相手では、いくらその気になっても、復ふく讐しゅうのしようがないからじゃ。それよりも、サンチョ、おまえなんとか起きあがってはもらえまいか。例の効験あらたかな霊れい薬やくをつくるため、この城しろのあるじのところに行って、オリーブ油とブドウ酒と塩と香こう料りょうのローズマリーを少々もらい受けてきてほしいのじゃ。あの化け物に負わされた傷きずから、血が流れてとまらぬゆえ、わしには今こそあの霊薬が必要と思われるのでな。」

　サンチョは、体の節ぶしの痛いたみをこらえて立ちあがり、宿の主人のいるところに向かった。そして途と　中ちゅう、暗くら闇やみのなかで、ドン・キホーテがどうなったかこっそり立ち聞きしていたさっきの警けい吏り　にぶつかった彼かれは、相手にこう言った[image: ──]

「どなたかは存じあげねえが、だんな、おねがいだから、お情けで、ローズマリーとオリーブ油と塩とブドウ酒を少しばかり恵めぐんでくだせえまし。この世でいっとうりっぱな遍へん歴れきの騎き　士し　のおひとりをなおすのにどうしても必要なんです。その騎士さまは、この宿にいる魔ま　法ほう使つかいのモーロ人の手にかかってひどい傷きずを負い、あそこにふせっていなさるから。」

　サンチョの言うことをだまって聞いていた警けい吏り　は、これはてっきり脳のうみその足りない男だと思ったが、もうすでに夜も白みかけていたので、旅たび宿やどの入口をあけると、宿の主人を呼よ　んで、このおかしな男の望みをとりついでやった。主人はさっそく望みのものをそろえてくれた。サンチョがそれらをドン・キホーテのところへ運んでくると、当のドン・キホーテは頭をかかえて、しきりにランプによる殴おう打だ　の痛いたみをうったえていた。もっとも実際には、ちょっと大きなこぶが二つできているだけで、本人が血だと思っていたのは、さきほどの騒そう動どうの苦く　痛つうで流したあぶら汗あせにほかならなかった。

　さて、従じゅう者しゃから材料を受けとったわれらの騎き　士し　は、それらすべてを混ぜ合わせて火にかけると、もうこれで十分と思われるまで、長いこと煮に　たてて、一種の混合液をつくった。それから、できた液体を入れるガラスびんを探さがしたが、旅たび宿やどにはそんなものはなかったので、宿の主人がただでくれたブリキの油入れでまにあわせることにした。やがてドン・キホーテは、この油入れを前にして、「主の祈いのり」をはじめ「アベ・マリーア」「聖せい母ぼ　の祈り」「使徒信経」といったさまざまな祈りをそれぞれ八十ぺん以上もとなえ、声をあげるたびに、まるで祝しゅく福ふくでもするかのように十字を切った。サンチョばかりでなく宿の主人と警けい吏り　も、この霊れい薬やく製造にはじめから終わりまで立ちあったが、例の馬方はいなかった。そのころ彼かれは、何事もなかったかのように、自分のラバの世話をしていたからである。

　こうして、みずから貴き　重ちょうこのうえないと信しんじこんだ霊れい薬やくができあがると、ドン・キホーテはさっそくその効き目を、自分でためしてみたいと思った。そこで、ブリキの油入れに入りきらないで、煮に　たてた時の鍋なべに残っていた分から、一リットルばかりを飲みこんだところ、飲み終わるやいなや、とたんに激はげしい吐は　きけにおそわれて、胃のなかのものをすっかり吐は　き出してしまった。おまけに、吐く時の苦しみとあがきのため、汗あせをびっしょりかいたので、彼はしばらくのあいだ毛布にくるまって休息したいから、ひとりだけにしてもらいたいと人びとに頼たのんだ。人びとが言われたとおりにすると、そのまま三時間以上も眠ねむりこんだが、やがて目をさました彼かれは、体がたいそう軽くなり、打ち身のほうもずっと楽になったように感じた。かくして彼は、自分はまちがいなくフィエラブラスの霊薬をつくりあてたのだと信じたばかりか、さらには、これさえあれば、今後はいかに危き　険けんな戦いにも平然と立ち向かえると思いこんだのである。

　サンチョ・パンサもまた、主人の回復ぶりには目をみはったので、鍋なべにまだ残っている分(これは少なからぬ分量であった)を自分にも飲ませてほしいと頼たのんだ。ドン・キホーテがゆるすと、彼かれは鍋を両手でかかえこみ、その効き目を信じきったうれしそうな顔つきで、主人と同じくらいの分量を、いっきに胃ぶくろへ流しこんだ。ところが、サンチョの胃ぶくろは主人のそれほどきゃしゃではなかったとみえて、彼はすぐには吐は　くところまでいかず、そのかわりに、もうれつな不快感と胸むなぐるしさにおそわれ、ひどい目まいをおぼえた。そして、あわれにも、いよいよわが命の最さい期ご　がやってきたと本気で思いつめるほど苦しんだ彼は、あぶら汗あせをしたたらせ、のたうちまわりながら、霊れい薬やくを呪のろい、さらに、こんなものをくれた者の悪口をわめきちらした。すると、従じゅう者しゃのようすを見たドン・キホーテが言った[image: ──]

「サンチョよ、その苦しみはすべて、おまえが正式に叙じょ任にんされた騎き　士し　にあらざるところからきているにちがいない。それというのも、たしか、この霊れい水すいが効くのは正式の騎き　士し　にかぎられていたからじゃ。」

「やれやれ、それをご存じなのに、なんで黙だまっておらに飲ませなさっただかね？　ああ、おらもおらの先祖も、あわれなことになったもんだ！」

　しかし、この時、飲んだものの効き目がついに現れたらしく、あわれな従じゅう者しゃは上と下から吐は　いたり下くだしたりしはじめたが、それがあまりにも急なことだったので、下にしいていたむしろも、体をつつんでいた毛布も、台なしになってしまった。しかも彼かれは、あいかわらず冷ひや汗あせとあぶら汗を滝たきのように流して苦しみ、なんども発作をおこしたり、気を失いかけたりしたものだから、今度ばかりは本人のみならず、はたで見ている者たちもひとしく、彼の最さい期ご　がきたと思ったほどであった。こうした苦しみにみちた大おお騒さわぎがかれこれ二時間も続いたが、それがすむと、主人の場合とはまったくちがって、従じゅう者しゃはすっかり弱りはて、もう身を起こすこともできなかった。

　一方、ドン・キホーテは、さきほどのべたように、すでに元気を回復していたので、これからすぐにも、冒ぼう険けんを求めて出かけたいと思っていた。こんなところにぐずぐずしていては、自分の救いと援えん助じょを必要とする世の人びとを、それだけ待たせることになると考えたからであるが、同時に、手製の霊れい薬やくにたいする信しん頼らい感かんが彼かれを勇気づけたこともたしかであった。この思いにせきたてられた彼は、みずからロシナンテに鞍くらをおき、従じゅう者しゃのロバにも荷鞍をおいただけでなく、従者の身じたくまで手伝ったうえ、彼をロバの背せ　に押お　しあげてやった。それから、自分もやせ馬にまたがると、旅たび宿やどの庭の片かた隅すみに行き、そこにあった投げ槍やりを手にとった。自分の槍として使つかおうと思ったのである。

　旅たび宿やどに居合わせた二十人をこえる者たちはみな彼かれのすることを見まもり、そのなかには宿の娘むすめの目もあった。ドン・キホーテのほうでも娘から目を離はなさなかったが、そうするうちにも彼は、時おり、腹はらの底からしぼり出すような大きなため息をついていた。見ている人たちはそれを、あばら骨ぼねの痛いたみのためと考え、少なくとも、昨夜、彼が膏こう薬やくをはってもらうのを見た者たちはそう確信していた。

　さて主しゅ従じゅうそろって馬とロバに乗り、旅たび宿やどの門かど口ぐちまでくると、ドン・キホーテは宿の主人を呼よ　び、落ち着きはらった、おもおもしい調子でこう言った[image: ──]

「城じょう主しゅどの、拙せっ者しゃがこの城しろでたまわった、計り知れない恩おん恵けいについては、拙者、生しょう涯がいこれを肝きもに銘めいじ、貴き　殿でんに感謝いたす所存でござる。拙者の天職が弱きを助け、非道に泣な　く人びとのうらみを晴らし、不義をこらしめることであってみれば、貴殿に何か無礼を働いたりするようなどこかの不届き者をこらしめ、貴殿にかわって仇あだを返してさしあげれば、ご恩おん返がえしの一いっ端たんになろうかと存ずる。されば、貴殿は記き　憶おくをおあらためのうえ、何かそのような事実がござれば、何はともあれ、申し出ていただきたい。拙者、騎き　士し　道どうにかけても、貴殿の意い　趣しゅを晴らしてさしあげると、お約やく束そくいたそう。」

　すると、宿の主人も同じように落ち着きはらって答えた[image: ──]

「騎き　士し　のだんな、てまえには、だんなに仕返しをしていただきたいようなことは何もありゃしません。ただ、てまえがお願いしたいのは、昨夜の泊と　まり賃ちんを、つまり二人分の夕食とベッドのほかに馬とロバの麦とわらの代金をお支し　払はらいいただくことですよ。」

「してみると、これは旅たび宿やどか？」と、ドン・キホーテがたずねた。

「さようですとも、しかも、れっきとした旅たび宿やどでさ」と、宿の主人が答えた。

「どうやら、拙せっ者しゃは今まで思いちがいをしていたようじゃ」と、ドン・キホーテが応じた。「じつを言えば、拙者はこれを城しろとばかり、それもなかなかりっぱな城とばかり思いこんでおったのだが、そうではなくて、これが旅たび宿やどであるとすれば、さしあたり、支し　払はらいを免めんじてもらわねばならぬ。と申すのも、拙者は遍へん歴れきの騎き　士し　道どうの掟おきてにそむくわけにはまいらぬからじゃ。すなわち遍歴の騎士と申すものは、いかなる宿に泊と　まろうと、宿やど賃ちんなどいっさい支し　払はらったためしがない、いや、そんなためしを騎士道物語で読んだことはないのだ。なぜかと申せば、騎士が受けるいかなる歓かん待たいも、彼かれが夜となく昼となく、夏であれ冬であれ、ある時は徒か　歩ち　、またある時は騎き　馬ば　で、飢う　えと渇かわきになやみ、暑さ寒さに苦しめられ、この世のあらゆる不自由と戦いながら、冒ぼう険けんを求めて旅をする、その堪た　えがたき辛しん苦く　の代だい償しょうとして、当然、受けてしかるべきものだからじゃ。」

「そんなことは、てまえの知ったことじゃありませんや」と、宿の主人が言った。「騎き　士し　道どうだかなんだか知らないが、そんなわけのわからない話はもうやめにして、とにかく払はらうものを払っていただきましょうか。てまえとしては、勘かん定じょうさえ払っていただけりゃ、それでなんの文句もないんですから。」

「おぬしはなんというわからずやの、けしからぬ亭てい主しゅなのじゃ。」

　こう言ったドン・キホーテは、いきなりロシナンテに拍はく車しゃをあて、例の槍やりを小こ　脇わきにかいこむと、だれにもじゃまだてするいとまを与あたえず、旅たび宿やどを出ていった。そして、自分の従じゅう者しゃがついてきているかどうか、ふり返って確かめることもなく、かなり遠くまでいっきに進んだ。

　ドン・キホーテが一銭せんも払はらわずに立ち去ったのを見ると、宿の主人は従じゅう者しゃから取り立てようとして、彼かれにつめよった。しかしサンチョ・パンサは、主人が払おうとしなかったのだから、自分も払うつもりはない、なぜなら、自分は遍へん歴れきの騎き　士し　の従者なのだから、旅たび宿やどで何ひとつ払わないという掟おきては、主人の場合と同じく、自分にも通用するからだ、と言った。これを聞いた宿の主人はいよいよ腹はらを立て、払わないというなら、痛いたいめにあわせても取り立ててやる、とおどした。

　ところで、サンチョにとって運の悪いことに、たまたまその旅たび宿やどには、毛梳す　き職人や針はり職人らが合わせて九人も泊と　まりあわせていた。いずれも陽気で、いたずら好ず　きな彼かれらは、ばか騒さわぎをしては喜んでいる連中であったが、この時そろって同じ悪ふざけを思いついたらしく、サンチョのところにやってくると、彼をロバから引きずりおろした。また、その間に、男たちのひとりが宿の亭てい主しゅのベッドから毛布を取ってきた。それから彼らは、サンチョを裏うら庭にわに連れていくと、彼を毛布のまんなかに置き、その毛布の端はしをみなでしっかりつかんだかと思うと、ちょうどカーニバルの時に犬を投げあげて楽しむように、彼の体を宙ちゅう高くほうりあげて、もてあそびはじめたのである。

　こうして毛布ケ ッ トあげにされたあわれなサンチョは、助けを求めて声をかぎりにわめきちらしたので、それは主人の耳にもとどいた。馬をとめて聞き耳をたてたドン・キホーテは、はじめのうち、何かあらたな冒ぼう険けんの到とう来らいでは、とばかり胸むねをおどらせたが、しばらくすると、声のぬしが自分の従じゅう者しゃであることをはっきり認みとめた。そこで、ロシナンテを無理にせかして旅たび宿やどにとって返したものの、おもては閉まっていたので、ほかに入口はないものかと、家の周囲をまわりはじめた。そして裏うら庭にわのところまで来た時、そのあまり高くない土ど　塀べいごしに、騎き　士し　は自分の従者が空中を上がったり下がったりするのを目にしたのである。実際のところ、まるでゴムまりのように軽快な上下運動をくり返すその姿すがたといったら、こっけいきわまるものだったので、もしもその時、激げき怒ど　してさえいなかったら、さすがのドン・キホーテもふきだしていたことであろう。彼かれは馬から土塀によじのぼろうとしたが、全身がさんざん痛いためつけられていたため、それもままならなかった。そこで、やむなく馬に乗ったまま、サンチョを毛布ケ ッ トあげにしてもてあそんでいる連中にたいしてひどい悪あっ口こう雑ぞう言ごんをあびせかけた。とはいえ、そうしたからといって、男たちが大おお笑わらいしながらの悪ふざけをやめたわけでもなければ、舞ま　いあがっているサンチョが、悲鳴をあげながら、おどしたり頼たのんだりするのをやめたわけでもなかった。しかし、やがて連中も疲つかれはてたとみえてこのいたずらをやめると、ロバを引いてきて、その背せ　にサンチョを押お　しあげたうえ、彼に外がい套とうをかけてやった。

　かくして、サンチョはロバの脇わき腹ばらをかかとで蹴け　ると、いまは彼かれのために大きく開かれた宿の表戸から、うれしそうにのりだした。いつも、なにかと世話になっている自分の背せ　中なかには、またしてもひどい迷めい惑わくをかけたものの、ついに一文も払はらわずにきりぬけたことで、内心ほくほくだったのである。もっとも、宿の亭てい主しゅは勘かん定じょうのかたとして、彼の振ふ　り分わ　けの担にない袋ぶくろをとりあげていたが、動どう揺ようしていたサンチョはそれに気づかなかった。


    
      
    


８ 羊ひつじの群れの冒ぼう険けん

　さて、息もたえだえのサンチョは、やっとのことで主人に追いついた。ドン・キホーテは従じゅう者しゃがすっかりうちしおれて、ロバをせかせる元気さえないのを見てとると、こう言った[image: ──]

「サンチョよ、あの城しろだか旅たび宿やどだかが魔ま　法ほうにかかっていることは、やはりまちがいないと、わしはやっと確信いたしたぞ。なぜかといえば、おまえをあれほど情なさけ容よう赦しゃもなくもてあそんだ連中が、妖よう怪かい変へん化げ　でないなどということはありえないからじゃ。また、先ほど裏うら庭にわの土ど　塀べいごしに、おまえのみじめな悲ひ　劇げきを目のあたりにしながら、わしは土塀によじのぼることはおろか、ロシナンテからおりることさえできなかったのだが、それが何よりの証しょう拠こ　じゃ。つまり、わしも魔法にかけられてしまったのよ。」

「いや、おらのことをなぶりものにしくさった連中は」とサンチョが応じた、「だんなさまの言いなさるような妖よう怪かいでもなければ、魔ま　法ほうにかけられた人間でもござりません、それどころか、わしらと同じように、骨ほねと肉をそなえたふつうの人間です。だいいち、毛布ケ ッ トあげにされながら、おらが耳にしたところでは、やつらはめいめい、ちゃんとした名まえでたがいを呼よ　び合っていましただ。ひとりはペドロ・マルティーネス、もうひとりはテノーリオ・エルナンデス、それに宿のおやじはたしか《ぎっちょ》のフワン・パロメーケとかいったかな。だから、だんなさまが土ど　塀べいをとび越こ　えたり、馬からおりたりすることがおできにならなかったのは、魔法のせいではなく、何かほかのことのせいでござりますよ。それにしても、これまでわしらに起こったことを思いあわせてみると、わしらがさがしまわっている冒ぼう険けんとやらのおかげで、しまいには、どっちが自分の右足だか区別がつかなくなるほどの、ひでえ災さい難なんにあうのは目に見えていまさあ。まあ、頭の悪いおらの考えでは、もう、あちこちうろつきまわるのはやめにして、村に帰るのがいちばん利口なことだね。今ごろは忙いそがしい刈か　り入い　れ時でもあるし、仕事に精を出すのがいちばん無ぶ　難なんというもんですよ。」

「やれやれ、サンチョ」と、ドン・キホーテが答えた、「おぬしには騎き　士し　道どうというものがまったくわかっておらんようだな。まあ、むだ口をたたかずに、しんぼうすることだ。そうすれば、こうして歩きまわることがいかに名めい誉よ　なことか、おぬしの目ではっきりと見る日もこようからな。それとも、おぬしは、戦いに勝ち、敵を倒たおすことより大きな満足が、あるいはそれに比ひ　肩けんする喜びがこの世にあるとでも申すのか？　そんなものは何ひとつないということは、いささかの疑うたがいもないところじゃ。」

「おらにはさっぱりわからねえが、そんなものなんですかねえ」と、サンチョが応じた。「ただ、はっきりしてるのは、おらたちが遍へん歴れきの騎き　士し　になってからというもの、いや、おらにはそんな資格はねえだから、つまり、だんなさまがおなりになってからというもの、あのビスカヤ人との戦いのほかは、一度も勝ったためしはねえことだ。それにあの時だって、おまえさまは片かた耳みみとかぶとの半分をそがれてしまったじゃねえですか。そして、あれからあとは、いつも棍こん棒ぼうでたたかれ、げんこつでなぐられてばかりで、おまけにおいらは、毛布ケ ッ トあげまでくらうしまつだ。」

　ドン・キホーテ主しゅ従じゅうがこんな話をしていた時、主人のほうが、道の行く手にたちこめたもうもうたる砂すな煙けむりがこちらに近づいてくるのに気づいた。彼かれはそれを見るなり、サンチョをふりかえって、こう言った[image: ──]

「おお、サンチョよ、ついに運命が拙せっ者しゃのためにとっておいた幸運がその姿すがたを現す日がやってまいったぞ。つまり、今日こそは、拙者がこの腕わん力りょくを十分に発はっ揮き　し、末代まで歴史に名をのこす武ぶ　勲くんをたてる日なのじゃ。ほおれ、かなたにあがっている砂煙が見えるであろう。あの砂ぼこりをたてているのは、多くの国の兵たちからなる大軍で、それが今、こちらに向かって進んできとるのじゃ。」

「そういうことなら、軍勢は二つにちがいねえです」と、サンチョが言った。「その証しょう拠こ　に、反対のほうにも、あれと同じような砂すな煙けむりがあがっているからね。」

　言われたほうをふり返ったドン・キホーテは、それが事実であることを認みとめた。すると彼かれは、すっかりうれしくなって、これは疑うたがいもなく、この広い平原で一戦をまじえようとしている二つの軍勢だと思いこんでしまった。それというのも、この騎き　士し　の頭はいつ、いかなる時でも、騎士道物語に出てくる合かっ戦せん、魔ま　法ほう、冒ぼう険けん、恋こい、一いっ騎き　討う　ちなどでいっぱいになっていたため、彼かれの言うこと、考えること、なすことは、ことごとく、そうしたものにむすびついたからである。ところが彼が目にした砂煙というのは、じつを言えば、おなじ道をたがいに反対方向からやってくる羊ひつじの二つの大群がたてたものであった。しかし、ひどい砂ぼこりのために、近くにやってくるまでその正体がわからなかったのである。

　また、ドン・キホーテがあまりにも熱心に軍勢だと言い張ったので、サンチョもついにそう思うようになり、こうたずねた[image: ──]

「それじゃ、だんなさま、わしらはいったいどうすりゃいいだね？」

「決まっておる」と、ドン・キホーテが答えた、「弱体ゆえ、加勢を必要とするほうに味方するのじゃ。ついては、知っておくがよいぞ、サンチョ、われらの前方からまいる軍勢は、名高いトラポバーナ島の君主、アリファンファロン大たい帝ていが指し　揮き　しており、また、われらの背はい後ご　から攻せ　めよせるは、その宿敵たる、ガラマンタ族の王、《腕うでまくり》のペンタポリンのひきいる軍勢であるが、この王にこんなあだ名がついたのは、彼かれがつねに右腕をむき出しにして戦いにのぞむからじゃ。」

　ひきつづいてドン・キホーテは、実際には見えもしなければ、ありもしないものを、自分の想像のなかで見ながら、声高らかに、とうとうとまくしたてた。つまり、自分の空想のおもむくままに、両軍の数多くの騎き　士し　の名をあげ、各騎士の出身地と彼かれらが身につけている色とりどりの甲かっ冑ちゅうや盾たてについて説明し、さらには盾たてに描えがかれた紋もん章しょうや銘めいにまで言げん及きゅうしたのである。それもこれもすべては、彼がこれまで読んできた荒こう唐とう無む　稽けいな騎士道物語に書かれているところであった。

　サンチョ・パンサはひと言も言わず、あっけにとられて主人の言葉を聞いていたが、それでも時おり、主人が名を呼びあげる騎士や巨きょ人じんの姿すがたが見えはしないかと、首をのばしてながめやった。しかし、何も見えないので、こう言った[image: ──]

「だんなさま、おらはだんなさまのおっしゃる騎き　士し　や巨きょ人じんを、のこらず悪あく魔ま　にまかせますだ。なにしろ、おらの目にゃなんにも見えねえだからね。これもきっと、ゆうべの幽ゆう霊れいと同じで、魔ま　法ほうのせいにちがいありませんよ。」

「ばかを申すでない」と、ドン・キホーテが応じた、「おぬしにはあの馬のいななきや、ラッパの音や太たい鼓こ　のひびきが耳に入らぬのか？」

「おらに聞こえるのは」と、サンチョが答えた、「やかましい羊ひつじのなき声だけですよ。」

　事実はそのとおりであった。というのも、すでに二つの羊ひつじの大群が近くまで来ていたからである。

「サンチョよ、おぬしはおびえるあまり」と、ドン・キホーテが言った、「ものごとを正しく見たり、聞いたりすることができなくなっておるのじゃ。なぜかと申せば、恐きょう怖ふ　心しんというやつは、ひとの感覚を狂くるわせ、ものごとをありのままには見せないようにするものだからな。そんなにこわいのなら、おぬしはどこかにしりぞいて、拙せっ者しゃひとりにまかせておくがよい。加勢する軍を勝利にみちびくには、拙者ひとりで十分というものよ。」

　こう言うが早いか、ロシナンテに拍はく車しゃをかけたドン・キホーテは、槍やりを小こ　脇わきにかいこんで、稲いな妻ずまのごとく駆か　け出した。サンチョはそれを見ると、大声をあげた[image: ──]

「ドン・キホーテさま、どうかひき返しておくんなさい！　だんなさまが攻せ　めようとしているのは、神に誓ちかっていうだが、羊ひつじでござりますぞ！　こりゃあ、また、とんだ狂きょう気き　ざただ。だんなさま、よく目をあけてごらんなさいまし、騎き　士し　も巨きょ人じんもいねえだよ。いったい、何をなさろうというのかね。ああ、情けねえこった！」

　もとよりドン・キホーテは、こうした呼よ　びかけに耳をかそうとはしなかった。それどころか、彼かれは大声で呼ばわりながら、突とっ進しんしていった[image: ──]

「やあやあ、武勇ならびなき大たい帝てい《腕うでまくり》のペンタポリンの旗のもとに戦う騎き　士し　の方がた、いざ、拙せっ者しゃのあとにお続きなされ。拙者、何の苦もなく敵てき将しょうアリファンファロン・デ・トラポバーナを打ちとって進ぜようぞ。」

　こう言いながら、羊ひつじの群れのまっただなかに突つ　っこんだ彼かれは、まるで、ほんとうに人間の仇きゅう敵てきを相手にしているかのように、すさまじいいきおいで、羊を相手に槍やりをふるいはじめた。家か　畜ちくに付きそっていた羊ひつじ飼か　いたちは、声をかぎりに叫さけんで制止しようとしたが、それでも効き目がないのがわかると、それぞれ石投器をとり出し、ドン・キホーテの顔面めがけて、こぶし大の石をとばしはじめた。しかしながらドン・キホーテは、石つぶてなどには目もくれず、縦じゅう横おうに駆か　けまわりながら、呼よ　ばわった[image: ──]

「高こう慢まんちきなアリファンファロンよ、どこにおるのか、出あえ出あえ。われこそは、一いっ騎き　討う　ちによってなんじにその実力を思い知らせ、勇名高きペンタポリン・ガラマンタにたいするなんじのふらちな行こう為い　の報むくいとして、なんじの命をもらいうけんとする、遍へん歴れきの騎き　士し　なるぞ。」

　ちょうどこの時、とんできた石のひとつがドン・キホーテの脇わき腹ばらにあたり、あばら骨ぼねを二本へし折ってしまった。こういうひどいめにあうと、さすがの彼かれもひどく気がめいり、まるで死ぬほどの深ふか傷で　を受けたようなつもりになって、頼たのみの綱つなである、例の霊れい薬やくのことを思いだした。そして、霊薬の入った油差しをとりだして口にあてがい、胃ぶくろのなかにとくとくと注ぎはじめた。ところが、これで十分と思えるほど飲まないうちに、つぎの石がとんできて、彼の手と油差しに命中したものだからたまらない、この石つぶては油差しをうち砕くだいたついでにドン・キホーテの前歯や奥おく歯ば　を三、四本も折り、おまけに手の指を二本たたきつぶしてしまったのである。

　最初の一いち撃げきで骨ほねを折られ、今また、かくもしたたかな一撃をくらった騎き　士し　は、あえなく馬からころげ落ちてしまった。それを見た羊ひつじ飼か　いたちは、てっきり相手を殺したものと思いこみ、大いそぎで家か　畜ちくを集めると、七頭を越こ　えた死んだ羊をかついで、そそくさとその場をたち去った。

　このあいだ、サンチョはすこし離はなれたところから、主人の行う狂きょう気き　ざたを見まもりながらも、いらだたしさのあまり、自分のあごひげをかきむしり、運命が自分とドン・キホーテをひき合わせた時と場所を呪のろっていた。しかし、主人が地面に倒たおれ、羊ひつじ飼か　いたちがたち去ったのを見てとると、彼かれはすぐさま主人のもとにとんで行った。そして、気を失ってこそいないものの、見るにたえない姿すがたで横たわる主人に、こう言ったのである[image: ──]

「やれやれ、ドン・キホーテさま、やっぱりおらの言わねえこっちゃねえよ。どうかひき返しておくんなさい、攻せ　めようとなさるのは軍勢ではなくて、羊ひつじの群れだって、言わなかっただかね。」

「いや、魔ま　法ほう使つかいにとって、ものの姿すがたをかってに変え、なんでも自分たちの思いどおりにわしらに見せることなんぞは、朝飯まえなのじゃ。それゆえ、わしを困こまらせようとして、いつもつけねらっている、あの悪あく党とうの魔法使いめは、この合かっ戦せんで拙せっ者しゃが手にするはずの栄えい誉よ　をねたむあまり、敵の軍勢を羊ひつじの群れに変えおったのだ。これが信じられんというなら、おまえ、ロバに乗って、こっそりとあとをつけてみるがよい。そうすれば、ここからいくらも行かないうちに、やつらが羊の姿から本来の姿に、つまり、最初に拙者が申しきかせたとおりの、れっきとした武士の姿になっているのが見えようというものだ。だが、今は行かないでくれ、どうしてもおまえの助けが必要だからじゃ。さあ、もっとこっちによって、わしの奥おく歯ば　と前歯が何本なくなったか見てくれ。口のなかに一本も残っていないような気さえするのでな。」

　ところが、言われたとおりに近づいたサンチョが、ほとんど相手の口のなかに目をいれるようにして覗のぞきこんだ折もおり、すでにドン・キホーテの胃ぶくろのなかで作用をはじめていた例の霊れい薬やくが、胃ぶくろの中身を鉄てっ砲ぼう玉だまよりも激はげしいいきおいで吹ふ　き出させたものだからたまらない、心やさしい従じゅう者しゃのひげ面に、それはまともにかかってしまったのである。

「ああ、マリアさま！」と、サンチョが悲鳴をあげた。「これはまた、なんてこった。口からこんなに血を吐は　いたんじゃ、このお人も、もうだめにちげえねえ。」

　しかし、しばらくするうちに、その色と味とにおいから、それが血ではなくて、さきほど主人が飲んでいるのを見た霊れい薬やくだということに気づいたサンチョは、とたんに胸むなくそが悪くなって、胃ぶくろがひっくりかえるような吐は　きけをおぼえた。そして今度は、彼かれが腹はらのなかにあったものを主人のうえに吐き出したものだから、二人ながら、それはそれは見事な姿になってしまった。そこでサンチョは、担にない袋ぶくろから、何か顔をふくものと、主人の手当てをするものを取り出そうとして、ロバのところへとんで行ったが、それがなかなか見あたらないので、気も狂くるわんばかりであった。彼は、あらためてわが身の不幸を呪のろい、さらに、これまでの給金や約やく束そくの島の領主になるという希望を棒ぼうにふってもかまわない、今度こそ主人を見すてて村に帰ろうと心のなかで決めるのであった。

　この時、やっとの思いで起きあがったドン・キホーテは、ロバにもたれかかっているサンチョのところにやってきた。そして従じゅう者しゃが頰ほおづえをつき、いかにも物思わしげなようすでいるのを見ると、こう言った[image: ──]

「よいかサンチョ、人なみ以上のことをしなければ、人にまさることはできないのだぞ。今われらの身にふりかかっている嵐あらしは、まもなく天気がしずまって、われらが順風に帆ほ　をあげるようになる前ぜん兆ちょうじゃて。なぜと申すに、よいことも悪いことも、そうそう長続きするはずもないのであってみれば、われらに久しく悪いことが続いた今、よいことがすぐ近くに来ておるにきまっとるからじゃ。だから、わしに起こった災さい難なんをそれほど悲しむでない。べつに、おまえにはかかわりのないことじゃからな。」

「かかわりがねえですって？」と、サンチョが応じた。「それじゃ、きのう毛布ケ ッ トあげにされたのは、おらの親父のせがれではねえとでもおっしゃるんですか？　それに、おらの大事なものが入ったままなくなっちまった担にない袋ぶくろは、おなじせがれのじゃなくって、いったいだれのもんだね？」

「なに、担にない袋ぶくろがなくなったのか、サンチョ？」と、ドン・キホーテが言った。

「はあ、どこにも見あたりませんだ」と、サンチョが答えた。「でも、しかたのねえことです。それより今は、早くここを出て、どこか今夜泊と　まるところをさがすとしましょう。それにしても神さまのお慈じ　悲ひ　で、毛布ケ ッ トあげの連中や、幽ゆう霊れいや、魔ま　法ほうにかかったモーロ人なんぞのいねえ宿にめぐりあいたいものでござりますよ。あんなのがいた日にゃ、それこそ百年目というもんだね。」

「まあ、神さまにお願いすることだな」と、ドン・キホーテが言った。「とにかく、どこへなりと、おまえの好す　きなところへ案内してもらおうか。今夜の宿のことは、いっさいおまえにまかせようと思うのでな。だが、その前に、ちょっとここに手を入れて、歯が何本なくなったか指でさぐってみてくれないか、そう、この右の上あごじゃ、ここが痛いたくてたまらんのだ。」

　サンチョは指を差しこんでさぐりながら、こうたずねた[image: ──]

「だんなさま、こっちがわには奥おく歯ば　は何本おありでしたかね？」

「四本だ」と、ドン・キホーテが答えた、「親しらずのほかは、いずれもりっぱな、じょうぶな歯ばかりじゃ。」

「もう一度、ようく考えて言ってくださいましよ、だんなさま」と、サンチョが言った。

「だから、五本でなければ、四本だと言っているのだ」と、ドン・キホーテが応じた。「というのも、わしはこれまで、前歯にしろ奥おく歯ば　にしろ、抜ぬ　いてもらったこともなければ、むし歯などでなくしたこともないからだ。」

「でも、この下がわには」と、サンチョが言った、「奥おく歯ば　は二本と半分しかありませんし、上がわときたら、半分どころかかけらもねえですよ。それこそ、手のひらみたいに、すべすべだね。」

「わしも不運な男じゃ」と、従じゅう者しゃの言葉を聞いたドン・キホーテが言った。「剣けんをにぎる腕うででさえなかったら、腕をもぎとられたほうがまだましというものよ。なぜかと申せば、よいかサンチョ、歯のない口というものは石いし臼うすのない粉ひき場のごときものであって、一本の歯はひと粒つぶのダイヤモンドよりずっと貴き　重ちょうだからじゃ。とはいうものの、拙せっ者しゃのように、騎き　士し　道どうのきびしい掟おきてにしたがう者には、こういうこともありがちなことよ。さあ友のサンチョよ、ロバに乗って、わしを案内しておくれ。わしはおまえの行くところ、どこにでもついていくつもりじゃ。」

　サンチョは、いわれたとおり、先に立った。そして、まっすぐにのびている街かい道どうからそれることなく、宿のみつかりそうなほうに向かって道をたどって行った。


９ 死体をめぐる冒ぼう険けん

　一夜の宿が見つかる前に、日はとっぷりと暮く　れてしまった。その夜はかなり暗かったが、二人はかまわず歩きつづけた。これが街かい道どうであってみれば、七、八キロも行くうちに、旅たび宿やどの一いっ軒けんくらいはかならず見つかるだろう、というのがサンチョの考えだったからである。かくして、すきっ腹ぱらの従じゅう者しゃと、これまたひもじい思いの主人が暗い夜道をたどっていると、道の行く手に、一見、動いている星かと思われるような無数の火ほ　影かげが、こちらに向かって来るのが目にとまった。サンチョは思わずぎょっとしたが、ドン・キホーテとてけっしていい気持ちはしなかった。それゆえ、ひとりはロバの端は　綱づなを引き、もうひとりはやせ馬の手た　綱づなをひかえて立ちどまり、いったい何ごとかと、瞳ひとみをこらして、注意ぶかく見つめた。やがて火影の群れはますます彼かれらのほうに近づき、近づくにつれてますます大きくなったので、サンチョはまるでおこりを煩わずらったかのようにぶるぶるとふるえだし、ドン・キホーテは身の毛をよだたせたが、さすがは騎き　士し　、いくらか勇気をふるいおこして、口を開いた[image: ──]

「サンチョよ、これこそ、このうえなく危き　険けんな大だい冒ぼう険けんにちがいないぞ。ついに、拙せっ者しゃのあらんかぎりの力と勇気を発はっ揮き　すべき時がやってまいったのじゃ。」

「とんでもねえこった」と、サンチョが答えた、「もしこの冒ぼう険けんがまた、化け物のしわざだとしたら、痛いたいめを見るあばら骨ぼねがどこに残っているというだね？」

　こう言いながらも二人は道の片かたはしにより、ふたたび目をこらして、やってくる火ほ　影かげの正体を見きわめようとしたが、まもなく多くの白しろ装しょう束ぞくの姿すがたが認みとめられると、そのぶきみな光景にサンチョはすっかり怖お　じけづき、あたかも高熱におかされたかのように、歯をがたがた鳴らしはじめた。そして、事態がしだいにはっきりしてくるにつれ、サンチョの恐きょう怖ふ　とふるえはいよいよひどくなっていった。それというのも、二十人ばかりの白装束の男たちがラバ(その静かな歩き方から馬ではなくラバであることが知れた)に乗り、手に手に松たい明まつを持っているのがわかったからである。白装束のあとには黒布でおおわれた輿こしがつづき、またそのあとに、おなじくラバに乗った六人の男が、こちらは足の先までまっ黒な喪も　服ふくをまとって、つきしたがっていた。

　白しろ装しょう束ぞくの男たちはみな、低い悲しげな声でなにやらつぶやいていた。こんな時じ　刻こくに、しかもこんな人里はなれたところで見るこのあやしげな光景は、サンチョの心はいうまでもなく、その主人の心にさえ恐きょう怖ふ　をおこさせるに十分であった。もっとも、空想をたくましくしたドン・キホーテは、これまた騎き　士し　道どう物語に出てくる冒ぼう険けんのひとつにちがいないと信じこみ、勇気がこみあげるのをおぼえたのである。

　あの輿こしは棺ひつぎであって、そのなかには深ふか傷で　をおった、あるいは殺された騎き　士し　が横たわっている、そして、その復ふく讐しゅうがほかならぬ自分にゆだねられている、そう想像したドン・キホーテは、もうそれ以上思いをめぐらすことなく、槍やりを小こ　脇わきにかいこむと、いかにもりりしい、さっそうたる身のこなしで、白しろ装しょう束ぞくの男たちのやってくる道のまんなかに立ちはだかった。そして、一行が近づくと、声をはりあげて言った[image: ──]

「やあやあ、おとまりめされい、騎き　士し　の方がた。しばらく足をとどめて、貴き　公こうたちがいかなるお人たちなのか、どこから来られてどちらへおもむかれるのか、また、その棺ひつぎに何を運んでおられるのか、拙せっ者しゃにお話しくだされ。お見うけするところ、貴公たちはなにか悪事をはたらいたか、さもなければ、人からひどいめにあわされたかのようじゃ。であってみれば、貴公たちの悪事を罰ばっするにしても、貴公たちに加えられた非道の復ふく讐しゅうをするにしても、まず事情をうけたまわることが、拙者にとってぜひとも必要だからでござる。」

「わたくしどもはさきを急いでおります」と、白しろ装しょう束ぞくの男のひとりが答えた、「それに、目ざす宿も遠いことゆえ、いちいち説明しているようなひまなどございません。」

　こう言ってラバに拍はく車しゃをあてると、彼かれは前を通りすぎようとした。ところがこの応対に気を悪くしたドン・キホーテは、相手のラバのくつわをつかむなり、言った[image: ──]

「とまれと申しておるのだ。いますこし礼れい儀ぎ　を重んじ、拙せっ者しゃのたずねたことに返事をせられい。いやとあらば、拙者を相手に一戦まじえる覚かく悟ご　をいたせ。」

　たまたま、そのラバはひどく驚おどろきやすい性た　質ち　だったので、不意にくつわをとられると、すっかり驚きおののいて棒ぼう立だ　ちになり、乗り手を臀しりのほうから地面へずり落としてしまった。この落馬を見て、徒歩でしたがっていたラバ引きのひとりが、ひどい悪たいをつきはじめた。そうでなくても激げき怒ど　していたドン・キホーテは、もう許してはおけないとばかり、槍やりをかまえると、喪も　服ふくすがたのひとりにおそいかかり、ひどい傷きずをおわせて、地面へ倒たおしてしまった。それから、ほかの男たちに立ち向かったが、彼かれの攻せ　めのすばやさ、敵を追いたてる手て　並なみはいつになく見事なもので、この時ばかりは、乗馬のロシナンテに翼つばさが生えたとしか思われないほどであった。

　白しろ装しょう束ぞくの男たちはいずれも小心な、武器を持たない人たちだったし、喪も　服ふくに身をつつんだ者たちもまた、踵かかとまでとどくような長い衣ころものために身動きがとれないでいたので、ドン・キホーテは思うぞんぶんあばれまわり、彼かれらをその場から蹴け　ちらしてしまったのである。一方、逃に　げ出した男たちは、ドン・キホーテのことを、あれは人間ではない、自分たちが輿こしで運んできた死体を奪うばわんとして、地じ　獄ごくからたち現れた悪あく魔ま　にちがいないとさえ思った。

　その場のなりゆきを見まもっていたサンチョは、主人の剛ごう勇ゆうぶりに感心して、内心ひそかに言ったものだ[image: ──]

「なるほど、おらのご主人は、ご自分でいいなさるとおり、肝きもっ玉のでかい、強いお人だわい。」

　ところで、最初にラバの背せ　から地面にたたきつけられた男のかたわらには、松たい明まつがひとつ燃え残っていた。その明かりで男の姿すがたを認みとめたドン・キホーテは、そばに近よると、相手の顔に槍やりの穂ほ　先さきをつきつけて、降こう参さんしろ、さもなければ命がないぞ、と言った。これにたいして、横たわった男が答えた[image: ──]

「降こう参さんなら、もうとっくにいたしておりまする。なにしろ、片かた脚あしが折れて動こうにも動けないのですから。どうか騎き　士し　どの、あなたがキリスト教を信ずるお方なら、わたくしを殺さないでくだされ。わたくしは学位を持つ聖せい職しょく者しゃですから、それを殺したとあっては、たいへんな罪を問われることになりますぞ。」

「ならば、聖せい職しょく者しゃともあろうそなたを」と、ドン・キホーテが言った、「いったい、何者がここへつかわしたのじゃ？」

「何者が、と言われるか」と、倒たおれている男が答えた。「それは、わたくしの不運と言うべきでしょう。」

「なるほど、それでは、より大きな不運にみまわれたくなかったら」と、ドン・キホーテが言った、「さきほど拙せっ者しゃがたずねたことにたいし、拙者の満足のいくようにお答えなされ。」

「それはもう、すぐにもあなたの満足のいくようにいたしましょう」と、学士が応じた。「では聞いていただきますが、わたくしはアロンソ・ロペスと申す者で、さきほど松たい明まつを持って逃に　げていった十一人の僧そう侶りょといっしょにバエサ市を発た　ち、あの輿こしに入れた亡なき骸がらを守って、セゴビア市におもむくところでした。亡骸はバエサ市でなくなったさる紳しん士し　のもので、それを紳士の生まれ故こ　郷きょうのセゴビアにある墓所にまで持ってまいる途と　中ちゅうだったのです。」

「して、その方を殺したのは何者じゃ？」と、ドン・キホーテがきいた。

「神さまでございます。ペストという熱病によってお召め　しになりました」と、学士が答えた。

「そういうことなら」と、ドン・キホーテが言った、「だれかほかの者が手をくだした場合に、拙せっ者しゃがとらなければならない復ふく讐しゅうの労を、神さまが省いてくださったというわけだ。それにしても、神さまがみずから手をくだし給うたのであってみれば、拙者としても、黙だまって肩かたをすぼめる以外、仕方のないことでござる。ところで、司祭さまにご承知おき願いたいが、拙者はラ・マンチャの騎き　士し　、ドン・キホーテと申す者で、諸しょ国こくを遍へん歴れきしては曲まが事ごとを正し、不正をとりのぞくことを任務としておりますのじゃ。」

「その、曲がったものをなおす、とおっしゃるのが、わたくしにはとんと合点がゆきませぬ」と、学士が言った。「あなたはわたくしの片かた脚あしを折って、まっすぐなのを、わざわざ曲げてくださったんですよ。まあ、これも不運とあきらめましょうが、どうか遍へん歴れきの騎き　士し　さま、せめてわたくしをこのラバの下から引き出してくだされ。なにしろ片かた方ほうの足があぶみと鞍くらにはさまれて動くこともできないのですから。」

「これはこれは、うっかり明日までおしゃべりを続けるところでしたわい！」と、ドン・キホーテが言った。「で、そなたはその苦く　痛つうを、いつまで黙だまっておいでのつもりだったのじゃ？」

　ドン・キホーテはすぐにサンチョに声をかけ、来るように命じた。ところが従じゅう者しゃのほうは、僧そう侶りょたちの一行が連れていた、食糧をどっさりとつんだ荷運びラバからの抜ぬ　き荷に　にむちゅうで、なかなか来ようとはしなかった。すなわちサンチョは、自分の上うわ衣ぎ　をぬいで、これを袋ふくろがわりにし、それに詰つ　めこめるだけのものを詰めこんで、自分のロバの背せ　につけていたのである。そうしてから、主人のところにかけつけた従者は、学士の僧侶をラバの下じきから救い出すのに手をかし、ついで彼かれをラバに乗せて、松たい明まつを持たせた。ドン・キホーテは学士にたいし、すぐにお連れの方がたのあとを追うように、そして、遍へん歴れきの騎き　士し　としてやむにやまれぬことであったとはいえ、あのような無礼をはたらいたことを、自分にかわって、くれぐれもあやまってほしい、と言いそえた。すると、サンチョもこんなことを言った[image: ──]

「もし、お仲なか間ま　が、自分たちをさんざんなめにあわせたあの勇士はいったい何者かと知りたがるようなら、どうかおまえさま、あれこそは名の高いドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ、またの名を《愁うれい顔の騎き　士し　》というお方だと、教えてやっておくんなさい。」

　こうして学士がたち去ると、ドン・キホーテはさっそくサンチョに向かって、なんでまた、はじめて《愁うれい顔の騎き　士し　》などと呼よ　んだのか、とたずねた。

「それは、こういうわけでござります」と、サンチョが答えた。「じつはさきほど、あの気のどくな学士さんの松たい明まつの明かりで、だんなさまのことをじっと見ておりましたら、だんなさまが、これまでおらも見たおぼえのねえほどの、おそろしく侘わびしげな顔をしていなさったからです。きっと、このたびの合かっ戦せんの疲つかれのせいか、それとも歯がなくなってしまったせいかの、どちらかでござりましょう。」

　ドン・キホーテはサンチョの言葉に思わず苦く　笑しょうしたが、それでも、今後みずからをこの名で呼よ　ぼうと心に決め、また折があったら自分の盾たてに、深い悲しみをたたえた騎き　士し　の顔を描えがかせることにした。

　さて、その時になってドン・キホーテは、輿こしに入った遺い　体たいが、もう骸がい骨こつになっているのかどうか見たいものだという気になった。しかしサンチョは、こう言って、それに反対した[image: ──]

「およしなさいまし、だんなさま。たしかに、おまえさまはこのたびのあぶねえ冒ぼう険けんを、おらがこれまで見たうちじゃ、いちばん首しゅ尾び　よく切りぬけなさっただ。だけんどあの坊ぼうさまたちも、いったんは逃に　げていったものの、自分たちをうち負かした相手がたったひとりだったことに気づいたら、とたんに気をとりなおし、名めい誉よ　ばんかいとばかりひき返してきて、今度はわしらをひどいめにあわせねえともかぎらねえだ。さいわい今では、ロバにたっぷり食べ物がつんであるし、腹はらはぺこぺこときてまさあ。こうなったら、さっさと引きあげるのが利口というもんだ。それに、ことわざにも、『死人は墓へ、生きている者はパンへ』と言うじゃありませんか。」

　こう言ってサンチョは、ロバの端は　綱づなをとると、主人についてくるようにとうながした。ドン・キホーテにもサンチョの言うことがもっともに思われたので、彼かれはなにも文句を言わずに後にしたがった。こうして、小高い丘おかと丘の間をしばらく行くと、広びろとした谷間に出たので、二人はそこで馬からおりた。さっそくサンチョがロバの荷をおろすと、二人は青草の上に身を投げだし、すきっ腹ぱらにまずいものなしと、手あたりしだいにほうばって、朝食と昼食とおやつと夕食をいっぺんにすませた。つまり、あの亡なき骸がらにつきそっていた僧そう侶りょたち(彼かれらはなかなかまずい物でがまんするような人種ではなかった)が、ラバに背せ　負お　わせていた冷肉をどっさりたいらげて、胃ぶくろを満足させたのである。


10 マンブリーノのかぶとの獲かく得とく

　谷間で一夜をすごした主しゅ従じゅうは、朝になると前日歩いてきた道とは別の街かい道どうに出て、あれこれ話をかわしながら旅を続けた。やがて、わずかながら雨がふりだしたので、サンチョとしては雨やどりがしたいところだったが、ドン・キホーテが承知しないので、あいかわらず二人は道をたどった。

　こうしてしばらく行った時、ドン・キホーテは、頭になにやら金のようにぴかぴか光るものをのせた男が、馬に乗ってやってくるのを目にした。そして、それを見るが早いか、サンチョをふりかえって、こう言った[image: ──]

「のう、サンチョよ、ことわざというものは、じつによく真実を言いあてるものだと、わしはつくづく思うぞ。いずれも、あらゆる学問の母ともいうべき経験から生まれた格言であってみれば、真実であって当然かもしれぬが、なかでも『一方の扉とびらがしまれば、もう一方の扉がひらく』というのなんぞは格別だな。なぜ、わしがこんなことを申すかといえば、なるほど昨夜は、運命がわれらを死体を運ぶ坊ぼうさまたちに会わせて、われらが求める冒ぼう険けんの扉を閉と　ざしてしまったが、今やもっと望ましい、しかも確実な冒険の扉を大きくひらいてくれているからじゃ。もし、この扉からなかに入らなかったとしたら、それこそ、わしはたいへんな罪をおかすことになろうて。それというのも、わしの目に狂くるいがなければ、わしがかねてからかならず手に入れると心に誓ちかっていた、かの名高きモーロ人の王、マンブリーノのかぶとをかぶった男が、こちらに向かってまいったからじゃ。」

「もし、だんなさま」と、サンチョが言った、「どうか、おっしゃることには十分お気をつけて、なさることには、もっともっと注意してくださいましよ。どうやら、おらには、だんなさまのおっしゃることが、まちがっているような気がするだでね。」

「わしの言うことにまちがいなどあるものか、この疑うたがいぶかき不ふ　忠ちゅう者ものめが！」と、ドン・キホーテが言った。「ではなにか、おぬしには、頭に黄金のかぶとをいただき、葦あし毛げ　の駿しゅん馬め　にまたがって、われらのほうに向かってくるあの騎き　士し　が見えぬと申すのか？」

「おらにそれらしく見えるのは」と、サンチョが答えた、「おらのに似た黒っぽいロバにまたがって、なにやらきらきらするものを頭にのっけている男だけだね。」

「ほれ、そのきらきらするのがマンブリーノのかぶとなのじゃ」と、ドン・キホーテが言った。「さあ、おぬしはわきにのいて、あの男とわしを二人だけにしておいてくれ。そしてむだな時間をはぶくため、余分な言葉をかわすこともなく、わしがいかにたやすくこの冒ぼう険けんにけりをつけ、待望久しいかぶとを手に入れるか、よく見ておくのだぞ。」

　ところで、ドン・キホーテが目にしたかぶと、駿しゅん馬め　、そして騎き　士し　についていえば、事実はつぎのとおりであった[image: ──]まず、そのあたりに二つの村があって、小さいほうの村には薬屋も床とこ屋や　もなかったが、もうひとつの村にはあった。そこで、大きい村の床屋(当時は外科医をもかねていた)は小さい村のめんどうまでみており、たまたまその日、小さい村にしゃ血(静脈から血をぬきとる治療法)を必要とする病人と、ひげをそりたいという客がかさなったので、床屋はしんちゅうの金かなだらいを持って出かけた。ところが、あいにく途と　中ちゅうで雨がふり出したので、おそらく新調したばかりだったにちがいない帽ぼう子し　にしみをつけまいとした彼かれは、その上に金だらいをかぶった。すると、これがぴかぴかに磨みがいてあったものだから、遠くからでも、きらきらと光りかがやいて見えた。そして床屋は、サンチョが言ったとおり、黒っぽいロバに乗っていた。このような床屋の姿すがたが、ドン・キホーテの目には、頭に黄金のかぶとをいただき、葦あし毛げ　の駿馬にまたがった騎士と見えたのであった。それというのも、彼は目にするすべてのものを、騎士道物語で読んだとほうもない冒ぼう険けんと、すぐに結びつけてしまったからである。

　ドン・キホーテは気の毒なかぶとの騎き　士し　が近づいてくるのを見ると、相手を串くしざしにするつもりで槍やりを低くかまえ、ロシナンテを全速力で駆か　けさせながら、突つ　き進んだ。そして、いよいよ相手のそばまで達すると、なおも馬の足をゆるめることなく、叫さけんだ[image: ──]

「この卑ひ　怯きょう者もの、立ちあえ、立ちあえ、さもなくば、とうぜん拙せっ者しゃに属すべきかぶとをこころよく渡わたすのだ。」


    
      
    


　こんなことになろうとは想像だにしなかった床とこ屋や　は、まるで天から降ふ　ってわいたような怪かい物ぶつの襲しゅう撃げきをまえにして、その槍やりをのがれるには、ロバからころげ落ちるよりほかに手がないと考えた。そして、落ちたかと思うと、シカよりも身軽に起きあがって、風よりも早く野原をつっ切って行った。あとにはくだんの金かなだらいがとり残されたが、それを見てひどく喜んだドン・キホーテは、サンチョを呼よ　ぶと、かぶとを拾ひろうようにと命じた。言われたとおりそれを手にした従じゅう者しゃは、こう言った[image: ──]

「ほほう、こりゃなかなかりっぱな金かなだらいだわい。安くふんでも八レアルにはなるだろうね。」

　主人は従じゅう者しゃから金かなだらいを受けとると、さっそくそれを頭にのせ、右に左にぐるぐる回しながら、かぶとのあごにあたる部分を探さがしてみたが、それらしきものがどうしても見つからないので、こんなことを言った[image: ──]

「この大きさからすると、この音に聞こえし面つきかぶとをはじめてつくらせたモーロ人は、よほどの大頭だったとみえるな。だが、なによりも残念なのは、下半分がそっくり欠けていることじゃ。」

　サンチョは主人がただの金かなだらいを面つきかぶとと呼よ　ぶのを聞くと、吹ふ　きださずにはいられなかったが、主人の怒いかりをおそれて、笑わらいをとちゅうでかみころした。

「なにを笑わらっておるのじゃ、サンチョ？」と、ドン・キホーテが言った。

「いやね、このかぶとの持ち主だったモーロのやつは、さぞかしでかい頭をしてたんだろうと思って、つい笑わらってしまったんですよ」と、サンチョが答えた。「それにしても、床とこ屋や　の金かなだらいによく似た、もうそっくり、そのままのかぶとでござりますな。それはそうと、だんなさま、おまえさまにやっつけられたあの男が見すてていった、この黒っぽいロバみてえな、葦あし毛げ　ぶちの名馬はどうなさるんですかい？　尻しりに帆ほ　かけて逃に　げだしたやつの逃げっぷりからすると、とり返しにくる気づかいはありませんやね。それに、この葦毛、たいしたしろものでござりますよ。」

「わしはこれまで、自分がうち負かした相手からものを奪うばったりしたことはないし」と、ドン・キホーテが言った、「また、負けた騎き　士し　から馬を取りあげて、徒か　歩ち　で行かせるというのも騎士道の常道からはずれることじゃ。もっとも、勝った者がその戦いで自分の馬を失った場合はべつであって、その時には、正当な戦いの正当な戦利品として、相手の馬を取りあげることもできる。そういうわけだから、サンチョ、その馬には、いや、おまえがそう思うならロバでもかまわぬが、それには手をつけずにおきなさい。われらがここをたち去ったと見たら、持ち主がつれにもどろうかも知れぬからな。」

「おらは、なんとしてもこいつを連れて行きてえな」と、サンチョが言った、「それがだめなら、せめておらのロバと取りかえてえだ、どうみても、おらのはこんなにりっぱじゃねえからね。それにしても、ロバの取りかえっこすらできねえとすると、騎き　士し　道どうの掟おきてってやつは、じつにきゅうくつなもんでござりますな。で、だんなさま、馬具の取りかえもやっぱり許されちゃいないんですか？」

「その点にかんしては、わしもしかとは知らぬ」と、ドン・キホーテがひきとった、「だから、確かなことがわかるまで、おまえがどうしても必要だというなら、取りかえたらよかろう。」

「それはもう、どうしてもなんで」と、サンチョが答えた、「たとえこれが、おら自身の身につけるものだったとしたところで、こんなに欲ほ　しいとは思わねえくらいです。」

　こうして主人の許しをえたサンチョは、さっそくロバのころもがえにとりかかった。そして自分のロバをありったけの馬具で飾かざりたてて、見ちがえるほどりっぱにした。

　ころもがえが終わると、二人は僧そう侶りょたちの荷ラバから取りあげた戦利品の残りで朝食をとり、近くの小川の水を飲んだ。やがて、腹はらごしらえができ、気分もよくなると、二人はまた鞍くらの上に身をおいた。そして、とくに行く先を前もって定めないことが遍へん歴れきの騎き　士し　にふさわしいことだったので、どの道を行くともなく、ロシナンテの気がむくままの道をたどりはじめたが、ロシナンテの行くところならどこへでも、安心して、仲なかむつまじくついて行くサンチョのロバが、喜んでそのあとにしたがったことはいうまでもない。とはいうものの、けっきょく主しゅ従じゅうはふたたび街かい道どうに出て、別にこれというあてもなく、話をしながら、のんびりと旅を続けていた。そんな時、ふと顔をあげたドン・キホーテは、次章で語られる光景を目にしたのである。


11 ドン・キホーテが囚しゅう人じんたちに与あたえた自由

　ふと目をあげたドン・キホーテは、道の行く手から、十二人ほどの男がそれぞれ首のあたりを太い鉄のくさりでじゅずつなぎにされ、手には手て　錠じょうをはめられて、歩いてくるのを認みとめた。そして彼かれらには、馬に乗った男が二人と、徒歩の男が二人つき添そ　っており、騎き　馬ば　の二人は鉄てっ砲ぽうをたずさえ、歩いている二人は投げ槍やりと剣けんを持っていた。サンチョ・パンサは、この一行を目にするやいなや、こう言った[image: ──]

「あれは王さまに無理じいされて、ガレー船(帆と多くのオールを備えた大型船で、おもにどれいと罪人にこがせた)に船漕こ　ぎにいく連中だね。」

「なに、無理じいされた連中だと？」と、ドン・キホーテがきいた。「王ともあろう者が、人民を力ずくで引きたてるなどということがあってもよいものであろうか？」

「いや、そうじゃねえだ」と、サンチョが答えた、「この連中は自分がおかした罪のつぐないとして、ガレー船で力いっぱい王さまに仕えるため、むりやり連れていかれる囚しゅう人じんだと言ったんですよ。」

「要するに」と、ドン・キホーテが応じた、「事情はどうあろうとも、この者たちは無理やり引かれていくのであって、けっしてみずからの意志でまいるのではないのだな。」

「そのとおりでござります」と、サンチョが言った。

「そういうことであれば」と、主人がひきとった、「今こそ、抑よく圧あつと屈くつ辱じょくをとりのぞき、弱きを助けることを任務といたす拙せっ者しゃが力をふるうべき時だ。」

「いいですか、だんなさま」と、サンチョがあわててさえぎった、「国の法ほう律りつちゅうのは、そっくりそのまま王さまみたいなもんだで、こうした連中にひどいことをしたり、恥はじをかかせたりするようなことはねえ、ただ、あの衆がしでかした罪を罰ばっするだけだってことを忘わすれねえでくださいましよ。」

　二人がこんなことを話しているところへ、じゅずつなぎにされた囚しゅう人じんたちの一行が近づいてきた。するとドン・キホーテは、ていねいな言葉づかいで、護送の役人たちに声をかけ、この者たちがこんなみじめな格かっ好こうで引きたてられていくわけを、いちいち聞かせてもらいたいと願いでた。

　馬に乗った役人のひとりが、これらは漕そう刑けい囚しゅう、つまり、国王陛へい下か　の命令で、ガレー船に乗って船を漕こ　ぐ囚しゅう人じんであるが、それ以上のことを話すつもりはないし、またお知りになる必要もないのだと答えた。しかし、ドン・キホーテがなおも、望みをきいてくれるようにと、ねんごろに頼たのむので、馬に乗ったもうひとりの役人がこう言った[image: ──]

「そんなに知りたければ、あなたがそばに寄って、じかにたずねたらいいでしょう。連中はその気になりさえすれば、話すでしょう。いや、きっと話しますよ、なにしろひどい悪事をはたらくだけでなく、それを得意になってしゃべる手あいですからね。」

　ドン・キホーテはこの許可をとりつけると(かりに許可がなくてもそうしたにちがいないが)、くさりの列に近づいて、先頭の男に、いったいどういう罪によって、こんなみじめなことになったのかとたずねた。聞かれた男は、恋こいゆえにこのような憂う　きめにあっているのだと答えた。

「ただそれだけのためでござるか」と、ドン・キホーテがききかえした。「恋こいをしてガレー船に送られるものなら、拙せっ者しゃなんぞはとうの昔むかしにそこにやられて、船を漕こ　いでいるはずじゃ。」

「恋こいといっても、だんなのおっしゃるようなのじゃありませんやね」と、漕そう刑けい囚しゅうが言った、「あっしの恋人というのは、まっ白な洗濯物のいっぱいつまった籠かごでね、そいつにぞっこん惚ほ　れこんで、かたく抱だ　きしめたっていうわけでさ。あれで、お上かみの手で仲なかをさかれなかったとしたら、あっしは今でもやつをふところにしてたはずなんだ。だけど、なにしろ現場をおさえられたんでね、拷ごう問もんのてまもかからず、お裁さばきはすぐにくだっちまった。背せ　中なかに百ぺんのむち打ちと、ガレー船でのおつとめ三年で一件らくちゃくというわけでさ。」

　ドン・キホーテは二番めの男にも同じことをきいたが、これはひどくふさぎこんでいて、ひとことも答えようとしなかった。すると、彼かれにかわって最初の男がこう言った[image: ──]

「こいつはね、だんな、カナリヤなんですよ、つまり歌うたいでね、歌をうたったばっかりに引かれてゆくってわけですよ。」

「これは、異い　なことを聞くものじゃ」と、ドン・キホーテがひきとった。「歌をうたっても、やはりガレー船へやられるのでござるか？」

「そうですとも、だんな」と、漕そう刑けい囚しゅうが答えた、「もだえながら歌をうたうほどしまつの悪いことはないんだからね。」

「拙せっ者しゃの聞きおよぶところでは」と、ドン・キホーテが言った、「歌をうたえば、わざわいが逃に　げさるということだが。」

「わしらの世界じゃ、それがあべこべでね」と、漕そう刑けい囚しゅうが言った、「一度うたったが最後、一生泣な　くことになるんでさ。」

「はて、拙せっ者しゃにはどうにも合が　点てんがゆかぬ」と、ドン・キホーテが言った。

　護送の役人のひとりが口をはさんだ[image: ──]

「騎き　士し　どの、もだえながら歌をうたう、というのは、こうしたやくざな連中のあいだで、拷ごう問もんにねをあげることを意味するのです。つまり、このあわれな男は拷問にかけられて、こらえきれずに、家か　畜ちくどろぼうを白状し、その罪でガレー船六年と、すでに背せ　中なかにもらっているむち打ち二百の刑けいをいいわたされたのです。また、この男がいつもこんなにふさぎこんでいるのは、『いいえ』と言いとおす肝きもっ玉のなかったいくじなしとして、仲なか間ま　のどろぼうたちにばかにされ、いじめられ、つまはじきにされているからです。」

　これで納なっ得とくしたドン・キホーテは三番めの囚しゅう人じんにうつって、前の二人と同じことをきいた。するとこの男は、すこしの屈くっ託たくもなく、調子よく答えた[image: ──]

「おいらは十ドゥカードの金がなかったばっかりに、これから五年間の船漕こ　ぎさ。」

「その苦く　役えきから、そなたを解放するためなら」と、ドン・キホーテが言った、「拙せっ者しゃはよろこんで二十ドゥカードでも出してしんぜよう。」

「そいつはちょうど」と、漕そう刑けい囚しゅうが言った、「大海のまんなかで、金は持ってるが食い物を売ってる店がねえから、飢う　え死にするようなもんだね。おいらがこういうのはほかでもねえ、だんながいま出してやるとおっしゃるその二十ドゥカードを、おいらがあのとき持っていたら、それで検事さんや書記に鼻薬を嗅か　がせてうまく切り抜ぬ　けられたからよ。そうなれば、今ごろはトレードの大広場でのうのうとしていたはずで、まるで猟りょう犬けんみたいに、くさりでつながれてこういう道のまんなかにいなくてもよかったろうってことでさ。でも神さまは慈じ　悲ひ　ぶかいお方だから、しんぼうしさえすりゃ、なんとかしてくださるにちげえねえ。」

　ドン・キホーテがさらに二、三の囚しゅう人じんにたいして同じ質問をくり返すと、そのあとには三十歳さいくらいの男が続いていた。いささかやぶにらみではあったが、堂々たる風ふう[image: 采]さいのこの男は、ほかの囚人たちよりはるかに厳げん重じゅうにしばられていた。すなわち、彼かれの片かた方ほうの足は太いくさりを引きずり、首は鉄の輪を二重にはめられ、手もとは大きな錠じょうのついた手錠でしめつけられていたのである。そこでドン・キホーテは、どういうわけで、この男だけがこれほど厳きびしくいましめられているのか、とたずねた。すると護送の役人は、この男ひとりでほかの連中全員を合わせたよりも多くの罪をおかしているからだと答えたうえ、さらにこうつけ加えた[image: ──]

「これがあの名高いヒネス・デ・パサモンテ、またの名を、ヒネシーリョ・デ・パラピーリャと呼よ　ばれる悪あく党とうですが、こいつも刑けい期き　が十年とあっちゃ、もう死んだも同じですな。」

「もし、騎き　士し　のだんな」と、その時ヒネスが口をさしはさんだ、「わしらに何かめぐんでくれるものがあるなら、さっさとくれて、おひきとりになったらいかがです。そんなにいちいち身の上ばかり聞かれちゃ、わしらもめいわくですからね。まあ、わしの身の上を知りたいとおっしゃるなら、わしの名はヒネス・デ・パサモンテで、その生しょう涯がいの物語はこの手ですでに綴つづられている、とだけ申しあげておきましょう。」

「それはたしかです」と、役人がひきとった。「こいつは自分で自分の身の上話を書いているんですが、なかなかりっぱなもんです。もっとも、二百レアルの借金のかたとして、前にいた牢ろう屋や　においてきたようですがね。」

「その本はなんという題名でござるかな？」と、ドン・キホーテがきいた。

「『ヒネス・デ・パサモンテの生しょう涯がい』ですよ」と、書いた本人が答えた。

「で、それは完結いたしておるのかな？」と、ドン・キホーテがたずねた。

「わしがまだ生きているのに、完結しているわけなどないでしょう」と、相手が答えた。「書いてあるのは、出生からこの前ガレー船に送られたところまでです。」

「すると、以前にもガレー船を漕こ　いでおられたのか？」と、ドン・キホーテが言った。

「神さまと王さまに奉ほう仕し　するため、この前は四年間漕こ　ぎました。おかげで乾かんパンの味だけでなく、むちの味もいやというほど知っておりますよ」と、ヒネスが答えた。

　さて、このようなやりとりのあと、ドン・キホーテは、囚しゅう人じん一同をふりかえり、つぎのように言った[image: ──]

「親愛なる兄弟たちよ。諸しょ君くんのしてくれた話からはっきりとわかったことは、みずから犯おかした罪のむくいとはいえ、諸君がけっして好このんで苦く　役えきにおもむくのではなく、いやいやながら、おのれの意に反して引きたてられてゆくということでござる。そこで思うに、拙せっ者しゃがこの身をささげる騎き　士し　道どうの使命が、苦しむ者、強者にしいたげられる弱者を救うことであってみれば、拙者は今こそ諸君のために力を発はっ揮き　しなければあいならんのじゃ。とはいえ拙者も、和をもってなしうることを暴ぼう力りょくをもってするのが賢けん明めいな策さくでないことはよおく承知いたしておるので、ここは護送のお役人がたにお願いして、諸君のいましめを解き、諸君を自由の身にしていただこうと思う。なぜと申して、神と自然がもともと自由なものとしてお創つくりになった人間を、どれいにいたすというのは、いかにもむごいことに思われるからじゃ。しかも、警けい護ご　の方がた」と、ドン・キホーテは役人たちに呼よ　びかけた、「このあわれな者どもは、べつにおんみたちに危き　害がいを加えたわけではなかろう。人が犯した罪というものは、めいめいがあの世でつぐなえばよいのじゃ。悪人をこらしめ、善人をほめたたえ給たもう神が天にましますからには、まっとうな人間が、なんのうらみもなければ関係もないほかの人間に刑けいの執しっ行こうをするというのは、あまりほめた話ではない。拙者はこのとおり、おだやかに丁てい重ちょうにこれをお願いいたすが、それは、おんみたちがこの願いをかなえてくだされば、それにたいして感謝申しあげたいからでござる。しかし、こころよくこの願いをお聞きいれくださらぬとあらば、拙者、この槍やりと剣けんをふるって、いやでも聞きいれてもらうまでのことじゃ。」

「これはまた、とんだお笑わらいぐさだ！」と、役人たちの長、つまり護送隊長が応じた。「いったい何を言い出すのかと思ったら、王さまの囚しゅう人じんたちを放ほう免めんしろとは、じょうだんにもほどがある。まるで、わしたちに放免する権けん能のうがあるか、それとも自分に、わしたちにそれを命ずる力があるとでもいわぬばかりではないか。さあさあ騎き　士し　のだんな、もういいかげんにして、自分の道を行ったが身のためだよ。そして、三本足の猫ねこをさがしたりして、危あぶないめにあわないように気をつけることだね。」

「なにをぬかすか、この悪あく党とうめ！　きさまこそ、猫ねこじゃ、ねずみじゃ！」と、ドン・キホーテがどなった。

　そして、こう言うと同時に、相手に身がまえるひまも与あたえないほどの早はや業わざで打ってかかった彼かれは、槍やりのひと突つ　きで深ふか傷で　をおわせ、たちまち相手を地面に倒たおしてしまった。ドン・キホーテにとって幸いなことに、倒れたのは鉄砲を持った男であった。ほかの護送人たちは、この思いもよらぬできごとにおどろき、しばし、呆ぼう然ぜんとしていたが、ようやくわれにかえると、馬に乗った者は剣けんをぬき、徒歩の者は投げ槍を手にしてドン・キホーテめがけて突とっ進しんした。ドン・キホーテは落ち着きはらって身がまえたものの、もしもこの時、漕そう刑けい囚しゅうたちが自由になる好こう機き　の到とう来らいとばかり、自分たちをつないでいるくさりを断た　ち切ろうとしはじめなかったならば、騎き　士し　はまちがいなく、ひどいめにあったことであろう。事実、その場はたいへんな混こん乱らん状態におちいったので、護送の役人たちは、くさりを切ろうとしている囚しゅう人じんたちのほうへとんでいったかと思えば、今度は攻せ　めかかってくるドン・キホーテにたちむかうといったように、いたずらにあたふたと動きまわるだけで、その場をしずめることはできなかった。

　一方、サンチョはサンチョで、ヒネス・デ・パサモンテがいましめを解こうとするのを手伝い、おかげで、いちはやく自由の身になり、戦いのなかにとびこんだヒネスは、倒たおれている護送隊長におそいかかって剣けんと鉄てっ砲ぽうをうばった。そしてパサモンテがこの鉄砲でもって、役人たちひとりひとりにねらいをつけたものだから、けっきょく一発もうたないのに、役人たちはその場から姿すがたを消してしまった。彼かれらはパサモンテの鉄砲におそれをなしただけでなく、すでに自由の身となっていた囚しゅう人じんたちの投げつける無数の石つぶてに度ど　肝ぎもをぬかれて逃に　げ出したのである。

　役人たちが逃に　げ去ったのを見たドン・キホーテは、漕そう刑けい囚しゅうたちに集まるように声をかけた。ちょうど、地面に倒たおれた護送隊長から身ぐるみはいで大おお騒さわぎをしていた囚しゅう人じんたちは、今度はまた何の話かと、ドン・キホーテのまわりをとりかこんだ。すると彼かれは一同にむかって、こう言いだした[image: ──]

「諸しょ君くん、受けた恩おん恵けいに感謝するのは、生まれのよい人間の当然なすべきところであり、神の怒いかりを招く罪のひとつは忘ぼう恩おんである。拙せっ者しゃがこんなことを申すのはほかでもない。拙者から受けた恩恵によって、今や自由の身となった諸君に、その返礼として、ひとつしてもらいたいことがあるからじゃ。つまり、拙者がさきほど諸君の首からとりのぞいたそのくさりをかついで、これからただちにエル・トボーソの町へとおもむき、そこでドゥルシネーア・デル・トボーソ姫ひめの前にまかり出て、姫のしもべなる《愁うれい顔の騎き　士し　》の申しつけにより伺し　候こういたしたむねをお伝えし、そのうえで、諸君が念願の自由をさずけられるまでの、このはなばなしい冒ぼう険けんの一部始終を、逐ちく一いち報告してもらいたいのじゃ。これだけのことを果たしてくれさえしたら、あとはもう、どこへなりと好す　きなところにまいるがよい。」

　これを聞くと、ヒネス・デ・パサモンテが、一同にかわってこう答えた[image: ──]

「わしらの救い主の騎き　士し　どの、せっかくだが、だんなのご命令はどうにも無理な相談ですよ。だってそうでしょう、わしらはこれから山野取と　り締し　まりの警けい吏り　に追われる身になるわけだから、みながそろって道をゆくことなんかできやしません。それどころか、めいめい別れ別れになり、それこそ地下にもぐるようにしてゆくんですよ。ですから、そのドゥルシネーア・デル・トボーソとかいうお姫ひめさんのところへごあいさつにあがるのを、『アベ・マリーア』と『使徒信経』のお祈いのりを唱えることにかえるわけにはいきませんか。それなら、昼でも夜でも、逃に　げていようと休んでいようと、だんなのためにいくらでも唱えましょうて。だが、またぞろくさりをかついでエル・トボーソへおもむくのは、朝の十時である今を夜と思うのと同じほど不ふ　可か　能のうなことだし、そんなことをわしらに望むのは、木に登って魚をとろうとするようなもんですよ。」

「なにをぬかすか！」と、すでに腹はらを立てていたドン・キホーテが叫さけんだ、「ドン・ヒネシーリョ・デ・パロピーリョだか、どこの馬の骨ほねだか知らんが、そういうことなら、おぬしひとりに、ありったけのくさりを背せ　負お　わせて、エル・トボーソに行かせてみせようぞ！」

　もともと、けっして気の長いほうではなかったパサモンテは、これまでのいきさつからドン・キホーテが正気ではないこともとっくに察していたので、こんなふうにののしられると、これが潮しお時どきとばかり、仲なか間ま　に目で合図をした。すると、四方に散らばった囚しゅう人じんたちは、遠くのほうから、ドン・キホーテめがけて、円まる盾だてではとうていふせぎきれないほどの、激はげしい石つぶての雨をふらせはじめた。おまけに、あわれなロシナンテがいくら拍はく車しゃをあてても、まるで青銅でできた馬のように、いっかな動こうとしなかったので、ドン・キホーテは退たい却きゃくするわけにもいかなかった。サンチョのほうはロバのかげに身をひそめて、彼かれの上にもふりそそぐ石の雨をしのいだ。しかし、うまく身を守ることのできなかったドン・キホーテは、数えきれないほどの石ころを体にぶつけられ、そのあまりのつらさに、ついに馬から落ちて、地面に伸の　びてしまった。すると、囚しゅう人じんのひとりがいきなり彼かれにおそいかかって、頭から金かなだらいをうばい、それでもって騎き　士し　の背せ　中なかを三、四回打ちすえたあと、今度はそれを地面に何度もたたきつけたので、金かなだらいは、むざんにもぺちゃんこにつぶれてしまった。囚人たちはさらに、ドン・キホーテが鎧よろいの上にはおっていた上衣をはぎとり、またサンチョからはその外がい套とうをうばいとった。そして、くさりをかついでドゥルシネーア姫ひめのもとに参上するどころか、もっぱら山野取と　り締し　まりの警けい吏り　からのがれることだけに心をわずらわせつつ、それぞれ思い思いの方角に散っていった。

　あとには、ロバとロシナンテとサンチョとドン・キホーテだけがとり残された。頭をたれて、もの思わしげな顔つきのロバは、時おり耳を動かしては、まだ石の雨がやんでいないのではないか、というそぶりを見せていた。これまた、さきほどの石つぶてによって地面に倒たおされたロシナンテは、主人のそばに横たわっていた。外がい套とうをうばわれたサンチョは、山野取と　り締し　まりの警けい吏り　のことを思って憂ゆううつになっていた。そしてドン・キホーテは、自分があれほどよいことをしてやった連中から、これほどひどいめにあわされたことで、ひどく落ちこんでいた。


12 思い姫ひめドゥルシネーアに会うため、エル・トボーソの町へ向かう主しゅ従じゅうの対話

　漕そう刑けい囚しゅうたちにさんざんなめにあわされたドン・キホーテは、従じゅう者しゃにこう言った[image: ──]

「サンチョよ、下げ　賤せんな連中に恩おん恵けいをほどこすは大海に水をそそぐようなもの、とはよく言ったものじゃのう。わしがおまえの忠ちゅう告こくを聞いていさえすれば、こんな憂う　きめを見ることもなかったところだが、まあ、すんでしまったことは仕方がない。あきらめて、今後のいましめとすることにしよう。」

「おまえさまがいましめとなさるなんてこたあ」と、サンチョが答えた、「おらがトルコ人になってしまうくらい、考えられねえことだね。だけど、おらの言葉を信じていたら、こんなばかなめに会わねえですんだとおっしゃるんだったら、どうかこれからはおらの言うことをようく聞いてくださいまし。もっとひでえことにならねえようにね。それはそうと、ロシナンテにお乗りになれますかい。なんなら、おらが手をかしてさしあげましょう。」

　ドン・キホーテは、それ以上なにも言わずに馬に乗った。そして二人は、サンチョを前にして道をたどっていったが、しばらくするとドン・キホーテがこんなことを言い出した[image: ──]

「友のサンチョよ、わしはこれから先、新たな冒ぼう険けんに入る前に、エル・トボーソの町にまいり、世にたぐいなきドゥルシネーア姫ひめにお目にかかって、冒険のお許しと祝しゅく福ふくをいただくことに心を決めた。姫のお許しさえあれば、わしはいかに危き　険けんな冒険でも見事に切りぬけ、勝利をおさめうるものと確信する。なぜと申すに、おのれの思い姫の庇ひ　護ご　ほど遍へん歴れきの騎き　士し　を勇気づけるものはないからじゃ。」

「それは、おらもそう思いますだ」と、サンチョが応じた。「だけんど、おまえさまがあの方と言葉をかわしたり、顔をみつめあったりするのは、農家の裏庭の土ど　塀べいごしででもなけりゃ、とっても無理ですよ。あの方はそうしたところで、ものすごい埃ほこりをたてながら、ふるいで小麦をふるっているんだからね。」

「なにをばかなことを申す」と、ドン・キホーテが言った、「いかに称たたえても称えきれぬあの美の権ごん化げ　がおわすのは、豪ごう壮そうな宮きゅう殿でんの回かい廊ろうか中庭にきまっておるではないか。」

「ああ、どうかそうあって欲ほ　しいもんですよ」と、サンチョが答えた。

「なにはともあれ、まいるとしようぞ、サンチョ」と、ドン・キホーテが言った、「わしにとっては、あの方を一目見ることさえできれば、土ど　塀べいごしであろうと、窓まどからであろうと、庭園の鉄てつ柵さくをとおしてであろうと、ちっともかまわない。と申すのも、あの方の美の太陽から発する光がわしの目に達しさえすれば、それでもう、わしの頭ず　脳のうは明めい晰せきになって気分は充じゅう実じつし、かくしてわしは、思し　慮りょにおいても勇気においても天下無む　双そうの騎き　士し　となることができるからじゃ。」

　こんな話や、これに類する話をしながら、ドン・キホーテ主しゅ従じゅうはエル・トボーソへの道をたどった。その夜と翌よく日じつは、べつに語るに足るようなことは何も起こらなかったので、ドン・キホーテは少なからず滅め　入い　っていたが、その次の日の夕方、ついに二人の行く手に、エル・トボーソの町がその姿すがたを現すと、彼かれは元気づき、サンチョはしょげてしまった。従じゅう者しゃはドゥルシネーアの家を知らなかっただけでなく、主人と同様、彼かの女じょに会ったことなど一度もなかったからである。つまり、一方は彼女に会える喜びに胸むねを高鳴らせ、また一方は、主人に彼女のもとへ使いに行けと命じられたら、どうしたものかまったく見当がつかず、不安にかられていたのである。

　けっきょくドン・キホーテは夜がふけてから町に入ることにきめ、それまでのあいだ二人は、エル・トボーソの近くにあった樫かしの林に身をひそめていた。そしてドン・キホーテとサンチョが林を出て町に入ったのは、夜中の十二時かっきり、あるいはその前後であった。町はしんとしずまりかえっていた。住民がひとり残らず眠ねむりにおち、よく世間で言うように、大の字になって休んでいたからである。その夜は薄うす明あ　かるかったが、サンチョにしてみれば、家を見つけることのできない口実になるよう、まっ暗くら闇やみであってほしかった。あたり一帯に聞こえるものといえば犬の吠ほ　え声だけで、これがドン・キホーテの耳を聾ろうし、サンチョの心をかき乱みだした。また、時おり、どこかでロバがいななき、豚ぶたがうなり、さらには猫ねこが鳴いた。こうしたもろもろの鳴き声は、夜の静寂し じ まのせいでいっそう高まったが、恋こいする騎き　士し　はそれらすべてを不吉な前ぜん兆ちょうと見なした。それでもサンチョにこう言った[image: ──]

「さあ、サンチョよ、ドゥルシネーアの館やかたに案内してもらおうか。まだ起きておられて、お目にかかれるかも知れんからの。」

「どんな館やかたへ案内しろと言うだね、めっそうもねえ」と、サンチョ・パンサが答えた、「こんなところに、たいそうな宮きゅう殿でんや館やかたなんかあるもんですかい。おらがこうまで言っても、おまえさまが、あくまでドゥルシネーアさまの家を館にしたいというなら、それでもかまわねえだ。だけんど、こんな時じ　刻こくに館の門があいているとでも思いなさるだかね？　そして、たずねてきたことを告げ、あけてもらうために、扉とびらの叩たたき金がねで大きな音をたて、寝ね　ている人たちに大おお騒さわぎさせてもいいだかね？　どんな時刻だろうと平気でかくし女の家にやって来ては、たたき起こしてなかに入るふらちな色男のまねを、わしらもするだかね？」

「なにはともあれ、まず館やかたをさがすことにいたそうぞ、サンチョ」と、ドン・キホーテが応じた、「見つかったら、その時に、われらがなすべきことを、おまえに教えよう。ところでサンチョよ、わしの見こみちがいでなければ、あちらに黒々と見える、あの大きな物もの影かげこそ、ドゥルシネーアの館やかたらしいぞ。」

「そんなら、だんなさまが案内してくだせえよ」と、サンチョが言った、「そうかも知れねえだでね。もっとも、おらにとっちゃあ、かりにこの目で見、この手でさわったとしても、そいつを信じるのは、まるで今をまっ昼間と信じるようなもんだよ。」

　ドン・キホーテが先に立って、二百歩ほど進むと、黒々とした影かげをつくっている建物に行きあたった。しかし、そこには高い塔とうがあったので、ドン・キホーテはすぐに、それが館やかたではなく、町の教会堂であることを認みとめ、こう言った[image: ──]

「教会堂につき当たったぞ、サンチョ。」

「わかってますよ」と、サンチョが答えた、「墓にぶつからなかったのが、もっけの幸いだよ。こんな刻こく限げんに墓場をほっつき歩くなんてのは、ほめられたことじゃありませんからね。それに、おらのにらんだところじゃ、あの方の家は袋ふく小ろこ路うじにあるにちげえねえ。」

「何をぬかすか、このたわけ者めが！」とドン・キホーテがどなった、「いったい、どこの世界に、出口なしの路地に建っている宮きゅう殿でんや王宮があると申すのじゃ。」

「だんなさま」と、サンチョがあわててひきとった、「それぞれの土地によって、しきたりもちがうもんですよ。どうやら、このエル・トボーソの町じゃ、宮きゅう殿でんやでかいお屋や　敷しきを路地に建てるのがならわしらしいね。そこで、お願えしますが、どうかおらに、そこいらの通りや横町を自由にさがさせてくださいまし。どっかの片かた隅すみにその館やかたをみつけねえともかぎらねえだから。ああ、わしらをこんなに引きずりまわして、ひどいめにあわせる館なんぞ、犬に食われちまうがいいだ。」

「サンチョよ、わしの思い姫ひめについて話す時には、言葉に気をつけるがよいぞ」と、ドン・キホーテが言った、「そして、必要以上に事を荒あら立だ　てぬが肝かん心じんじゃ。」

「なるたけ気をつけますだ」と、サンチョが答えた、「だけんど、ドゥルシネーアさまの家をこれまで百ぺんも千べんも見ておいでのはずのおまえさまにさえ見つからねえというのに、どうしておらにその家が見つかるもんかね、しかも、こんな真夜中によ。」

「おぬしには、まったくあいそがつきるわ、この罰ばちあたりめが」と、ドン・キホーテが言った、「拙せっ者しゃは生まれてから今日まで、比類なきドゥルシネーア姫ひめにまみえたこともなければ、その館やかたの敷しき居い　をまたいだこともない。ただ姫が、こよなく美しいと同時に思し　慮りょ深ぶかいお方じゃということを人づてに聞き、うわさに聞いて、恋こいこがれ、お慕したい申しあげておるのだと、おぬしにはこれまで何度も申し聞かせたではないか。」

「そりゃ初耳だ」と、サンチョが応じた、「それに、おまえさまがあの方に会ったことがねえっていうなら、おらだって同じことですよ。おら、おまえさまにはっきり申しあげるだが、ドゥルシネーアさまがどんなお方か言えるくらいなら、このげんこで空をぶんなぐることさえできることうけあいだね。」

「これ、サンチョよ」と、ドン・キホーテがたしなめた、「じょうだんを言うにも、折りというものがあるぞ。じょうだんがいっこうに面白くもなければおかしくもなく、ただ、にがにがしくひびく時もあると申すのじゃ。」

　ドン・キホーテ主しゅ従じゅうがこんなやりとりをしていた時、二頭のラバを引いた男がむこうからやって来た。地面を引きずっていくすきのたてる音から、夜明け前に起き出して野の　良ら　へ出かける百ひゃく姓しょうらしく思われたが、事実そのとおりであった。男は、つぎのような文句の、よく知られたロマンセ(伝承歌謡のこと)を口ずさんでいた[image: ──]

　

ロンセスバーリェスの戦いで

憂う　き目にあったはフランス人

　

「サンチョよ」と、ドン・キホーテが百やく姓しょうの歌を聞きつけて言った、「もし今夜わしらによいことが起こったら、わしの首をやってもよいぞ。ほら、あの百姓のうたうのを聞かなかったかな？」

「そりゃ、おいらも聞いただよ」と、サンチョが答えた、「だけんど、大おお昔むかしのロンセスバーリェスの戦いが、今のわしらと何の関係があるというだね？　あの男が他のどんなロマンセをうたおうとも、わしらの仕事がうまくゆくかゆかないかとは、何の関係もありゃしませんよ。」


    
      
    


　この時、百ひゃく姓しょうが近づいて来た。すると、ドン・キホーテは彼かれにこう言った[image: ──]

「やあ、よき友よ、神がそなたに好こう運うんを授け給うように。ところで、教えてもらいたいのじゃが、このあたりにお住まいの比類なき王女、ドニャ・ドゥルシネーア・デル・トボーソの館やかたはどこかな？」

「だんなさま」と、若わか者ものが答えた、「てまえは、つい先ごろこの地にやって来た他よ　所そ　者もので、ある金持ちのお百ひゃく姓しょうに仕えて、野の　良ら　仕事をしている者でござります。そこの、ま向かいの家に、この町の司祭さまと寺男が住んでいなさるから、そこでおたずねくださいまし。あの二人なら、その王女さまのことも知っているにちがいない、なにしろ、エル・トボーソの住人ぜんぶの戸こ　籍せき簿ぼ　を持っていなさるからね。もっとも、てまえの見るところじゃ、この町のどこにも王女さまなんか住んじゃあいませんよ。そりゃ、王女さまみたいに偉えらぶった女連なら、うんといますけど。どんな女でも、自分の家のなかでなら王女さまでいられるからね。」

「おそらく、そうしたご婦人方のなかに」と、ドン・キホーテが言った、「わしのたずねるお方もおられるにちがいない。」

「そうかもしれません」と、若わか者ものが答えた。「それじゃ、失礼しますよ、夜明けが近づいてきましたから。」

　そして、ラバをせき立てると、そのうえ相手の質問を待つこともなく行ってしまった。サンチョは、あっけにとられ、憮ぶ　然ぜんとした面おも持も　ちの主人を見ると、こう話しかけた[image: ──]

「だんなさま、夜明けがもうかけ足でやって来ますだ。で、わしらが通りでうろうろしているのをお日さまに見つかるっていうのも、気のきかねえ話でしょう。ここは、いったん町の外に出たが利口だね。そして、おまえさまにはどこか近くの森のなかにでもかくれてもらって、朝になったらおらがひとりで引きかえし、おらのお姫ひめさまの家だか館やかただか宮きゅう殿でんだかをさがして、町の隅すみから隅まで歩きまわったらどうでしょう。それだけしても見つからねえとあったら、おらはよっぽど運のねえ男だね。だけんど、もし見つかったら、さっそくあの方にわけを話し、おまえさまが、お姫さまの名めい誉よ　と評判を傷きずつけることなくお目にかかろうと、どこで、どんなふうにして、お姫ひめさまのおさしずを待っていなさるか、そいつをかならず申しあげるだよ。」

「サンチョよ、おまえは」と、ドン・キホーテが言った、「わずかな言葉のなかに一千もの格言をこめて言ってくれたな。今のおまえの忠ちゅう告こくを、わしは喜んで受けいれることにいたすつもりじゃ。さあ、友のサンチョよ、わしが身をひそめる場所をさがしにまいろう。そしておまえは、さきに申したとおり、わしの思い姫ひめをさがし、姫のおぼしめしをいただいて、立ちもどるがよいぞ。わしは姫の分別と礼れい儀ぎ　正しさに望みをかけ、願ってもない返事を待っているからな。」

　とにかくサンチョは、主人を町から遠ざけることにやっきとなっており、さかんに主人をせかした。こうして町を出た二人は、間もなく、町から四キロほどのところに、小さな森を見つけた。さっそくドン・キホーテはそのなかに身をひそめ、一方サンチョは、ドゥルシネーアをさがすため、町にひき返した。そして、この任務をおびた従じゅう者しゃに、また新たな、注目すべきことが起こったのである。


13 ドゥルシネーア姫ひめを魔ま　法ほうにかけるためにサンチョが用いた策さく略りゃく

　さて、その森に身をひそめたドン・キホーテは、さっそくサンチョに町へひき返すように命じた。そして、自分の使者としてドゥルシネーア姫ひめにお会いして、姫のしもべたる騎き　士し　になにとぞお顔をお見せあそばすようにとお願いし、さらに、今後のあらゆる冒ぼう険けんと困こん難なんな企くわだてにおいてめでたい結果がえられるよう、姫の祝しゅく福ふくを与あたえ給えと申しあげないうちは、自分の前に立ちもどってはならぬ、と言いつけたのであった。サンチョは言われたとおりにすること、そして、色よい返事を持ちかえることを受けあった。

「さあ、行くがよい、友のサンチョよ」と、ドン・キホーテが言った、「そしてな、さがしもとめる美の太陽の前に出ようとも、とり乱みだすでないぞ。おお、なんじ、この世のすべての従じゅう者しゃにたちまさる果報者よ！　なんじが幸運にみちびかれて行くように、そして、不安と期待におののきながら、この侘わびしい場所で待っているわしによい知らせをもたらしてくれるように祈いのっているぞ。」

「それじゃ行くけど、すぐにもどってきますだ」と、サンチョが言った、「だけど、だんなさま、おまえさまも、今、ハシバミの実よりも小さく縮ちぢこまっているにちげえねえその肝きもっ玉を、大きくふくらませておくんなさいよ。ほれ、よく世間で『いい度ど　胸きょうは悪運をぶち割わ　る』って言うだからね。」

　サンチョはこれだけ言うと背せ　を向けて、灰はい毛げ　のロバにむちをくらわせた。一方、ドン・キホーテは馬にまたがったまま、もの悲しい、とりとめのない思いにとらわれていたが、ひとまずわれわれは騎き　士し　をそこに残して、サンチョ・パンサについて行くことにしよう。さて、従じゅう者しゃもまた主人におとらず思案にくれながら、主人から離はなれていった。実際、彼かれはどうしてよいかまったくわからなかったので、森を出るやいなや、うしろをふり返って、ドン・キホーテの姿すがたが見えないのをたしかめると、ロバからおりた。そして、そばにあった木の根もとに腰こしをおろすと、こんな、ひとりごとを言いはじめた[image: ──]

「うかがいたいもんだね、サンチョの兄あに貴き　、おまえさん、いったいどこへ行くつもりだね？　昔むかしなくしたロバでもさがしに行くのかね？」[image: ──]「いいや、そうじゃねえだ。」[image: ──]「それじゃ、何をさがしに行くだね？」[image: ──]「たまげるでねえぞ、おらがさがしてるのは王女さまよ、しかも、美の太陽のような王女さまだね。」[image: ──]「で、おまえさんの言う、そのやんごとねえお人をどこで見つけるつもりかね、サンチョどん？」[image: ──]「どこでだって？　いわずと知れた、花の都のエル・トボーソでよ。」[image: ──]「なるほど。ところで、だれに言いつかって、その方をさがしに行くのかね？」[image: ──]「ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャという、曲がったものをまっすぐにし、喉のどのかわいた者に食いものを、飢う　えたる者には飲みものを与あたえる名高い騎き　士し　のお使いよ。」[image: ──]「そりゃそりゃけっこうなこった。だけんど、サンチョどん、おまえさん、その方の家を知ってるのかね？」[image: ──]「おらの主人に言わせると、それは王宮みたいな、たいそうな館やかたにちげえねえとのことだね。」[image: ──]「ところで、おまえさん、一度ぐらいは、その王女さまを見たことがあるのかね？」[image: ──]「おらも主人も、見たこたあ一度もねえだ。」[image: ──]「そんなら、おまえさんが町の王女さまをさそい出そうという魂こん胆たんでここへ来なさったと知ったエル・トボーソの男衆が、とび出して来て、おまえさんの脇わき腹ばらを棒ぼうでさんざんなぐったあげく、満足な骨ほねはひとつも残さねえってことになったら、おまえさんどう思うかね？」[image: ──]「そりゃ、まったく、当然のこったろうさ。もっとも、『お使いなれば、そこの人、そなたに罪はないわいな』と、気をつかってくれりゃ話はべつだがね。」[image: ──]「そんなことを当てにしちゃいけねえよ、サンチョどん。ラ・マンチャの人間は一本気でかんしゃく持ちだから、ちょっかいを出されて黙だまっているはずはないよ。おまえさんがくさいと感づかれたら最後、ひどい目にあうことまちがいなしだね。」[image: ──]「おっと、くわばらくわばら！　雷かみなりならあっちへ落ちてくれ！　エル・トボーソでドゥルシネーアをさがすという、まるで三本足の猫ねこをさがすような仕事におらを巻ま　きこんだのは、きっと悪あく魔ま　の野や　郎ろうよ。こりゃ、ほかのもんのしわざじゃねえだ！」

　サンチョはこんなひとりごとを言っていたが、そこから引き出した結論を、ふたたびみずからにつぶやいたのである[image: ──]

「ところで、だれもが一生の終わりに、いやでも迎むかえなきゃならねえ死ってやつをのぞけば、どんなことにも救いの手だてはあるもんだ。おらの主人は、どうみても頭が狂くるっているだが、おらだっておさおさ劣おとりゃしねえ。それが証しょう拠こ　にゃ、『おまえがだれといっしょにいるか言ってみな、そうしたらおまえがどんな人間か言ってやる』ということわざも、『おまえがだれから生まれたかじゃねえ、だれといっしょに草くうかが問題だ』ということわざも本当だとすれば、おらはご主人のあとについて仕えているだから、ご主人よりもまだ上の阿あ　呆ほうよ。だが、ご主人はあのとおりの気ちがいで、風車を巨きょ人じんと、坊ぼうさんたちのラバをラクダと、また羊ひつじの群れを軍勢と言い張ったことからもわかるように、たいていの場合、白を黒と思いこみ、黒を白ととりちがえるほうだから、ここいらで出くわす最初の百ひゃく姓しょう女をドゥルシネーアさまだと思いこませることも、それほどむずかしいことじゃあるまい。ご主人がそいつを信じなかったら、おら誓ちかってやるだ。そいで、むこうが反対に誓ったら、こっちはまた誓い、むこうが言い張ったら、こっちはもっと言い張るというぐあいに、どんなことがあってもおらの言い分を押お　しとおすまでよ。こういうふうに、おらがいつまでも強情を張りとおせば、おそらくご主人も観念して、自分に敵意をいだいているどこかの性しょう悪わるな魔ま　法ほう使つかいが、自分に痛いた手で　を与あたえようとして、姫のお姿すがたを変えてしまったんだ、と思うにちげえねえ。」

　こんなふうに考えたサンチョ・パンサは、すっかり気が楽になり、もはやこの一件も片かたがついたような気持ちになった。そこで彼かれは、エル・トボーソに行ってくるのにそれだけかかったのだとドン・キホーテに思わせるために、昼すぎまでその場にとどまっていた。すると、ことがすべて、おあつらえ向きに展てん開かいした。というのは、サンチョが灰はい毛げ　のロバに乗ろうとして立ちあがった時、エル・トボーソのほうから、ロバに乗った三人の百ひゃく姓しょう女がこちらへやって来たからである。女たちを目にしたサンチョが、これ幸いとばかり、大急ぎでドン・キホーテをさがしにもどると、当の主人は大きなためいきをついては、恋こいのなげきを口にしていた。しかし、ドン・キホーテは従じゅう者しゃの姿すがたを見ると、すぐに声をかけた[image: ──]

「いかがであった、友のサンチョよ？　今日は縁えん起ぎ　のいい白い石で飾かざるべき日か、それとも不吉な黒い石でかな？」

「むしろ、だんなさま」と、サンチョが答えた、「もっと目だつように、赤い石で飾かざりなさるがいいだ。」

「してみると」と、ドン・キホーテがひきとった、「よい知らせを持ってまいったのじゃな。」

「そりゃもう、よすぎるくらいだね」とサンチョが応じた、「だから、だんなさまはロシナンテに拍はく車しゃをあてて、ドゥルシネーア・デル・トボーソさまを迎むかえに、森の外へ出なさるだけでいいですよ。お姫ひめさまが、二人の侍じ　女じょをつれておまえさまに会いに来なさったから。」

「なんだと！　今、おまえは何と申したのじゃ、友のサンチョ？」と、ドン・キホーテが叫さけんだ。「よいか、わしをあざむいてはならんぞ。いつわりの喜びで、わしの真実の悲しみをまぎらわそうなどと思うまいぞ。」

「おまえさまをだまして、おらにいったい何の得があるだね」と、サンチョが答えた、「しかも、おらの言うのが本当だと、今すぐにもわかるっていうのによ。さあ、だんなさま、早く出て来なせえよ。そうすりゃ、わしらのご主人のお姫ひめさまが、そのご身分にふさわしい、りっぱないでたちでやって来なさるのが見えるから。お供ともの侍じ　女じょもお姫ひめさまもまるで金のかたまりか真しん珠じゅの鈴すずなりみたいに、体じゅうからダイヤモンドとルビーの輝かがやきを放ってるし、着てるもんは豪ごう華か　な金きん襴らんだよ。背せ　中なかにたれた金きん髪ぱつが風にゆれるさまは、まるで、陽ひ　の光がきらめいてるみたいさね。おまけに、乗ってる馬が三頭とも白黒ぶちのカナネアで、それは見事なもんでさあ。」

「アカネア(貴婦人の乗る立派な若馬のこと)のことであろうぞ、サンチョ。」

「カナネアもアカネアも大差ねえだ」と、サンチョが答えた。「まあ、その乗りものはともかくとして、三人ともこのうえ望めねえほど美々び　び　しい貴き　婦ふ　人じんで、なかでもドゥルシネーア姫ひめときたら、見てると目がくらんじまう。」

「それでは、まいろうか、サンチョ」と、ドン・キホーテが言った。「なお、この思いもかけぬ吉報の礼として、これから直面する最初の冒ぼう険けんでわしが手にいれる、いちばんよい戦利品をおまえにとらせよう。また、それが不足とあらば、今、出産のために村の共同牧場にいるわしの三頭の牝め　馬うまが今年生む仔こ　馬うまをくれてやろう。」

「そんなら、仔こ　馬うまのほうをいただきまさあ」と、サンチョが答えた、「なにしろ、最初の冒ぼう険けんの戦利品がいいものだって保証はありませんからね。」

　もうこの時、森を出ていた主しゅ従じゅうは、やって来る三人の田舎い な か女を目にした。ドン・キホーテは首こうべをあげて、エル・トボーソへの道を見はるかしたが、見えるのは三人の百ひゃく姓しょう女だけだった。そこで、ひどくうろたえた彼かれは、サンチョに、姫ひめたちを町はずれに置きざりにしてきたのではないかときいた。

「何が町はずれですかい？」と、サンチョが応じた。「真昼の太陽みたいにきらきら輝かがやきながら、そこにおいでなすった方がたが姫ひめたちだってことがわからねえとは、ひょっとしたら、おまえさまの目はぼんのくぼにでもついているだかね？」

「わしにはな、サンチョ」と、ドン・キホーテが言った、「ロバに乗った三人の百ひゃく姓しょう女しか見えぬぞ。」

「やれやれ、情けねえこった」と、サンチョが応じた。「まるで雪のかたまりみたいに白い三頭のアカネアが、おまえさまにはロバに見えるなんてことが、あっていいもんだろうかね。そっちが本当なら、おら、このあごひげを根こそぎにされてもかまわねえだよ。」

「しかし、わしははっきりと申すぞ、友のサンチョ」と、ドン・キホーテが言った、「あれがロバであることは、わしがドン・キホーテで、おまえがサンチョ・パンサであるのと同じく真実である、とな。少なくとも、わしにはそうとしか見えんのじゃ。」

「おだまりなさいまし、だんなさま」と、サンチョが言った、「そんなばかなことを言ってねえで、目をよくこすってごらんなさいまし、そしておまえさまの思い姫ひめをおがみに行かねばだめだよ、もう、そこまで来なさっただから。」

　こう言いながら、三人の田舎い な か女を迎むかえるべく進み出たサンチョは、灰はい毛げ　ロバからおりると、女たちのひとりのロバの端は　綱づなをとり、さらに、地面にひざまずいて、こう言い出した[image: ──]

「美しさの女王さまで王女さま、お偉えらくてやんごとねえおまえさまにお願いしますだ。あそこで、おまえさまの豪ごう勢せいなお姿すがたを前にしてすっかりのぼせてしまい、大理石みたいにこちこちになっている、おまえさまのしもべの騎き　士し　を、どうか、おまえさまのご好こう意い　とお情けで受け入れてやってくださいまし。かく言うわしは、従じゅう者しゃのサンチョ・パンサで、そこに控ひかえてござるのが、苦労でやつれた騎き　士し　ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ、またの名を《愁うれい顔の騎士》と呼よ　ぶ方でござります。」


    
      
    


　もうこの時には、ドン・キホーテもサンチョのかたわらでひざまずき、目を皿さらのようにして、サンチョが女王さま、王女さまと呼よ　んだ女を見すえていた。もっとも、いくらながめても、それはただの村むら娘むすめで、しかも、まる顔で鼻ぺちゃの、けっして器量よしとはいえない女だったので、あっけにとられた騎き　士し　は、ただ、まじまじと見つめるばかりで、口を開くことさえできなかった。一方、百ひゃく姓しょう女たちも変な格かっ好こうの二人の男がひざまずいて道をふさぎ、つれの女を先へ進ませてくれないのを見ると、これまた呆ぼう然ぜんとしていた。しかし、やがてサンチョにとめられていた女が沈ちん黙もくをやぶり、つっけんどんに、こう言った[image: ──]

「さあ、いいかげんに道をあけて、通しておくれよ。あたしら、急いでるんだから。」

　これにたいして、サンチョが答えた[image: ──]

「おお、この世にならびなきエル・トボーソの女王なるお姫ひめさま！　寛かん大だいな心をお持ちのおまえさまは、遍へん歴れきの騎き　士し　道どうを支える柱であり、[image: 杖]つえであるお方が、やんごとねえおまえさまの前でひざまずいているのに、どうして心をやわらげてくださらねえだね？」

　これを聞くと、つれの女のひとりが口を出した[image: ──]

「まあ、いけ図々ずうずうしいったらありゃしない。ごらんよ、田舎い な か女をからかうつもりで、けちなだんな方が猿さる芝しば居い　をうっているんだよ。まるで、この土地じゃ、あたしらが何でも言うことをきくとでもいわんばかりにさ。さあさあ、自分たちの道を続けて、あたしらにはかまわないでおくれ、そのほうが身のためだよ。」

「立ちあがるがよいぞ、サンチョ」と、この時、ドン・キホーテが言った、「というのも、拙せっ者しゃの不幸に飽あ　くことのない運命が、拙者の肉体にやどるみすぼらしい魂たましいに、何らかの喜びがおとずれうる道という道を、すべてふさいでしまっているということが明らかになったからじゃ。ところで、おん身に申しあげる、おお望みうる美徳の極きわみにして優ゆう雅が　さの頂ちょう点てん、そしてこの悲ひ　嘆たんにくれる心の唯ゆい一いつの救いなるわが君よ！　ただいま拙せっ者しゃを迫はく害がいする魔ま　法ほう使つかいめが、拙者の両の目に雲をかけおりましたので、おん身の比類なく美しい容よう姿し　が、この目には貧しい百ひゃく姓しょう娘むすめのそれと映うつってはおりますものの、拙者の姿すがたをもまた、おん身の目におぞましく映せしめんとして、何か妖よう怪かい変へん化げ　に変えているのでなかったら、どうか、おん身の変わりはてたる美しさにたいしてひれ伏ふ　す拙者の恭きょう順じゅんさのなかに、わが魂たましいがおん身を崇すう拝はいするしおらしさをお認みとめあって、やさしき情愛に満ちた目まなざしを、拙者の上に注ぐのをやめ給うことなかれ。」

「まあ、あきれてものも言えない！」と、田舎い な か娘むすめが叫さけんだ。「あたしゃおべんちゃら言われて喜ぶような娘っ子じゃないよ！　それよりか、そこをどいてあたしらを行かせておくれよ。そうすりゃ、お礼を言うから。」

　サンチョは言われるままに脇わきへしりぞいて、娘むすめを通したが、自分のもくろみがうまくいったことに、たいそう気をよくしていた。ドゥルシネーア役を演じさせられたこの娘は、自由の身になったかと思うと、金具のついた棒ぼうでその《カナネア》に拍はく車しゃをかけ、草原をつっ走りはじめた。ところが、あいにくなことに、金具の先をいつもよりはるかに痛いたく感じてしまったロバは、とちゅうでぴょんぴょん跳と　びはねて、ついにドゥルシネーア姫ひめを地面にふり落としてしまった。これを見たドン・キホーテは彼かの女じょを抱だ　き起こそうと、またサンチョは、ロバの腹はらのほうへずり落ちた荷に　鞍ぐらを置きなおして、締し　めてやりに、かけつけた。

　さて、荷に　鞍ぐらがもとどおりに置かれて、ドン・キホーテが魔ま　法ほうにかかった思い姫ひめをかかえあげようとした時、姫は地面からはね起きて、その手間をはぶいてしまった。すなわち、いくらか後退した彼かの女じょは、助走して勢いをつけ、両手で軽くロバの尻しりをたたいたかと思うと、ハヤブサよりも身軽に体を荷鞍の上にのせ、まるで男のように、またがったのである。あっけにとられたサンチョはこう言った[image: ──]

「こりゃ、おったまげた！　わしらの姫ひめ君ぎみは、ハヤブサよりも身軽だで、メキシコの名人にだって、馬乗りを教えられるね！　だいいち、拍はく車しゃもなしで、アカネアを縞しま馬うまみてえに走らせていなさるだ。それに、お付きの女連もお姫さまに負けちゃあいねえ。みんな風のように走ってるだよ。」

　それは実際そのとおりであった。というのも、ドゥルシネーアがロバに乗ったのを認みとめると、あとの二人も彼かの女じょのあとを追い、ふり向くこともなく二キロ以上もつっ走ったからである。ドン・キホーテは彼女たちを目で追っていたが、やがて姿すがたが見えなくなると、サンチョをかえりみて、こう言った[image: ──]

「サンチョよ、わしがいかに魔ま　法ほう使つかいどもに憎にくまれているか、おまえにもわかったかな？　やつらがわしに抱いだいている悪意と怨おん念ねんがどこまでおよんでいたか、考えてみるがいい。やつらは、わが思い姫ひめの本来のお姿すがたに接して得られるはずの喜びさえ、わしから奪うばいとってしまったのだ。さらに忘わすれてならないのはな、サンチョ、この腹はら黒ぐろい者どもは、わがドゥルシネーア姫をあの田舎い な か娘むすめのような下げ　賤せんで醜みにくい姿に変えただけでは満足せず、ああいう高こう貴き　な婦人がたに特有のもの、つまり、いつも花と香水につつまれておられるがゆえに身にしみついた、かぐわしい匂においまで奪い去ったことじゃ。じつを言うとな、サンチョ、わしがドゥルシネーア姫を、おまえのいうアカネアに、もっともわしにはロバとしか見えなかったが、それにお乗せしようとして、そばに寄った時、生ニンニクのものすごい臭においがぷーんときたので、わしは毒気にあたって、頭がくらくらしてしまったのよ。」

「おお、こしゃくな悪あく党とうめ！」と、この時、サンチョがどなった。「おお、あこぎで腹はら汚ぎたねえ魔ま　法ほう使つかいめら、おまえらはなんでも知っていやがるし、なんでもできやがるんで、勝手なことをしやがるだ。できるもんなら、おまえらをみな、藺い　草ぐさにとおしたイワシみてえに、串くし刺ざしにしてやりてえものよ。」

「それはそうと、サンチョ」と、ドン・キホーテがさえぎった、「おまえが締し　め直した、わしには荷に　鞍ぐらと見えたあれは、平ひら鞍ぐらだったか、それとも背せ　もたれのついた婦人用の高たか鞍ぐらだったかな？」

「あれはりっぱな高たか鞍ぐらで」と、サンチョが答えた、「道中用のおおいがついてましただが、あの豪ごう華か　さからしたら、王国ひとつの半分ぐらいの値ね　打う　ちはあったと思うね。」

「だが、わしにはそういうものは何ひとつ見えなかったのじゃ」と、ドン・キホーテがなげいた、「サンチョよ、わしはこの際はっきり言っておくぞ、わしこそこの世に生をうけた者のなかで、もっとも幸さちうすき者じゃとな。」

　まんまと悪ふざけに成功したサンチョは、ものの見事にだまされた主人のたわごとを聞いて、こみあげてくる笑わらいをかみ殺すのに一苦労だった。その後も、主しゅ従じゅうの間でさまざまなやりとりがあったが、けっきょく二人は、ふたたび馬とロバにまたがってサラゴーサへ向かった。あの有名な都で毎年おこなわれる盛せい大だいな祭りを見ようと思ったからである。しかし、かの地に到とう着ちゃくする前に、二人のうえに、またいろいろなことが起こった。それらがいずれも書きしるされ、読まれるに価あたいするほど重大な、ただならぬ出来事であったことは、この先へいっておわかりになろう。


14 勇ゆう敢かんな《森の騎き　士し　》との出会い

　ドン・キホーテは、思い姫ひめドゥルシネーアをみにくい田舎い な か娘むすめの姿すがたに変えてしまった魔ま　法ほう使つかいのあくどい仕打ちのことを思いながら、ふさぎこんで道を進んでいたが、いくら考えても、姫をもとの姿にもどすべき手だてなど思い浮う　かぶものではなかった。そして、こうしたもの思いのためほとんど上の空になっていた彼かれが、知らぬまにロシナンテの手た　綱づなを放していたので、自由を与あたえられたと思った馬は、ひと足ごとに立ちどまっては、そこいらに生お　いしげっていた青草を食は　んでいた。主人をこの状態からわれに返らせたのはサンチョ・パンサで、従じゅう者しゃはこのように呼よ　びかけたのである[image: ──]

「だんなさま、なるほど悲しみってもんは人間のためにあるもんで、獣けだもののためじゃないだね。だけんど、人間もあんまり悲しむと獣になっちまうだよ。さあ、いいかげんに気をとりなおし、いつものおまえさまにもどって、ロシナンテの手た　綱づなをおとりなさいまし。そして、元気を出して、遍へん歴れきの騎き　士し　ならそうでなくちゃならねえ、りりしいところを見せねえでどうするだね。そのざまは、いったいどうしたことですかい？　そのしょげようはなんですかい？　ああ、この世にいるドゥルシネーアなんぞ、みんな悪あく魔ま　にさらわれちまうがいいだ。なんてったって、魔法だの、姿すがたが変わっただのより、ひとりの遍歴の騎士の体ぐあいのほうがよっぽど大事だからね。」

「黙だまるがよいぞ、サンチョ」と、ドン・キホーテが少しばかり元気をとりもどして言った、「魔ま　法ほうにかけられたあの方にたいして冒ぼう瀆とくのことばを吐は　いてはならぬ。あの方のご不幸もご不運も、すべて、悪あ　しき者どもがわしに抱いだくねたみ心によるものであってみれば、その罪はひとえにわしにあるのじゃ。」

　こんな話や、これに類する話をしながら道を行くうちに夜もふけてきたので、二人は野宿することにした。そこでサンチョは、灰はい毛げ　ロバの荷に　鞍ぐらをはずして、自由に草を食は　ませてやり、ロシナンテにも同じ自由を与あたえてやった。しかし、ロシナンテから鞍をはずすことはしなかった。それというのも、野山を歩いている時、すなわち、屋根の下で眠ねむらない時には、馬の鞍をはずしてはならないというのが、遍へん歴れきの騎き　士し　たちによって定められ、守られてきた古い掟おきてであるから、それを厳げん守しゅしなければならないと、主人に命ぜられていたからである。

　やがて、サンチョはコルク樫がしの根元で眠ねむりこんでしまい、ドン・キホーテはナラの大木の下でまどろんでいたが、主人のほうは、ほどなくして背はい後ご　で起きた物音で目を覚ました。ぎょっとして立ちあがった彼かれは、いったい何の物音かとあたりを見まわし、耳をすまして、それが馬に乗った二人の男によるものであることを認みとめた。男のひとりは鞍くらからおりると、もうひとりにこう言った[image: ──]

「さあ、おりるがよいぞ、わが友。そして馬のくつわをはずすのだ。見たところ、ここには馬が食は　む草が十分あるだけでなく、拙せっ者しゃが恋こいの思いにふけるにふさわしい静けさと寂さびしさも十分あると思われる。」

　男はこう言ったかと思うと、地面に横たわったが、体を投げ出すさいに、身に着けていた鎧よろいが金属音を発した。これを耳にしたドン・キホーテは、鎧を着けているからには、相手は遍へん歴れきの騎き　士し　であるにちがいないと思った。そして、ぐっすり寝ね　こんでいたサンチョのところに行ってその腕うでをとり、いささか骨ほねを折って目を覚まさせると、声をひそめてこう言った[image: ──]

「兄弟のサンチョ、冒ぼう険けんじゃ。」

「どうか、いい冒ぼう険けんを願いたいもんだよ」と、サンチョが答えた。「ところで、だんなさま、どこにいなさるだね、その冒険さまは？」

「どこにだと？」と、ドン・キホーテが応じた。「ほうら、頭こうべをめぐらせて、あそこをごらん。あそこに遍へん歴れきの騎き　士し　が横になっているのじゃ。もっともわしの見るところでは、あまり上きげんではないらしい。なぜかと申せば、わしは彼かれが馬からおり、地面に横たわるのを見ていたのだが、それがどことなく落らく胆たんしたようすだったからじゃ。」

「それで、なんだってまた、おまえさまは」と、サンチョが言った、「これが冒ぼう険けんだなどと思いなさるだね？」

「わしとしても」と、ドン・キホーテが応じた、「これがそのまま冒ぼう険けんだなどと言うつもりはない。これが冒険のいとぐちである、すなわち、冒険とは、おうおうにしてこういうことから始まると申したまでじゃ。だが、あの騎き　士し　どのはラウード(ギターに似た弦楽器)の調子をととのえているようだし、それに、咳せきばらいもしているところからすると、どうやら、何かうたいだすつもりにちがいない。」

　事実、《森の騎き　士し　》はラウードの音に合わせて、恋こいの嘆なげきを表現したソネットをうたいはじめたが、それをうたい終わると、いたましくも悩なやましげな声で、こう言った[image: ──]

「おお、世にも美しく、世にもつれなき姫ひめ、カシルデーア・デ・バンダリアよ！　おん身は、おん身に仕えしこの騎き　士し　が、たえざる遍へん歴れきと数かぎりない苦く　難なんゆえに精根つきて、倒たおれんとするを、どうして見すごそうとなさるのか？　これまで、それがしがナバーラのすべての騎士を、レオンのすべての騎士を、アンダルシーアのすべての騎士を、カスティーリャのすべての騎士を、さらにはラ・マンチャのすべての騎士を打ち負かし、彼かれらに姫を世界一の美女と認みとめさせしを、なお不十分とおぼさるるか？」

「そんなことがあってたまるか」と、この時ドン・キホーテがつぶやいた、「わしはラ・マンチャの騎き　士し　じゃが、いまだかつて、そんなことを認みとめたことはないし、また、美しきわが思い姫ひめをおとしめるような、そんなことを認めるはずもなければ、認めてもならんのじゃ。あの騎士の申すことがでたらめだということは、サンチョ、おまえにもわかろうな。だが、もう少し聞いていよう。まだまだ、思いをぶちまけるにちがいないからな。」

　ところが、そうはならなかった。というのも、近くで人の話し声がするのに気づいた《森の騎き　士し　》が、嘆なげくのをやめて立ちあがり、よく響ひびく声で、丁てい重ちょうに話しかけてきたからである[image: ──]

「そこにおられるのは、どなたでしょうか？　どのようなお方でしょうか？　もしかして、わが身に満足している方がたのおひとりですか、それとも悲ひ　嘆たんにくれる者のお仲なか間ま　ですかな？」

「悲ひ　嘆たんにくれる者のひとりでござる」と、ドン・キホーテが答えた。

「ならば、こちらへ来られよ」と、《森の騎き　士し　》が応じた、「そうすれば、それがしが悲ひ　哀あいそのもの、苦く　悩のうそのものであることに気づかれることでござろう。」

　こうした、ていねいな言葉で呼よ　びかけられたドン・キホーテは相手のそばへ行った。もとより、サンチョもあとにしたがった。

　悲ひ　嘆たんにくれる騎き　士し　は、ドン・キホーテの片かた方ほうの腕うでをとると、こう言った[image: ──]

「ここにおすわりくだされ、騎き　士し　どの。おん身がまぎれもない騎士であり、遍へん歴れきの騎士道にしたがうお方であることをさとるには、静せい寂じゃくのほか友もないこのような場所、遍歴の騎士にとって自然の寝ね　床どこともなれば居間ともなる、このような場所でお会いしたことだけで十分でござる。」

　これにたいして、ドン・キホーテが答えた[image: ──]

「いかにも、拙せっ者しゃは遍へん歴れきの騎き　士し　でござる。そして、拙者のこの胸むねを悲ひ　哀あいと不運がふさいでいるとはいえ、そのために、ひとの不幸にたいして抱いだくべき同情の念が、そこから逃に　げ出してしまっているわけではござらぬ。さきほどのそこもとのお嘆なげきから察するに、そこもとの不幸は恋こいゆえのもの、すなわち、お嘆きのなかでその名を口にされた、かの美しくもつれなき人にたいする恋れん慕ぼ　ゆえのものでござろう。」

　こんなやりとりが交か　わされるころには、すでに二人は並ならんですわり、いかにもなごやかに、むつみあっていたので、まさか明け方になって、たがいに頭をたたき割わ　りあうことになろうとは、予想だにできなかった。

「もしかして騎き　士し　どのも」と、《森の騎士》がたずねた、「恋こいにお悩なやみではござらぬか？」

「不幸にして、そのとおりでござる」と、ドン・キホーテが答えた、「もっとも、美しき方にささげた清き思いゆえの苦しみは、不幸と申すより天のめぐみと思わねばなりませぬ。」

「なるほど」と、《森の騎き　士し　》がひきとった、「思いをささげる方の軽けい[image: 蔑]べつが、われらの理性と判断力を狂くるわせないかぎりはそのとおりでござるが、軽[image: 蔑]がはなはだしいと、なにか復ふく讐しゅうを受けているようにさえ思われてなりませぬ。」

「拙せっ者しゃは思い姫ひめに軽けい[image: 蔑]べつされたことなど、これまで一度もござらん」と、ドン・キホーテが言った。

「そのとおり、たしかにねえだよ」と、そばにいたサンチョも口を出した、「わしらの姫ひめ御ご　前ぜ　は子こ　羊ひつじみてえにおとなしいし、バターよりもやわらけえからね。」

「この者は、そこもとの従じゅう者しゃでござるか？」と、《森の騎き　士し　》がたずねた。

「さようでござる」と、ドン・キホーテが答えた。

「それがしは、いまだかつて」と、《森の騎き　士し　》が言った、「主人の話に、横から口をはさむような従じゅう者しゃを見たためしはござらぬ。すくなくとも、そこにひかえおりますそれがしの従者は、父親ゆずりの大男でござるが、それがしが話している時に口を開いたことなど一度もござりませぬ。」

　この時、《森の騎き　士し　》の従じゅう者しゃがサンチョの腕うでをつかんで、こう言った[image: ──]

「さあ、従じゅう士し　は従士であっちへ行って、なんでも好す　きなことを自由に話そうや。わしらのご主人たちは、ほうっておいても、たがいの恋こい物もの語がたりを打ち明けあい、競きそいあって、夜が明けてもけりのつかねえこたあ、うけあいだからね。」

「そりゃ、いい考えだ」と、サンチョが応じた、「それじゃあ、わしゃあんたに自分のことを話して、わしが世の中のいちばん口達者な従じゅう士し　たちと肩かたを並ならべられるかどうか、みてもらうことにするだ。」

　かくして、その場を離はなれた二人の従じゅう者しゃは、それぞれの身のうえを語りあった。一方、主人たちはたがいの恋れん愛あいを長々と告白しあったのであるが、そのいきさつは次章にゆずることにしよう。


15《森の騎き　士し　》との一いっ騎き　討う　ち

　二人の騎き　士し　の会話が長々と続いたあと、《森の騎士》はドン・キホーテにこう言った[image: ──]

「要するに、騎き　士し　どの、それがしは運命によって、と申すよりは自分の意志によって、並ならぶ者なきカシルデーア・デ・バンダリアを恋こ　い慕したうようになったのでござる。並ぶ者なきと申したのは、姫ひめはその体の大きさにおいても、身分と美しさの崇すう高こうさにおいても、並ぶ者がないからでござる。さて、このカシルデーアと呼よ　ぶ姫君、それがしの清らかな思いと慎つつしみぶかい願いに報むくいるに、かのギリシャ神話の英えい雄ゆうヘラクレスをいじめた継けい母ぼ　ヘラのように、さまざまな命がけの冒ぼう険けんにそれがしをさし向け給たもうた。そして、それがしがひとつの冒険を終えるごとに、そのつど、つぎの危き　険けんをくぐりぬけたあかつきには願いを叶かなえようと約やく束そくなさるので、けっきょく、それがしの苦く　難なんはくさりの環わ　のように際限なく続き、はたしていつになったらこの労苦に終わりがくるものやら見当もつきませぬ。そのあげく、このたび受けた命令は、スペインのあらゆる地方を駆か　けめぐって、各地で出くわすすべての遍へん歴れきの騎士たちに、カシルデーア姫こそが、今日、生きとし生ける女のなかで、美しさにおいて断然立ちまさり、またそれがしが、この地上でもっとも勇ゆう敢かんな、そして、もっともりっぱな恋こいに悩なやむ騎士であることを認みとめさせよ、というものでござった。それゆえ、それがしはこの命令にしたがって、すでにスペインのほとんどの地を歩きまわり、ふらちにも言うことをきこうとしなかった多くの騎士を打ち負ま　かしてまいった。なかでも、それがしが何よりの誇ほこりといたし、自負しておりまするのは、かの名高い騎士ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャをめざましい一いっ騎き　討う　ちで打ちやぶり、彼かれのドゥルシネーアよりわがカシルデーアのほうがはるかに美しいと認めさせたことでござるが、それがしはこの勝利ひとつで、世にあるすべての騎士に打ち勝ったと思っております。なぜかと申せば、いま名をあげたドン・キホーテこそ、世にあるすべての騎士を打だ　倒とうした者であり、その彼をそれがしが打ち負かしたのであってみれば、彼の栄光と名声もそれがしのうえに移り、彼の数かぎりない武ぶ　勲くんは、いまや、ことごとくそれがしのものとなったからでござる。」

《森の騎き　士し　》の話を聞いておどろき、あきれたドン・キホーテは、それは噓うそであると何度も言いそうになり、事実、「噓を申すな」という言葉が舌の先まで出かかっていた。しかし、その噓を本人の口から白状させてやろうと考えた彼かれは、一生けんめいにがまんし、平静をとりつくろって、こう言った[image: ──]

「騎き　士し　どの、そこもとがスペインの、さらには世界じゅうの遍へん歴れきの騎士をあらかた打ちやぶられた、という件については、なにも申しますまい。しかし、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャを打だ　倒とうされたということには、疑ぎ　問もんをさしはさまざるをえませぬ。おそらくは、他人の空そら似に　というやつでござろう。もっとも、彼かれに似た騎士などそうそういるはずもござらぬが。」

「何を言われる」と、《森の騎き　士し　》が応じた、「天にかけて誓ちかい申すが、それがしはたしかにドン・キホーテと戦い、彼かれに打ち勝ち、彼を屈くっ服ぷくせしめたのでござる。彼は身のたけ高く、顔はやせこけ、手足は長くて筋すじばり、頭とう髪はつには白いものがまじり、鼻は鷲わし鼻ばな、そして口元にはたっぷりと、長いひげをたくわえておりまする。また、《愁うれい顔の騎士》と名のって戦い、サンチョ・パンサと呼よ　ぶ百ひゃく姓しょうを従じゅう者しゃとしてしたがえ、ロシナンテという名馬の背せ　にまたがって、その手た　綱づなをとり、そのうえ、思い姫ひめにドゥルシネーア・デル・トボーソなる女性をいただいておるが、これはひところ、アルドンサ・ロレンソと呼ばれていた娘むすめだと言えば納なっ得とくめされるかな？　それとも、これだけの証しょう拠こ　をあげても、それがしの申すことが信じられないとあらば、ここに拙せっ者しゃの剣けんがござる。この剣は、ほかならぬ《不信》そのものにも、拙者の真実を信ぜしめることになりましょうぞ。」

「騎き　士し　どの、落ち着いて、拙せっ者しゃの申すことをよくお聞きなされ」と、ドン・キホーテが言った。「まず、そこもとの言われるそのドン・キホーテという騎士は、拙者のもっとも親しい友で、拙者の分身とさえ思っておる友であることをご承知おきいただきたいが、そこもとのあげられた特とく徴ちょうがいちいちぴったりと合うところからすると、そこもとが打ち負かした騎士は彼かれにそういないとしか考えられぬ。ところが一方では、負けた騎士が彼であることなどありえないと、拙者はこの目で見、手でふれて確信いたすものでござる。もっとも、あの騎士には敵対する魔ま　法ほう使つかいも多いので、そのうちの何者かが彼の姿すがたに化けてわざと負け、世界のすみずみにまで広まっている彼の騎士としての名声を泥どろまみれにせんとした、と考えられないこともない。そこもとに知っておいてもらいたいのは、つい先日も、そうした敵意をいだく魔法使いどもが、麗うるわしのドゥルシネーア・デル・トボーソの姿かたちを下げ　卑び　た田舎い な か娘むすめのそれに変えおったことじゃ。おそらく、ドン・キホーテの姿をも変えてしまったのでござろう。さて、これだけ申しても、この真実が納なっ得とくできないとあらば、力ずくでも納得させてみせようぞ。何をかくそう、かく言う拙者が、本物のドン・キホーテじゃ。」

　こう言うやいなや、すっくと立ちあがったドン・キホーテは、刀の柄つかをにぎりしめて、《森の騎き　士し　》の出方をうかがった。すると、相手は落ち着いた声でこう答えた[image: ──]

「ドン・キホーテどの、ひとたび化け　身しんのおてまえを打だ　倒とうしえたそれがしには、本物のおてまえを屈くっ服ぷくせしめるのもたやすいことでござる。しかし、追いはぎやならず者ならいざ知らず、騎き　士し　たる者が暗くら闇やみの刃にん傷じょうにおよぶのはいかがなものであろう。ここは夜明けをまって、われらの戦いぶりを太陽に見てもらうことにしようではござらぬか。また、この戦いの敗者は勝者の意のままになり、命ぜられることが騎士の体面を傷きずつけるものでないかぎり、いかなる命令にもしたがうことを条件としなければなりませんな。」

「その条件には異い　存ぞんがないどころか、大賛成でござる」と、ドン・キホーテが応じた。

　これだけ言うと、二人は従じゅう者しゃたちのいるところへ行ったが、彼かれらは、さきほど語り合いながら飲んだブドウ酒がきいたのか、すでに大いびきをかいて眠ねむっていた。そこで従者たちをゆり起こし、夜が明けしだい、血みどろの激はげしい一いっ騎き　討う　ちをすることになったから、馬の用意をするようにと言いつけた。これを聞いたサンチョは、度ど　肝ぎもをぬかれたばかりでなく、さきに森の従者からその主人の猛もう勇ゆうぶりを聞かされていたので、自分の主人の身の上を案じて不安にかられた。しかし、従者は二人とも何も言わずに馬をさがしに行った。三頭の馬と灰はい毛げ　のロバは仲なかよく一か所にかたまっていた。

　行くとちゅう、森の従じゅう者しゃがサンチョにこう言った[image: ──]

「あんたに言っとくがね、サンチョどん、アンダルシーアじゃ、けんかの立会人になったいなせな男連は、仲なか間ま　が争っているあいだ、手をつかねてぼんやりしていちゃあいけねえ、というのがならわしなんだ。わしがこんなことを言うのも、主人同士が戦っている時、わしたちもやっぱり身を粉ごなにするまで戦わにゃならんてことを承知しておいてもらうためよ。」

「そんなならわしはね、従じゅう士し　どん」と、サンチョが答えた、「あんたの言いなさったいなせな兄あにい連やならず者のあいだで通用させとけばいいだ。だけんど、わしら遍へん歴れきの騎き　士し　の従士にゃ、まっぴらごめんだね。すくなくとも、わしは、遍歴の騎士道の掟おきてなら何から何までそらんじていなさるわしの主人から、そんなこたあ聞いてねえだ。それによ、主人たちが戦っているあいだ、従士も戦わなきゃならねえってのが、本当に掟に定められているとしたところで、わしゃそいつを守るつもりはねえさ。それよりはむしろ、争いごとのきらいな、おとなしい従士にかせられる罰ばっ金きんを払はらうことにするだ。そのほうが頭を二つに割わ　られるよりは、安あがりにちげえねえからね。おまけに、わしは剣けんを持ってねえし、戦おうにも戦えねえだよ。生まれてこのかた、剣を持ちあるいたこたあ一度もねえからね。」

「そのことなら心配いらねえよ」と、森の従じゅう者しゃが言った。「わしのところに同じ大きさの麻あさの袋ふくろが二つあるから、あんたとわしでひとつずつ持って、袋ふくろ合がっ戦せんをすりゃいいさ。」

「そういうことなら、合点承知のすけだ」と、サンチョが答えた。「袋合戦なら、けがをするどころか、埃ほこりばらいになりそうだもんね。」

「それでも、やっぱり」と、森の従じゅう者しゃがひきとった、「袋ふくろが風に流されないように、なかに石ころを五、六個、どっちも同じ重さになるように、入れにゃなるまい。べつに、そうしたところで、けがなんかしねえで、ぶち合うことができるからね。」

「何を言うだ、じょうだんじゃねえよ！」と、サンチョが叫さけんだ、「ふかふかの綿の玉をつめるわけでもあるまいに、頭をぶち割わ　られたり、骨ほねをくだかれたりしねえですむはずがあるもんかい。いいかね、あんた、こうなったらたとえ真ま　綿わたをつめるといったって、わしにゃ戦う気なんかねえことを知っといてもらいたいね。騎き　士し　の主人たちは勝手に戦うがいいさ。だが、わしたちゃ楽しく飲んで、せいぜい長生きしようじゃねえか。わしたちの命をとる世話は《時》ってやつにまかせときゃいいだ。寿じゅ命みょうがきて、熟じゅくして自然に落ちねえうちに、わざわざこっちから落としてくれとせっつくこたあねえと思うよ。」

「そりゃそうかもしれねえけど」と、森の従じゅう者しゃが答えた、「せめて、三十分くらいは戦わなきゃなるまい。」

「そんなこたああるもんかね」と、サンチョが応じた。「それにわしは、いっしょに飲み食いした人間といさかいをおっぱじめるほど義理人情を欠いちゃいねえだ。ましてや、うらみもなければ、腹はらを立てているわけでもねえ人間を相手に、なにがなんでもけんかしようってばかが、どこの世界にいるだね？」

「けんかの理由なら」と、森の従じゅう者しゃが言った、「わしがりっぱにととのえるよ。つまり、戦いをおっぱじめる前に、こっそりとあんたのそばに寄り、三つ四つ思いきりびんたをくらわせて、ぶっ倒たおすんでさあ。そうすりゃ、いくらあんたが鈍どん感かんでも、腹はらのなかの怒おこり虫が目を覚ますことうけあいだね。」

「そっちがその手でくるなら」と、サンチョが応じた、「こっちにだって考えがあるよ。まず棒ぼうを一本さがしてきて、あんたがわしの腹はらの虫をたたき起こしにきたら、反対にあんたの腹の虫を棒でたたきのめし、あの世に行ってからでなけりゃ目を覚まさねえようにしてやるだ。わしゃ、この顔をひとに勝手になぶられて黙だまってるような男じゃねえからね。ほら、猫ねこだっていじめられて、追いつめられたらライオンに変わるっていうくらいだもん、人間のわしが何に変わるものやら、神さまだけがご存ぞんじよ。ことわっておくが、従じゅう士し　どん、わしらのけんかから起こる不幸やけがは、みんなおまえさんのせいだからね。」

「けっこうだとも」と、森の従じゅう者しゃが答えた。「神さまが夜を明かしてくださりゃ、すべてなるようになりまさあね。」

　ちょうど、あたりの木々のこずえでは、色とりどりの多くの小鳥たちが早くもさえずりはじめており、それらのうれしそうな歌声は、新たなあけぼのを歓かん迎げいしているかのようであった。実際、あけぼのは東の戸口に美しい顔をのぞかせ、その金色の髪かみの毛から、真しん珠じゅのごとき露つゆをまきちらして、野の草をもえたたせていたのである。そして、あけぼのの到とう来らいによって、泉いずみは笑わらい、小川はせせらぎ、森は歓喜し、草原は緑をいっそう濃こ　くした。

　ところで、朝の光でものが見わけられるようになった時、まずサンチョ・パンサの目にうつったのは森の従じゅう者しゃの鼻であったが、これはほとんど彼かれの全身に影かげをおとすほどの巨きょ大だいなものであった。事実、その鼻は途と　方ほうもなく大きく、中ほどで曲がり、全体がいぼだらけで、色はナスのような紫むらさ色きいろをていし、口の下四、五センチばかりのところまでたれさがっていた。もちろん、その大きさ、色あい、いぼ、さらにその曲がりぐあいは彼の顔をこのうえなく醜しゅう悪あくにしていたので、サンチョはそれを見たとたん、ひきつけを起こした子どものように手足をわなわなとふるわせはじめた。そして、こんな化け物とけんかするくらいなら、びんたを二百くらっても、怒おこりの虫を起こすことはすまいと心に決めたのである。

　さて、ドン・キホーテは対戦相手のほうをじっと見やった。しかし、相手はすでに、面つきかぶとをすっぽりとかぶっていたので、顔を見ることはできなかった。それでも彼かれが、背せ　はあまり高くないものの、筋きん骨こつたくましい男だということは見てとれた。鎧よろいの上には、どうやら極ごく細ぼその金糸で織られたらしい陣じん羽ば　織おりを着ていたが、それにはきらきら光る小さな鏡が一面にちりばめられていたので、彼はおそろしくはなやかな、りりしい武者ぶりだった。さらに面つきかぶとの上には、緑、黄、白といったあざやかな彩いろどりの羽は　根ね　が、束たばねられてゆれていた。また、木にたてかけてあった彼の槍やりは、とても長くて太いもので、二十センチをゆうに越こ　えるはがねの穂ほ　先さきをつけていた。

　ドン・キホーテはそれらすべてを注意ぶかく見まもったのち、これは大たい力りき無む　双そうの騎き　士し　にちがいないと判断した。しかし、だからといって、サンチョ・パンサのように恐おそれ、あわてることはなかった。それどころか、堂々とした態度で、鏡におおわれた《森の騎士》、つまり《鏡の騎士》に言った[image: ──]

「騎き　士し　どの、早く戦いたいとはやる気持ちゆえに、そこもとが礼れい儀ぎ　作さ　法ほうをお忘わすれになっているのでなかったら、どうかそのかぶとの目ま　庇びさしを少しあげてはくださらぬか。そこもとのお顔が、いでたちのりりしさに似つかわしいかどうか、拝はい見けんしたいのでござる。」

「おてまえがこの戦いに勝っても負けても」と、《鏡の騎き　士し　》が答えた、「後あとになって、それがしの顔をごらんになる時間は、ありあまるほどござろう。それよりもいまは、われわれの合かっ戦せんの条件が、さきほども申したとおり、敗者が勝者の意のままになることであることをお忘わすれめさるな。」

「承知つかまつった」と、ドン・キホーテが応じた、「ただし、負けた者に命ぜられるところが、騎き　士し　道どうの常道をはずれないとの条件つきじゃ。」

　このようなやりとりをしていた時、例の従じゅう者しゃの奇き　怪かいな鼻がドン・キホーテの目にとまった。さすがの騎き　士し　も、サンチョにおとらずおどろき、これはきっと化け物だ、そうでなければ、この世には珍めずらしい、新しい種類の人間にちがいないと思った。やがてドン・キホーテが、合戦に入るために馬をすすめようとすると、サンチョが主人にこう言った[image: ──]

「おまえさま、お願いだから、合戦にいきなさる前に、ちょっと手をかして、わしをあのコルク樫がしへ登らせておくんなさい。おまえさまがあの騎き　士し　と交えなさる勇ましい戦いを、心ゆくまでじっくりとながめるにゃ、地面の上よりあそこのほうがいいだでね。」

「いや、そうではなかろう、サンチョ」と、ドン・キホーテが言った、「おまえは、より安全なところで闘牛見物をしたいのであろう。」

「正直に言うとね」と、サンチョが答えた、「あの従じゅう士し　のものすごい鼻がおそろしくて、気味が悪くて、とてもあいつとはいっしょにいる気がしねえんですよ。」

「あれは、たしかにものすごいな」と、ドン・キホーテが言った。「拙せっ者しゃがこういう豪ごう胆たんな騎き　士し　でなかったとしたら、やはりびくついたにちがいないほどの鼻じゃ。それでは、おまえのいうところへ登らせてやろうぞ。」

　やっとの思いでサンチョをコルク樫がしへ登らせたドン・キホーテは、いまにも敵が飛ぶように攻せ　め込こ　んでくるものと思ったので、負けじとばかり、ロシナンテのやせた横よこ腹ばらに激はげしく拍はく車しゃをあてた。その拍車はよほど効き目があったとみえて、この時ばかりはロシナンテもかなりの勢いで走った。というのも、いつもはどうみてもだく足だったからである。かくして、ドン・キホーテは前代未聞の勢いで《鏡の騎き　士し　》のほうに駆か　け寄ったが、一方、こちらは、さきほどの自じ　慢まん話ばなしとはうらはらに、馬を自由に動かすこともできなければ、槍やりを右みぎ脇わきの槍受けにきちんとあてることもできずにいた。しかし、相手がおちいっているそうした窮きゅう地ち　に気づかなかったドン・キホーテは、勢いよく力まかせに《鏡の騎士》に突つ　きかかっていったので、敵はいやでも馬の尻しりから地面に落ちることになった。その落ち方がまたひどく、そのまま手も足も動かさなくなってしまった騎士のようすからして、てっきり死んだものと思われた。

　敵が倒たおれたのを目にしたサンチョは、すぐにコルク樫がしの木からおりると、大急ぎで主人のいるところにやって来た。主人は、ロシナンテからおりたつと、《鏡の騎き　士し　》のほうに歩をすすめ、相手を見おろしながら、死んでしまったのかどうかをたしかめると同時に、万が一、生きているものなら息をらくにしてやるために、かぶとの緒お　の結び目を切って、かぶとをぬがせた[image: ……]ところがどうだ、この時ドン・キホーテが目にしたものを、仰ぎょう天てんし、あきれることなく語りうる者がいるであろうか？　自分の目の前にドン・キホーテは、同じ村の友人で、サラマンカ大学出身の学士、サンソン・カラスコの顔そのもの、姿すがたかたちそのもの、つまり、彼かれの外見そのものを見たのである。とたんに彼は、大声で、こう呼よ　ばわった[image: ──]

「早く来るのだ、サンチョ、来て、目には見えても、とても信じられないものを見るのじゃ！　魔ま　法ほう使つかいや妖よう術じゅつ師し　たちの力がどれほどのものか、とくと見るがよいぞ！」

　やって来て、学士カラスコの顔を目ま　のあたりにしたサンチョは、おどろき、あきれはてて千回も十字を切った。その間、地面にのびた騎き　士し　は生きているようすを見せなかったが、サンチョはドン・キホーテにこう言った[image: ──]

「だんなさま、もしやってこともあるだから、このサンソン・カラスコに見えるやつの口のなかへ、剣けんを突つ　き立てておいたほうがいいですよ。そうすりゃあ、おまえさまに悪さをする魔ま　法ほう使つかいがひとり減ることになるからね。」

「おまえの言うのももっともじゃ」と、ドン・キホーテが言った。「なんといっても、敵は少ないほうがよいからの。」

　ところが、サンチョの忠ちゅう告こくを実行せんとしてドン・キホーテが剣けんを抜ぬ　いた時、今ではあのおぞましい鼻をなくした《鏡の騎き　士し　》の従じゅう者しゃが二人に近づいてきて、叫さけんだ[image: ──]

「ドン・キホーテさま、後生ですから、なさることにようく注意してくださいまし。おまえさまの足もとに横たわっていなさるのは、お友だちの学士、サンソン・カラスコで、わしはその従じゅう士し　でござりますよ。」

　その時サンチョは、この従じゅう者しゃがさきほどのような醜しゅう悪あくな顔ではないのを見て、彼かれにたずねた[image: ──]

「おまえさん、あの鼻はどうしただね？」

　すると、相手が答えた[image: ──]

「ここにあるよ、ポケットのなかにな。」

　そして、右のポケットに手をつっこむと、厚紙でできた鼻を取り出したが、それはニスで念入りに着色された、なかなか見事なしろものであった。ここで、相手の顔をまじまじと見ていたサンチョが感かん嘆たんの声をあげた[image: ──]

「こりゃ、たまげたわい！　おまえは、同じ村の仲なか間ま　のトメ・セシアルでねえか？」

「そうさ、わしゃトメ・セシアルよ、友だちのサンチョ・パンサ」と、今では大きな鼻をなくした従じゅう者しゃが答えた。「だがサンチョ、頼たのむから、そこに横たわっている《鏡の騎き　士し　》を傷きずつけも殺しもしねえように、おまえのご主人にお願いしてくれろ。その騎士が、周囲の連中のおだてにのって、むこう見ずなことをやらかした、わしらの村の学士、サンソン・カラスコだってこたあ、まちがいのねえところだからな。」

　この時、《鏡の騎き　士し　》がわれに返った。それを見たドン・キホーテは、剣けんの切っ先を相手の鼻先につきつけて、言った[image: ──]

「騎き　士し　どの、世に並ならぶ者なきドゥルシネーア・デル・トボーソは、美しさにおいて、そこもとのカシルデーア・デ・バンダリアよりはるかにまさっていることをお認みとめなくば、そこもとの命はなきものと思われよ。さらにまた、そこもとが打ち負かしたというあの騎士は、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャではなく、彼かれによく似た別人であることを認め、かつ信じていただかねばなりませぬ。ちょうど、そこもとが学士サンソン・カラスコと見えるにもかかわらず、じつはそうではなくて、学士によく似た別人であり、拙せっ者しゃに敵意を抱いだく魔ま　法ほう使つかいが、それを学士の姿すがたに変えたのだと、拙者が認めかつ信ずるようにじゃ。」

「なにもかも、おてまえが信じ、判断し、思われるとおりに、それがしも認みとめ、判断し、そして思い申す」と、横たわった騎き　士し　が答えた。「それゆえ、お願いでござる、どうかそれがしを起きあがらせてくだされ。」

　ドン・キホーテと従じゅう者しゃのトメ・セシアルが手をかして、騎き　士し　を助け起こした。一方、サンチョはこの従者から目をはなすことなく、彼かれにさまざまな質問をしたが、その返答はいちいち、当人がトメ・セシアルにまちがいないことを示していた。しかし、魔ま　法ほう使つかいが《鏡の騎士》を学士カラスコの姿すがたに変えたという主人の言葉が、サンチョの心をつよくとらえていたので、彼は自分の目が見ている事実を信じきることができなかった。けっきょく、ドン・キホーテ主従はともに同じ錯さく誤ご　におちいっていたのである。やがて、《鏡の騎士》と従者は、傷きずついた心をひきずって、ドン・キホーテとサンチョから別れていき、ドン・キホーテとサンチョはサラゴーサへの道をふたたびたどった。


16《鏡の騎き　士し　》と従じゅう者しゃの正体、ならびに彼かれらがもくろんだこと

　学士サンソン・カラスコが《鏡の騎き　士し　》となってドン・キホーテと戦うまでには、じつは、以下のようないきさつがあったのである。

　すなわち、騎き　士し　道どう物もの語がたりを読みすぎて狂きょう気き　にとらわれたドン・キホーテが、とんだ冒ぼう険けんさがしの旅に出たことを知った同じ村の司祭や床とこ屋や　やカラスコたちは、なんとかして彼かれを連れもどし、家でしずかに暮く　らさせる手だてはないものかと相談した。その結果、カラスコが遍へん歴れきの騎士に扮ふんして彼を追いかけ、適当な口実をつくって、戦いをいどんだうえ、彼を打ち負かしてしまえばよい、ということになった。というのも、そうすることはいともたやすいことに思われたからである。また、戦う前に、負けた者は勝者の意のままになるという取り決めをしておき、敗れたドン・キホーテに騎士の学士が、故こ　郷きょうの家に帰るように、そして二年間は家を出てはならぬと命令する、そうすれば、敗北をきっした以上、騎士道の掟おきてにそむくまいとするドン・キホーテが、それを実行することは明らかであるから、彼が家にひきこもっている間に、彼の頭から妄もう想そうが消え去ることも期待できるし、あるいは、その狂気をなおす何か適当な方法をみつけることができるかもしれない、というわけであった。

　この計画をカラスコがひき受けると、サンチョ・パンサの仲なか間ま　でお調子者のトメ・セシアルが従じゅう者しゃ役やくをかって出た。そして、サンソンはさきにのべたように武ぶ　装そうし、トメ・セシアルもまた、自分の仲間に出会った時に正体を見やぶられないようにと、本物の鼻の上に、仮か　装そう用の大きな鼻をつけた。かくして、二人はドン・キホーテがたどった道を進み、ついに森のなかで双そう方ほうが出くわして、賢けん明めいな読者がすでにご存ぞんじのような次し　第だいとあいなったのである。

　さて、自分たちの計画がものの見事に失敗し、遍へん歴れきの旅がみじめな結果に終わったことにがっかりしたトメ・セシアルは、学士にこう言った[image: ──]

「カラスコのだんな、こりゃまったく、自じ　業ごう自じ　得とくってやつですよ。気楽に考えて、ことを始めても、うまくいかねえのはあたりまえだもんね。ところで、狂きょう気き　にとらわれたドン・キホーテは息そく災さいでにこにこしていたのに、正気のおまえさまは、さんざんな目にあって、しょげていなさる。そこで、ひとつ教えておくんなさいよ。いやでもおうでも狂人だってやつと、自分からすき好このんで狂人になるやつと、どっちがより狂くるってるんでしょうかね？」

　これにたいして、サンソンが答えた[image: ──]

「その二種類の狂人の差は、いやおうなしに狂気におちいったのは、いつまでも狂っているのにたいして、物もの好ず　きでなったほうは、いつでも好きな時にやめられるということだな。」

「そういうことなら」と、トメ・セシアルが言った、「わしゃ、おまえさまの従じゅう士し　をかってでた時、すき好このんで狂人になっただから、ここらへんでもうやめて、わが家に帰ることにしますだ。」

「あんたはそうするがいい」と、サンソンが答えた。「だが、わたしにはドン・キホーテを棒ぼうで打ちのめすことなく家へ帰ることなど、とても考えられない。しかも、これからはあの男を正気にもどすためではなく、復ふく讐しゅうするためにあの男を追わねばならないのだ。なにしろ、このあばら骨ぼねのひどい痛いたさでは、とても慈じ　悲ひ　ぶかい気持ちにはなれないからな。」

　二人はこんなことを話しながら道をたどっていたが、やがてある村に着くと、運よく骨ほねつぎがみつかったので、痛いたみに苦しむサンソンはそこで手当てを受けた。そして、トメ・セシアルがサンソンに別れを告げて故こ　郷きょうの村にむかう一方、残ったサンソンは、復ふく讐しゅうの手しゅ段だんをあれこれと思いめぐらせた。しかし、サンソン・カラスコのことは後日、また話すことにして、今はドン・キホーテと行をともにしよう。


17 ドン・キホーテと緑色外がい套とうの紳しん士し　との間に起こったこと

《鏡の騎き　士し　》を打ち負かしたドン・キホーテは、すっかり気をよくして旅を続けた。そして、このたびの勝利からして、自分こそ当代きっての勇ゆう敢かんな騎士なのではないかと夢む　想そうし、以後、自分に起こるあらゆる冒ぼう険けんは首しゅ尾び　よくなしとげられるものと決めこんでしまった。そのあげく、もしこれで、思い姫ひめドゥルシネーアを魔ま　法ほうから解きはなつ方法をみつけることさえできれば、自分は、これまでもっとも大きな幸運に恵めぐまれた遍へん歴れきの騎士にもまして幸せな騎士だ、とつぶやいたのである。

　ドン・キホーテがこんな空想にふけり、さらに、サンチョとさきの冒ぼう険けんについて語り合っていた時、うしろから同じ道をやって来た紳しん士し　が、二人に追いついた。彼かれは白黒まだらの見事な牝め　馬うまにまたがり、緑色の外がい套とうを着ていた。外套の裾すそには黄おう褐かっ色しょくのビロードで飾かざりがほどこされ、かぶっている帽ぼう子し　も同じ色のビロード製であった。また彼は、右みぎ肩かたからななめにかけた緑色と金色の革かわ帯おびにトルコ風の新月刀をつるしており、編あみあげ靴ぐつも同じく緑色と金色の革でできていた。

　二人のところにやって来た紳しん士し　は、ていねいにあいさつしたが、牝め　馬うまに拍はく車しゃをあてると、そのまま通りすぎようとしたので、ドン・キホーテが声をかけた[image: ──]

「あいや、見事ないでたちのお方、われわれと同じ道をたどられ、とりわけお急ぎということでもなければ、しばしの同行をお許しくださらぬか。」

「じつを申しますと」と、牝め　馬うまに乗った紳しん士し　が答えた、「わたしの牝め　馬うまといっしょになって、そちらの牡お　馬うまがあばれだすのではないかという気づかいさえなかったなら、このように、そっけなく通りすぎたりはいたしませんでした。」

「そのことなら心配ご無用ですよ、だんなさま」と、この時サンチョが口を出した、「なんせ、わしらの牡お　馬うまは世界でいちばんしつけのいい馬ですで、だんなさまの牝め　馬うまをおとめなすってもだいじょうぶでござりますよ。」

　そこで、手た　綱づなを引いて馬をとめた旅人は、たまたまその時、かぶとをかぶっていなかったドン・キホーテの風ふう貌ぼうにおどろき、その顔をまじまじと見た。これにたいし、ドン・キホーテもいっそう目をこらして、緑色外がい套とうの紳しん士し　を見つめたが、それは紳士がいかにも思し　慮りょ分ふん別べつに富んだ、りっぱな人物に思われたからである。年ねん齢れいは五十がらみで、頭にはわずかに白しら髪が　が見え、面おも長ながで、快活であると同時に落ち着いたまなざしの人物。要するに、その身なりも風ふう[image: 采]さいも、すぐれた品性を物語っていたのである。一方、おどろきの目を見はっていた緑色外套の紳士が、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャについて思ったのは、こんな格かっ好こうや態度の人物には、これまで一度もお目にかかったことはないということであった。

　ドン・キホーテは、自分にそそがれる紳しん士し　の視し　線せんに、いかにも強い好こう奇き　心しんを感じとり、相手が何を知りたがっているかを読みとった。そして、もともと礼れい儀ぎ　正ただしく、人の意にそうことを喜びとする彼かれは、相手がたずねる前に、こうきりだした[image: ──]

「そこもとの目にうつる拙せっ者しゃの姿すがたが、世せ　間けん一いっ般ぱんのそれとは、およそかけ離はなれた、あまりにも珍めずらしいものであるがゆえに、そこもとがおどろかれたとしても当然のことと存ぞんじ申す。しかし、拙者こそ冒ぼう険けんを求めて旅を行く遍へん歴れきの騎き　士し　、とこう申したならば、そこもとのおどろきも消えさることでござろう。拙者は安楽な生活をすて、財産を投げうち、より大きな奉ほう仕し　のできるところに導かれんものと、みずから運命の女め　神がみに身をゆだねて、故ふる郷さとを出たのでござる。そして、今ではすたれた遍歴の騎士道の復活を願いつつ、久しき以前より、ここでつまずいては、かしこで倒たおれるという、遍歴の騎士にありがちな苦く　汁じゅうをなめながらも、数多くの、勇ましくもキリスト教徒にふさわしい武ぶ　勲くんによって、すでに望みの大半をなしとげ申した。要するに、すべてをわずかの言葉に、いやむしろ、ただ一言にこめて申すなら、拙者はドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ、またの名を《愁うれい顔の騎き　士し　》と申す者なのでござる。さて、いでたちりりしいお方よ、拙者が何者で、何を務つとめといたしておるかご承知になったからには、もはやこの馬も、この槍やりも、この盾たても、さらには、やせ細った拙者の体や黄色い顔も、そこもとをいぶからせることはござるまい。」

　この話を聞いていた緑色外がい套とうの紳しん士し　は、相手はいささか気がふれているのではないかと感じはじめたが、それでも、身元をあかしてほしいというドン・キホーテの頼たのみに応じて、つぎのように言った[image: ──]

「《愁うれい顔の騎き　士し　》どの、わたしはこれからまいる町で、少なからずゆとりのある暮く　らしをしている郷ごう士し　で、名をドン・ディエゴ・デ・ミランダと申します。妻と子ども、それに友人たちにかこまれて日々を送り、狩しゅ猟りょうや魚つりを仕事としております。スペイン語とラテン語のもの合わせて七、八十冊さつの本を所有しておりますが、それらは歴史と信しん仰こうにかんするもので、騎士道の本がわたしの家の戸口をくぐったことはまだありません。また、わたしは時々、隣りん人じんや友人たちと食事をともにしますが、たいていの場合、わたしが彼かれらを家に招待いたします。わたしは陰かげ口ぐちを言うことを好このみませんし、他人がする陰口にもがまんがなりません。他人の生活に干かん渉しょうしませんし、他人の行動に目を光らすこともしません。毎日ミサをきき、貧しき者たちに物を分け与あたえますが、そうした善行が目立たないように努つとめています。それというのも、もっとも慎つつしみぶかい心をもいつのまにか虜とりこにしてしまう偽ぎ　善ぜんと虚きょ栄えいに、わたしの心がむしばまれることを恐おそれるからです。また、仲なかたがいをした人たちには、仲なおりさせるように努めています。また、わたしは聖せい母ぼ　を崇すう拝はいし、われらの主なる神の無限のお慈じ　悲ひ　に、いつもおすがりしているのです。」

　サンチョは紳しん士し　の語る日々の生活ぶりを、耳をすまして聞いていたが、そのいちいちがりっぱで、まるで聖せい人じんの行いのように思われ、さらに、そういう生活を送っている人なら、奇き　蹟せきを行うことさえできそうに思えたので、灰はい毛げ　のロバからとびおりると、紳士に近よって右のあぶみをつかまえ、ほとんど涙なみだを流さんばかりの素す　直なおな気持ちで、その足に何度も口づけした。

　これを見た紳しん士し　は、おどろいて言った[image: ──]

「いったい、これは何の真ま　似ね　ですか？　どうしたというんです、その口づけは？」

「どうか、口づけさせてくださいまし」と、サンチョが答えた。「どうやらおまえさまは、わしが生まれてはじめて見た、馬に乗った聖せい者じゃさまらしいからね。」

「わたしは聖せい人じんどころか」と、紳しん士し　が答えた、「とても罪ぶかい人間です。それより、あんたこそ、その純じゅん朴ぼくさがよく示しているように、善人にちがいありませんよ。」

　これでサンチョは、ふたたび自分のロバにもどったが、彼かれの行こう為い　は、ふかい愁うれいに沈しずんでいた主人にほほえみをもたらし、ドン・ディエゴには新たなおどろきの念をかきたてさせた。その時ドン・キホーテがドン・ディエゴに、何人の子どもをお持ちか、とたずねた。

「ドン・キホーテどの」と、紳しん士し　が答えた、「わたしにはせがれが一人おりますが、もしこの子がいなかったら、わたしは今よりもっと幸福だったことでしょう。べつに、これが悪い子だからというのではなく、わたしが望むようなよい息むす子こ　ではないからです。年は十八になりましたでしょう。六年間サラマンカ大学で、ラテン語とギリシャ語を学びました。そして、わたしがほかの学問をさせたいと思った時には、もう詩学にのめりこんでおりまして、まあ詩などというものを学問と呼よ　んでよければの話ですが、わたしが学ばせたいと思った法ほう律りつや、あらゆる学問の王である神学には目もくれないのです。」

　これにたいして、ドン・キホーテが答えた[image: ──]

「郷ごう士し　どの、子どもというものは二親の分身じゃ。したがって、よい子であろうと悪い子であろうと、われらに生命い の ちを与あたえてくれる魂たましいを愛するように、愛さねばなりませぬ。幼おさないころから子どもたちを、美徳と、よいしつけと、キリスト教の正しい慣習へと導くのは親の務つとめじゃが、それは成人してから、両親の老後の支えとなり、子孫の誇ほこりともなってもらわんがためでござる。そのうえ、子どもたちに、この学問、あるいはあの学問をおさめよと強し　いることは、拙せっ者しゃには当をえたこととは思われませぬ。もっとも適当な忠ちゅう告こくをするくらいなら、いっこうにかまわぬであろうが。一いっ般ぱん的てきに言えば、学生が生計をたてるために学ぶ必要のない場合、つまり、そうすることが許されるような裕ゆう福ふくな親を天から授さずけられている場合には、もって生まれた傾けい向こうにもっとも合う、好す　きな学問をさせてやる、というのが拙者の意見でござる。なるほど詩学は、実用というよりはむしろ楽しみのためのものかもしれぬが、それをおさめた者の不ふ　名めい誉よ　となるがごとき学問ではない。郷士どの、拙者の考えでは、詩学というのは、このうえなく美しい、いたいけな乙おと女め　みたいなものであって、他の多くの学問という乙女たちは、彼かの女じょを豊かにし、磨みがき、美しく飾かざりたてるのに奉ほう仕し　している、つまり、詩学は他のすべての学問を自分の役に立て、他の学問は詩学によってみずからの権けん威い　を高めているのでござる。そして、この詩というものはまことにすぐれた質の合金でできておるので、正しくあつかいさえすれば、それをはかり知れないほど貴き　重ちょうな純じゅん金きんに変えることもできましょう。それゆえ詩をこころざす者は、その本領をよく理解して、ばかげた諷ふう刺し　詩し　や、実のないソネットなどを書かぬことが肝かん要ようじゃ。また詩が、やくざな連中や、詩のなかに秘ひ　められている宝たからを知ることも評価することもできない俗ぞく物ぶつの手にゆだねられるようなことがあってはなりませぬ。郷士どの、拙者の申す俗物を、たんに、しもじもの卑いやしい人びとと思ったら大おお間ま　違ちがいでござるぞ。ものを知らぬ連中なら、よしんば王おう侯こう貴き　族ぞくであろうと、すべて俗物の数にいれてさしつかえござらぬし、また、いれなければならんのじゃ。これまで拙者が申したようなことを心得て詩にいそしむ者なら、いずれその名が世界の国々に知れわたり、尊そん敬けいされるようになるであろう。そこで、郷士どの、結けつ論ろんとして申しあげるが、貴き　公こうはご子息を、運命の星が招くところへむかわせてあげるべきじゃ。ご子息はまちがいなくすぐれた学生であり、すでに語学という学問の第一段だん階かいを見事に登られたのであってみれば、これからは語学力を武器にして、自力で人文学の頂ちょう上じょうをきわめられるにちがいない。この人文学というのは世俗の紳しん士し　にはいかにもふさわしいもので、司教にとっての冠かんむり、また裁さい判ばん官かんにとってのガウンのように、その人間を飾りたててりっぱにし、彼かれに名誉を与えるものでござる。」

　緑色外がい套とうの紳しん士し　は、ドン・キホーテの筋すじのとおった話しぶりにおどろき、すっかり感心してしまった。そして、その深い驚きょう嘆たんゆえに、彼かれにたいして抱いだいていた、気がふれているのではないかという考えは、しだいにうすれていったのである。かくして、ドン・キホーテの賢けん明めいさとたくみな話し方にことのほか満足した紳士が、ふたたび会話を続けようと思った時、ふと顔をあげたドン・キホーテは、王家の旗を幾いく本ほんとなくなびかせた荷車が、道のむこうのほうからやって来るのを目にした。この荷車はドン・キホーテに、何らかの新たな冒ぼう険けんの到とう来らいを思わせ、事実、またここに、一大事件がもちあがったのである。


18 前ぜん代だい未み　聞もんのライオンとの冒ぼう険けん

　さて、前方に荷車を認みとめたドン・キホーテは、すぐさま従じゅう者しゃに言いつけた[image: ──]

「友のサンチョよ、そのかぶとを渡わたすがよいぞ。拙せっ者しゃが冒ぼう険けんを知らぬ男ならいざ知らず、いまやあそこに、拙者が武器をとるべき新たな冒険が出現いたしたからな。」

　これを聞いた緑色外がい套とうの紳しん士し　は、あちこちに目をやったが、二、三本の旗をたててこちらにやって来る荷車しか見あたらなかった。そして、旗の模も　様ようから、それは国こく王おう陛へい下か　への献けん納のう品ひんを運ぶ車であることが知れたので、彼かれはそのことをドン・キホーテに告げた。しかし騎き　士し　は、自分に起こることはすべて冒ぼう険けんであるはずと、つねに信じ、思いこんでいたものだから、紳士の言うことには耳をかさずに、こう答えたのである[image: ──]

「備えあれば憂うれいなし、と申すではござらぬか。早ばやと備えをかためたとて、失うものは何もござらん。しかも、これまでの経験によれば、拙せっ者しゃには目に見える敵と目に見えぬ敵があり、やつらがいつ、いかなる場合に、またいかなる姿すがたで拙者をおそうやも知れぬゆえ、油断もすきもならんのじゃ。」

　それからドン・キホーテは、かぶとをかぶり、あぶみをぐっと踏ふ　みしめ、あらためて腰こしの刀に手をやり、槍やりを強くにぎりしめると、大声でこう呼よ　ばわった[image: ──]

「さあ、何者であれ、やってまいれ。ここにひかえしは、相手が魔ま　王おうそのものであろうと一戦まじえる覚かく悟ご　の騎き　士し　なるぞ。」

　やがて、旗をなびかせた荷車がやって来たが、ついているのはラバに乗った御ぎょ者しゃと、荷台の前のほうに腰こしをおろした男だけであった。ドン・キホーテはその前に立ちはだかると、こう言った[image: ──]

「どこへまいるのじゃ、兄弟たち？　これはいかなる車で、何を運んでおるのじゃ？　して、それは何の旗じゃ？」

　これにたいして、御ぎょ者しゃが答えた[image: ──]

「荷車はてまえのものです。運んでいるのは、檻おりに入った二頭のライオンで、アフリカの将しょう軍ぐんが国こく王おう陛へい下か　に献けん上じょうするというんで、都へ運ぶところです。旗は王家のもので、王さまの品物を運んでいるという印ですよ。」

「して、ライオンは大きいのか？」と、ドン・キホーテがきいた。

「大きいのなんのって」と、荷車の戸口にいた男がひきとった、「これまでアフリカからスペインに、こんな大きなやつが渡わたってきたためしはありゃしません。わしはライオンつかいだから、これまで何頭も運んだけど、こんなにでかい、気き　性しょうの荒あらいのははじめてだね。牡おすと牝めすのひとつがいで、この前の檻おりに入っているのが牡で、うしろの檻が牝でさ。どっちも、今日はまだ[image: 餌]えさにありついてねえから、腹はらぺこもいいところだ。だから、どうかだんな、そこをどいてくださいよ。食いものをあてがえるとこへ、急がねえとまずいんでね。」

　これを聞いたドン・キホーテは、内心ほくそえみながら、言った[image: ──]

「拙せっ者しゃにライオンをよこしおったか。しかも、こんな時じ　刻こくに、こんなところでな！　よし、神にかけて、拙者がライオンを恐おそれる人間かどうか、こんなものを送ってよこした連中にしかと見せてやるとしよう。さあ、ライオンつかいのそなた、その檻おりをあけて、拙者にライオンをとびかからせるがよい。この野原のまんなかで、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャの豪ごう胆たんぶりをとくと見せつけ、拙者にライオンなどをさしむけた魔ま　法ほう使つかいどもの鼻をあかしてくれるわ。」

「ほほう、なるほど」と、この時、緑色外がい套とうの紳しん士し　がつぶやいた、「われらの騎き　士し　どのがとうとう正体をあらわしたぞ。」

　しかし、あわてたサンチョは、紳しん士し　にとりすがって、こう言った[image: ──]

「だんなさま、神さまにかけてお願いしますだが、どうかわしの主人のドン・キホーテさまが、ライオンを相手にわたり合ったりしねえようにしてくださいまし。そんなことになったら、わしたちゃひとり残らず八つ裂ざ　きにされちまうだよ。」

「すると、なにかね」と、紳しん士し　がたずねた、「あんたのご主人は、こういう猛もう獣じゅうを相手にすると、あんたが本気で恐おそれるほど気がふれておいでなのかな？」

「気がふれているんじゃねえ」と、サンチョが答えた、「そうじゃなくて、無む　鉄てっ砲ぽうなんですよ。」

「それでは、なんとか無む　鉄てっ砲ぽうをやめさせてみよう」と、紳しん士し　が言った。

　そして、檻おりをあけさせようとライオンつかいにせっついていたドン・キホーテに近づくと、こう言った[image: ──]

「ドン・キホーテどの、遍へん歴れきの騎き　士し　というものは、成功する望みのある冒ぼう険けんには立ちむかうものの、その望みのまったくない冒険には乗りださないものです。と申すのも、無む　謀ぼうの領りょう域いきに入りこんだ大だい胆たんさは、勇気というよりはむしろ狂きょう気き　に類するからです。しかも、このライオンたちは貴き　殿でんをおそうために来たわけでもなし、そんなことにはまったく無関係なのです。なんでも、国こく王おう陛へい下か　に献けん上じょうされるとのことですから、その道中の邪じゃ魔ま　をしたりしては、まずいことになりますよ。」

「郷ごう士し　どの、貴き　公こうは」と、ドン・キホーテが答えた、「よく馴な　らしたシャコでもつれて、狩か　りに出かけられるがよい。人にはそれぞれ任務というものがあり、これは拙せっ者しゃのつとめなのじゃ。これらのライオンが拙者のもとにさしむけられたものか否いなかについては、拙者がよく存ぞんじておりまする。」

　そして、ライオンつかいのほうに向きなおった彼かれは、こうどなった[image: ──]

「なにをしておるのか、この悪あく党とうめ、今すぐに檻おりをあけぬとあらば、この槍やりでおぬしの体を荷車に縫ぬ　いつけてくれようぞ！」

　すると御ぎょ者しゃが、この鎧よろいに身をかためた化け物の固い決意を見てとって、口をはさんだ[image: ──]

「騎き　士し　さま、後生でございます。ライオンを檻おりから出す前に、このラバどもを車からはずして、安全なところまで連れて逃に　げださせてくださいまし。なんせ、てまえにはこの荷車とラバどものほか、何ひとつ財産はないんだから、ラバがやられた日にゃ、たちまち路頭に迷っちまうんです。」

「おお、この信心うすき者よ！」と、ドン・キホーテが答えた。「ラバをはずすなり、なんなり、おぬしの好す　きなようにするがよいわ。もっとも、無む　駄だ　骨ぼねを折った、余分なことをしたと、すぐにさとることになろうがの。」

　御ぎょ者しゃはラバからおりて、他のラバを大急ぎで車から放した。すると、こんどはライオンつかいが大声をはりあげた[image: ──]

「この場にいなさる人はみんな、あっしが自分の意志ではなく強制されてライオンを出したこと、それに、ライオンがひき起こす災さい難なんや損害は、すべてこの騎き　士し　のだんなの責任であり、負ふ　担たんであると、あっしが前もっておことわりしたってことの、証人になってもらいますよ。それじゃみなさん、あっしが檻おりをあける前に、安全なところに逃に　げておくんなさい。ライオンがあっしには何もしねえこたあ、まちがいねえからね。」

　緑色外がい套とうの紳しん士し　はふたたび、そんな大それたことをするのはおよしなさい、それこそ神をも恐おそれぬ行いですよ、とドン・キホーテを説得した。これにたいしてドン・キホーテは、自分が何をせんとしているかは、よくよく承知しておると答えた。紳士はなおも、よくお考えなさい、たいへんな間ま　違ちがいをなさろうとしておいでですよ、とくり返した。

「なるほど、郷ごう士し　どの」と、ドン・キホーテがやり返した、「どうやら貴き　公こうは、この冒ぼう険けんの立会人になるのがおいやとみえる。それなら、とっとと、安全な場所に立ちのかれるがよかろう。」

　これを聞いていたサンチョは、目に涙なみだをうかべながら、どうかこんな途と　方ほうもないことは思いとどまってほしいと頼たのみ、さらにこうつけ加えた[image: ──]

「いいですか、だんなさま、ここにゃ魔ま　法ほうも、それに類するものもありゃしませんよ。おらは今、檻おりの鉄てつ柵さくの間から本物のライオンの爪つめを見たけんど、その爪の大きさからすると、山よりもでけえライオンにちげえねえだ。」

「臆おく病びょう風かぜに吹ふ　かれたおまえには」と、ドン・キホーテが答えた、「おそらく世界の半分よりも大きく見えたことであろう。それゆえサンチョよ、拙せっ者しゃにかまわずに、引っこんでいるがよいぞ。ただし、もし拙者がここで死んだら、おまえはわれわれの以前からの取り決めにしたがって、ドゥルシネーア姫ひめのもとに駆か　けつけるのじゃ。」

　ドン・キホーテはさらに言葉をついやして決意のほどを表明したので、彼かれのとてつもない冒ぼう険けんをやめさせる望みはとうていなさそうであった。緑色外がい套とうの紳しん士し　は、できることなら、力ずくででも、彼をおしとどめたいと思ったが、気のふれた人間を相手に争うのは賢けん明めいでないと判断して、さしひかえた。というのも、すでに紳士は、ドン・キホーテを完全な狂きょう人じんとみなしていたからである。一方ドン・キホーテは、ふたたびライオンつかいをせかし、おどし文句をくり返したので、これを機に紳士は牝め　馬うまを、サンチョは灰はい毛げ　ロバを、そして御ぎょ者しゃはラバをせきたてて、ライオンが檻おりを出る前に、できるだけ荷車から遠ざかることに専せん念ねんした。

　サンチョは主人の死をいたんで泣な　いていた、というのも、今度こそは主人が、ライオンの爪つめにかかって死ぬものと思いこんだからである。泣きながらサンチョは自分の運命を呪のろい、主人に仕える気になった時のことを、いまいましく思い出した。もっとも、泣き、嘆なげいたからといって、その場から遠ざかるために、灰はい毛げ　ロバをせきたてるのをやめたわけではない。さて、ライオンつかいは、逃に　げていく者たちが十分離はなれたのを見とどけると、ドン・キホーテにむかって、すでに頼たのんだことをくり返したが、ドン・キホーテは、もうこれ以上くどくど頼んでもむだだ、早く言われたとおりにしろ、と答えるばかりであった。

　ライオンつかいが最初の檻おりをあけようとしている間、ドン・キホーテは、馬からおりて戦うほうがよくはないだろうか、と思いをめぐらせていた。そして、けっきょく、ロシナンテがライオンを見ておじけづくにちがいないと判断し、徒歩で戦うことに決めた。そこで馬をとびおりた彼かれは、槍やりを投げすて、盾たてに腕うでをとおして、剣けんを抜ぬ　きはなつと、前ぜん代だい未み　聞もんのおどろくべき度ど　胸きょうでもって、一歩一歩、荷車の前に進みでたが、同時に、心をこめて神のご加護を願い、さらに、思い姫ひめドゥルシネーアの庇ひ　護ご　を念じることも忘わすれなかった。

　ライオンつかいは、ドン・キホーテが身がまえたのを見ると、最初の檻おりの扉とびらをいっぱいにあけた。そこには、前にのべたとおり、牡おすのライオンがおり、異い　常じょうに大きく、見るからに恐おそろしげな顔つきをしていた。そして、寝ね　そべっていたライオンがまず最初にしたことは、その場で、ごろりと寝がえりをうつことであった。それから、前まえ脚あしをのばして、大きく伸の　びをすると、口をひらいて、ゆっくりとあくびをした。ついで、四、五十センチもあろうかという舌を出して、目がしらの埃ほこりをぬぐい、顔じゅうをなめまわした。これがすむと、檻の外に頭を出し、燠おき火び　のようにらんらんと輝かがやくまなこであたりをにらみつけたが、それはまさに、《大だい胆たん不ふ　敵てき》そのものをさえ、ふるえあがらせるに十分な眼光であり、威い　容ようであった。ただひとりドン・キホーテはその動きを油断なく見まもりながら、早くとびかかってこい、かかってきたら、この腕わん力りょくにものをいわせて、ずたずたに切りさいてくれよう、と待ちかまえていた。

　ドン・キホーテの狂きょう気き　は、およそ考えられない、このような程度にまで達していたのである。しかし、傲ごう慢まんというよりは礼れい儀ぎ　をわきまえていた、寛かん大だいなライオンは、相手の子どもじみた強がりなどは気にもとめず、あちらこちらに目をやったあげく、向きを変えてドン・キホーテに背せ　をむけると、ひどくゆったりとした動作で、ふたたび檻おりのなかに寝ね　そべった。これを見たドン・キホーテは、ライオンつかいに、棒ぼうでなぐっておこらせ、ライオンを外に出すようにと命じた。

「めっそうもねえ」と、ライオンつかいが答えた、「わしがこいつをおこらせたら、まっさきに引きさかれるなあ、このわしだからね。それに、騎き　士し　のだんな、おまえさまも、これぐらいで満足しておくんなさいよ。だんなのしなさったことは、勇ましさの限界なんだから、このうえ、再度の運だめしは無用でしょう。檻おりの戸はいっぱいにあけてあるんだから、出るも出ねえもライオンの勝手でさあ。だけんど、これまで出ねえところをみると、日が暮く　れても出やしませんぜ。おまえさまの肝きもっ玉の大きさは、もう十分にわかりましたよ。わしの知るかぎりじゃ、いかに勇ゆう敢かんな武人でも、敵に挑ちょう戦せん状じょうをつきつけて、戦いの場所で彼かれを待ちうけさえすりゃ、それでりっぱに面めん目ぼくは立つはずだ。もし相手がやって来なけりゃ、それはそいつの恥はじとなり、待ちうけたほうが勝利の栄えい冠かんを手にするってわけでさあ。」

「それはもっともな話じゃ」と、ドン・キホーテがひきとった。「では、扉とびらをしめるがよいぞ、友よ。そして、そなたが目にした拙せっ者しゃのふるまいを、できるだけよしなに証言してもらうことにいたそう。つまり、このようにじゃ。そなたがライオンの檻おりをあけて、拙者はライオンが出てくるのを待ちうけた。しかし、やつは出てこないので拙者はなおも待った。ところが、けっきょくやつはいつまでたっても出てこず、ついに、ふたたび寝ね　ころんでしまった、とな。拙者にはこれ以上の義務はないわ。では拙者は合図をして、逃に　げ出した連中を呼よ　びもどすから、そなたには檻をしめてもらおう。」

　ライオンつかいは言われたとおりにした。そしてドン・キホーテは、槍やりの穂ほ　先さきに布きれを結びつけ、なおも一団となって逃に　げていく連中を大声で呼よ　びはじめた。じつは、彼かれらは逃げ足をゆるめることはなかったものの、ドン・キホーテのことが気になって、しきりにあとをふり向きふり向きしていたのである。そして、白い布の合図に最初に気づいたのはサンチョで、彼はこう言った[image: ──]

「こりゃ、わしの主人があの猛もう獣じゅうをやっつけたにちげえねえだ。ほら、わしらを呼よ　んでいなさるよ。」

　一同は立ちどまって、合図をしているのがドン・キホーテであることを認みとめた。すると、恐きょう怖ふ　心しんもいくらかうすらいだので、とりあえず自分たちを呼よ　んでいるドン・キホーテの声がはっきりと聞こえるところまで引きかえした彼かれらは、ついには荷車のところまでもどって来た。彼かれらがやって来るやいなや、ドン・キホーテは御ぎょ者しゃにむかって、こう言った[image: ──]

「さあ、兄弟、そのラバたちを荷車につないで、旅を続けるがよいぞ。それからサンチョ、拙せっ者しゃのことで暇ひまどらせてしまった償つぐないとして、御ぎょ者しゃとライオンつかいに、エスクード金貨を一枚まいずつ渡わたしてくれ。」

「金貨はよろこんでやりますよ」と、サンチョが応じた。「だけんど、ライオンはどうなっただね？　死んじまったのかね、それとも生きてるのかね？」

　その時ライオンつかいが、戦いの模も　様ようを、とつとつと、しかし事こまかに、ドン・キホーテの猛もう勇ゆうぶりをできるだけ誇こ　張ちょうしながら、語った。要するに、ドン・キホーテの姿すがたを見たライオンはおじけづいて、檻おりの扉とびらがかなりの間あけ放たれていたにもかかわらず、外に出ようとしなかった、そこで、ドン・キホーテがライオンを怒おこらせて、無理にも外に出すようにと命じたが、ライオンを怒らせることは神さまを試ためすことになる、と答えたら、さすがのドン・キホーテもいやいやながら、檻の扉をしめることに同意した、と話したのである。

「いかがかな、サンチョ？」と、ドン・キホーテが言った。「まことの勇気に対たい抗こうできる魔ま　法ほうがあろうかな？　魔法使いどもは、拙せっ者しゃの幸運を奪うばいとることはできよう。しかし、意志と気力にはとうていかなわんのじゃ。」

　サンチョは、言われたとおりに、二人にエスクード金貨を与あたえた。御ぎょ者しゃはラバを荷車につなぎ、ライオンつかいは金貨にたいするお礼としてドン・キホーテの手に口づけをしたうえ、都に着いたら、このたびの勇ゆう敢かんな手て　柄がらを国こく王おう陛へい下か　へじきじきに申しあげます、と約やく束そくした。

「では、もし陛へい下か　が、それは何者の手て　柄がらかとおたずねになったら、《ライオンの騎き　士し　》と申しあげるがよいぞ。と申すのも、今日から拙せっ者しゃは、これまで名のっていた《愁うれい顔の騎士》をこのように改めようと思うからじゃ。じつは、そうすることによって、拙者も遍へん歴れきの騎士たちの古くからの慣例にしたがうことになるのじゃ。さよう、彼かれらは好す　きな時に、あるいは改名がふさわしいと思われる時に、名前を変えていたからな。」

　こういうやりとりがあった後、ライオンを乗せた荷車はめざすほうへと旅を続けた。

　この間、ドン・ディエゴ・デ・ミランダはひとことも口をきくことなく、ドン・キホーテの言うこと、なすことにずっと注目していたが、彼かれにはこの騎き　士し　が気のふれた正気の人物なのか、正気がかった狂人なのか、さっぱりわからなくなっていた。というのも、彼の話すことは筋すじがとおり、言葉も上品で、内容もしっかりしているのに、彼のすることは常じょう軌き　をいっし、むこう見ずで、ひどくばかげていたからである。

　そして、この騎き　士し　にたいそう興味をもったドン・ディエゴ・デ・ミランダ、つまり緑色外がい套とうの紳しん士し　は、ドン・キホーテ主しゅ従じゅうを自じ　宅たくに招待した。かくして三人は、いつになく馬とロバをせかして道を急ぎ、午後二時ごろにはドン・ディエゴの住む町に到とう着ちゃくしたのである。


19 モンテシーノスの洞ほら穴あなへの潜せん入にゅう

　ドン・キホーテは四日のあいだドン・ディエゴの家で手厚いもてなしを受けたが、その四日がすぎると、この家での心からの歓待に感謝しながら、いとま乞ご　いをした。遍へん歴れきの騎き　士し　たるもの、いつまでも安あん閑かんとして、ぜいたくに身をゆだねているわけにはいかず、おのれの本分をまっとうするため、冒ぼう険けんをさがしに出かけねばならない、ついては、めざすサラゴーサでの馬上試合の日まで時間をつぶすためにも、この近辺で、じつにおどろくべきさまざまなことが語りつがれているモンテシーノスの洞ほら穴あなへ潜せん入にゅうし、それらの驚きょう異い　的てきなうわさが真実かどうか確かめてみたい、というのであった。

　ドン・ディエゴと息むす子こ　のドン・ロレンソは彼かれのいさぎよい決意をほめたたえた。そして、この家のもので何かお気に召め　すものがあれば、なんなりとおもちいただきたい、自分たちはドン・キホーテのりっぱな人ひと柄がらと、その高こう邁まいな使命感に感服しているので、お役に立てるなら、どんなことでもしてさしあげたい、と言った。

　好こう意い　を受け入れたドン・キホーテは、モンテシーノスの洞ほら穴あなへ案内してくれる男を世話してもらいたいと頼たのんだ。するとドン・ロレンソが、自分の従弟い と こで、騎き　士し　道どう物もの語がたりの愛読者である学者を紹しょう介かいしよう、彼かれなら喜んで洞穴の入口まで案内してくれるだろうし、また彼といっしょなら、退たい屈くつすることなくゆかいな道中が楽しめるであろう、なぜなら、彼は本を書いては王おう侯こう貴き　族ぞくに献けん呈ていしているような男だから、と言った。

　かくして、その従弟い と こがロバをひいてやって来た。彼かれのロバの荷に　鞍ぐらは、あざやかな色糸を織り込こ　んだ麻あさ布ぬのでおおわれていた。サンチョはロシナンテに鞍をおき、食料をつめた振ふ　り分け袋ぶくろを灰はい毛げ　ロバにつけ、これまた食料のどっさり入った従弟の振り分け袋もいっしょに引きうけた。それから神に庇ひ　護ご　を祈き　願がんし、みなに別れを告げると、一行は名高いモンテシーノスの洞ほら穴あなをめざして出発した。

　道すがら、ドン・キホーテは従弟い と こに、何を職業とし、どんな研究をしておられるのか、とたずねた。すると、職業は人文学者と答えた彼かれは、続けてこう言った[image: ──]

「わたしは本を書いて印刷させておりますが、いずれも国家にとってはなはだ有益であると同時に、面おも白しろさもそなえた本ばかりです。そのうちの一冊さつは『制服の書』と題する本ですが、これには七百三種類の制服が、それぞれの色や標章などを含ふくめて、ことこまかに記されていますので、例えば廷てい臣しんたちがさまざまな行事や祝典のおりに、その場にふさわしい衣服を選ぼうと思ったら、人にぺこぺこ頭をさげて教えてもらうまでもなく、この本をひらけばすぐに解決するのです。またわたしは、『ポリドーロ補ほ　遺い　』という本も書いています。これは物ごとの起原をあつかったもので、かのイタリアの学者ポリドーロが言い残したことを、わたしが調べあげて、美しい文章で記述したものですから、たいへんな研究と考証の書物といえます。例えば、ポリドーロは、世界でいちばんはじめに風か　邪ぜ　をひいた者がだれであったかを書き忘わすれていますが、わたしはこれを明らかにし、二十五人をこえる著ちょ者しゃのことばを引用して立証したのです。」

　ここで、さきほどから従弟い と この話に耳をすましていたサンチョが、口をはさんだ[image: ──]

「そんなら学者さん、ひとつ教えておくんなさいよ。何でも知っていなさるだから、知っていなさるにちげえねえだが、いちばん最初に頭をかいた人間はだれですかね。わしは、わしらの先祖のアダムじゃねえかと思うんだけんど。」

「たしかに、そうでしょうな」と、従弟い と こが答えた。「世界で最初の人間だったアダムに頭も髪かみの毛もあったのは疑うたがう余地のないことだし、もちろんアダムも、時には頭をかいたにちがいないからね。」

「わしもそう思いますだ」と、サンチョが応じた。「ところで、もうひとつおたずねしますが、世界ではじめて宙ちゅう返がえりをうった軽かる業わざ師し　はだれでしょう？」

「それは、きみ」と、従弟い と こが答えた、「調べてみないことには、今すぐ決めるわけにはいきませんよ。本のあるところにもどったら、さっそく調べて、こんど会う時にお答えしよう。これっきりの縁えんじゃないだろうからね。」

「いやあ、先生」と、サンチョが言った、「なにもそんなに手間をかけるこたあねえですよ。わしゃ、たった今おたずねしたことの答えをみつけましただ。世界で最初の軽かる業わざ師し　は魔ま　王おうのルシフェルでさ。あいつは天国から追い出された時、地じ　獄ごくの底まで、宙ちゅう返がえりをうちながら落ちたからね。」

「なるほど、そのとおりだ」と、従弟い と こが言った。

　こんな愉ゆ　快かいな会話を交か　わしているうちに日も暮く　れ、一行はその夜、ある小さな村に宿をもとめた。宿で、従弟い と こはドン・キホーテに、そこからモンテシーノスの洞ほら穴あなまではあと十キロほどであることを伝え、もし洞穴に入る決意がかたいなら、体をしばって、深い底へおりるための綱つなを用意する必要があると言った。

　ドン・キホーテは、たとえそれが奈な　落らくの底まで続いていようとも、つきとめずにはおかないと答えた。そこで、二百メートルにもおよぶ綱つなを買い求めた彼かれらは、翌よく日じつの午後二時には洞ほら穴あなに着いた。洞穴の入口は広く大きかったが、いばらと雑草がからみ合っておい茂しげり、全体をすっかりふさがんばかりの勢いであった。その入口を目にするやいなや、三人はロバと馬からおり、さっそく従弟い と ことサンチョは、ドン・キホーテの体を綱でしっかりしばった。

　体をしばられたドン・キホーテはその場にひざまずき、まず低い声で天に祈いのりをささげると、つぎに、この危き　険けんにみちた新種の冒ぼう険けんを、ご加護によって首しゅ尾び　よくなしとげさせ給たまえと、神に祈き　願がんした。それから声をいちだんと高めて、こう言った[image: ──]

「おお、わが行こう為い　のすべてを支配する、令名高く、比類なきドゥルシネーア・デル・トボーソよ！　おん身を恋こ　いこがれる、この果報者なるしもべの願いがおん身のお耳に達するものならば、おん身のお力ちから添ぞ　えを常にもまして必要といたすただ今この時、それを拙せっ者しゃに拒こばみ給たもうことなかれ。拙者はこれより、目の前に現れた奈な　落らくに分け入り、その深しん淵えんに身を沈しずめんとする所しょ存ぞんでござるが、これもひとえに、おん身の庇ひ　護ご　さえあれば、拙者が立ちむかわぬような、また拙者が遂すい行こうしえぬようなことは何もないと申すことを、天下に知らしめるためでござる。」

　これだけ言うと、ドン・キホーテは、穴あなの入口に近づいた。そして、従弟い と ことサンチョに綱つなをくり出してもらいながら、いかにも恐おそろしげな洞ほら穴あなの底へとおりはじめた。サンチョは、主人の頭上で何べんとなく十字をきって、彼かれを祝福しながら、こんなふうに言った[image: ──]

「神さまに導いてもらいなさいましよ、遍へん歴れきの騎き　士し　のなかの華はなで粋すいで上うわ澄ず　みのだんなさま！　とうとう、行きなさるだね、鋼はがねの心と青銅の腕うでをもつ世界一の勇士のだんなさま！　どうか、神さまに導いてもらいなせえよ！　そいで、わざわざ、その暗くら闇やみに入るために、見み　捨す　てて行きなさるこの世の光へ、また無事に帰らせてもらいなさいましよ！」

　ドン・キホーテは、綱つなをもっと出せ、もっと出せとどなりながら、おりて行き、上の二人はそれにこたえて、少しずつくり出していった。そして、洞ほら穴あなのなかからのどなり声が聞こえなくなった時には、二人はすでに二百メートルにおよぶ綱をすべて出しきっていた。しかし、もう綱がない以上、ドン・キホーテを引き上げなければならないと思いながらも、彼かれらは半時間ほどそのままにしておいた。やがて、ふたたび綱をたぐりにかかった彼らは、これがひどくらくで、何の重さも感じられなかったので、ドン・キホーテが穴あなの底で綱をほどいてしまったのではないか、と不安になった。とくにサンチョは、てっきりそうと信じて、さめざめと泣な　きだしたが、それでも早くことの次し　第だいを確かめようと、大いそぎで綱を引き上げた。すると、百五、六十メートルほどもたぐったかと思われた時、ずっしりとした手ごたえがあったので、二人は大いに喜んだ。さらに、あと二十メートル弱というところまでくると、ドン・キホーテの姿すがたをはっきりと認みとめることができた。たちまち、サンチョが大きな声をあげた[image: ──]

「だんなさま、よくもどってきなさったなあ！　わしらは、おまえさまが穴あなの底にいついて、子孫でもつくるのかと思ってましたよ。」

　しかし、ドン・キホーテの返事はなかった。そして、彼かれの体をすっかり引き上げてみると、両目をつぶって、眠ねむっているようすであった。彼を地面に横にして、綱つなをほどいてみたが、それでもなお、目を覚まそうとはしなかった。そこで、何度もゆすぶったり、動かしたりしたところ、やっとのことでわれに返り、深い眠りから覚めたかのように、大きくのびをした。そして、狐きつねにつままれたような表情で、あちらこちらを見わたしてから、こう言った[image: ──]

「そなたたちは、なんと心ないことをしてくれたのじゃ。これまで、だれひとりとして見たことも経験したこともない、このうえなく甘かん美び　で心地よい光景と状態から、拙せっ者しゃを引きずり出してしまうとは。まこと、この世のあらゆる喜びは夢ゆめまぼろしのごとく消え去り、野に咲さ　く花のごとくしぼんでいくことを、拙者、今こそ知り申した。おお、悲運のモンテシーノスよ！　おお、深ふか傷で　をおいしドゥランダルテよ！　おお、幸さちうすきベレルマよ！」

　従弟い と ことサンチョは、ドン・キホーテがいかにも苦しげに、腹はらの底からしぼり出すような言葉を、じっと聞いていた。そして、もっとよくわかるように説明してもらいたい、また、あの地じ　獄ごくで見てきたことを話してもらいたいと、ドン・キホーテに頼たのんだ。

「なに、地じ　獄ごくじゃと？」と、ドン・キホーテが言った。「その呼よ　び方はよろしくない。そなたたちにも今にわかることだが、あれは地獄とはおよそ縁えんもゆかりもないところじゃ。」

　それからドン・キホーテは、とても空くう腹ふくなので、何か食べ物がほしいと言った。かくして、振ふ　り分け袋ぶくろのなかのものが取り出され、青草の上に腰こしをおろした三人は、いかにも仲なかむつまじく食事をした。食事がすむと、ドン・キホーテは、つぎのように話しはじめたのである。


20 ドン・キホーテがモンテシーノスの洞ほら穴あなの底で見たという、おどろくべきこと

「この穴あなに入って、二十メートルほど降お　りると、右手に、大きな荷車でも十分入る広さのくぼみがみつかった。そのくぼみには、どこか小さなすき間から、かすかな光がさしこんでいた。拙せっ者しゃがその空くう洞どうをみつけたのは、ちょうど、綱つなに吊つ　るされて、あてどもなく暗くら闇やみのなかを降りてゆくのに疲つかれ、うんざりしていた時だったので、そこに入って、ひと休みすることに決めたのじゃ。そこで、そなたたちに、拙者がまた言うまで、綱のくり出しを待ってくれとどなったが、どうやら聞こえなかったらしい。拙者は降ろされてくる綱をたぐり寄せて輪形に積みかさね、そこに腰こしをおろして、こんなに綱がたまってしまっては、どうやって、これから下に降りたものか思案にくれていた。やがて、不意に深い眠ねむりにおそわれたが、しばらくすると、また何のわけもなければきっかけもなく、思わず目が覚めたので、あたりを見わたすと、なんと拙者は、造ぞう化か　の妙みょうもかなわぬ、また人間のいかなる想像をも越こ　えた、美しくも心楽しい草原のまんなかにいるではないか。つぎに拙者の目にうつったのは、壮そう麗れいな王宮、あるいは城しろで、その城じょう壁へきは透とう明めいな水すい晶しょうでできているように見うけられた。そして正面の大きな扉とびらがひらくと、中から、裾すそが地にとどくほど長い、紫むらさき色いろラシャ地のガウンを着た品のいい老人が現れて、拙者のほうへやって来るのが見えた。肩かたから胸むねにかけて、緑色繻しゅ子す　の垂た　れ布をかけ、頭には黒の丸まるい帽ぼう子し　をかぶり、まっ白なあごひげが腰の下にまでたれさがっていた。武器は持たず、手には数じゅ珠ず　をさげていたが、数珠の玉は中くらいのクルミよりも大きかった。拙者のところにやって来た老人が最初にしたのは、拙者をかたく抱だ　きしめることであったが、それから彼かれはこう言ったのじゃ[image: ──]

『勇ゆう敢かんなる騎き　士し　、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャどの、ようこそ、おいでくださった。この人里はなれたところには、それがしをはじめとする、多くの男と女が、世間で悪あく魔ま　の息むす子こ　といわれているフランスの魔法使いメルリンによって、魔法にかけられ、閉と　じこめられておりまする。われらはじつに久しい間、貴き　公こうをお待ち申しておりました。それというのも、このモンテシーノスの洞ほら穴あなと呼よ　ばれる、深い穴のなかに秘ひ　められているいっさいのことを、世の人びとに知らせていただきたいからであり、誉ほまれ高きその役目は、ただただ、不ふ　屈くつの勇気と並ならびなき豪ごう胆たんを誇ほこる貴公のためにのみ、とっておかれたものでござりまする。さあ、令名高き騎士どの、この透とう明めいの城しろが秘めている不思議の数かずをお目にかけますゆえ、それがしとともにおいでなされ。それがしこそ、この城の城じょう守しゅなるモンテシーノスで、この洞穴の名もそれがしにちなんでおりまする。』

　老人がモンテシーノスと名のるやいなや、拙せっ者しゃは、この上の世で語り伝えられていることが真実かどうか、すなわち、モンテシーノスどのは、従弟い と こで盟めい友ゆうであった騎き　士し　ドゥランダルテの胸むねから、小さな短たん剣けんで心しん臓ぞうをえぐりとり、親友がいまわの際きわに頼たのんだように、それを彼かれの思い姫ひめベレルマのもとへ届とどけたのかどうかを、たずねてみた。すると、その伝説はすべて本当だが、ただ短剣というところだけがちがう、あれは短剣ではなく、先が錐きりよりもとがった、鋭するどい匕あい首くちだった、と答えてくれた。

　こんな話をしていた時、あたりで、にわかにかん高い悲鳴と泣な　き声が起こり、腹はらの底からしぼり出すような呻うめき声と悲ひ　痛つうなすすり泣きが続いたのじゃ。拙せっ者しゃがふり返ると、二列に並ならんだこよなく美しい乙おと女め　たちが、みな喪も　服ふく姿すがたで、頭には白いターバンをトルコ風にまいて、別の広間を進んでゆくのが水すい晶しょうの壁かべをとおして見えた。そして行列の最後には、身のこなしからしてそれとわかる高こう貴き　な婦人が、やはり黒くろ装しょう束ぞくに身をかため、白い頭ず　巾きんのすそを床ゆかにふれるほど長々とたらして、しずしずと歩いていた。彼かの女じょの顔は眉み　間けんがせまく、鼻が低くて、口は大きく、唇ちくびるは赤かった。ちらっと見えた歯は、並びのわるい乱らん杭ぐい歯ば　であったが、まるで皮をむいたアーモンドのようにまっ白であった。両手に薄い布を持ち、その上に、遠目にもはっきりとわかる、乾かわいてこちこちになったミイラの心しん臓ぞうをのせておった。おどろいている拙せっ者しゃにたいして、モンテシーノス老人が、あの行列は騎き　士し　ドゥランダルテとベレルマの侍じ　女じょたちで、彼女たちも同じく魔ま　法ほうをかけられて、二人の主人とともにここに来ている、そして、麻布にのせた心臓を運んでいるしんがりの婦人がほかならぬベレルマどので、彼女は週に四日、侍女たちといっしょにあのような行列を行い、ドゥランダルテの遺い　体たいと心臓のために哀あい歌か　をうたっている、いや、より適切に言えば、泣な　いているのだ、と教えてくれた。また、ベレルマどのが貴公の目に、いささか醜みにくく、あるいは世間の評判ほどの美人ではないとうつったかもしれないが、それは彼女が魔法にかけられて過ごす苦しい日々のせいで、目のまわりの大きなくまや顔色の悪さを見ればおわかりのはずだ、と言ったうえ、さらにこうつけ加えたのじゃ[image: ──]


    
      
    


『ベレルマどのの顔が黄色いことや、目のまわりにくまがあるのは、姫ひめがいつも両手にささげておられる心しん臓ぞうが、早死にした恋こい人びとの不幸な思い出をよみがえらせ、姫を悲ひ　痛つうな思いにさせているからでござる。もし、そういうことがなかったら、スペインのみならず全世界に知れわたった名花、ドゥルシネーア・デル・トボーソといえども、けっして彼かの女じょにかなうものではござりませぬ。』[image: ──]『だまらっしゃい、モンテシーノスどの』と、その時、拙せっ者しゃは言ったのじゃ、『ものを話されるにも、それなりの道義がござる。比ひ　較かくというものが、すべていまわしいものであるのはご承知のとおりじゃ。したがって、だれかをだれかと比べることは無用でござる。比類なきドゥルシネーア・デル・トボーソはそれなりのお方であり、ドニャ・ベレルマもまた、それなりのお方であり、それなりのお方でござったのじゃ。それでよいではござらぬか。』すると、モンテシーノス老人の答えは、こうであった[image: ──]『なにとぞ、お許しくだされ、ドン・キホーテどの。たしかにそれがしの心得ちがいであって、ドゥルシネーアどのでさえなかなかベレルマどのにかなうものではない、と申したのは、いかにもぶしつけでござった。貴き　公こうがドゥルシネーアどのの騎き　士し　であることを存じている以上、貴公の思い姫を天そのものと比べるならばともかく、他の女性と比べるなど、舌をかみ切っても、すべきことではござらなんだ。』こんなふうに偉い　大だいなモンテシーノスがあやまったので、わが思い姫がベレルマどのに比べられた時に覚えた怒いかりもすぐにしずまったのじゃ。」

「だけんど、どうしてもおらに合点がいかねえのは」と、ここでサンチョが口をはさんだ、「おまえさまがそのじいさんにとびかかって、体じゅうの骨ほねを粉々になるまで蹴け　りまくったり、あごひげを一本残らず引きむしったりしねえで、よくもまあ、がまんなすったってことだよ。」

「いや、それはな、サンチョ」と、ドン・キホーテが応じた、「してはならんことなのじゃ。なぜと申すに、われわれはみな老人を敬うやまわねばならんし、まして、相手が騎き　士し　の、しかも魔ま　法ほうにかかっている老人であってみればなおさらのことだからの。」

　この時、従弟い と こが口を出した[image: ──]

「ドン・キホーテどの、あなたがこの穴あなに入っておられたのは、ほんのわずかの時間にすぎないのに、その間に、どうしてそんなにたくさんのことを目にしたり、長々と話をしたりすることができたのか、どうにも腑ふ　に落ちませんよ。」

「拙せっ者しゃはどれくらいのあいだ、降お　りていたかな？」と、ドン・キホーテがきいた。

「一時間ちょっとです」と、サンチョが答えた。

「そんなはずはなかろう」と、ドン・キホーテが応じた、「なぜかと申せば、拙せっ者しゃがあそこにいた間に、日が暮く　れて夜が明けること、三回におよんだからじゃ。よって、拙者の勘かん定じょうでは、世間から隔かく絶ぜつしたあのはるかなところに三日いたことになる。」

「だんなさまの言いなさることは、本当にちげえねえだ」と、サンチョが言った。「なにしろ起こったことが何から何まで魔ま　法ほうのしわざだで、わしらにゃ一時間なのが、あそこじゃ三日と三晩ばんになったとしても不思議はねえだ。」

「そうかも知れぬ」と、ドン・キホーテが応じた。

「で、騎き　士し　どの、あなたはその間に食事をなさいましたか？」と、従弟い と こがたずねた。

「いや、何も口にしませんでしたな」と、ドン・キホーテが答えた。「だいいち、空くう腹ふくを覚えなかったので、食べることなど思いもしませんでしたわい。」

「で、魔ま　法ほうにかかった人たちはどうなんでしょう、ものを食べるんですか？」と、従弟い と こがたずねた。

「いや、食べません」と、ドン・キホーテが答えた、「したがって、大便もしません。もっとも、爪つめや髪かみの毛やひげはのびるという話ですがな。」

「そんなら、だんなさま」と、サンチョがきいた、「魔ま　法ほうにかかった人たちゃ、眠ねむるのかね？」

「いや、けっして眠ねむらんな」と、ドン・キホーテが答えた、「少なくとも、拙せっ者しゃがあの方がたといっしょにいた三日の間に、目をとじた者はひとりもいなかったし、拙者も目をとじることはなかったのじゃ。」

「それじゃ、ことわざがぴったし合うだ」と、サンチョが言った、「つまり、『おまえがだれといっしょにいるか言ってごらん、そうすりゃ、おまえがどんな人物か言ってやろう』ってやつとね。おまえさまは、食いもしなけりゃ眠ねむりもしねえ、魔ま　法ほうにかかったお人たちといっしょにいなさっただから、おまえさまが食わず眠らずでいなさったとしても、あたりまえってわけですよ。それにしても、だんなさま、かんべんしてくだせえよ。わしゃ本当のことを言うとね、おまえさまの今の話をちょっとでも信じるくらいだったら、神さまに(悪魔に、と言うべきところであった)さらわれたほうがましだと思ってるだよ。」

「どうして、信じられないのかね？」と、従弟い と こが言った。「それでは、ドン・キホーテどのが噓うそをついておられる、とでもいうのかな。かりに、その気になられたとしても、あれほどたくさんの噓をでっちあげる時間の余よ　裕ゆうはなかったはずだが。」

「わしゃ、だんなさまが噓うそをつくとは思わねえだ」と、サンチョが答えた。

「では、どう思うのじゃ？」と、ドン・キホーテがきいた。

「わしゃね」と、サンチョが答えた、「おまえさまがこの下でお会いなさった連中全体を魔ま　法ほうにかけちまった、あのメルリンとかいう悪いやつが、おまえさまの頭のなかに、これまで話しなさった、そして、これから話そうとしてなさるとんでもねえことを、たたきこんだにちげえねえと、こう思うんですよ。」

「大いにありそうなことじゃのう、サンチョ」と、ドン・キホーテが応じた。「だが、そうではないのじゃ。なぜと申して、拙せっ者しゃが話したことはすべて、拙者がこの目でしかと見、この手でしかとふれたことばかりだからじゃ。もっとも、モンテシーノス老人が拙者に見せてくれた不思議なことどもは数かぎりないので、この場ですべて語るわけにはまいらぬ。いずれ、ゆっくり話して聞かせるつもりだが、もうひとつだけ話すとな、あの心ここ地ち　よい草原に、不意に三人の百ひゃく姓しょう娘むすめが現れて、まるで山や　羊ぎ　のように跳は　ねまわったのじゃ。娘たちの姿すがたを見たとたん、拙者はそのうちのひとりが比類なきドゥルシネーア・デル・トボーソで、あとの二人は、エル・トボーソの町はずれでわれわれが言葉を交か　わしたドゥルシネーアといっしょにいた百姓娘たちであることに気づいたのよ。サンチョ、おまえはこれをどう思うかな？　それから拙者は、モンテシーノス老人にあの娘たちをご存ぞんじか、とたずねてみた。すると、この草原で姿を見かけるようになったのは、つい最近のことだが、どこのどなたたちかは存じあげぬ、しかし、いずれにしても、魔ま　法ほうにかけられたどこかのやんごとないご婦人がたであろう、との返事だったのじゃ。」

　サンチョ・パンサは、主人がこう話すのを聞くと、あまりのおかしさに、笑わらい死にするのではないかと思った。サンチョ自身が、ドゥルシネーアを魔ま　法ほうにかけた張本人であり、その偽にせ魔ま　法ほうの仕し　掛かけ人にんだったからである。同時に、彼かれはついに主人が本当に正気を失い、正しょう真しん正しょう銘めいの狂きょう人じんになってしまったのではないかと思いはじめ、主人にこんなことを言った[image: ──]

「ああ、おらの大切なご主人さま、おまえさまは縁えん起ぎ　でもねえ日に、まったく悪い時に、あの世に降お　りて、モンテシーノスさまなんかにお会いなさったもんだ。こんなひでえことになって、帰って来なさるとはね。おまえさまも、この上の世にいなさった時にゃ、神さまから授さずかった分別をはたらかせて、のべつりっぱな言葉を吐は　き、いい忠ちゅう告こくをしなさったが、こうなっちゃおしまいだ、想像もつかねえようなでたらめばかり話すんじゃね。ああ、だんなさま、神さまにかけてお願いしますだ。どうか、ご自分のしなさることをふり返って、ご自分の名めい誉よ　というものをよくお考えなさいましよ。おまえさまの頭をめちゃめちゃにしちまった、あんなたわごとなんか信用しちゃいけませんよ。」

「サンチョよ、おまえは拙せっ者しゃのことを大事に思うてくれるあまり、そんなふうに考えるのじゃ」と、ドン・キホーテが言った。「しかも、おまえは世間のことにうといので、いささかなりとも困こん難なんをともなうことをすべて、ありえないものと思ってしまうのじゃ。しかし、さきにも申したとおり、またそのうちおまえに、拙者が下で見てきたことをじっくり話して聞かせれば、おまえも拙者がこれまで話したことを信ずるようになるじゃろうて。」


21 世に名高い、魔ま　法ほうの小船の冒ぼう険けん

　モンテシーノスの洞ほら穴あなへの案内役をつとめてくれた従弟い と ことわかれたドン・キホーテ主しゅ従じゅうは、それから数日後にエブロ川に着いた。ドン・キホーテにとって、この川を見るのはたいへんな喜びであった。というのも、水すい晶しょうのように澄す　んだ水のゆったりとした流れや、美しい岸辺の光景は、眺ながめてあくことのない、心楽しいものだったからである。

　こうして、しばらく行くと、かいもなければ船具もない一そうの小船が、岸に生えた木につながれていた。これを認みとめたドン・キホーテは、あちらこちら見わたして、あたりに人ひと影かげがないのを確かめると、いきなりロシナンテからとびおりた。そしてサンチョにも、同じく灰はい毛げ　ロバからおりるように、そして、そこにあったポプラの幹へ二頭をいっしょにして、しっかりつなぐようにと命じた。サンチョが、どうしてまた急にそんなことをするのかとたずねると、ドン・キホーテはつぎのように答えた[image: ──]

「いいかなサンチョ、ここにつながれている船は、今まさに窮きゅう地ち　におちいっているどこかの騎き　士し　、あるいは高こう貴き　なお方を救出するために、乗って行くようにと拙せっ者しゃを招いているのじゃ。と申すのも、これこそ騎士道物語の常じょう套とうであり、そこに立ち入って活かつ躍やくする魔ま　法ほう使つかいたちの流りゅう儀ぎ　だからじゃ。すなわち、ある騎士が苦境におちいり、しかも、そこからの救出は他の騎士の手を借りざるをえない、という場合、かりに両者の間が一万キロ、いやそれよりもっと大きく隔へだたっていようとも、魔法使いたちは救助におもむく騎士を雲にのせたり、あるいは彼かれに船を提てい供きょうしたりして、あっという間に、大空の果てやら大海の彼方か な たにある、救助が必要なところへ彼を運んでいくのじゃ。そういうわけで、サンチョよ、この船も同じ目的でここにつながれているのよ。このことは、今が夜でなくて昼間であるのと同様、まぎれもない真実じゃ。それゆえ、すみやかにロシナンテと灰はい毛げ　ロバをいっしょにつなぎ、日の暮く　れぬうちに神のみ手に導かれて、この船に乗りこむことにしようぞ。」

「おまえさまがそこまで言いなさるなら」と、サンチョが応じた、「それに、たとえおらには狂きょう気き　ざたとしか思えねえようなことであっても、おまえさまが夢む　中ちゅうになりなさる以上、おらとしては、『おまえの主人の命ずることをしろ、そして主人といっしょに食しょく卓たくにつけ』ということわざにしたがって、言うとおりにするしかありませんや。もっとも、あとで良心に責められねえように言っとくけど、おらの見るところじゃ、あの小船は魔ま　法ほう使つかいの持ちものじゃなく、この川の漁師のもんだね。なにしろ、この川じゃ世界でいちばんうめえマスがとれるだから。」

　こう言いながらも、サンチョは馬とロバを木につないだが、胸むねのうちではこれらが不ふ　憫びんでならなかった。するとそれを察したのか、ドン・キホーテが、動物たちを放置しても心配するにはおよばない、自分たちを遼りょう遠えんの地に連れてゆこうとしている魔ま　法ほう使つかいが、まぐさの世話をしてくれようから、と言った。

「おらには、そのリョウエちゅうのがわからねえ」と、サンチョが口をはさんだ、「なにしろ、そんな言葉は、生まれてこの方、一度も聞いたことがねえだから。」

「遼りょう遠えんとはな」と、ドン・キホーテが答えた、「はるか彼方か な た、という意味よ。だが、おまえにわからんでも不思議はない。世間にはラテン語を知っていると自じ　慢まんしながら、その実、知らん手あいも多いし、おまえはべつにラテン語など知らんでもよいのじゃ。」

「もう馬はつなぎましたよ」と、サンチョが言った。「で、こんどは何をすればいいだね？」

「知れたことよ」と、ドン・キホーテが応じた。「十字をきって、錨いかりをあげる、つまり、船に乗りこんで、もやい綱づなを切るのじゃ。」

　こう言いながらドン・キホーテが船にとび乗ると、サンチョもそのあとに続いた。やがて綱つなが切られると、小船はゆっくりと岸から離はなれたが、ほんの二、三メートルも進んだかと思うと、サンチョは不安のあまり、わなわなとふるえだした。また、彼かれにとって何よりもつらかったのは、灰はい毛げ　ロバが高くいななくのを聞き、ロシナンテが自分をつないでいる綱をほどこうとして、もがくのを見ることであった。そこで、彼は主人にこう言った[image: ──]

「ロバのやつが、わしらと離はなれるのがいやだって鳴いてまさあ。それに、ロシナンテもわしらを追いかけようとして、自由になりたがってますだ。おお、かわいいおまえたち、無事でいるんだぞ。おまえたちからわしらを引き離すこの船出が、けっきょくお迷いごとだったとわかって、また、おまえたちのところにもどって来るまでな。」


    
      
    


　これだけ言うと、サンチョがさめざめと泣な　きはじめたので、気を悪くしたドン・キホーテは、腹はら立だ　ちまぎれにどなった[image: ──]

「何をこわがっているのじゃ、この臆おく病びょう者ものめ！　だれかおぬしをいじめる者でもいると申すのか、この小心者めが！　いったい何が不足だと申すのじゃ。険けわしい雪山をはだしで登ってでもいるならいざ知らず、まるで大だい公こう爵しゃくのように板の上に腰こしをおろし、静かで心ここ地ち　よい川の流れに身をまかせているのではないか。しかも、まもなく、川から広々とした大おお海うな原ばらへ出ていくのじゃぞ。いや、すでに海に出て、少なくとも、七百海里、ないしは八百海里は航行いたしたはずじゃ。もし拙せっ者しゃがここに天てん体たい観かん測そく儀ぎ　をもっておれば、それを使って北極星の高さを測り、すでに航行した距きょ離り　をおまえに教えてもやれるのだが。いずれにせよ拙者のみるところでは、われわれは、二つの極を同じ距離に分ける赤道をすでに通過したか、それとも、まもなく通りすぎようとしておるところじゃ。」

「それで、おまえさまの言いなさるそのセケドーとやらに着いたら」と、サンチョがたずねた、「わしらはどれくらい来たことになるだね？」

「それはたいへんなものじゃ」と、ドン・キホーテが答えた。「と申すのも、ギリシャの偉い　大だいな宇う　宙ちゅう学がく者しゃ、プトレマイオスの測定によれば、陸と海からなる地球の三百六十度のうち、拙せっ者しゃがいま申した赤道に達すれば、半分を航行したことになるからじゃ。」

「こりゃたまげた」と、サンチョが言った、「おまえさまは、ご自分で言いなさることの証人に、ずいぶん妙みょうちきりんなお人を連れてきなさっただね。プト(男だん娼しょう)だの何とかだの、変なものをいっぱいくっつけたお人をさ。」

　ドン・キホーテは、サンチョの言いぐさに思わず笑わらい声をあげ、こう言った[image: ──]

「知っておくがよいぞ、サンチョ、東洋のインドにむけて、カディスの港から乗り出したスペイン人たちが、いま話した赤道を越こ　えたかどうかを知る手だてのひとつはな、赤道を越えると船に乗っておる人たちにたかっていたシラミがみな死んでしまい、船じゅうどこをさがしても、それこそ、金きんと取りかえようと言われても、一ぴきのシラミもみつからなくなるという事実なのじゃ。だからな、サンチョ、おまえも股もものあたりをさわってみるがよい。生きたやつにぶつかれば赤道はまだだし、ぶつからなければ、もう越えたというわけじゃ。」

「おらにはそんなこたあ信じられねえだ」と、サンチョが答えた。「だけんど、とにかく、おまえさまの言うとおりやってみますよ。何でこんなことする必要があるのか、わからねえけどね。なぜかっていやあ、わしらがまだ岸から五、六メートルしか離はなれてねえってことが、おらのこの目にはっきり見えてるからでさあ。ほら、ロシナンテも灰はい毛げ　ロバもあそこに、そのままいるじゃありませんかい。注意してみりゃ、船がさっぱり動いてねえこと、アリの歩みほども進んでねえことが、わかろうってもんですよ。」

「余分なことに気をつかわずに、言われたとおり、体をまさぐって調べてみるのじゃ。わしの察するところ、おまえの体は白いすべすべした紙よりもきれいだろうて。」

　そこでサンチョは、そっと手をさし入れ、左のひざの裏うら側がわにふれてみたが、しばらくして、頭をもたげると、主人を見ながらこう言った[image: ──]

「この実験がまやかしでねえとしたら、おまえさまの言いなさったとこにゃ、まだ着いてませんよ、しかも、まだうんと遠いね。」

「それはまた、どういうわけじゃ」と、ドン・キホーテがきいた。「シラミをいくらか捕つかまえたのか？」

「いくらか、なんてもんじゃありませんや」と、サンチョが答えた。

　そして、彼かれは指についたものを振ふ　りはらいながら、両手を川のなかにつっこんで洗あらった。おりから、小船は川の中ほどを静かに、すべるように進んでいた。しかし、べつに、姿すがたを隠かくした魔ま　法ほう使つかいが動かしていたわけではなく、その川のおだやかな水の流れそのものに運ばれているのであった。

　その時、川の行く手のまんなかに、粉ひきの大きな水車が現れた。それを見るやいなや、ドン・キホーテは声をはりあげて、サンチョに言った[image: ──]

「おお、友のサンチョよ、おまえにも見えるか？　あそこに現れた城しろか砦とりでこそ、どこぞやの不幸な騎き　士し　、あるいは王おう妃ひ　か王女が監かん禁きんされて、拙せっ者しゃの手による救出を待っておられるところにちがいないぞ。」

「城しろだの砦とりでだのと、なんておかしなことを言いなさるだね、だんなさまは」と、サンチョが言った。「あれは川のなかにつくられた、小麦をひく水車だってことが、わからねえのかね？」

「黙だまれ、サンチョ」と、ドン・キホーテが言った。「なるほど水車に見えるかもしれぬが、じつはあれは水車ではない。すでに、おまえにも言ってきかせたように、魔ま　法ほう使つかいはどんなものでも、その本来の姿すがたを変えてしまうことができるのじゃ。と申しても、あるものをまったく別のものに変えてしまうわけではなく、ドゥルシネーアの変へん貌ぼうの例が示しているように、変わったように見せかけるのじゃ。」

　そうこうするうちに、小船は川の本流に入っていたので、その動きは、それまでほどゆったりしたものではなくなっていた。一方、水車場の粉ひきたちは、川を下って来た小船が、いまにも水車をまわす激はげしい流れに吸す　いこまれそうなのを見てとると、大勢でいっせいにとび出してきて、手にした長い棒ぼうで小船を押お　しとどめようと待ち構えた。彼かれらはいずれも粉にまみれ、顔から衣服まで小麦粉でまっ白だったので、それはいささか奇き　妙みょうな光景であった。そして、彼らは口々にこうわめいたのである[image: ──]

「おーい、どこへ行くのかね。いったい何のまねだ。やけっぱちになって、おぼれ死にするつもりかね。水車にかかって粉々になっちまうぞ。」

「拙せっ者しゃの申したとおりであろう、サンチョ」と、この時、ドン・キホーテが言った、「ついに、われらは、拙者の腕うでの力を十二分に発はっ揮き　すべきところにやってまいったのじゃ。ほれ、なんと邪じゃ悪あくなごろつきどもが出てまいったか見るがよいぞ。なんと醜みにくい怪かい物ぶつどもが拙者に刃は　向む　かわんとしておるか[image: ……]だが、いまに目にもの見せてくれよう、このならず者めら！」

　それからドン・キホーテは、船のなかで仁に　王おう立だ　ちになると、大声をはりあげて、粉ひきたちをおどすような調子で、言った[image: ──]

「極ごく悪あく非ひ　道どうのごろつきども！　なんじらが、そこなる砦とりでか牢ろう獄ごくに閉と　じこめているお方を解き放ち、自由にしてさしあげよ。われこそはドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ、またの名を《ライオンの騎き　士し　》と呼よ　ばれる者、天てん帝ていの御ぎょ意い　により、この冒ぼう険けんにめでたき結末を与あたえるためにまいったのじゃ。」

　こう言いながら、剣けんを抜ぬ　きはなったドン・キホーテは、粉ひきたちを威い　嚇かくせんものと、空を斬き　ったり突つ　いたりしだした。一方、相手のおどし文句を聞いても何のことやらさっぱりわけのわからなかった粉ひきたちは、今にも水車の激はげしい流れのなかにつっこもうとしていた小船を、棒ぼうで抑おさえにかかった。

　サンチョはひざまずくと、このたいへんな危き　険けんから逃のがれさせ給たまえと、天にむかって一心に祈いのった。事実を言えば、手にした棒ぼうで船を押お　しとどめた粉ひきたちの、機転のきいた働きによって、小船が水車にまきこまれることだけはまぬかれた。しかし、彼かれらの努力にもかかわらず船が転てん覆ぷくし、ドン・キホーテとサンチョが水のなかにほうり出されるのを避さ　けることはできなかった。幸いなことに、ドン・キホーテはまるでガチョウのように泳ぐことができたが、それでも、鎧よろいの重さのため、二度にわたって底まで沈しずんだ。したがって、もし粉ひきたちが川にとびこんで、ドン・キホーテ主しゅ従じゅうを引きあげてくれなかったとしたら、これが二人の最さい期ご　となっていたことであろう。

　さて、ドン・キホーテとともに水をうんと飲み、ぬれネズミになって陸おかに引きあげられたサンチョは、まずひざまずき、両手を合わせて、じっと天に目を注いだ。そして、これから先は、どうか主人の無む　鉄てっ砲ぽうな考えや冒ぼう険けんから逃のがれさせ給たまえと、長い祈いのりを神にささげた。

　そうこうするうちに、小船の持ち主である漁師たちがやって来たが、彼かれらは、船が水車の羽は　根ね　にかかってこわれ、砕くだけてしまったのを見てとると、サンチョにたいしては身ぐるみはぎとろうとし、ドン・キホーテには船の弁べん償しょうをするように求めた。するとドン・キホーテは、何事もなかったかのように平然として、粉ひきと漁師たちにむかい、喜んで船の代価を払はらおう、ただし、この城しろに閉と　じこめられている人物に自由を与あたえるという条件つきじゃ、と答えた。

「その城しろとか、人物というのは何のことですかい」と、粉ひきのひとりが言った。「まったく、おかしなことを言うだんなだ。それともあんたは、この水車に小麦をひきに来る者たちを連れて行こうとでもいうんですかい？」

「ああ、もうよいわ！」と、ドン・キホーテがつぶやいた。「こういうやくざな連中に何かよい事をするようにと望むのは、荒こう野や　にむかって説教するようなものだ。どうやら、この冒ぼう険けんには二人の腕うでききの魔ま　法ほう使つかいがかかわっていて、ひとりが企くわだてることを、もうひとりがさまたげているらしい。せっかく、ひとりがわしに小船をさしむけてくれたのに、もうひとりがそれをひっくり返したからじゃ。この世はすべて、たがいに反発し合う策さく略りゃくとからくりのせめぎあいであってみれば、あとは神のみ手にゆだねるしかなかろう。わしは、これ以上やってゆけぬわ。」

　それから水車のほうを見ると、声をはりあげて、こう言った[image: ──]

「どこのどなたかは存ぞんじあげぬが、その牢ろう獄ごくに閉と　じこめられておられる友よ、どうか拙せっ者しゃをおゆるしくだされ。拙者と、おん身らの不運ゆえ、拙者はおん身らを、その苦境よりお救いすることができんのじゃ。この冒ぼう険けんは、拙者以外の騎き　士し　のために、とっておかれているのでござろう。」

　やがて、漁師たちと話をつけたドン・キホーテは、小船の代だい償しょうとして五十レアルを払はらったが、その金額をしぶしぶ手て　渡わたしたサンチョは、不満げにつぶやいた[image: ──]

「こんな船ふな騒そう動どうがまたあった日にゃ、わしらは、すかんぴんになっちまうよ。」

　漁師や粉ひきたちは、あまりにも世せ　間けん一いっ般ぱんと異ことなる二人のいでたちをながめて、あらためてあきれたのはもちろんのこと、ドン・キホーテが彼かれらにむけた言葉や質問が何を意味するのかも、どうしても理解できなかった。それゆえ、二人を狂きょう人じんとみなした彼らは、それ以上は二人にかまわずに、粉ひきは水車場に、そして漁師は漁場に帰っていった。一方、ドン・キホーテとサンチョは馬とロバのところにたちもどった。これが魔ま　法ほうの小船の冒ぼう険けんのてんまつである。


22 公こう爵しゃく夫ふ　妻さいのドン・キホーテ主しゅ従じゅうにたいする悪ふざけの始まり

　騎き　士し　と従じゅう者しゃはすっかりしょげかえって、木につながれた動物たちのところにもどったが、とくにサンチョの落らく胆たんぶりははなはだしかった。彼かれにとって、ふところの金に手をつけることは魂たましいに手をふれることであり、金を手て　離ばなすたびに、自分の目の玉をくりぬかれる思いがしたからである。けっきょく主従は、たがいに口もきかずにそれぞれの馬とロバに乗り、名高い川をあとにした。

　こうして二人はまた旅を続けたが、翌よく日じつの夕方、ある森をつき抜ぬ　けて緑なす草原に出た時、ドン・キホーテは彼方か な たに一群の人ひと影かげを認みとめた。近づいてみると、それはタカ狩が　りの一団で、そのなかに華か　麗れいな緑色の衣服を身につけた貴き　婦ふ　人じんがいるのが見えた。緑色の馬具をつけ、銀の鞍くらをおいたまっ白な美しい馬に乗った彼かの女じょは、左の手にオオタカをすえていた。ドン・キホーテは、この婦人こそどこかの高貴な奥おく方がたであり、このタカ狩りの一団の女主人であるにちがいないと思ったが、事実そのとおりであった。そこでドン・キホーテは、サンチョにこう言った[image: ──]

「さあ、サンチョよ、あの白馬にまたがり、オオタカを手にしておられる貴き　婦ふ　人じんのもとへ急いでまいり、こう申しあげるのじゃ。ここにひかえしそれがし《ライオンの騎き　士し　》は、美しき奥おく方がたさまのお許しさえあれば、ただちにおそばにまいっておん手に口づけいたし、奥方さまのお命じになることを、それがいかなることであれ、力のかぎりをつくして遂すい行こうする所しょ存ぞんでござる、とな。よいか、サンチョ、口のきき方には十分気をつけるのじゃぞ。」

　言われたサンチョは灰はい毛げ　ロバをせかせて、麗うるわしき女おんな狩人かりゅうどのいるところに行った。それからロバをおり、貴き　婦ふ　人じんの前にひざまずくと、こう言った[image: ──]

「美しい奥おく方がたさま。あそこにひかえてる騎き　士し　は、《ライオンの騎士》という名前で、わしの主人でござります。わしはその従じゅう者しゃで、家ではサンチョ・パンサと呼よ　ばれておりますだ。ついこの間までは《愁うれい顔の騎士》だったが、今では《ライオンの騎士》になったわしの主人が言うことにゃ、ぜひともここへ来て望みをとげたいから、奥方さまのお許しをもらってこい、とのことでござりますだ。その望みちゅうのは、主人の話によると、ただただ奥方さまのものすごく高たけえご身分と美しさにお仕えすることでござります。奥方さまが主人にそれを許してくださりゃ、そりゃ、あなたさまのおためにもなるし、主人もたいそうな恩おん恵けいと喜びを受けることになるでしょう。」

「あら、なんとりっぱな従じゅう士し　さんですこと」と、応じた公こう爵しゃく夫ふ　人じん(この貴き　婦ふ　人じんは公爵夫人であったが、その名はいまのところ明らかでない)は、続けてこう言った。「ねえ、従士さん、ひとつお聞きしますけど、もしかして、あなたのご主人というのは、いま出版されて出まわっている、『才知あふれる郷ごう士し　ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ』という物語の主人公で、ドゥルシネーア・デル・トボーソとかいう方を思い姫ひめにしていらっしゃる騎き　士し　じゃありませんこと？」

「それなんですよ、奥おく方がたさま」と、これまたすでに、道中の人のうわさで、その本のことを聞き知っていたサンチョが答えた。「ですから、その物語のなかに出てくる、いや、出てくるはずのサンチョ・パンサちゅう従じゅう士し　がこのわしなんです。」

「あらまあ、なんと嬉うれしいことでしょう」と、公こう爵しゃく夫ふ　人じんが言った。「さあ、パンサさん、ご主人のところへ行って、わたくしどもの領地にようこそいらっしゃいました、歓かん迎げいいたします、と申しあげてくださいな。」

　このような、願ってもない返事をもらったサンチョは、喜びいさんで主人のもとにもどると、貴き　婦ふ　人じんの言ったことを残らず報告した。そこで、ドン・キホーテは公こう爵しゃく夫ふ　人じんの手に口づけをするために、意い　気き　揚々ようようと出かけていった。

　一方、すぐに夫の公こう爵しゃくを呼よ　び出した公爵夫人は、ドン・キホーテが来るまでに、使いのサンチョの口上など、すべてを公爵に話して聞かせた。そして、そろってこの書物の前ぜん[image: 篇]ぺんを読んでいた夫妻は、ドン・キホーテの途と　方ほうもない行動様式をよく承知していたので、きわめて旺おう盛せいな好こう奇き　心しんと期待に胸むねをおどらせて待ちうけたのである。じつを言うと、夫妻はドン・キホーテ主しゅ従じゅうを自分たちの城しろに招待し、そこに滞たい在ざいしている間は、ドン・キホーテに調子を合わせて、彼かれの言うことにさからわず、騎き　士し　道どう物もの語がたりにおきまりの礼式にならって、いかにも遍へん歴れきの騎士らしくもてなす腹はらづもりであった。

　さて、ドン・キホーテとサンチョがやって来て、双そう方ほうで丁てい重ちょうなあいさつが何度も交か　わされたあと、一同は公こう爵しゃくの城しろに向かった。とちゅう、公爵夫人はサンチョに自分のそばに来るように言ったが、それは彼かの女じょがこの従じゅう者しゃの機知に富んだ話しぶりに、ひどく興味を持ったからである。待ってましたとばかり、その言いつけにしたがったサンチョは、会話のお相手をすることによって、首しゅ尾び　よく公爵夫人のごきげんをとりむすぶことになった。

　ところで、公こう爵しゃくは一行より一足先に城しろに帰って、家来や召めし使つかいたちに、今まさにやって来る騎き　士し　のもてなし方について言いふくめていた。かくして、ドン・キホーテが公爵夫人といっしょに城の門に着くと、彼かれはいかにも名高い遍へん歴れきの騎士にふさわしい、盛せい大だいにしてはなやかな歓かん迎げいを受けたのである。それからドン・キホーテは、豪ごう華か　な壁かべ掛か　けを飾かざった広間に案内され、小こ　姓しょう役やくをつとめる六人の乙おと女め　に助けられて鎧よろいをぬぎ、着がえをした。もちろん、乙女たちもみな公爵夫妻から前もって、ドン・キホーテに遍歴の騎士としての待たい遇ぐうを受けていると思いこませるために、どうすべきかを教えこまれていた。

　しばらくすると、ドン・キホーテを食事の席に案内するために、給きゅう仕じ　長ちょうと十二人の小こ　姓しょうが現れた。そして、騎き　士し　をまんなかにし、行列の威い　儀ぎ　をただして、別の広間にむかったが、そこには四人分の豪ごう勢せいな食しょく卓たくが用意されており、すでに公こう爵しゃく夫ふ　妻さいと、この城しろで人びとの心の管理にあたっている、ひどくもったいぶった司祭が待ちうけていた。三人は、やって来たドン・キホーテを広間の扉とびらのところまで出で　迎むかえた。そこで、ふたたび、ぎょうぎょうしくも丁てい重ちょうなあいさつが、くどいほど交か　わされた後、一同はようやく食卓にむかった。公爵はドン・キホーテに上かみ座ざ　につくようにすすめた。ドン・キホーテはことわったものの、公爵の熱心なすすめに負けて、けっきょく上座につくことになった。司祭が騎士の向かいに席をしめ、公爵とその夫人はそれぞれ司祭の両側にすわった。

　その場につきしたがっていたサンチョは、公こう爵しゃく夫ふ　妻さいのような偉えらい人たちが自分の主人に示す礼れい儀ぎ　と敬けい意い　を目ま　のあたりにして、あっけにとられていた。一方、公爵家の司祭は、食事の席で交か　わされている会話に、魔ま　法ほうだの巨きょ人じんだのがひんぱんに出るのを聞いて、この人物こそドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャにちがいないと気づいた。つまり、その伝記を公爵が読んでいるのを自分が見とがめて、そういうばかげたものを読むのは愚おろかなことだと、何度もいさめたことのある、あの物語の主人公にちがいないと悟さとったのである。そして司祭は、客に調子を合わせた公爵がつぎのように言うのを聞いて、ますます不きげんになった。

「それでは、親愛なるサンチョ、君に褒ほう賞しょうとして島を約やく束そくされたご主人のドン・キホーテどのになり代わって、わたしが君を島の領主にとりたてよう。わたしの所有する島のひとつに、とっておきのがあるから。」

「ひざまずくのじゃ、サンチョ」と、ドン・キホーテが言った、「そして、たまわった恩おん恵けいのお礼に、閣かっ下か　のおみ足に口づけをしてさしあげるのじゃ。」

　サンチョは言われたとおりにしたが、これを見ていよいよ気分を害した司祭は、食しょく卓たくから立ちあがると、公こう爵しゃくにむかってこう言った[image: ──]

「わたくしは身にまとう法衣にかけて、閣かっ下か　もこのばち当たりどもに劣おとらぬ愚おろか者だと、申しあげまする。まともな人間がああした狂きょう気き　を称賛するなど、とても正気のさたとは思われませぬ。閣下はこの者たちのお相手をなさるがよい。わたくしは、この者たちがこの屋や　敷しきに滞たい在ざいしている間は、自じ　宅たくにひきとらせていただきましょう。」

　司祭はこれだけ言うと、彼かれをひきとめようとする公こう爵しゃく夫ふ　妻さいの願いもむなしく、その場を立ち去ってしまった。もっとも公爵は、司祭の場ちがいな憤ふん慨がいぶりがあまりにもおかしかったので、笑わらいをおさえるのに懸けん命めいで、たいして熱心にひきとめようとはしなかったことも事実である。

　さて、食事が終わって、食しょく卓たくが片かたづけられると、今度はそこに四人の侍じ　女じょがやって来た。ひとりは銀の洗せん面めん器き　を持ち、またひとりは同じく銀製の水差しをかかえ、三番目の女はまっ白な極ごく上じょうのタオルを二本肩かたにかけ、四番目は二の腕うでまでむき出しの、白いすべすべした手に石けんの丸まるいかたまりを持っていた。まず、洗面器の侍女がドン・キホーテに近づくと、愛あい敬きょうたっぷりな、そしてきびきびした身のこなしで、彼かれのあごの下に洗面器をあてがった。この妙みょうな儀ぎ　式しきにおどろいた騎き　士し　は、食後に手のかわりにあごひげを洗あらうのがこの土地の風習にちがいないと思いこみ、何も言わずに、されるがままになり、あまつさえ、あごをできるだけ前に突つ　き出したのである。すると、たちまち水差しから水が注がれ、石けんがあごにぬりたくられ、ひげがごしごし洗われたものだから、雪のように白い石けんの泡あわが、あごから顔じゅうに広がって、騎士はいやでも目を閉と　じていなければならなかった。


    
      
    


　公こう爵しゃく夫ふ　妻さいは、このようなひげ洗あらいを命じたこともなければ、前もって知らされてもいなかったので、この奇き　妙みょうな儀ぎ　式しきがどう落着するのだろうかと、期待に胸むねをはずませながら見まもっていた。あご洗いの侍じ　女じょは、騎き　士し　の顔を白い泡あわだらけにした時、ちょうど水がなくなってしまったふりをして、水差し係の侍女に、すぐに[image: 汲]く　んでくるように言いつけ、ドン・キホーテには、このままでしばらくお待ちくださるように、と頼たのんだ。かくしてドン・キホーテは、想像しうるかぎりもっとも珍ちん妙みょうで笑しょう止し　な格かっ好こうのまま、じっとしていなければならなかったのである。

　広間に居合わせた大勢の人たちがみなドン・キホーテに注目し、日にやけたどす黒い首を二、三十センチものばして両目を閉と　じた、石けんだらけの彼かれの顔を見ていたのだから、一同が吹ふ　き出さずにいられたのは、奇き　蹟せきであり、たいへんな配はい慮りょの結果でもあった。悪ふざけを仕組んだ侍じ　女じょたちも、さすがに主人たちの顔を見るだけの勇気はなく、目をふせていた。一方、公こう爵しゃく夫ふ　妻さいにしてみれば怒いかりとおかしさが同時にこみあげてきて、侍女たちの大それたまねを罰ばっしたものやら、このような格かっ好こうのドン・キホーテを見せて楽しませてくれたことに褒ほう美び　を出したものやら、どうしてよいかわからなかった。しばらくして水差しの侍女がもどって来て、やっとドン・キホーテのひげ洗あらいが終わると、今度はタオルを持った侍女が、ひどくのんびりと騎き　士し　の顔をふき、清めた。これがすむと、四人そろって、うやうやしく最さい敬けい礼れいをしてひきさがった。

　サンチョはこのひげ洗あらいの儀ぎ　式しきをじっと見つめていたが、やがて、こうつぶやいた[image: ──]

「こりゃたまげたわ！　だけんどこの土地じゃ、騎き　士し　と同じように従じゅう士し　のひげも洗あらうちゅうしきたりはねえもんかしらん？　神かけて言うけど、わしにはその必要がうんとあるからね。それに剃かみ刀そりでひげをそってもらえたら、そりゃもっとありがてえんだが。」

「何をぶつぶつ言ってるの、サンチョ？」と、公こう爵しゃく夫ふ　人じんがたずねた。

「わしはね、奥おく方がたさま」と、サンチョが答えた、「王さまや貴き　族ぞくのお城しろじゃ、食事がすんだら、水がきて手を洗あらうって話はよく聞いていたけど、ひげの灰あ　汁く　洗あらいをするたあ知らなかったですよ。まっこと、長生きすると、いろんなことが見られて、いいもんですね。もっとも世間では、長生きする者はうんとつらい目にあう、とも言ってるけど、こんなひげ洗いなら、つらいってより、気持ちがいいってもんでさ。」

「わかったわ、わたしのお友だちのサンチョ」と、公こう爵しゃく夫ふ　人じんが言った。「侍じ　女じょたちに、あなたも洗あらうように言いつけましょう。それに、もし必要なら、あなたを灰あ　汁く　に潰つ　けるようにさせてもよろしいことよ。」

「さしあたっては、あごひげだけで十分です」と、サンチョが答えた。

「いいわね、給きゅう仕じ　長ちょう」と、公こう爵しゃく夫ふ　人じんが言った、「サンチョさんのおっしゃることをよく聞いて、そのとおりしてさしあげるのですよ。」

　給きゅう仕じ　長ちょうは、なんでもサンチョどののお言いつけどおりにしますと答え、それから自分たち召めし使つかいの食事をするために、サンチョとともに退出した。広間のテーブルには公こう爵しゃく夫ふ　妻さいとドン・キホーテだけが残り、三人はさまざまな話に興じて時をすごしたが、話題はいずれも武芸と遍へん歴れきの騎き　士し　道どう、それにドゥルシネーアにかかわることばかりであった。例えば、ドゥルシネーアにかんして公爵夫人はこんなふうにたずねた[image: ──]

「ついさきごろ出版されて、ちまたの好こう評ひょうを博している、ドン・キホーテさまの伝記を信用するとしますと、あなたさまは一度もドゥルシネーア姫ひめにお会いになったことがないばかりか、そのような姫はこの世に存そん在ざいせず、あれは、あなたさまがご自分の頭のなかに生みおとされ、思いどおりの美しさと完かん璧ぺきさをお与あたえになった、空想の思い姫ということになりますが？」

「それについては、多々申しあげることがござる」と、ドン・キホーテが答えた。「ドゥルシネーアがこの世に存そん在ざいするか否いなか、また空想の存在か否か、これは神がご存ぞんじじゃ。したがって、あまり[image: 詮]せん索さくを徹てっ底ていすべきことがらではござらぬ。拙せっ者しゃは姫ひめを生みおとしたわけではなく、この世のありとある女性のなかで、彼かの女じょがひときわ際きわ立だ　ってみえるほどの、すべての美点をかね備えた女性として、心の内で思い描えがいているのでござる。すなわち、きずのない玉のような完全な美しさ、高ぶることのない厳おごそかさ、おくゆかしさのなかに見られる情愛の強さ、育ちのよさからくる礼れい儀ぎ　正ただしさ、そして最後に、美というものが、すぐれた血統においていっそう際きわ立だ　ち、輝かがやくという理由によって、家か　系けいの高こう貴き　さ、といった美点を備えた女性としてでござる。」

　公こう爵しゃく夫ふ　妻さいとドン・キホーテがこんな話をしていた時、邸やしきじゅうに、騒々そうぞうしい物音と叫さけび声がひびきわたったかと思うと、灰あ　汁く　こし用の布きれを、よだれ掛か　けのように胸むねにたらしたサンチョが、だしぬけに、広間にとびこんで来たうえ、そのあとから、調理場で働く男たちや下働きの連中が追いかけて来た。彼かれらのうちのひとりは水みず桶おけをかかえていたが、中の液体の色ときたなさは、それが食器を洗あらったあとの汚お　水すいであることを物語っていた。すなわち、水桶の男はしつこくサンチョを追いまわして、なんとしてもサンチョのあごの下に水桶をあてがおうとし、また別のいたずら者が、サンチョのひげをその汚水で洗おうとしていたのである。

「この騒さわぎは、いったい何事です？」と、公こう爵しゃく夫ふ　人じんが言った。「おまえたちはこの方に何をしようというんです？　この方は島の領主に選ばれた、偉えらい方なんですよ。」

　これに対して、いたずら者のひげ洗あらいが答えた[image: ──]

「このだんなが、ご主人のドン・キホーテさまみたいに、おひげを洗あらわせてくださらねえからですよ。この土地のしきたりだっていうのに。」

「いや、わしだって洗あらってもらいてえことはもらいてえよ」と、サンチョがぷりぷりしながら答えた。「だけんど、もっときれいな水とタオルで、それに、もうちょっと汚きたなくねえ手でやってもらいてえんだ。わしのご主人は天使のような水で洗ってもらったっていうのに、わしにはまるで悪あく魔ま　みたいな灰あ　汁く　を使おうとするんだからね。主人とわしの間にそんな違ちがいがあるというのかね。わしのひげはとってもきれいだから、そんなひどい洗い方なら、やってもらう必要はねえ。だから、わしを洗うといって、このひげの一本にでもふれたやつには、まことにあいすまねえが、わしはその男の脳のう天てんにめりこむようなげんこつをくらわせてやるだ。だいいち、こんなややこしいゲシキ(儀ぎ　式しき)やシャボンのぬりたくりは、客にたいするもてなしっていうよりは、ひとを小こ　馬ば　鹿か　にした悪ふざけじゃねえかと思うよ。」

　サンチョのけんまくと言いぐさに、公こう爵しゃく夫ふ　人じんはおかしくて笑わらい死にしそうであった。しかしドン・キホーテは、きたない布きれを首にかけたサンチョが、調理場のふざけたやじ馬どもにとり囲まれているのを見て、けっしていい気持ちはしなかった。そこで、彼かれは公爵夫妻にむかって、発言の許きょ可か　を乞こ　うといったように、うやうやしくお辞じ　儀ぎ　をすると、落ち着いた声で、サンチョをとりかこんだ者たちに言った[image: ──]

「これはこれはみなの衆！　どうかその男を放してやって、それぞれの持ち場へお引きとりくだされ。拙せっ者しゃの従じゅう士し　は、人さまに劣おとらず清潔でござって、そのような手て　荒あらいひげ洗あらいの必要はないからでござる。さあ、おとなしく拙者の忠ちゅう告こくをきいて、その男をお放しなされ。彼かれも拙者も悪ふざけにはなれておらんのでな。」

　すると、サンチョが引きとって、こう続けた[image: ──]

「おっと待った、なんなら、この田舎い な か者ものをからかってみるがいいだ。わしだって黙だまっちゃいねえさ。さあ馬ぐしでもなんでも持ってきて、わしのこのひげを梳す　いてみるがいいだ。そいで、そこから汚きたねえものをみつけたら、わしの頭を、阿あ　呆ほうにたいしてするように、トラ刈が　りにしたってかまわねえよ。」

　この時、あい変わらず笑わらいころげていた公こう爵しゃく夫ふ　人じんが言った[image: ──]

「サンチョさんの言ったことはみんなもっともなことですし、これからだって、この人の言うことは正しいにちがいありませんよ。本人の言うとおり、サンチョさんは清潔なんだから、洗あらう必要などありませんよ。それに、わたしたちの風習がお気にめさなかったら、本人の自由におまかせすればいいのです。それにしても、おまえたちは、このような方のおひげを洗うのに、純じゅん金きんの洗せん面めん器き　と水差し、それに舶はく来らいのタオルを使用するならともかく、木の桶おけや台所のぞうきんで間にあわせるとは、なんて礼れい儀ぎ　知し　らずで、はしたないんでしょう。やっぱり、おまえたちは育ちが悪くて根こん性じょうまがりなものだから、遍へん歴れきの騎き　士し　の従じゅう士し　がたにたいする妬ねたみ心を、こんな形で暴ばく露ろ　してしまうのね。」

　このいたずらをしかけた召めし使つかいたちばかりでなく、彼かれらといっしょに来ていた給きゅう仕じ　長ちょうさえ、公こう爵しゃく夫ふ　人じんに本気で叱しかられたと思いこんだので、さっそくサンチョの胸むねから灰あ　汁く　こしの布をはずすと、すっかり当とう惑わくし、きまり悪そうに、ひきさがっていった。こうして、やっと難なんをのがれたサンチョは、公爵夫人の前にひざまずくと、つぎのように言った[image: ──]

「やんごとねえ身分の方からは、やっぱり大きな恩おん恵けいを期待できるもんですね。今日、奥おく方がたさまがわしにほどこしてくださった恩恵にむくいるにゃ、奥方さまのように気け　高だけえ方に一生お仕えできるように、正式の遍へん歴れきの騎き　士し　になろうと志すよりほかに仕方がねえです。もっとも今のわしは百ひゃく姓しょうで、名前をサンチョ・パンサといい、妻子を残して従じゅう士し　奉ほう公こうをしとりますが、もしこれだけのなかで、何か奥方さまのお役に立つことがあるとしたら、わしは、お命じになることを何でも今すぐやるつもりですよ。」

「サンチョさん、なるほどあなたは」と、公こう爵しゃく夫ふ　人じんが応じた、「礼れい儀ぎ　作さ　法ほうのかたまりのような学校で、つまりわたしが言いたいのは、礼儀作法の権ごん化げ　のようなドン・キホーテさまのもとで、礼儀作法を学んだ人だってことがよくわかりますよ。さあ、お立ちなさい、お友だちのサンチョさん。あなたの礼儀正しさに応こたえるため、わたしは夫の公爵が、できるだけ早い機会に、あなたに約やく束そくの島を与あたえてくれるよう、とりはからってあげましょうね。」

　これでその場はおさまり、公こう爵しゃくとドン・キホーテは、それぞれ休息するためにひきとった。しかし、公爵夫人はサンチョに、とても眠ねむたいというわけでなかったら、自分や侍じ　女じょたちといっしょに来て、涼すずしい部屋で、午後のひとときを過ごす相手をしてくれないかと頼たのんだ。サンチョは、本来なら夏は四、五時間の昼ひる寝ね　をするのを習慣としているが、奥おく方がたさまのご好こう意い　にむくいるために、今日だけは一生けんめい、眠らないようにつとめて、お言いつけにしたがいましょうと言って、あとについて行った。


23 ドン・キホーテに知らされた、ドゥルシネーアの魔ま　法ほうを解く方法

　ドン・キホーテ主しゅ従じゅうを相手にくりひろげた悪ふざけにすっかり満足した公こう爵しゃく夫ふ　妻さいは、今度はひとつ、いかにも遍へん歴れきの騎き　士し　にふさわしい冒ぼう険けんを用意してやろうと思いたった。そして、すでにドン・キホーテから聞いていたモンテシーノスの洞ほら穴あなの冒険にヒントを得ると、召めし使つかいたちに手て　筈はずをよく言いふくめたうえ、それから六日目に、ドン・キホーテを大がかりな狩しゅ猟りょうに連れ出した。同行した猟師や勢せ　子こ　の数のおびただしさからすると、それは王おう冠かんをいただいた国王にこそふさわしい催もよおしで、ドン・キホーテとサンチョには、上等の緑色のラシャの狩猟服が与あたえられた。もっともドン・キホーテは、明あ　日す　にも厳きびしい武む　者しゃ修しゅ行ぎょうにもどるべき身であってみれば、余分な衣い　装しょうを持ち歩くことはできないといって、それを身につけようとはしなかった。サンチョはといえば、機会がありしだい、すぐに売りはらうつもりで、喜んで受けとった。

　さて、狩か　りやら愉ゆ　快かいな会話でその日も暮く　れ、いつしか夜がやって来た。その夜は真夏という時季にふさわしい、静かな明るい夜ではなく、あたり一面にもやがかかっていたが、このことは公こう爵しゃく夫ふ　妻さいのもくろみにはかえって好こう都つ　合ごうであった。やがて、森の四方八方から火の手があがったかと思うと、ついで、あちこちから無数のラッパだの、その他もろもろの楽器の音がひびきわたり、まるで森のなかを騎き　兵へいの大部隊が通過してゆくかのような騒さわぎになった。夜空にかがやく火か　焰えんと軍楽器の音は、その場に居合わせた者たちの目をくらまし、耳を聾ろうするに十分であった。

　しばらくすると今度は、モーロ人が突とつ撃げきのさいに発する「レリリー」というかけ声がいっせいにあがったのをきっかけに、ラッパが鳴り、太たい鼓こ　がとどろき、かん高い横よこ笛ぶえが大気をつんざいた。しかも、それらの音がほとんど同時にわきあがり、絶え間ない急調子で続いたものだから、かくも雑多な大だい音おん響きょうに感覚を失わない者がいたとしたら、その者の感覚はまひしていたにちがいない。公こう爵しゃくはあっけにとられ、公爵夫人は呆ぼう然ぜんとし、ドン・キホーテは仰ぎょう天てんし、サンチョ・パンサはふるえあがった。要するに、事の真相を知っている者でさえ度ど　肝ぎもをぬかれたのである。そして、恐おそろしさのため、その場のだれもが口をきけないでいると、彼かれらの前を、悪あく魔ま　の姿すがたをした先さき触ぶ　れの男が、気味の悪い音を出す、ばかでかい角笛を吹ふ　きならしながら、通りかかった。

「もし、いでたちものものしいお方」と、公こう爵しゃくが声をかけた、「そなたは何者で、どこへ行かれるのか？　そして、この森を行進しているらしい軍勢はどのような軍勢なのか？」

　これにたいして、先さき触ぶ　れの男がおそろしくぶえんりょな調子で答えた[image: ──]

「おれは悪あく魔ま　で、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャをさがしに来たのさ。こちらにむかっているのは、魔法使いたちの六部隊で、彼かれらは勝利の車の上に、比類なき美び　姫き　ドゥルシネーア・デル・トボーソを乗せて来るところだ。姫ひめは魔法にかけられているが、ドン・キホーテにこの姫を魔法から解く方法を教えんものと、フランスの勇士モンテシーノスどのがつきそっておられるわ。」

　それから悪あく魔ま　は、ドン・キホーテのほうをむくと、こう言った[image: ──]

「ライオンの騎き　士し　よ、おれは、かの幸さちうすき勇ゆう敢かんな騎士、モンテシーノスどのの使いで、おまえのもとに来たのだ。すなわち、モンテシーノスどのがドゥルシネーア・デル・トボーソと呼よ　ばれる姫ひめを連れて来られ、その姫の魔ま　法ほうを解くのに必要な手しゅ段だんをおまえに教示されるおつもりゆえ、おまえはこの場で待つようにとのことだ。おれはただこれを伝えに来ただけだから、長居は無用だ。おまえはおれの仲なか間ま　の悪魔につきまとわれるがいい。そして公こう爵しゃくご夫妻は、天使によって守られるように。」

　これだけ言うと、悪あく魔ま　はばかでかい角つの笛ぶえを吹ふ　きならしながら、だれの返事も待たずに行ってしまった。

　一同は驚おどろきをあらたにしたが、なかでもサンチョとドン・キホーテの驚きは、とりわけはなはだしかった。サンチョにしてみれば、だれもかれもが事実を確かめもせず、ドゥルシネーアが魔ま　法ほうにかかっているものと決めていることを知ったからであり、ドン・キホーテは、モンテシーノスの洞ほら穴あなで体験したことが現実であったのかなかったのか、自分でもあやふやだったからである。二人がそんな思いにとらわれていた時、公こう爵しゃくが騎き　士し　に声をかけた[image: ──]

「ドン・キホーテどの、お待ちになるおつもりですか？」

「言うまでもござらん」と、ドン・キホーテは答えた。「よしんば地じ　獄ごくの総勢が押お　しよせてまいろうとも、拙せっ者しゃはひるむことなく、ここで待ちうけるつもりでござる。」

　このころには、すっかり暗くなっていた森のなかを、まるで流星かと見まごうような無数の光が、流れるように動きはじめた。それと時を同じくして、けたたましい騒そう音おんが聞こえてきた。数頭の牡お　牛うしが引く車の、ずっしりと重い車輪がたてるような、ものすごいきしみ音である。この騒音に、また別の音の嵐あらしが加わったが、それは森の四方で、同時に四つの合戦が始まったのではないかと思わせるようなすさまじいものであった。つまり、あちらで大地をゆるがすような大たい砲ほうの轟ごう音おんが起こるかと思えば、こちらでは小しょう銃じゅうの発はっ射しゃ音おんが続き、また、近くに戦う者の雄お　たけびが聞こえるかと思えば、遠くでは回教徒ふうの「レリリー」という叫さけび声がくり返されたのである。

　要するに、ラッパ、角つの笛ぶえ、ホラ貝、太たい鼓こ　、大たい砲ほう、火ひ　縄なわ銃じゅう、さらには牛車のきしみ音などがいっしょになって、おどろおどろしい騒そう音おんをかもしだし、あたりの空気を圧あっ倒とうしていたので、さすがのドン・キホーテも、その威い　圧あっ感かんに耐た　えるためには、懸けん命めいに勇気をふるい起こさざるをえなかった。一方、すっかり肝きもをつぶしたサンチョは、気を失って公こう爵しゃく夫ふ　人じんの足もとにくずれ落ちてしまった。公爵夫人は、急いで彼かれの顔に水をかけるように命じた。そして、水を浴びせかけられたサンチョがわれにかえった時には、魔ま　法ほう使つかいを乗せた、けたたましいきしみ音をたてる牛車が三台、つぎつぎとその場を通りすぎているところだった。

　これらの牛車は、そこからすこし離はなれたところでとまった。すると、車輪の不快な音もやんで、今度は、騒そう音おんではなく、心ここ地ち　よい楽の音が聞こえてきた。サンチョはすっかり元気づいて、それをよい兆きざしとみなし、一いっ時ときもそのそばから離れなかった公こう爵しゃく夫ふ　人じんにむかって、こう言った[image: ──]

「奥おく方がたさま、音楽のあるところにゃ、悪いこたあ起こりませんよ。なんつっても、音楽はいつでも、喜びと祭りのしるしですからね。」

　やがて、この快い音楽に導かれるようにして、勝利の車がやって来るのが見えた。車を引いているのは白い馬衣を着せられた六頭のラバで、それぞれのラバには、同じく白衣をまとった行ぎょう者じゃが、火のともった大ろうそくを手にして乗っていた。また、すでに通りすぎた車の二倍も三倍もある大きなその車にも、これまた火のついた大ろうそくをささげ持つ、十二人ほどの白衣の行者が席をしめており、まさに見る者の度ど　肝ぎもをぬかずにはおかない光景であった。車の中央のいちだんと高くなった台だい座ざ　には、金きん箔ぱくにおおわれた、きらびやかな銀糸のうすぎぬを幾いく重え　にもまとった、妖よう精せいのような乙おと女め　がすわっていた。乙女の顔は軽かろやかなベールにつつまれていたが、それはひじょうに薄うすかったので、そのいとも美しい顔が透す　けて見え、さらにおびただしい数の灯火によって、彼かの女じょが二十歳さいには達しないが十七歳はくだらない年とし格かっ好こうの乙女であることも見てとれた。

　乙おと女め　のかたわらには、足もとまでとどく長衣を身にまとい、頭を黒いベールでつつんだ人物がいた。そして、勝利の車が公こう爵しゃく夫ふ　妻さいとドン・キホーテのいるところにさしかかった時、笛ふえの音がやみ、ついで、車のなかでかなでられていたハープとラウードの音がやむと、この長衣の人物がすっくと立ちあがり、顔のベールをはぎとった。なんとそこに現れたのは、醜みにくい骸がい骨こつの《死神》であった。ドン・キホーテは、これを見ていやな予感がし、サンチョは恐きょう怖ふ　におののき、公爵夫妻もいささかおじけづいた。立ちあがった、生ける《死神》は、つぎのように語りだした[image: ──]

　

われは魔ま　法ほうの王者メルリン

つねに遍へん歴れきの騎き　士し　を愛し

勇ゆう敢かんな騎き　士し　らがたてし勲いさおしを

葬ほうむらんとする時の流れ

移りゆく時世を憎にくむ者なり

魔ま　法ほう使つかいの性さがむごきが常なれど

わが心はいともやさしく温おん厚こうで

すべての人に善をなすを望むなり

　

うす暗き地じ　獄ごくの岩屋にありし時

比類なきドゥルシネーア姫ひめの

悲ひ　痛つうなる声われに届とどきぬ

優ゆう美び　なる姫ひめのむくつけき田舎い な か娘むすめに

変えられし不幸にあわれを覚え

おぞましき魔ま　法ほうにまつわる

万まん巻がんの書をひもときし後

かくも大いなる不幸を救うに必要な

術すべを教えんとしてまいりたり

　

おお、汝なんじ、鎧よろいかぶとに身を固める

者たちの栄光とほまれ、

安あん眠みんと怠たい惰だ　なる筆を投げうち

耐た　えがたき武む　者しゃ修しゅ行ぎょうに身をささげる

者たちの手本にして道みち標しるべよ！

おお、スペインの星なる

智ち　勇ゆう兼けん備び　のドン・キホーテよ、

比類なきドゥルシネーアを

本来の姿すがたにもどすためには

汝なんじの従じゅう者しゃサンチョ・パンサが

そのたくましき尻しりをむき出して

そこに三千三百の鞭むちをみずから加え、

耐た　えがたき痛いたみに苦しむを要すなり

われはこれと告げんとして来きたれり

　

「とんでもねえこった」と、この時、サンチョが言った。「三千どころか、たった三回だって、おことわりだね。そんな魔ま　法ほう解と　きなんぞ、くそっくらえだ。いったい、わしのお尻しりと魔法と、何の関係があるというだね。メルリンのだんなが、ドゥルシネーア・デル・トボーソさまの魔法を解く方法を、ほかにみつけられねえというなら、あの方は魔法にかかったまま、墓場に行きなさるがいいだ。」

「何をぬかすか、このニンニク食ぐ　らいの田た　吾ご　作さくめ！」と、ドン・キホーテがどなった。「拙せっ者しゃがおぬしを、生まれたままの姿すがたにして木にしばりつけ、三千と三百どころか、六千と六百でも、思いきりひっぱたいてくれるわ。」

　これを聞いたメルリンが言った[image: ──]

「いや、それはならぬ。善良なサンチョが受ける鞭むち打う　ちは、本人の意志によらねばならぬ。強制されてはならないのだ。しかも、期限が定められているわけではないので、本人の気のむいた時にすることができる。もっとも、鞭打ちの数を半分ですませたいと思えば、いささか当たりはきつくなろうが、他人の手で打たれてもよいということになっているがな。」

「人の手だろうと、自分の手だろうと、きつかろうがきつくなかろうが」と、サンチョが口をはさんだ、「このわしの体にゃ指一本触ふ　れさせるもんかい。ドゥルシネーア・デル・トボーソさまの魔ま　法ほう解と　きのためにわしのけつを痛いためなきゃならねえだなんて、ひょっとして、わしがあの方を生んだとでもいうのかね？　そりゃ、わしのご主人なら、なにかといや、あの方のことを『わが命』だ、『わが魂たましい』だと呼よ　んでいなさるから、あの方の一部分みたいなものさね。だから、ドゥルシネーアさまの魔法を解くために鞭むち打う　つなり、なんなり、必要な手だてをつくすなあ、あたりまえだよ。だけんど、なんでわしが鞭をうけるだね？　とんでもねえ話よ！」

　この時、メルリンのそばにすわっていた、銀糸と金きん箔ぱくにかがやく妖よう精せいが立ちあがり、かぶっていた薄うすいベールを取りさって、えも言われぬほど美しい顔を現した。そして、男のような威い　勢せいのよさと、あまり貴き　婦ふ　人じんらしくもない声で、サンチョにむかって言った[image: ──]

「おお、コルク樫がしの心を持った薄はく情じょうな従じゅう士し　！　この恥はじ知し　らずの盗人ぬすっとめ、おまえに高い塔とうから身を投げろとか、鋭するどい新月刀でおまえの妻と子を殺せとでも言っているなら、おまえがびくついて、逃に　げ腰ごしになっても、べつに不思議はないけれど、孤こ　児じ　院いんの子どもらだって平気でうけているような、三千三百くらいの鞭むち打う　ちに文句を言うなんて、情け深い人たちが聞いたら、あきれて、ものが言えないわよ。おお、この冷れい酷こくでさもしいけだものめ！　花も恥は　じらう十代の乙おと女め　が、そうよ、わたしはまだ十九で、二十歳は　た　ちにもなってないのに、下げ　卑び　た百ひゃく姓しょう娘むすめの姿すがたのまま、いたずらに萎しなびていくってことに、少しは同情してくれたらどうなの。たしかに、今は百姓娘には見えないと思うわ。だけど、それはここにおいでのメルリンさまが、わたしの美しさでおまえの心をやわらげようという特別のご配はい慮りょで、こうしてくださったからなのよ。だって、悲ひ　嘆たんにくれる美女の涙なみだは、岩を綿に変え、トラをもヒツジに変えるというでしょう。さあ、その大きなお尻しりに、ビシビシと鞭をあてなさいよ、この根こん性じょうまがりのがさつ者。そして、ただただ食べることだけに集中しているおまえの精力を、わたしの肌はだのなめらかさと、わたしの物腰のしとやかさと、わたしの顔の美しさを回復するためにさしむけてちょうだい。それで、もしおまえが、わたしのために心をやわらげたり、道理にかなったことをするのはいやだというなら、せめて、おまえのかたわらにおいでのドン・キホーテさまのためにそうしておくれ。気の毒に、おまえのご主人の魂たましいは、わたしにはよく見えるんだけど、喉のどのまんなかあたりまで出かかっていて、おまえのつれない、あるいはやさしい返事しだいで、今にも口から外へとびだそうか、それとも、もう一度腹はらのなかへ引き返そうかと、やきもきしているのよ。」

　これを聞いたドン・キホーテは、自分の喉のどにさわってみると、公こう爵しゃくのほうをふり返って、こう言った[image: ──]

「これはおどろきました、公こう爵しゃくどの、ドゥルシネーア姫ひめのおっしゃるとおりでござる。なるほど、拙せっ者しゃの魂たましいは喉のどのここのところにひっかかっておりますわい。」

「さあ、サンチョさんはどうお答えするつもりなの？」と、公こう爵しゃく夫ふ　人じんがきいた。

「わしは、奥おく方がたさま」と、サンチョが答えた、「鞭むちのことなら、ごたいじ申しあげるだ。」

「ご辞じ　退たいと言いたいんだろう、サンチョ」と、公こう爵しゃくが口をはさんだ。

「どっちだっていいでしょう、ほっといてくだせえよ、公こう爵しゃくさま」と、サンチョが言った。「わしには今、言いまちがいのような、そんなこまかいことを気にする余よ　裕ゆうはねえです。なにしろ、鞭むち打う　ちのことですっかり気がどうてんしちまって、自分でも何を言ってるだか、してるだか、さっぱりわけがわからねえだからね。それはそうと、わしは、わしらの奥おくさまのドゥルシネーア・デル・トボーソ姫ひめにひとつうかがいてえが、いったいどこで、そんなものの頼たのみ方を覚えてきなさったのかね？　わしの体を鞭で痛いためつけると頼みながら、わしのことを、コルク樫がしの心だの、冷れい酷こくでさもしいけだものだの、根こん性じょうまがりのがさつ者だのと、まるで悪あく魔ま　かなんぞのように呼よ　ぶたあ、いったいどういうりょうけんですかい？　ひょっとして、わしの体は青銅でできとるとでも思ってるのかね？　それに、わしのきげんをとるために、まっ白な下着やシャツやシーツのつまった籠かごのひとつも持ってきなさったちゅうのかね？　だいいち、『黄金を背せ　負お　ったロバは楽々と山を登る』とか、『贈おくり物は大岩をもくだく』といった、世間でよく言われることわざを知っていながら、あくたいをつくとは何事です？　わしのご主人もご主人だ。わしの心をやわらげたかったら、肩かたでもたたいてわしのきげんをとるのが本当なのに、わしをつかまえて木にしばりつけ、鞭の数を倍にする、と言いなさるだからね。とんでもねえことよ。お姫さまもご主人も、相手がただの従じゅう士し　じゃねえ、島の領主だってことを考えてもらいてえもんだ。そして、人にものを頼たのむ時の作法をよく覚えてもらいてえもんだ。月夜の晩ばんばっかりじゃねえし、人間いつでも上きげんでいられるわけでもねえだよ。」

「じつをいうとね、親愛なるサンチョ」と、公こう爵しゃくが言った、「もしも君が、ここで熟う　れたイチジクのように心をやわらげてくれるのでなければ、島の領主の職を君にまかせるわけにはいかないと思うよ。残ざん酷こくで石のようにかたくなな領主、悲ひ　嘆たんにくれる乙おと女め　の涙なみだにも、思し　慮りょぶかく威い　厳げんにみちた老魔ま　法ほう使つかいの願いにも心を動かさないような領主を、わたしの大事な島民のところに派は　遣けんできると思うかね。おそらくできない相談だろう。要するに、サンチョ、君は鞭むち打う　ちをとるか、島の領主になるのをあきらめるか、二つにひとつだね。」

「公こう爵しゃくさま」と、サンチョが答えた、「どうすればいいか考えるから、二日ばかり待っていただけねえでしょうか。」

「いや、それは絶対にならぬ」と、メルリンが横から口を出した。「この取り決めは、今すぐこの場でなされねばならぬ。それにより、ドゥルシネーアがモンテシーノスの洞ほら穴あなにもどって、ふたたび元の百ひゃく姓しょう娘むすめになるか、それとも、現在のままの姿すがたで楽園に連れて行かれ、そこで約やく束そくの鞭むち打う　ちが完かん了りょうするのを待つかが決まるのだ。」

「さあ、心のやさしいサンチョさん」と、公こう爵しゃく夫ふ　人じんが言った、「勇気を出して、これまでドン・キホーテさまから受けたご恩にむくいてさしあげなさいよ。ドン・キホーテさまのりっぱなお人ひと柄がらとその高こう邁まいな騎き　士し　道どう精せい神しんを知っている人ならだれでも、この方に奉ほう仕し　して喜んでいただこうという気になるはずですわ。あなたも鞭むち打う　ちを気持ちよく引きうけて、臆おく病びょう風かぜなどけちな連中のところへ、吹ふ　きとばしておしまいなさい。ご存ぞんじのように、『気き　概がいは悪運をくじく』といいますからね。」

　こうした説得にたいして、サンチョはこう答えた[image: ──]

「だれもかれも、みんながそう言うなら、あまり気はすすまねえが、三千三百の鞭むち打う　ちを引きうけることにしますだ。ただし、期限なんかは決めねえで、わしがその気になった時にかぎって、鞭をあてるって条件だけは守ってもらいますよ。そうと決まりゃ、わしもできるだけ早目にこの責任を果たして、ドゥルシネーア・デル・トボーソさまの美しさを、世間の連中に拝おがましてやることにしますだ。どうやら、わしが思ってたのとは反対に、とても美しいお方のようだでね。それから、つぎのようなこともまた条件にしてもらわにゃならねえだ。まず、鞭打ちで血を流す必要はねえちゅうことと、なかにハエを叩たたくぐれえの弱いやつがあっても、ちゃんと勘かん定じょうに入れるちゅうこと。それから、もうひとつは、もしわしが数をまちがえても、何でも知っていなさるメルリンさまが、ちゃんと数えておいて、あといくつ足りねえとか、いくつ多すぎたとか、教えてくださらなきゃいけねえってことです。」

「多すぎたのを教える必要はなかろう」と、メルリンがひきとった。「それというのも、鞭むち打う　ちの数が満たされれば、その瞬しゅん間かんにドゥルシネーアは魔ま　法ほうから解放され、すぐにも心やさしいサンチョをたずねてまいり、そなたに深く感謝するはずだからである。だからそなたは、数が多すぎるとか足りないとかで気を病や　むことはない。しかも、わしが人をだますなどということは、たとえ髪かみの毛一本のことであっても、天がお許しにならんのだ。」

「ええい、そんならひと肌はだ脱ぬ　ぐとするか！」と、サンチョが言った。「わしは自分の不運に同意するだ。つまり、今あげた条件で、苦行を引きうけますだ。」

　サンチョがこう言うやいなや、ふたたび笛ふえの音が鳴りわたり、数かぎりない火ひ　縄なわ銃じゅうの発はっ射しゃ音おんがとどろいた。ドン・キホーテはサンチョの首にすがりついて、相手のひたいや頰ほおに口づけの雨をふらせ、公こう爵しゃく夫ふ　妻さいとその場に居合わせた者たちも、事の成り行きに大きな喜びを覚えていた。やがて勝利の車が動きはじめ、美しいドゥルシネーアは別れしなに、公爵夫妻には軽く会え　釈しゃくし、サンチョには深々とお辞じ　儀ぎ　をした。

　もうこの時には、すがすがしくもにこやかな夜明けが、足早に近づいていた。そして公こう爵しゃく夫ふ　妻さいは、このたびのもくろみを、かくも見事に達成できたことにすっかり満足し、またつぎの悪ふざけを考えながら、城しろへ帰っていったのである。


24 島の領主として赴ふ　任にんするサンチョにドン・キホーテが与あたえた忠ちゅう告こく

　さて、ドン・キホーテ主しゅ従じゅうにたいする悪ふざけに興ずる公こう爵しゃく夫ふ　妻さいは、こんどは、かねての約やく束そくどおり、サンチョを島の領主として派は　遣けんすることにした。そして、家臣や召めし使つかいたちに、前もって策さくをさずけ、さまざまな指図をしたうえで、公爵はサンチョに、いよいよ島の領主として赴ふ　任にんする準備をし、身み　支じ　度たくをととのえるように、島の人たちが首を長くして彼かれの到とう着ちゃくを待っているから、と言った。サンチョは、かしこまって、こう答えた[image: ──]

「そういうことなら、わしは天国に行けるような、そういう領主になるため精を出しますだ。かといってべつに、わしが豪ごう勢せいな暮く　らしをしたいとか、出世をしたいとかいった欲よくの皮のつっぱった話じゃねえです。そうじゃなくて、領主の地位ってもんが、どんな味がするだか、ちょっと味見をしてみたいんですよ。わしの想像じゃ、たとえ家か　畜ちくの群れでも、そいつを支配し、命令するってのは気持ちのいいもんにちげえねえからね。」

「わたしも同感だよ、サンチョ」と、公こう爵しゃくが応じた。「君は何でもじつによく知っているから、わたしは君がその分別を発はっ揮き　してりっぱな領主になるよう、期待しているよ。それはともかく、承知しておいてもらいたいのは、君が明あ　日す　、領主として島にむかう段だん取ど　りになったということだ。それで今日の午後にも、君が着てゆく、領主にふさわしい衣い　装しょうや、出発に入用なものがすべて渡わたされることになっている。」

「何でも着せてくれるものを、着ることにしますだ」と、サンチョが言った。「どんななりをしていようと、わしがサンチョ・パンサであることにちがいはねえだから。」

「それはそうだ」と、公こう爵しゃくが応じた、「しかし、衣い　装しょうというものは、その人間の職種なり地位なりにふさわしいものでなければならぬ。だって、そうだろう、法ほう律りつ家か　が兵士のような服ふく装そうをしたり、兵士が僧そう侶りょのような服装をしたりしては、困こまったことになるからね。サンチョ、君は、なかば文官、なかば軍人のような格かっ好こうをしていくのがよかろう。というのも、わしが君にまかせようと思う島では、武器と学問とがひとしく求められているからね。」

「わしには学問なんぞ、まるでありゃしねえ」と、サンチョが答えた、「ＡアーＢベーＣセーだって、ろくに知らねえだからね。だけんど、りっぱな領主になるには、お祈いのりさえできりゃそれで十分ですよ。武器についちゃ、あてがわれるものを、倒たおれるまで振ふ　りまわしてみせまさあ。まあ、これも神さまのおぼしめし次し　第だいですがね。」

　この時ドン・キホーテがやって来たが、彼かれは、サンチョがあわただしく島の統治にむかうことになった経過を知ると、公こう爵しゃくの許しをえて、サンチョの手をとり、自分の部屋に連れていった。従じゅう者しゃに、領主としての身の処しょし方を言いきかせておこうと思ったからである。部屋に入って扉とびらを閉と　ざすと、ドン・キホーテはサンチョをほとんど力ずくで自分のかたわらにすわらせ、静かな声で話しはじめた[image: ──]

「友のサンチョよ、わしが何らかの幸運にめぐまれる前に、おまえがこのような幸運をつかむにいたったことにたいし、わしは神にかぎりない感謝をささげるものじゃ。わしの立身出世はいまだ緒しょについたばかりであるのにたいし、おまえの大願は早くも、本来の順序の法則に反して、かなえられつつある。わしの目から見れば、おまえは疑うたがいもなくうすのろで、早起きするでもなければ、何ひとつ精せい魂こんこめて努力するでもない。それにもかかわらず、ただただ遍へん歴れきの騎き　士し　道どうの息い　吹ぶきにふれたおかげで、一島の領主におさまったのじゃ。よいかな、サンチョ、わしがこんなことを申すのは、おまえが手にした恩おん恵けいを、くれぐれも自身の功績によるものだなどと思いあがることなく、天のおかげと考えて感謝をささげ、さらには遍歴の騎士道が内に秘ひ　める威い　徳とくに感謝してもらいたいからじゃ。それがわかったなら、これからわしが与あたえる忠ちゅう告こくの数かずを心して聞くがよい。すべては、おまえがこれから船出しようとしている荒あら海うみを無事に航海し、安全な港に入るための、北極星とも羅ら　針しん盤ばんともなるものじゃ。と申すのも、重大な職務というのは、波立ち騒さわぎ、混こん乱らんの渦うずまく、大おお海うな原ばらにほかならぬからな。

　まず第一に、サンチョよ、神をおそれねばならぬ。なんとなれば、神をおそれるところに知ち　恵え　が生まれ、すぐれた知恵をもってすれば、何事においても過あやまつことはないからじゃ。


    
      
    


　第二には、絶えずわが身をふり返り、おのれを知ろうとつとめねばならぬ。もっとも、これは人間にとってもっともむずかしいことであるがの。おのれの身のほどを知ってさえいれば、牛と同じ大きさになろうとしたカエルのように、ふくれあがることもないのじゃ。もしおまえが、思いあがり、ふくれあがるようなことがあったら、故こ　郷きょうの村できたないブタの番をしていた時のことを思い起こすがいい。」

「たしかにブタ番をしてましただ」と、サンチョがひきとった、「だけんど、それはまだわしががきの時分のことで、大人お と なになってから番をしたなあガチョウで、ブタじゃねえです。もっとも、わしの考えじゃ、そんなこたあ、このさい関係ねえだよ。だって、領主になる者が、そろいもそろって王さまの血をひいているわけでもねえでしょう。」

「それはそうじゃ」と、ドン・キホーテが答えた。「しかし、だからこそ、高こう貴き　な出しゅつ自じ　でない者は、おのれの地位のいかめしさにやさしさをそえねばならぬ。しかも深い思し　慮りょに導かれたこのやさしさは、通常、いかなる地位にあってもまぬかれることのできない、悪意に満ちた陰かげ口ぐちから、人を救ってくれるものじゃ。

　そしてサンチョよ、おのれの卑いやしい家いえ柄がらにも誇ほこりを持つように。けっして百ひゃく姓しょうの子であることを卑ひ　屈くつに思ってはならぬ。なぜかと申せば、おまえがそれを恥はじに思っていないとわかれば、だれもおまえに恥をかかせようとはしないからじゃ。下げ　賤せんの出でありながら、法王とか皇こう帝ていといった至し　高こうの位にのぼった者は数かぎりない。なんなら、その例をおまえがうんざりするほどたくさんあげてやってもよいぞ。

　よいか、サンチョ、おまえが徳をおのれの行動の指し　針しんとなし、徳にそむかぬ行こう為い　を誇ほこりとするならば、王おう侯こう貴き　族ぞくの血をひく者たちをうらやむ必要がどこにあろうか。血は代々受け継つ　がれるものだが、徳は個人がみずからかちえるものであってみれば、徳はそれ自体、血統のおよびもつかない価か　値ち　を秘ひ　めているのじゃ。

　そういうわけだから、サンチョ、もしおまえが島にいる間に、親しん戚せきのだれかがおまえに会いに来るようなことがあったら、追いかえしたり、さげすんだりすることなく、気持ちよく迎むかえて、大いにもてなしてやるがよい。また、そうすることが天意にかなうことにもなるのだが、それというのも、天はご自分のお創つくりになったものがさげすまれるのをお喜びにならないからじゃ。

　おまえは貧ひん者じゃの涙なみだにたいし、富者の申し立てにたいするよりも、はるかに大きな憐れん憫びんの情を示さねばならぬ。もっとも、裁さばきまで曲げることは無用じゃ。

　貧ひん者じゃのすすり泣な　きや哀あい願がんと同じく、富者の贈おくり物と約やく束そくのなかにも真実を見み　出いだすことを忘わすれぬように。

　公正というものが保持されるかぎり、罪人にたいする法の適用をあまり厳きびしくしないこと。峻しゅん厳げんな判事という評判が、寛かん大だいな判事という評判にまさるわけではないからじゃ。

　もし、おまえが裁さばきの[image: 杖]つえを曲げることがあるとしたら、それは贈おくり物によってではなく、慈じ　悲ひ　の心によるものでなくてはならぬ。

　おまえが、だれかおまえの敵を裁さばくという事態が生じた場合は、彼かれにたいする恨うらみや憎ぞう悪お　をすっかりはらいのけて、事件の真相に澄す　んだ目を注ぐように。

　もし、どこかの美しい女がおまえの裁さい定ていを求めてやって来たら、その女の涙なみだから目をそらし、嘆なげきから耳をふさいで、訴うったえているところの実体をじっくりと考えること。

　体たい刑けいでもって罰ばっすべき者を、言葉でもってなじってはならぬ。その不幸な者にとっては、体刑の苦く　痛つうだけで十分であり、そのうえ、口ぎたなくののしられるにはおよばぬからじゃ。

　おまえの管かん轄かつ下か　で罪人となった者には、人間の堕だ　落らくした本性に屈くっした、あわれむべき人間として接してやることじゃ。そして、おまえの立場においてできるかぎり、情けと慈じ　悲ひ　をかけてやるがいい。なぜかと申せば、われわれの目には、厳げん格かくな正義よりも寛かん大だいな慈悲のほうがはるかに輝かがやかしく、たちまさって映うつるからじゃ。

　サンチョよ、もしおまえが今申したような教訓を守って統治に励はげむならば、おまえの名声は不ふ　滅めつのものとなり、おまえは幾いく多た　の栄えい誉よ　につつまれて、えもいわれぬ幸福感にひたるであろう。子どもたちも望みどおりに結けっ婚こんさせて、彼かれらもおまえの孫たちも貴き　族ぞくの仲なか間ま　入い　りをし、おまえはだれからも愛されて、安らかな余生を送ることができよう。そして、おだやかな円えん熟じゅくした老境において死をむかえた時には、おまえの曾ひ　孫まごたちの、かわいらしい柔やわらかな手が、おまえの目を閉と　ざしてくれることになろう。以上、わしがおまえに申し聞かせたことは、おまえの魂たましいを飾かざるべき教訓であるが、これから申すのは、体の飾りとして役立つはずの教訓じゃ。」

　サンチョは主人の忠ちゅう告こくに一心に耳を傾かたむけ、懸けん命めいにそれを記き　憶おくにとどめようとしていたが、そのようすはまるで、主人の忠告の力ぞえで、島の統治という胎たい児じ　を安産しようとするかのようであった。ドン・キホーテは、続けてこう言った[image: ──]

「サンチョよ、まず第一におまえに言っておきたいのは、清潔を心がけて、爪つめをきちんと切るということじゃ。時おり、爪を長くのばしている連中を見かけるが、彼かれらは無知ゆえに、長くのばした爪が手を美しく見せると思いこんでおるにすぎぬ。あんなものは、人間の爪というよりは、トカゲを捕と　って食うマグソタカの爪に類する、不潔きわまりないものじゃ。

　いいかな、サンチョ、しまりのない、だらしない服ふく装そうで歩きまわってはならんぞ。だらしない、乱みだれた格かっ好こうはたるんだ精神の現れとみなされるからじゃ。もっとも、ジュリアス・シーザーの場合にそうであったように、身なりのくずれやだらしなさが、計算されたずるさゆえのものなら、話はべつだがの。

　サンチョよ、ニンニクやタマネギは食わぬことじゃ。あの臭においで、おまえの卑いやしいお里が知れてはまずいからな。

　ゆったりと歩き、落ち着いて話をするように。かといって、おのれの言葉に聞きほれていると思われるような話し方はいけない。何事であれ、気どりやてらいはよろしくないからじゃ。

　昼食をひかえめにし、夕食はさらに少なめにするよう心がけよ。と申すのも、全身の健康は胃の働きによって維い　持じ　されるからじゃ。

　また、酒もひかえめにしなければならぬ。飲みすぎると、秘ひ　密みつをもらし、約やく束そくを忘わすれるということになるからな。

　それから、サンチョよ、口いっぱいに頰ほおばって、がつがつ食べたり、人前でげっぷをしたりしてはならんぞ。」

「じつをいうとね、だんなさま」と、サンチョが口をはさんだ、「おらがぜひとも覚えておきてえと思うお言いつけは、そのげっぷをしねえってことですだ。なにしろ、おらはそいつを、しょっちゅうやるからね。」

「よし、つぎはな、サンチョ、おまえの癖くせになっている、話のなかにことわざをあまりごたごたまぜるのも感心できんぞ。なるほど、ことわざというものは、わずかの言葉に重い意味のこめられた格言にはちがいないが、おまえは多くの場合、前後とまったく関係のないのを持ちこむものだから、格言というよりは放言になりかねぬ。わしはなにも、その場にぴったりと当てはまることわざまで悪いと申しているのではない。ただ、おまえのように、やたらにことわざを連発すると、話もしらけ、品がなくなると言いたいのじゃ。

　睡すい眠みんもほどほどにせねばならぬ。朝日とともに早起きをせぬ者は、その日の恵めぐみを受けられぬと心得よ。よいか、サンチョ、勤きん勉べんが幸運の母であるのにたいし、怠たい惰だ　は、よき願いが定めた目的地にいまだ達したためしがないことを、心に刻きざみつけるのじゃ。

　さて、つぎにおまえに与あたえるわしの最後の忠ちゅう告こくは、肉体の飾かざりとして役立つものではないが、これまで与えたいかなる忠告にもまして有益なものだから、つねづね心のなかで自分に言いきかせてもらいたい。それは、人の家いえ柄がらを云々うんぬんしてはならぬ、少なくとも、人の家柄と家柄の優ゆう劣れつを論ろんじてはならぬということじゃ。と申すのは、そんなことをすればどうしても、比ひ　較かくされた家柄のうち、どちらかがすぐれているということにならざるをえない。その結果、おまえがけなした一族からは憎ぞう悪お　されることになろうし、持ちあげた一族からだって、それゆえ感謝されることなどけっしてないからじゃ。

　サンチョよ、さしあたり、おまえに言っておきたいのはこれくらいだが、これから先も、おまえが置かれている状じょう況きょうを、そのつど怠おこたりなくわしに知らせてくれれば、その場に応じた忠ちゅう告こくなり教訓なりを与あたえてやることも可か　能のうじゃ。」

「だんなさま」と、サンチョがひきとった、「おまえさまの言いなさったことが、どれもこれもありがてえ、ためになることばかりだってこたあ、おらにもわかるだ。だけんど、どれひとつ思い出せなんだら、いったい何の役に立つだろうかね。そりゃ、爪つめをのばすなってことや、げっぷをしちゃいけねえってことなんぞは、おらの頭から離はなれねえと思うだ。ところが、そのほかのごたごたして、こみいった話となると、去年の雲みてえなもんで、いちいちおら覚えてられねえし、思い出しそうにもねえよ。だから、ちゃんと書き付けにしておくんなさい。そうすりゃ、おらは読むことも書くことも知らねえけど、その書き付けを、おらの告こっ解かいを聴き　いてくれる司祭さまに渡わたしておいて、必要な時に、適当なのを取り出してもらえるからね。」

「ああ、情けないことじゃ」と、ドン・キホーテが応じた、「領主たる者が読み書きもできんとは。知っておくがよいぞ、サンチョ、ある人間が文字を知らぬとか、ぎっちょであるというのは、つぎの二つのいずれかを意味するのじゃ。すなわち、あまりにも卑いやしい身分の親の子どもであるか、あるいは、その者がどうしようもないほどできの悪い人物で、良きしつけも教育もまったく効果がなかったかの、どちらかなのじゃ。したがって、読み書きができないというのは、おまえのたいへんな恥ち　部ぶ　となるゆえ、せめて、自分の名を署しょ名めいするぐらいのことは、覚えてほしいものよ。」

「自分の署しょ名めいなら、ちゃんとできますだ」と、サンチョが答えた。「おら、村で組合の役員やってた時に、ちょうど荷物につける焼印みてえな、ごつい文字を書くのを覚えたし、それを見てみんなは、おらの名前に読めるといってたからね。もっとも、いざとなったら、おら右手がきかねえようなふりをして、だれかに署名の代わりをさせてもいいと思ってるだ。なあに、死ぬことをべつにすりゃ、どんなことにだって策さくはみつかるもんです。おまけに、おらは島の領主で権けん力りょくを持ってるだから、なんでも、やりてえことをやりまさあ。おらを馬ば　鹿か　にしたり、おとしめようたって、そうはいかねえ。ほれ、『ヒツジの毛を刈か　りに来て、自分が毛を刈られて帰る』って言うし、また、『金持ちのたわごとは、世間で格言としてとおる』とも言うでしょう。おら領主だから金持ちで、そのうえ、太っ腹ぱらにもなるつもりだから、人にとやかく言われるこたあねえと思うだ。」

「サンチョよ」と、ドン・キホーテがひきとった、「神さまが島の統治においておまえをお導きになるよう、おまえが島をひっくりかえすような騒そう動どうをひき起こすのではないかという、わしの不安をとりのぞいてくださるよう、お祈いのりするばかりじゃ。もっとも、こうした不安は、わしが公こう爵しゃくに、ずんぐりしたおまえの体はくだらぬことわざと悪わる知ぢ　恵え　のつまった大おお袋ぶくろにすぎないと、正直にばらしてしまえば、すぐにも解消することではあるがの。」

「だんなさま」と、サンチョが応じた、「もし、おまえさまが、サンチョって男は島の統治にゃむいていねえ、と思いなさるなら、おらこの場で島を手て　離ばなすことにするだ。おらにとっちゃ、この体全体より、爪つめの垢あかみてえな魂たましいでもこっちのほうが大切だからね。そうなりゃ、領主がたがシャコや去勢したニワトリを食いなさるように、おらはパンとタマネギだけで身を養っていくつもりでさあ。それに、考えてみりゃ、人間眠ねむってるあいだは、身分の高たけえも低いも、金持ちも貧びん乏ぼう人にんも、みんな同じですからね。だいいち、おらを島の領主にするなんてことを考え出したなあ、いったいどこのどなたです、ほかならぬおまえさまじゃねえですか。おら島の統治なんかについちゃ、それこそハゲタカより無知なんだから、領主になれば悪あく魔ま　にさらわれるちゅうおそれがあるなら、おら領主になって地じ　獄ごくに落ちるより、ただのサンチョで天国へ行ったほうがましですよ。」

「よくぞ申した、サンチョ」と、ドン・キホーテが言った、「今の言葉だけでも、おまえは千の島の領主になるに値あたいするぞ。おまえには、生得のよい素質があるが、実際それなくしては、学問など何の役にも立たんのじゃ。すべてを神さまにゆだねて、初一念をつらぬくがよい。つまりな、おまえに起こるあらゆる問題を過あやまつことなく見事に解決するという、固い意志と信念をつねに保持せよということじゃ。なんとなれば、天はつねに善意を庇ひ　護ご　し給たもうからじゃ。それでは、そろそろ食事にまいろう。公こう爵しゃく夫ふ　妻さいがわれらをお待ちであろう。」


25 サンチョの領主就しゅう任にんと統治の始まり

　サンチョにさまざまな忠ちゅう告こくを与あたえた日の午後、食事をすませたドン・キホーテは、従じゅう者しゃに頼たのまれたように、忠告を紙に書いて渡わたしてやった。しかし、サンチョは受け取るとすぐに落としてしまい、その書き付けはけっきょく公こう爵しゃくの手に渡ることになったので、それを読んだ公爵と公爵夫人はいまさらながら、ドン・キホーテの狂きょう気き　と才知に舌を巻ま　いたのである。そして、夫妻は自分たちのいたずらをさらにおしすすめるため、その日のうちに、サンチョを、彼かれにとっては島であるはずのある村へ送り出すことにした。

　かくしてサンチョは、大勢の供ともをひき連れて出発した。彼かれの服ふく装そうは文官ふうで、その上にうす茶のラクダのゆったりとした外がい套とうをはおり、これまた同じラクダの頭ず　巾きんをかぶった彼は、ラバにさっそうとまたがっていた。すぐうしろには、公こう爵しゃくの命令で、ま新しい絹の馬うま飾かざりをつけた、例の灰はい毛げ　ロバがしたがっていた。サンチョは時どきうしろをふり返っては、うれしそうな顔で自分のロバを眺ながめた。実際、彼らの結びつきは切ってもきれないものだったので、サンチョはよしんばドイツ皇こう帝ていにしてやると言われても、けっして灰毛ロバを手て　離ばなすことはなかったであろう。別れにさいして、サンチョは公爵夫妻の手に口づけし、ドン・キホーテの祝福を受けたが、主人は祝福を涙なみ声だごえで授さずけ、受けるサンチョのほうも泣な　きべそをかいていた。

　こうしてサンチョが行ってしまうと、とたんにドン・キホーテはどうしようもない孤こ　独どく感かんにおそわれた。実際、もしサンチョの領主就しゅう任にんを取り消すことができるものなら、そうしたいとさえ思ったほどである。そして、ひとりになったドン・キホーテには、これから先、アルティシドーラという侍じ　女じょによって仕組まれる恋れん愛あい沙ざ　汰た　をはじめとして、いくつかの事件がふりかかるのだが、ひとまずわれわれは彼かれを城じょう中ちゅうに残して、好こう漢かんサンチョ・パンサのあとを追い、その統治ぶりをながめてみることにしよう。

　さて、サンチョの一行がめざしたのは、人口千人ほどの村で、サンチョには、それがバラタリアと呼よ　ぶ島であると告げられた。高い壁かべでかこまれた村の入口に着くと、村役人たちが迎むかえに出てきた。あちこちで鐘かねが打ちならされ、住民はだれもかれも、喜びに満ちて彼かれを受け入れた。そして、大おお騒さわぎをしながら彼を大だい聖せい堂どうに連れてゆき、神に感謝をささげると、ひきつづき、奇き　妙みょうきてれつな儀ぎ　式しきをとり行った。その儀式によって村の[image: 鍵]かぎが彼に渡わたされ、かくして、サンチョはバラタリア島の終身領主として認みとめられたのである。

　この新任領主の服ふく装そう、ひげ、ちんちくりんな背せ　格かっ好こうは、事の真相を知らない者はいうまでもなく、その場に大勢いた真相をわきまえている者たちをさえ驚きょう嘆たんさせるに十分であった。儀ぎ　式しきが終わって大だい聖せい堂どうを出ると、サンチョはつぎに村の法ほう廷ていに連れてゆかれ、そこの椅い　子す　にすわらされた。そして、公こう爵しゃく家け　の執しつ事じ　がこう言った[image: ──]

「領主どの、この島の昔むかしからのならわしにより、この名高い島の領主として着任された方は、まず、法ほう廷ていに持ち出される問題を、それがいささかこみいった難なん問もんであっても、解決してみせることになっております。住民はそのお裁さばきによって、新たな領主の才知をおしはかり、そのご着任を喜んだり、悲しんだりするのでございます。」

　執しつ事じ　がこんなことを話しているあいだ、サンチョは、自分の席のま向かいの壁かべに書かれている大きな文字を眺ながめていたが、彼かれは字が読めなかったので、いったい、あの壁の模も　様ようは何かとたずねた。返事はこうであった[image: ──]

「領主さま、あそこには閣かっ下か　がこの島の領主として就しゅう任にんされた日付が記されております。銘めい文ぶんには『某ぼう年某月某日、ドン・サンチョ・パンサ殿どの、本島を領有せらる。幾いく久ひさしく統治されんことを』と、ございます。」

「で、そのドン・サンチョ・パンサちゅうのはだれのことだね？」と、サンチョが言った。

「もちろん、閣かっ下か　のことでございます」と、執しつ事じ　が答えた。「ただいまこの椅い　子す　におかけの方をのぞいて、パンサという姓せいの方がこの島におわしたことは一度もありません。」

「そういうことなら、はっきりさせとくがね」と、サンチョが言った、「わしはドンなんちゅう偉えらい肩かた書が　きは持っちゃいねえし、わしの血ち　筋すじでドンのついた者はいねえだ。わしの名はただのサンチョ・パンサで、父てて親おやもサンチョなら祖父じ　いさまもサンチョ、そいで、みんなドンのような添そ　えものなしのパンサだっただ。どうやら、この島にゃ、石ころよりドンがごろごろしてるとみえるね。もっとも神さまはわしの気持ちをご存ぞんじよ。もしわしの統とう治ち　が四日も続いたら、蚊か　のようにうるせえにちげえねえ、うじゃうじゃしてるドンを一いっ掃そうするつもりよ。ところで執しつ事じ　どん、さっきの難なん問もんとやらをよこしてもらおうかね。村の衆ががっかりするだか、喜ぶだか知らねえが、まあ、できるだけうまく答えてみるとするだ。」

　この時、法ほう廷ていに二人の男が入って来た。ひとりは百ひゃく姓しょうのなりをし、もうひとりは、はさみを手にしているところから仕立て屋と知れた。まず、仕立て屋が口をひらいた[image: ──]

「領主さま、てまえとこの百ひゃく姓しょう男おとこは、あなたさまのお裁さばきをいただきたくて、まかり出ました。じつは、きのうこの男がてまえの店にまいりまして、布地を見せながら、『親方、この布地で頭ず　巾きんひとつ作れるかね？』とたずねました。てまえは、布地の寸すん法ぽうをあらためてから、だいじょうぶ、作れると申しました。ところがこの男は、仕立て屋というのはごまかしをするもんだという世せ　間けん一いっ般ぱんの悪い評判をうのみにして、てまえもまたこの男の布地をいくらかくすねようとしている、と思ったにちがいありません、さらにてまえに、頭巾二つ分あるかどうか見てくれろ、と申しました。てまえは相手の肚はらがちゃんと読めましたが、ああ、だいじょうぶだと答えてやりました。するとこの百姓は、あさましい下心をさらけだして、頭巾の数をつぎつぎにつりあげていき、こちらも『だいじょうぶ』とつけ加えていったものですから、ついには頭巾が五つということになりました。そして、いましがた頭巾を取りに来ましたが、あきれたことに、この男は仕立て賃ちんを払はらおうとしないばかりか、残った布地代を弁べん償しょうするか、さもなければ布のままで返してくれと言うのです。」

「おまえさん、今の話にまちがいはねえだね」と、サンチョが百ひゃく姓しょうにたずねた。

「まちがいござりません、領主さま」と、百ひゃく姓しょうが答えた。「ですが、この男がわしのためにこしらえたっていう五つの頭ず　巾きんを出させてくださいまし。」

「そりゃ、出すとも」と、仕立て屋が応じた。

　そして、外がい套とうの下から片かた手て　をつき出し、その五本の指の先にかぶせた、五つの小さな頭ず　巾きんを見せながら言った[image: ──]

「これがこの男の注文した頭ず　巾きんでございます。神とてまえの良心にかけて誓ちかいますが、てまえの手もとには布地はこれっぽちも残っちゃおりません。」

　その場に居合わせた者はみな、いくつもの頭ず　巾きんと、おかしな訴そ　訟しょうに、笑わらい声をあげた。サンチョはしばらく考えたあとで、こう言った[image: ──]

「わしの考えでは、この件はくどくどと調べたてるまでもなく、あたりまえの常識でもってすぐに決着すべきこったね。つまり、仕立て屋は仕立て賃ちんの丸まる損ぞん、百ひゃく姓しょうは布地の丸損、そいで、頭ず　巾きんは牢ろう獄ごくの囚しゅう人じんたちにくれてやること、これがわしの判決だよ。へえ、一件落着。」

　こうして、サンチョの命令はそのまま実行に移された。つぎに領主の前に出頭したのは二人の老人であったが、そのうちのひとりは葦あしの茎くきを[image: 杖]つえにしていた。まず口を開いたのは[image: 杖]を持たないほうの老人で、こう言った[image: ──]

「領主さま、もうかなり前になりますが、わしはこのじいさんに、金貨で十エスクードを、わしが返せと言うたらいつでもすぐに返すという条件つきで、貸してやりました。それからしばらくは、わしも返せとは申しませなんだ。わしに金を返して、このじいさんが借りた時よりもっと困こまることになっては気の毒だと思ったからです。ところが、このじいさん、いつまでたっても返す気がないどころか、借りたことさえ忘わすれているみたいなあんばいになってきたので、わしは何度も、金を返すように催さい促そくしました。ところがじいさんは、返すのをこばんだだけでなく、十エスクードという金を借りた覚えなどない、よしんば借りたとしても、とっくに返したはずだとぬかします。この一件にかんしては証人や証文はいっさいなくて、どうにもならないから、領主さま、どうかお願いです、このじいさんから誓せい言ごんをとってくだされ。そして、もしわしにまちがいなく金を返したと誓ちかうなら、わしはこの場で、神のみ前で借金を帳消しにしてやってもいいです。」

「[image: 杖]つえのじいさま、これについて何か言い分があるかね？」と、サンチョが言った。

　すると[image: 杖]つえの老人はこう答えた[image: ──]

「領主さま、わしはこの人から金を借りたことを白状します。だが、わしが誓ちこうたら、すべてを水に流そうと言ってくれてるから、わしはたしかに、まちがいなく返へん済さいしたと誓ちかうことにします。そこで、領主さま、おまえさまのその職しょっ権けんを示す[image: 杖]つえをば、ちょっとお貸しくださいまし。」

　サンチョは言われるままに、手にした権けん[image: 杖]じょうを老人のほうに差し出した。すると、葦あしの[image: 杖]つえの老人は、自分が誓ちかいを立てている間これを持っていてくれといって葦の[image: 杖]を相手の老人に手て　渡わたし、それから、サンチョの権[image: 杖]の握にぎりの十じゅう字じ　架か　の上に手をおくと、十エスクードの金はたしかに拝はい借しゃくした、しかし、それをこの手から相手の手にまちがいなく返した、相手はそれに気づかないので、しきりに返へん済さいを求めてきた、と言った。

　これを見ていた偉い　大だいなる領主は、貸し主にむかって、相手の誓せい言ごんにたいして、何か言い分はないか、とたずねた。すると貸し主は、相手が真実を言ったことに疑ぎ　問もんの余地はなかろう、なにしろ彼かれは善良なキリスト教徒なのだから、おそらく、自分がいつ、どこで金を返してもらったか忘わすれてしまったにちがいない、今後はいっさい請せい求きゅうしないつもりだ、と答えた。

　かくして、金を借りた老人は自分の[image: 杖]つえを返してもらうと、一礼して、法ほう廷ていから出ていった。[image: 杖]の老人がそそくさとその場を立ち去るようすと、告こく訴そ　した老人がじっとがまんしているようすを見くらべたサンチョは、下をむいて、右手の人さし指を眉まゆと鼻にやりながら、しばらく考えこんでいるようであったが、やがて頭をもたげると、[image: 杖]の老人をすぐ呼よ　びもどすようにと命じた。さっそく連れもどされた老人を前にして、サンチョが言った[image: ──]

「じいさん、ぜひとも必要だから、わしにその[image: 杖]つえをおくれ。」

「お安いご用で」と、老人が応じた、「さあ、どうぞ。」

　[image: 杖]つえがサンチョに渡わたされると、サンチョはそれをもうひとりの老人に与あたえて、こう言った[image: ──]

「それを持って、気をつけて帰りなされ。これで金の返へん済さいはすんだから。」

「なに、金が返ったと？」と、老人が応じた。「それじゃ、この葦あしの茎くきに金貨十エスクードの値ね　うちがあると言われるのか？」

「そのとおりよ」と、領主が言った。「もし、そうでなかったら、わしゃ世界一の馬ば　鹿か　者ものだね。わしに王国そっくりを治める才覚があるか、ねえか、今にわかろうて。」

　そして、一同の目の前で[image: 杖]つえを折り、中を開いてみるように命じた。そのとおりにすると、中から金貨十エスクードが出てきたものだから、その場の者はみな驚きょう嘆たんし、自分たちの領主を賢けん王おうソロモンの生まれかわりかと思った。

　人びとが、[image: 杖]つえのなかに金貨のあることがどうしてわかったのか、とたずねると、サンチョは、誓ちかいを立てた老人が、誓っている間は相手に[image: 杖]を渡わたして、たしかにまちがいなく返したと言い、誓い終わると、すぐさま[image: 杖]を取りもどしたのを見て、[image: 杖]のなかに請せい求きゅうされていた金があるなと、頭にぴんときたのだと答えた。けっきょく、ひとりの老人は赤あか恥はじをかき、もうひとりは金を取りもどして帰っていったが、並な　みいる者たちは、ただただ舌を巻ま　くばかりであった。そして、サンチョの言動や仕事ぶりを記録する役目をおおせつかっていた男は、彼かれを馬ば　鹿か　とみなすべきか、賢けん明めいな男とみなすべきか、思案にくれていた。

　新任領主サンチョは、さらにもう一件の訴そ　訟しょうも見事に解決し、それらの一部始終は記録係りによって書きとめられ、それを首を長くして待っていた公こう爵しゃくのもとに送りとどけられたのである。


26 領主サンチョ・パンサの食事

　法ほう廷ていでの裁さばきをすませたサンチョ・パンサは、こんどは壮そう麗れいな宮きゅう殿でんに案内された。宮殿の大広間には、豪ごう華か　な食しょく卓たくが用意されていて、サンチョがそこに足をふみ入れるやいなや笛ふえの音が鳴りひびき、四人の小こ　姓しょうが手て　洗あらいの水を持ってやって来た。そこでサンチョはもったいぶってその水を使った。

　まもなく音楽がやんで、サンチョはテーブルの上かみ座ざ　についた。といっても、そのほかに席はなく、食器類もそこにしか用意されていなかった。サンチョのかたわらには、クジラの骨ほねでできた細い棒ぼうを手にした人物が、立ったままひかえたが、これは後になってわかったところでは、領主つきの医者であった。それから果物や、種々さまざまなご馳ち　走そうをおおっていたまっ白な布が取りはらわれると、書生ふうの男が祈いのりをささげ、小こ　姓しょうのひとりがサンチョの胸むねに、レースの飾かざりをほどこしたよだれ掛か　けをかけた。まず、給きゅう仕じ　長ちょう役やくの別の小姓が、サンチョの前に果物の皿さらをおいた。ところが、サンチョがそれを口にするかしないうちに、かたわらの男がクジラの骨でちょっと皿にふれると、たちまち皿はサンチョの前から片かたづけられた。つぎに給仕長が別の料理をすすめたので、サンチョは今度こそ食べようとした。しかし、それを味わういとまもあらばこそ、骨の棒がふたたび皿にふれたかと思うと、果物の皿におとらぬ早わざで、それも取りあげられてしまったのである。あっけにとられたサンチョは、一同の顔を見まわして、いったいどういうことなのか、ここでは食べ物は、手品のようにすばやく食わにゃならんのかとたずねた。これにたいしてクジラ骨の先生が答えた[image: ──]


    
      
    


「領主どの、てまえはこの島で、代々の領主にお仕えして給料をいただいておる医者でござりますれば、自分の体以上に閣かっ下か　のお体に気をつけて、昼となく夜となく閣下の体質を研究し、万が一にも病におかかりになった場合には、適切な治ち　療りょうをしてさしあげることができるよう努つとめておりまする。てまえのもっとも大切な仕事は、毎度のお食事に立ち合って、これならお体によろしいと愚ぐ　考こうするもののみを召め　しあがっていただき、お体に悪く、胃に害をおよぼすと思われるものを、お取りあげいたすことでござります。そこで、さきほどは、いささか、水気が多すぎるので果物を取りあげるように指図しました。またつぎの料理をも取りあげるように命じた理由は、それがあまりにも熱く、薬味もききすぎておりまして、いきおい喉のどのかわきを増進させるものだったからでござります。大量に水分をとるのは、生命の根こん源げんたる体液をそこなうことにつながりますからな。」

「そういうことなら、あそこにあるシャコの丸まる焼や　きは、いかにもうまそうだし、害になることもねえでしょう。」

　これにたいして、医師が答えた[image: ──]

「領主どの、てまえの目の黒いうちは、閣かっ下か　がああいうものを口にされることはあいなりませぬ。」

「そりゃまた、どうしてだね？」と、サンチョがたずねた。

　医師が答えた[image: ──]

「医学の父であり、われらの師表たるギリシャの名医ヒポクラテスが、『飽ほう食しょくはすべて悪し、されど、シャコの飽食は最悪なり』という警けい句く　を残しているからでござります。」

「それじゃ、お医者さん」と、サンチョが言った、「ここに並ならんどる食べ物のうち、どれがわしの体にいいだか、どれが体に悪くねえだかよく見て、その棒ぼうでカチカチやらずに、食わせておくれ。なにしろ、わしは腹はらがへって死にそうだから、このうえ、食い物を取りあげられたら、それこそ、命を取りあげられるようなもんだよ。」

「さようでござりまするな、領主どの」と、医師が答えた、「そこの子牛の肉が、あのようにソースに漬つ　けて焼いてあるのでなければ、口になさることもできましょうが、しかし、いまさらどうするわけにもまいりませんな。」

　すると、サンチョが言った[image: ──]

「あの、むこうで湯気をたてている大おお皿ざらは、どうやらごった煮のようだが、あれなら、いろんなものがごたごた入ってるから、ひょっとしてわしの好こう物ぶつの、しかも体にも悪くねえものと出くわすにちげえねえ。」

「とんでもない考えちがいでござりまするぞ」と、医師が言った。「およそこの世に、ごった煮に　ほど悪い食べ物はありませぬ。それは、坊ぼうさまや学校の校長先生たちの食しょく卓たくなら、また田舎い な かのお百ひゃく姓しょうの婚こん礼れいの席ならもってこいでしょうが、島の領主ともあろう方の食卓には、もってのほかでござります。領主がたの食卓には、すべからく、上品な、洗せん練れんされたものが出されなくてはなりませぬ。なぜかと申しますれば、混じりけのない純じゅん粋すいな薬は、ごたごた混ぜ合わせた複雑な薬より、いつ、どこにおいても、だれからもありがたがられるからでござります。それも道理で、純粋な薬なら間ま　違ちがいの起こりようもござらんが、複雑な薬では、混ぜものの分量しだいでそのおそれが生じるのは自然でござりましてな。そこで、領主閣かっ下か　が健康を保たれ、いっそう壮そう健けんであらせられるために、てまえが必要と判断いたすのは、マルメロの実の薄うす切ぎ　り二、三枚まいと薄焼きパンの細切り百本ほどでして、これなら胃にもおちつきますし、消化の助けにもなることと存ぞんじまする。」

　サンチョは椅い　子す　の背せ　にもたれかかって、こんなことを言う医師の顔をまじまじと眺ながめていたが、やがて、もったいぶった調子で、あんたは何という名前で、どこで学問をおさめたのか、とたずねた。それにたいして、相手はこう答えた[image: ──]

「領主どの、てまえはペドロ・レーシオ・デ・アグエロと申す博士で、オスーナ大学(当時、三流とみなされていた大学)で学位をとりましてござります。」

　これを聞くと、サンチョは怒いかりのため顔をまっ赤にしてどなった[image: ──]

「オスーナ大学を出たとかいう、ペドロ・レーシオ・デ・悪アクエロ博士どん、とっととわしの目の前から消えうせろ！　さもねえと、わしゃお天てん道とうさまにかけて誓ちかうだが、棍こん棒ぼうで叩たたき出してやるからね。いや、おまえさんだけじゃねえ、この島から医者を、少なくともわしが能なしだと思うような医者は、ひとり残らず追い出してやるだ。もっとも、学があって分別のあるお医者さまなら、わしゃ頭の上におしいただき、神々こうごうしいお方としてあがめたてまつるつもりよ。くり返して言うだが、ペドロ・レーシオどん、ここから出て行ってくれろ。さもなけりゃ、わしが腰こしをおろしているこの椅い　子す　を、おまえの脳のう天てんにうちつけて粉々にしてやらあ。それでわしが裁さばきを受けることになったら、国をほろぼすようなやぶ医者を殺すことによって神に奉ほう仕し　したと言って、見事、無む　罪ざい放ほう免めんになってみせるまでよ。さあ、わしに食うものをよこせ、よこさねえちゅうなら、いっそのこと領主職も持ってってくれ。自由に食わせてももらえねえような役職なんか、ちっともありがたくはねえだ。」

　医師は、領主サンチョの立りっ腹ぷくぶりにうろたえ、広間から退散せんばかりであったが、まさにその瞬しゅん間かん、通りで早馬の角つの笛ぶえが鳴った。給きゅう仕じ　長ちょうが窓まどから外をのぞいて早馬を確かく認にんすると、領主にこう伝えた[image: ──]

「ご主人、公こう爵しゃくさまからの使いがまいりました。何か重大な知らせを持ってまいったに相そう違い　ございません。」

　間もなく、汗あせだくの使者があたふたと入って来るなり、懐ふところから一通の書状を取りだして、領主に手て　渡わたした。サンチョはそれを執しつ事じ　に渡してから、執事と給きゅう仕じ　長ちょうをのぞいて他の者はその場をはずすように命じ、そうしたうえで手紙を読ませた。それにはつぎのように書かれていた[image: ──]

　

ドン・サンチョ・パンサ殿どの、わたくしのもとにとどいた情報によれば、わたくしおよびバラタリア島にたいして敵意をいだく者どもが、日時は定さだかならねど、島に猛もう攻こう撃げきをしかけんとしているとのことなれば、不意をうたれることのなきよう、厳げん重じゅうな警けい戒かい態たい勢せいをととのえられたし。また、信しん頼らいすべきスパイの内報によって、わたくしが察知したところでは、一味は貴き　殿でんの才知を恐おそれるあまり、変へん装そうした四人の刺し　客かくを島に派は　遣けんし、貴殿の生命をねらいおるとのこと。されば、陳ちん情じょうなどをよそおって貴殿に近づく者あらば、ご用心おさおさ怠おこたることなく、差し出されるものも、みだりに口にはされぬように。なお、万が一にも貴殿が窮きゅう地ち　におちいられることあらば、当方も全力でご助力申しあげる所しょ存ぞんなれど、まずは、貴殿のご才覚によりて、おとりはからいくだされたし。当地にて、八月十六日午前四時。

貴き　殿でんの友、公こう爵しゃく　　　

　

　あまりのことにサンチョはあっけにとられ、その場に居合わせた者たちもひどくおどろいたふりをした。そこでサンチョは執しつ事じ　をかえりみると、こう言った[image: ──]

「こうなったら、今すぐにもしなきゃならねえのは、医者のレーシオを牢ろう獄ごくにたたきこむこった。だれかわしの命をねらうやつがいるとすりゃ、あの男にちがいねえからね。おまけに、飢う　え死にっちゅう、いちばんたちの悪いやり方で殺そうとしてやがるだ。」

「それから閣かっ下か　は」と、給きゅう仕じ　長ちょうが言った、「この食しょく卓たくにあるものは、何もお召め　しあがりにならないほうがよろしいかと存ぞんじます。と申しますのは、これらはすべて尼に　僧そうによって献けん上じょうされたものだからでございます。世間ではよく、十じゅう字じ　架か　のうしろに悪あく魔ま　がひそむ、などと申します。」

「そうかも知れねえ」と、サンチョが答えた、「そんなら、さしあたって、わしにパンひと切れとブドウを四房ふさばかりくれろ。まさかブドウに毒の入っている気づかいはあるまい。それに、実際のところ、わしもこのまんま食わずにすますわけにもいかねえし、だいいち、敵の来らい襲しゅうに備えるとなりゃ、しっかり腹はらごしらえをしておかにゃならん、腹がへっては戦いくさはできぬって言うからね。ところで、秘ひ　書しょのあんた、さっそく公こう爵しゃくさまに返事を書いて、手紙でお言いつけの件は、まちがいなく、承知しましたと申しあげておくんなさい。それから、わしが公爵の奥おく方がたさまのみ手に口づけするちゅうことを申しそえ、ついでに、ご主人のドン・キホーテさまにも、わしが食わしていただいたパンの恩を忘わすれるような男じゃねえことを知ってもらうため、手への口づけを付けたしておいてもらおうか。ほかにも、秘書どん、この手紙にぴったしするようなことがあれば、あんたの好す　きなように書きそえてかまわねえよ。そいじゃ、この食しょく卓たくのものを片かたづけて、わしに食うものを持ってきてもらうとするか。腹ごしらえさえしたら、スパイだろうと殺し屋だろうと、わしの命をねらってこの島にやって来るやつを、うまくあしらってやるからね。」

　その時、ひとりの百ひゃく姓しょうが領主に面会を求めてやって来た。百姓の申し出というのは、けっきょくのところ、息むす子こ　の結けっ婚こん費用の無心であったが、サンチョは、夜もおそく、すでに人の寝ね　るような時じ　刻こくにそのような用件でやって来たあつかましさに腹はらをたて、その百姓を追い返してしまった。


27 ドン・キホーテとサンチョの往おう復ふく書しょ簡かん

　さて島の統治をすすめる領主、サンチョ・パンサはある夜のこと、領地内の巡じゅん視し　に出かけ、そこでもちあがったいくつかの事件、たとえば、[image: 賭]かけでもうけた男と、それに助言したから分け前をよこせという無職の男との争い、また、役人を見て逃に　げ出した若わか者もののこと、さらには、まるで監かん禁きん状じょう態たいのような深しん窓そうの生活にやりきれなくなって、夜の街まちみたさのあまり、男だん装そうして家を抜ぬ　け出して来た美しい娘むすめの一件などに、見事な裁さばきや適切な忠ちゅう告こくを与あたえた。かくして、同行した執しつ事じ　は、いささか滑こっ稽けいなところがあり、愚おろかとも見えるこの領主の分別に富んだ言葉と行動にすっかり感かん嘆たんし、それらを残らず公こう爵しゃく夫ふ　妻さいのもとに書き送ったのである。

　そして、これほど聡そう明めいな領主を飢う　え死にさせるのはしのびないと思った執しつ事じ　は、巡じゅん視し　の翌よく日じつ、例のクジラ骨ぼねの侍じ　医い　による食事規制を無視して、サンチョに好す　きなだけ食べさせることにした。もっとも、こうした配はい慮りょのうらには、公こう爵しゃくから命ぜられていた最後の悪ふざけ、つまり島への攻こう撃げきをその晩ばんにも実行して、この領主ごっこにけりをつけたいという考えがあったことも事実である。

　かくして、サンチョは思う存ぞん分ぶんに昼食を楽しむことができたが、その後で食しょく卓たくが片かたづけられていた時、領主あてのドン・キホーテの書状をたずさえた飛ひ　脚きゃくが入って来た。サンチョは秘ひ　書しょにたいし、書状に目を通して、べつに秘ひ　密みつを要する内容でなかったら、声に出して読むようにと命じた。言われたとおりにした秘書は、こう言った[image: ──]

「大声で読んでも、いっこうに差しつかえございません。と申すのも、ドン・キホーテどのが閣かっ下か　あてにお書きになっていることは、金文字で記され、印刷されるにふさわしいものばかりだからでございます。それでは、お聞きくださいまし[image: ──]

　

バラタリア島領主サンチョ・パンサにあてたドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャの手紙

　

親愛なる友、サンチョ殿どの

　そなたの失敗と無作法の知らせばかりを予期したるところ、そなたの思し　慮りょ分ふん別べつと善政の消息に接し、いまさらながら、愚ぐ　者しゃをも賢けん者じゃとなし給たもう神に、ひたすら感謝をささげおり候そうろう。世評によれば、そなたは賢者のごとく政治を行い、身を処しょすることけだもののように謙けん虚きょなる由よし。そこでサンチョ殿どの、そなたに忠ちゅう告こくいたしたきは、職務の威い　厳げんを保つために、ときとして心の謙虚さに反してふるまうことが必要なりしことに候。と申すのも、要職にある者の身だしなみは、その重き職責に合がっ致ち　すべきものであって、生せい来らいの卑いやしさにしたごうてはならぬからにて候。

　そなたが治める人民の意を得んがためには、とりわけつぎの二点に留意されたく候そうろう。そのひとつは、すでに申しあげしことなれど、何なん人ぴとにたいしても礼節を守ること。また、いまひとつは、食しょく糧りょうの十分なる備び　蓄ちくに努つとめること。なんとなれば、飢う　えほど貧しき者の心をさいなむものはなきが故ゆえにて候。

　みだりに布ふ　令れ　を出さざることも肝かん要ようにて候そうろう。そして、出す場合には、よき布令、なかんずく、遵じゅん守しゅされるがごとき布令を出すよう努つとめられたく候。と申すのも、守られざる布令は、無きに等しければなり。のみならず、主君、布令を制定する思し　慮りょと権けん勢せいを有するも、それを守らしむる力なきを暴ばく露ろ　することにあいならん。

　統治にあたっては、厳げん格かくと寛かん容ようの間の中道を選ばれたし。中道にこそ、英知があるからにて候そうろう。領主による牢ろう獄ごく、肉屋、市場などの視し　察さつはすこぶる重要なれば、怠おこたることなく、これを励れい行こうされたし。囚しゅう人じんには慰なぐさめとなり、その時ばかりは[image: 秤]はかり目め　を正しくする商人どもには恐きょう怖ふ　の的とならざらん。そなたが貪どん欲よく、女おんな好ず　き、はたまた大食漢といったそぶりを見せざること、いとも肝かん要ようなり。人民とそなたの側近が、そなたのかかる性せい癖へきを知らば、その点をつきて、そなたを破は　滅めつの淵ふちにつき落とすは必ひつ定じょうと存ぞんじ候。

　そなたが領地に出発するに際し、小生が書き付けにして与あたえし忠ちゅう告こくを、くり返し熟じゅく読どくされたし。さすれば、統治者たる者の絶えず直面する困こん難なんと難問の解決に役立つ方ほう策さくを見み　出いださざらん。また、公こう爵しゃく夫ふ　妻さいに書状を送りて、謝意を示されたし。それ忘ぼう恩おんは傲ごう慢まんの産物にして、世に知られたる大罪の一つなり。恩義をこうむりたる相手に感謝を忘わすれざる者は、神にも感謝を忘れざる者なり。

　公こう爵しゃくの奥おく方がたさまは、使者を立てて、そなたの衣服、ならびに、さまざまな贈おくり物を、そなたの妻テレサ・パンサのもとにお届とどけなされ候そうろう。われらは今や遅おそしと、その返事を待ちおり候。

　小生は、この城じょう内ないで思いがけずもちあがりし猫ねこの攻こう撃げきによって鼻を傷きずつけられ、このところ気分すぐれざるも、たいしたことではござなく候そうろう。

　そなたの身辺に起こりしことは逐ちく一いち、ご報告くだされたく候そうろう。ところで小生、現在の無む　為い　の生活を早々に切りあげる所しょ存ぞんにて候。小生、かかる生活のために生まれたるにあらず。要するに、公こう爵しゃく夫ふ　妻さいのお気持ちにしたがうより、おのが本分をまっとうするが義務と考えおり候。神がそなたをお守りくださらんことを祈いのりつつ、さらば。

そなたの友　　　　　　　　　　　　　　　

ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ　　

　

　サンチョは、一言も聞きもらすまいとして、じっと耳を傾かたむけていた。いっしょに聞いていた者たちは、手紙の内容に感心し、口ぐちにその書き手の聡そう明めいさをほめそやした。聞き終わるとサンチョは席を立ち、秘ひ　書しょを連れて自室にとじこもった。一いっ刻こくの猶ゆう予よ　もなく、主人ドン・キホーテに返事を出そうと思ったのである。彼かれは秘書に、これから言うことをそのまま書き、何ひとつ付け加えたり、書きもらしたりしないように言いつけた。やがてできあがったサンチョの返書は、つぎのようなものであった[image: ──]

　

ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャにあてたサンチョ・パンサの手紙

　

　領主の仕事の忙いそがしさはたいへんなもので、頭をかくひまはおろか、爪つめを切るひまさえねえので、爪がのび放題にのびてしまいました。わしの魂たましいのだんなさま、わしがまずこんなことを言うのは、こちらでの統治の具合を、これまでおまえさまにお知らせしなかった事情をくみとっていただきたいからでござります。実際、この領主職についてからというもの、おまえさまと二人で森のなかや人ひと気け　のないところを歩きまわっていた時よりも、ずっとひもじい思いをしております。

　先日、公こう爵しゃくさまがわしに手紙をくださり、わしの命をねらう忍しのびの者がこの島に入りこんだと知らせてくださりました。しかし、これまでのところ、この島の代々の領主に仕えているという、ドクトル・ペドロ・レーシオと呼よ　ぶ医者のほかには、それらしき者はみつかっておりません。とにかく、この医者は病気の予防とかぬかして、わしからつぎつぎと食い物を取りあげてしまうので、わしは空くう腹ふくと無念さのため、このまま死んでいくんではないかと思えてならねえです。島の領主になりゃ、あったかいものを食って冷たいものを飲み、羽は　根ね　ぶとんにくるまって寝ね　られるものと思っていたのに、実際は、まるで食うや食わずの苦行をしに来たみたいで、無念でなりません。おまけに、この苦行はわしが自分から望んでしてるわけではねえから、とどのつまり、わしは悪あく魔ま　に連れていかれるにちげえねえと考えております。

　昨夜ゆ う べ、島の巡じゅん視し　をしていたら、男の服ふく装そうをした、すごくべっぴんの娘むすめと、女の格かっ好こうをしたその弟に出くわしました。わしといっしょにいた給きゅう仕じ　長ちょうはこの娘にぞっこん惚ほ　れこみ、本人の言うところによると、娘を自分の女にょう房ぼうにしようと、心に決めたとのことですが、わしはわしで弟のほうが気に入り、うちの娘むすめ婿むこに選びました。善は急げと言うから、わしら二人はさっそく今日にも姉きょう弟だいのおやじさんに会い、この考えを話してみるつもりです。なんでも、ディエゴ・デ・ラ・リャーナとかいうこのおやじさんは、古くからの由ゆい緒しょあるキリスト教徒とかで、この点、まったく申し分ありません。

　わしの女にょう房ぼうのテレサ・パンサが、公こう爵しゃくさまの奥おく方がたさまより、お手紙と贈おくり物をちょうだいしたということについては、わしはとても喜んでおります。だから、そのうちに、なんとか感謝の気持ちをあらわすつもりです。どうか、おまえさま、わしに代わって奥方さまのお手に口づけをし、サンチョがこう申したと言ってくださいまし。つまり、奥方さまはご好こう意い　を、けっして穴あなのあいた袋ふくろに投げ入れなすったわけじゃねえ、その証しょう拠こ　はいずれ行いでお見せします、とね。

　ところで、おまえさまが公こう爵しゃくご夫妻の意に反してもご自分の本分をまっとう、とかなんとか言いなさるのは、わしには面おも白しろくねえです。なぜかといえば、恩を忘わすれてはいかんと、あれほどわしに忠ちゅう告こくなすったおまえさまが、公爵さまからたいへんな恩おん恵けいをうけ、そのお城しろで手厚いもてなしをうけながら、恩知らずになるちゅうことは、けっしてほめられたことじゃねえと思うからです。

　おまえさまが猫ねこにやられなすったちゅう話は、わしには何のことやらとんと合が　点てんがゆきません。おそらく、いつもおまえさまに悪さをする、あの腹はら黒ぐろい魔ま　法ほう使つかいどものしわざにちげえねえと思います。いずれお会いした折に、くわしくお聞かせねがいます。

　おまえさまに何かお送りしたいと思いますが、この島で作られている、浣かん腸ちょう用のめずらしい管くだのほか、さしあたって何も思いあたりません。でも、この領主職がまだ続くものなら、なんとかして、お送りするものをみつけるつもりでおります。

　もし女にょう房ぼうのテレサ・パンサから便りがあったら、どうかおまえさま、送料を払はらって手紙をこちらへ転送してくださいまし。とにかくわしは、家のようすや女房子どもたちのことが知りたくてたまらねえからです。今日のところはこれくらいにして、神さまが心のねじけた魔ま　法ほう使つかいどもからおまえさまをお守りくださり、わしをこの領主職から、つつがなく救い出してくださるようにお祈いのりします。もっとも、わしのほうは、ドクトル・ペドロ・レーシオのわしにたいするやり方からすると、領主職といっしょに、この命まで投げ出すことになりかねねえと思われます。

おまえさまのしもべ　　　　　　　

領主、サンチョ・パンサ拝はい　　

　

　秘ひ　書しょは手紙の封ふうをすると、ただちに飛ひ　脚きゃくを立てた。サンチョにたいする悪ふざけを推すい進しんする者たちは集まって、どういう手順でサンチョを島の領主職から追い出すかについて、念入りな打ち合わせをした。一方サンチョは、その日の午後を、彼かれが島と思いこんでいるその領地のよき統治のために、いくつかの掟おきてを定めることに費やしたのである。


28 疲つかれはてたサンチョ・パンサの統治の終末

　この世の物事が、いつまでも同じ状態で続くと思うのは、まことにむなしいことである。サンチョの統治も例外ではなく、それはいとも速すみやかに崩ほう壊かいし、まるで影かげか煙けむりのように消え去ることになった。

　さて、島の統治の七日目の夜のこと、サンチョはパンやブドウ酒によっては満たされることなく、しかし、人を裁さばいたり、意見をのべたり、掟おきてを作ったりすることにはうんざりして、床とこについていた。そして、空くう腹ふくにもかかわらず、睡すい魔ま　のためにまぶたを閉と　ざしはじめていた時、不意に、けたたましい鐘かねの音や人の声を耳にした。おどろいてベッドにすわりなおしたサンチョは、いったい何の騒さわぎだろうかと、じっと耳をそばだてた。しかし、いっこうに合が　点てんがいかなかったばかりでなく、鐘の音と叫さけび声に、無数のラッパや太たい鼓こ　の音まで加わったのを知った彼かれは、すっかり不安にかられてしまった。うろたえた彼が立ちあがってスリッパをはき、部屋着をはおることもなく、部屋の戸口まで行ってみると、ちょうど、手に手に赤々と燃えさかる松たい明まつをかざし、抜ぬ　きはなった剣けんを手にした、二十人を越こ　える男たちが、廊ろう下か　をやって来るところであった。彼らは大声でこのようにわめいていた[image: ──]

「武器を、領主どの武器をおとりください！　数知れぬ敵の大軍が島に押お　しよせてまいりました。閣かっ下か　のご才覚と勇気によって救っていただかなければ、われわれは全ぜん滅めつでございます。」

　狂きょう乱らん状態のうちにこうわめきたてる一団が、見るもの聞くものにあっけにとられ、呆ぼう然ぜんとしているサンチョのそばまでやって来たかと思うと、そのなかのひとりが言った[image: ──]

「閣かっ下か　、ただちに武ぶ　装そうしてくだされ！　さもなければ、閣下も、この島も破は　滅めつに追いやられますぞ。」

「武器だの戦いくさだのについちゃあなんにも知らねえこのわしが、どういう武ぶ　装そうをするだね？」と、サンチョが答えた。「こういうことは、わしのご主人のドン・キホーテさまにおまかせするにかぎるだ。あの方なら、なんの造ぞう作さ　もなく片かたづけてくださるからね。ところがわしは、こうした火か　急きゅうの用には、まったく役立たずさ。」

「ああ、領主どの」と、別の男が言った、「なにを、ぐずぐずしておられるのです。ここに閣かっ下か　の武器を持ってまいりましたから、早く武ぶ　装そうしてください。そして広場に出て、わが軍の指し　揮き　をおとりください。それが、島の領主たる閣下のお役目でござりますぞ。」

「そういうことなら、わしを武ぶ　装そうさせるがいいだ」と、サンチョが応じた。

　すると彼かれらは、用意してきた二つの大きな盾たてを持ち出して、下した着ぎ　姿すがたのサンチョに衣服をつけるいとまも与あたえず、一つの盾を体の前に、もう一つをうしろ側にあてがった。それから、あらかじめ盾にこしらえてあった穴あなにサンチョの両りょう腕うでを通すと、前後の盾をひもでしっかり結ゆ　わえつけたものだから、板ばさみならぬ盾ばさみとなった領主は、膝ひざを曲げることも、歩をすすめることもできない格かっ好こうになった。それでも、なんとか立っていることができたのは、武器として手に持たされた、槍やりを[image: 杖]つえにして、体を支えていたからである。男たちはサンチョをこういう状態にしたうえで、さあ歩いてみんなの指し　揮き　をとってくれ、彼が全軍を導いてくれるならば、かならずや勝利をおさめられるであろう、と言うのであった。

「わしにどうやって歩けっていうんだね、こんな情けない格かっ好こうで」と、サンチョが答えた。「なにしろ、体がぴったりはさまっちまってるから、膝ひざのちょうつがいが利き　かねえっていうのによ。なんだったら、おまえさんたち、わしをかかえてどっかの戸口に運んでいって、そこに寄せかけるなり、横にするなりするがいいだ。そうすりゃ、わしがそこを、この槍やりかわしの体で守ってやるわ。」

「領主どの、さあお歩きくださいまし」と、また別の男が言った。「閣かっ下か　の足が動かないのは盾たてのせいというよりは恐きょう怖ふ　のせいとお見うけいたしまする。臆おく病びょう風かぜを追いはらって、どうぞお急ぎください。敵はますます増え、危き　機き　はさしせまっておりまするぞ。」

　このような説得と非ひ　難なんを受けた哀あわれな領主は、なんとか足を動かしてみようとこころみた。しかし、たちまちおそろしい勢いで床ゆかの上に叩たたきつけられた彼かれは、自分の体が粉々に砕くだけてしまったのではないかとさえ思うのであった。かくしてサンチョは甲こう羅ら　のなかに閉と　じこめられたカメのようにあがいていたが、悪ふざけを演ずる連中は、彼が倒たおれるのを見ても同情のそぶりさえ見せなかった。それどころか、彼らは松たい明まつの火を消すと、ふたたび声をはりあげて、『武器をとれ！』をくり返しながら、倒れたサンチョを踏ふ　んづけて通り、あまつさえ甲羅となった盾たての上から、剣けんでやたら切りつけたのである。それゆえ領主が、二枚まいの盾のなかで身をすくめ、頭をひっこめていなかったとしたら、どんな無残な目にあったか知れたものではない。実際、きゅうくつな甲羅のなかで縮ちぢこまった領主は、たらたらと脂あぶら汗あせを流しながら、このような窮きゅう地ち　からお救いくださいと、一心に神に祈いのっていた。

　横になったサンチョにつまずく者もいれば、その上に倒たおれかかる者もおり、またなかには、甲こう羅ら　の上に長いあいだ仁に　王おう立だ　ちになり、そこから、まるで自軍を指し　揮き　しているかのように、つぎのように叫さけぶ者までいた[image: ──]

「さあ、諸しょ君くん、敵勢がこちら側に押お　し寄せてまいるぞ！　その大戸をしめ、あちらのくぐり門の防ぼう御ぎょを固めるのだ。やつらにぶっかける、煮に　立た　ったタールの鍋なべを持ってまいれ！　ふとんで塹ざん壕ごうを築け！」

　一方、ぐったりとなってこれを聞いていたサンチョは、あえぎながら、こうひとりごとを言った[image: ──]「おお、神さまお願いでござります、もうこんな島なんかどうでもいいから、わしを死なせるおつもりでなかったら、どうかこのひどい苦しみから救い出してくださいまし。」すると、天が彼かれの願いをお聞きとどけになったとみえて、思いもかけないことに、こんな叫さけび声が聞こえたのである[image: ──]

「勝利だ、勝利だぞ！　敵は退散してゆくぞ！　さあ、領主どの、早くお起きになって、われわれとともに勝利の喜びを味わい、閣かっ下か　のその無敵の腕うでが敵から分ぶん捕ど　った戦利品を、みなにお分けください。」

「そんなら、わしを起こしてくれろ」と、うちのめされたサンチョが弱々しい声を出した。

　そして、みなの手を借りてようやく立ちあがったサンチョは、こう言った[image: ──]

「わしがやっつけた敵なんかいるもんかね、ばかばかしい。わしは戦利品の分配なんぞしたかあねえ。それよりか、おまえさんたちのなかで、だれかわしに好こう意い　を持ってる者がいたら、頼たのむから、ブドウ酒を一杯ぱい飲ませてくれろ。なにしろ喉のどがからからだからよ。それに、体じゅうのこの汗あせもぬぐってもらいたいね。」

　そこで人びとは、例の盾たてをしばりつけていたひもをとき、体の汗あせをふいて、サンチョにブドウ酒を飲ませた。彼かれは、ベッドの上に腰こしをおろしたかと思うと、それまでの恐きょう怖ふ　と疲つかれのため、そのまま気を失ってしまった。こうなると、悪ふざけをした連中も、いささかやりすぎたのではないかと心配になったが、間もなくサンチョが意識を取りもどしたので、彼らの良心の呵か　責しゃくもうすらいだ。われに返ったサンチョは今何時ごろかとたずねた。もう夜が明けるころです、という答えが返ってきた。するとサンチョは、なにも言わずに、黙だまりこくったまま、衣服を身につけはじめた。まわりの者たちは、そんなに急いで服を着て、いったいどうするつもりなのかと、かたずをのんで見守っていた。やがて着終わると、いたんだ体をゆっくりと引きずるようにして、馬小屋に向かったので、その場に居合わせた者たちもそのあとについていった。そして、灰はい毛げ　ロバのところまでやって来たサンチョは、ロバを抱だ　きしめ、額ひたいにやさしく口づけすると、目に涙なみださえ浮う　かべながら、こう話しかけた[image: ──]

「もっとこっちにおいで、わしの仲なかよし。わしがおまえと苦労をともにして、おまえの鞍くらの修しゅう繕ぜんや、おまえの体を養う飼か　い葉のことばかし考えていた時にゃ、毎日毎日がとてもしあわせだった。ところが、わしがおまえを見み　捨す　てて、野心と傲ごう慢まんの塔とうの上にのぼってからっていうもの、わしの魂たましいのなかに無数の気苦労や不安や悲しみが入りこんだだよ。」

　彼かれはこう言いながら、灰はい毛げ　ロバに鞍くらをつけていたが、鞍をつけ終わると、やっとの思いで、ロバの上にまたがり、執しつ事じ　、秘ひ　書しょ、給きゅう仕じ　長ちょう、そして医者のペドロ・レーシオ、さらにその場に居合わせた大勢の者たちをむこうにして、こう言った[image: ──]

「さあ、みなの衆、道をあけておくんなさい。そして、昔むかしの自由な生活にもどらせておくんなさい。わしはこの生いき地じ　獄ごくから抜ぬ　け出して、昔の暮く　らしをさがしに行くだ。わしは領主になったり、敵から島や町を守ったりするために生まれてきた男じゃねえ。わしには法ほう律りつをつくったり、国を治めたりするよか、畑を耕したり、ブドウを栽さい培ばいしたりすることのほうが、よっぽど性しょうに合ってるだ。つまり、人はそれぞれ生まれに合った仕事をするがいいってことで、わしの手には、領主の権けん威い　の[image: 杖]つえよりか、鎌かまのほうがおさまりがいいってことだよ。それに、わしを飢う　え死にさせようとしている性悪な医者にけちなものをあてがわれるよりか、ニンニクのたっぷり入ったスープをたらふく飲むほうがどんなにしあわせか知れねえ。まあ、おまえさんがたは、ここで楽しく暮らすがいいさ。公こう爵しゃくさまには、こう言っといてくれろ。サンチョは裸はだかで生まれて、今も裸。損もしなけりゃ、得もしてねえってね。わしは一文なしでこの島に来て、一文なしでこの島を出てゆく、つまり、よその島の普ふ　通つうの領主がたがどっさり貯た　めこんで出てゆくのとは大おお違ちがいだってね。そいじゃ、そこをあけて、わしを通しておくんなさい。さっき、敵のやつらがわしの上を歩きまわったおかげで、体じゅうの骨ほねという骨ががたがたになっちまったから、早く帰って膏こう薬やくをはらねばなんねえだ。」

「それにはおよびませんよ、領主どの」と、医師のレーシオが言った、「わたくしが打ち身や傷きずにすばらしくよく効く飲み薬をさしあげますから、それをお飲みになれば、ただちに、もとのぴんぴんしたお体にもどります。また、お食事にかんしましても、これまでの方ほう針しんをあらためて、閣かっ下か　がお好このみのものを存ぞん分ぶんに召め　しあがれるようにいたしましょう。」

「今さらなにを言うだ」と、サンチョが答えた。「ここにとどまるくらいなら、回教徒になったほうがましだよ。こんな悪ふざけはいっぺんでけっこうさ。わしはパンサ家のもんだが、この一族はみな頑がん固こ　もんばかりで、いっぺん『いや』と言ったが最後、世間がなんと言おうと、よしんば自分がまちがっていようとも、『いや』をとおすだ。だから、わしを行かしてくれろ、ぐずぐずしたかねえからね。」

　これにたいして、執しつ事じ　が言った[image: ──]

「領主どの、閣かっ下か　の才覚といかにもキリスト教徒らしいふるまいに接したわれわれにとって、閣下を失うことはきわめてつらいことではございますが、この際、閣下のご出立を喜んでお認みとめいたしましょう。しかしながら、領主にはだれでも、任地を離はなれる前に、ご自分の業務報告をすることが義務づけられております。ですから閣下も、この島の領主になられてからの業務の報告をなさったうえで、どうぞ心安らかにご出発ください。」

「公こう爵しゃくさまのほかは」と、サンチョが答えた、「だれもそんなことを、わしに命ずるこたあできねえはずだ。わしはこれから行って、公爵さまにお会いするつもりだから、その時に、きちんと申しあげればいいだろうよ。それに、わしはこのとおり裸はだか一いっ貫かんで出てゆくだから、わしが天使みてえに清潔な政治をしたってことの証しょう拠こ　はこれだけで十分じゃねえかね。」

「偉い　大だいなサンチョどののおっしゃることは、いちいちもっともでござる」と、医師のレーシオがひきとった。「したがって、このままご出発いただくのが至し　当とうとわたくしは考えます。公こう爵しゃくさまも、閣かっ下か　とお会いになって、たいそうお喜びになりましょう。」

　一同もこの意見に賛成してサンチョを帰すことにしたが、そうと決まると人びとは彼かれにお供ともをしようと申し出たり、旅に必要なものは何なりと差しあげましょうと好こう意い　を示したりした。サンチョは、灰はい毛げ　ロバのために大麦を少々と、自分自身のためにパンとチーズを少しばかりもらえればそれでいい、というのも、たいした道のりではないので、それ以上の食しょく糧りょうは必要ないから、と答えた。その場にいた者はかわるがわる彼を抱ほう擁ようし、彼もまた泣な　きながら一同に抱擁を返した。かくして彼は、彼の思し　慮りょにとんだ言葉もさることながら、そのきっぱりとした、しかも賢けん明めいな決断に感心している人びとをあとにしたのである。


29 公こう爵しゃく邸ていからの出発に際して、侍じ　女じょアルティシドーラとの間に起こったこと

　ドン・キホーテは、もうそろそろ公こう爵しゃくの城しろでの無む　為い　な生活から抜ぬ　け出すべきだと考えていた。公爵夫妻が遍へん歴れきの騎き　士し　である自分のためにしてくれる数かぎりないもてなしにあまえ、いつまでもぬくぬくと安楽な生活にひたっていては、自分を必要としている世の中にそれだけ大きな損失をこうむらせることになる、と思ったからである。そこで、ある日、彼かれが公爵夫妻にいとま乞ご　いを申し出ると、夫妻は、ご出発とはとてもおなごりおしいと言いながらも、その許きょ可か　を与あたえた。また公爵夫人は、任地から城にもどっていたサンチョ・パンサに、妻からの手紙を渡わたしてやった。手紙を手にしたサンチョは、涙なみだぐみながらこんなことを言った[image: ──]

「わしが島の領主になったと知って、女にょう房ぼうのテレサ・パンサのやつ、どれほど喜び、胸むねを高鳴らせたことでしょう。それがまたぞろ、ご主人、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャについて、つらい冒ぼう険けんの旅にもどることになろうとはね。まあ、それはともかく、わしは女房のテレサが、いかにもあいつらしく、奥おく方がたさまにハシバミの実をお送りしたちゅうことを知って、とてもうれしいですよ。これであいつも、恩知らずじゃねえってとこを示したからね。おまけに、この贈おくり物には賄わい賂ろ　じみたところのねえのがいい。あいつがハシバミの実を送った時にゃ、わしはもう領主になってたんだからね。とにかく、なんらかの恩を受けた者が、感謝の気持ちをあらわすのは、たとえ子どもだましみたいなものを送るにしても、道理にかなったことです。わしはといえば、一文なしで島の領主になり、一文なしで島を出た。だから、堂々と胸をはって言えますだ[image: ──]『わしは裸はだかで生まれて、今も裸、損もしなけりゃ得もしてねえ』ってね。」

　これが出発前日のサンチョの気持ちだったのである。さて、前夜のうちに公こう爵しゃく夫ふ　妻さいに別れのあいさつをすませていたドン・キホーテは、翌よく朝あさ、甲かっ冑ちゅうに身をかためて城しろの広場に現れた。広場を取りかこむ回かい廊ろうから、城じゅうの人びとが彼かれを見守り、公爵夫妻もまた、彼を見送るために出てきた。サンチョは、食しょく糧りょうのどっさり入った振ふ　り分け袋ぶくろを持って灰はい毛げ　ロバにまたがっており、見るからに上きげんであった。それというのも、公爵家の執しつ事じ　から、道中のいざという時のためにと、金貨二百エスクードの入った財さい布ふ　をもらっていたからである。もっともドン・キホーテはまだそのことを知らなかった。

　このように、人びとの視し　線せんがドン・キホーテ主しゅ従じゅうに注がれていた時、公こう爵しゃく夫ふ　人じんのお付きの老女や侍じ　女じょたちの間から、突とつ如じょとして嘆なげきの声があがった。声の主はかの利発でおきゃんな侍女、アルティシドーラで、彼かの女じょはいかにも悲ひ　痛つうな調子で、うたいはじめた[image: ──]

　

お聞きください　つれなき騎き　士し　よ

手た　綱づなひかえて　いましばし

なにゆえあって逃に　げなさる

わたしはヘビでもサソリでもない

まだ　いたいけな子ヒツジで

ビーナスさえもふり返る

みめ麗うるわしき乙おと女め　ごよ

こんなわたしを棄す　てさるあなたこそ

いともおぞましき怪かい物ぶつなり

　

つれなきあなたはその陋むさき手に

恋こいに悩なやめる乙おと女め　ごの

やさしき胸むねを引きちぎり

情なさけ容よう赦しゃもあらばこそ

奪うばいとって行かんとす

つれなきあなたは　さらにまた

三つの夜　帽ナイトキャップと大理石のごとく

滑なめらかな　わが柔やわ肌はだの脚あしにまく

白黒まだらの靴くつ下したどめを

奪うばいとって行かんとす

　

従じゅう者しゃサンチョのかたくなな

情け知らずの心ゆえ

ドゥルシネーアにかけられし

魔ま　法ほうの解ける望みもなし

あわれな姫ひめは　あなたの罪ゆえ

魔ま　法ほうの苦しみにさらされたり

罪なき者が罪つみ人びとの

償つぐないするはこの世のならい

　

あなたのけなげな冒ぼう険けんも

いずれは不幸な結果に終わり

喜びと逸いつ楽らくははかなき夢ゆめと消え

あなたのかたき誓ちかいも

忘ぼう却きゃくの淵ふちに沈しずむは必ひつ定じょうなり

　

　恋こいに悩なやむアルティシドーラがこのように嘆なげいている間、ドン・キホーテはじっと彼かの女じょを見つめていたが、それにはひとことも応じることなく、サンチョのほうをふり向くと、こう言った[image: ──]

「サンチョよ、おまえのご先祖さまの名めい誉よ　にかけて、本当のところを正直に話してくれ。おまえ、もしかして、あの恋こいに悩なやむ侍じ　女じょのナイトキャップ三つと、靴くつ下したどめをもってはおらぬか？」

　これにたいして、サンチョが答えた[image: ──]

「ナイトキャップなら三つもって来たけど、靴くつ下したどめなんぞは、わしの知ったことじゃねえよ。」

　一方、公こう爵しゃく夫ふ　人じんはアルティシドーラの演じた悲ひ　嘆たんの乙おと女め　ぶりに、すっかり感心したふうであった。なるほど、彼かの女じょが大だい胆たんで機知に富んだ、自じ　由ゆう奔ほん放ぽうな侍じ　女じょであることは知っていたが、これほどまでにしゃあしゃあとやってのけるとは、思ってもみなかったからである。だいいち、この悪ふざけについて、公爵夫妻は前もって何も知らされていなかったのだ。ところが公爵は、侍女の悪ふざけをいいことに、ドン・キホーテをさらにからかおうとして、こう言った[image: ──]

「騎き　士し　どの、これはいったいどうしたことですか。このわたくしの城しろで手厚いもてなしを受けたはずの貴き　殿でんが、わたくしの侍じ　女じょのナイトキャップばかりか、靴くつ下したどめまで持ち去られるとは由々しきことです。どうみても貴殿の名声にふさわしからぬ、さもしい行いとしか思われません。さあ、彼かの女じょに靴下どめを返してやっていただきたい。いや、とあらば、このわたくしが貴殿に真しん剣けんの決けっ闘とうを申しこむことにもなりましょう。」

「公こう爵しゃくどの」と、ドン・キホーテが答えた、「これまで、たいへんな恩おん恵けいをほどこしてくださった閣かっ下か　にたいして、拙せっ者しゃが剣けんを抜ぬ　くがごとき無礼を、神がお許しになるはずもござらん。ナイトキャップのほうは、サンチョの手もとにあることゆえ、お返し申そう。しかし靴くつ下したどめは、そういうわけにはまいりませぬ。拙者は受け取った覚えなどなく、従じゅう者しゃも所持いたしておらぬからでござる。おそらく、その侍じ　女じょどのが、あちこち隠かくしどころをおさがしくだされば、みつかるはずのものでござろう。公爵どの、拙者はこれまで泥どろ棒ぼうをしたことはござらぬし、神が拙者をお見み　捨す　てなさらぬかぎり、生しょう涯がい、泥棒になるつもりもござらん。また、この侍女どのは、みずから恋こいに悩なやんでいると言われたが、そのことはべつに拙者の罪ではござらぬ。されば、このことでは、侍女どのにも、また公爵どのにも、おゆるしを乞こ　ういわれはござりませぬわい。公爵閣かっ下か　、なにとぞお願いでござる、拙者を泥棒あつかいするのはよして、あらためて旅立ちの許きょ可か　をお与あたえくだされ。」

「神さまがお許しになりますよ、ドン・キホーテさま」と、公こう爵しゃく夫ふ　人じんが言った。「わたくしたちはいつでも、あなたさまの勇ましい冒ぼう険けんのお知らせを楽しみにしておりますわ。さあ、すぐにも元気よく出発なさいませ。なぜと言って、あなたさまが、ここにぐずぐずしておいでになればなるほど、お姿すがたを目にしている侍じ　女じょたちの胸むねの火が燃えさかるからです。アルティシドーラには、今後、言葉づかいであれ、まなざしであれ、二度とあんなふしだらなことをしないよう、きつく申しつけておきましょう。」

「どうか、もうひとことだけお聞きください、勇ゆう敢かんなドン・キホーテさま」と、この時アルティシドーラが言った。「じつは、ほかでもございません、靴くつ下したどめのことでおゆるしを願いたいのです。神さまとあたしの魂たましいにかけて申しますが、靴下どめはたしかに、あたしのこの脚あしにはめてありましたわ。つまり、あたしは『ロバに乗っていながら、そのロバをさがした』という人みたいに、うっかりしてたんです。」

「言わねえことじゃねえ」と、サンチョが言った。「わしがものを盗ぬすんで隠かくすような男かね？　そんなことがしたけりゃ、領主をしていた時に、おあつらえむきの機会がいくらでもあっただ。」

　ドン・キホーテは頭をさげて、公こう爵しゃく夫ふ　妻さいをはじめとする見送りの人びとに一礼すると、ロシナンテの手た　綱づなを返した。灰はい毛げ　ロバにまたがったサンチョも主人のあとにしたがった。かくして、城しろを出た二人はサラゴーサへの道をたどったのである。


30 牛の群れに踏ふ　み倒たおされるドン・キホーテ主しゅ従じゅう

　ドン・キホーテは、アルティシドーラの求愛の言葉から解放されて、広々とした野原に出ると、やっと自分本来の持ち場にもどったような気がした。そして、ふたたび騎き　士し　道どうに邁まい進しんしようという気力が身内に湧わ　きあがるのを覚えた彼かれは、サンチョをかえりみながら、こんなことを言った[image: ──]

「サンチョよ、自由というのは天が人間に与あたえ給たもうた、もっとも貴き　重ちょうな贈おくり物のひとつであってな、大地が蔵ぞうし、大洋が底に秘ひ　めているいかなる財ざい宝ほうといえども、これには遠くおよばぬ。それゆえ、自由のためなら、名めい誉よ　のためと同様、生命い の ちをかけてもよいし、また、かけるべきなのじゃ。それにひきかえ、捕とらわれの身というのは、およそ人間がこうむる最大の災わざわいにほかならぬ。わしがこんなことを申すのはほかでもない。サンチョよ、おまえもとくと見たように、わしはこれまで公こう爵しゃくの城しろで、たいへんな歓待を受けておった。つまり、いたれりつくせりのもてなしを受け、氷のように冷たい飲み物や舌がとろけるようなごちそうに取りかこまれておったのだが、それでもわしは、まるで飢う　えの責め苦にあっておるような気がしたものじゃ。なぜかと申せば、自分のものを味わう時のような自由な気持ちになれなかった、言いかえれば、受けた恩おん恵けいや好こう意い　には報むくいねばならぬという義務感がかせとなって、心がのびのびと自由にならなかったからじゃ。おお、天からただ一切れのパンを授さずかり、天をのぞいては感謝すべき相手を持たぬ者こそ、幸いなるかな！」

　このような自由のありがたさ、ならびに、ドン・キホーテに恋こ　い焦こ　がれた侍じ　女じょのアルティシドーラの自じ　由ゆう奔ほん放ぽうなふるまいなどについて語り合いながら、主しゅ従じゅうは道をはずれて、とある森のなかへ入っていった。しばらくするとドン・キホーテは、まったく思いもかけないことに、自分が、そこいらの木から木へと張りめぐらされた緑色の網あみに取りかこまれているのに気づいた。しかし、それが何であるのやら、いっこうに見当のつかなかったドン・キホーテは、サンチョにむかってこう言った[image: ──]

「サンチョよ、どうやら拙せっ者しゃは想像もおよばぬような、およそ珍めずらしい冒ぼう険けんにめぐりあったらしいぞ。おそらくは、いつも拙者のことをつけねらっている魔ま　法ほう使つかいどもが、アルティシドーラにたいする拙者のすげなさの報復として、拙者をこの網あみのなかに閉と　じこめ、拙者の行く手をふさがんとしているに相そう違い　ない。だが、拙者はやつらにはっきり申しわたしておくぞ。どうやらこの網は麻あさ糸いとでできておるようだが、よしんばこれがダイヤモンドでできておろうとも、あたかも柔やわらかな海草か細い糸のごとく、たちどころに切りすててくれよう、とな。」

　ところが、ドン・キホーテが網あみを切り破って突つ　きすすもうとした時、思いがけなく目の前に、こよなく美しい二人の羊ひつじ飼か　いの娘むすめが姿すがたを現した。木々のあいだから現れ出たこの娘たちは、牧女の装よそおいをしていたものの、その上うわ衣ぎ　は見事な毛皮でできており、スカートは綾あや織お　りのすばらしい金きん襴らんであった。そして、背せ　中なかまでゆったりとたれた髪かみの毛は、まさに太陽の光線と美を競きそわんばかりの金きん髪ぱつで、頭上にはそれぞれ、月げっ桂けい樹じゅの緑の葉と赤い葉は　鶏げい頭とうを編み合わせた花はな冠かんむりをつけていた。一見したところ、年ねん齢れいは十五を下ることなく、十八を越こ　えてはいないと思われた。

　二人の姿すがたを見て、サンチョは呆ぼう然ぜんとし、ドン・キホーテも息をのんだ。そして四人の間に、しばし何とも言えぬ沈ちん黙もくが流れたが、けっきょく、最初に口をひらいたのは二人の娘むすめのうちのひとりで、彼かの女じょはドン・キホーテにたいしてこう言った[image: ──]

「騎き　士し　さま、どうかその網あみをお破りにならないでくださいまし。この網は、ただわたくしたちの慰なぐさみのために張られているもので、けっしてあなたさまのじゃまだてをしようというのではございません。それでは何な　故ぜ　こんなものを張りめぐらしたのか、またわたくしどもが何者なのか、とおたずねになりたいに相そう違い　ございませんから、ごく手短にお話しいたしましょう。ここから十キロほど離はなれたところに、たいそう由ゆい緒しょある家いえ柄がらの、お金持ちがたくさん住んでいる村があるのですが、その村の方がたの相談で、お知り合いや親しん戚せきを誘さそいあわせ、それぞれ奥おくさま、息むす子こ　さん、娘むすめさんたちをともなって、この場所で楽しい慰みごとをすることが取り決められました。つまり、ここはこの周辺でもっとも気持ちのいい場所でございますので、ここでみんなして、それぞれ羊ひつじ飼か　いの衣い　装しょうをつけて、新しい牧人の理想郷アルカディアをつくろうということになったのでございます。そして、わたくしたちは、きのう初めてここに参りまして、ここいらの草原全体をうるおしている水量ゆたかな川のほとりに、テントをいくつか設置いたしました。また、これらの網もゆうべ張りめぐらしたものでございますが、これはわたくしたちの立てる物音に追いたてられてここに迷いこむ、まぬけな小鳥たちを捕つかまえるためのものでございます。ですから騎士さまも、もしよろしかったら、わたくしたちのお客さまになってくださいませんか。きっと丁てい重ちょうに、そして愉ゆ　快かいにもてなしてごらんにいれますわ。だって、楽園であるこの場所に悲しみや憂うれいが入る余地などあるはずがありませんもの。」

　娘むすめはここで口をつぐむと、それ以上なにも言わなかった。そこで、ドン・キホーテが答えて、こう言った[image: ──]

「麗うるわしき乙おと女め　よ、その昔むかし、ギリシャ神話の狩人かりゅうどが、思いもかけず、森の泉いずみで水をあびるディアナ(月と狩猟の女神)の姿すがたを見て呆ぼう然ぜんとし、感かん激げきしたというが、それとても、拙せっ者しゃがおん身たちの美しさを前にした時の驚きょう嘆たんには、とうていおよぶものではなかろう。おん身たちの楽園のこころみ、はなはだ結構な催もよおしとお見うけし、また、わざわざのご招待かたじけなく存ぞんじまするぞ。拙者、おん身たちのお役に立つことができれば、それにすぐる喜びはないとこころえる者にて、どうか、なんなりと安んじてお申しつけくだされ。と申すのも、拙者の使命はあらゆる人びとにたいし、とりわけ、おん身たちのような高こう貴き　な方がたにたいして感謝と恭きょう順じゅんの意を表し、善を行うにほかならぬからでござる。したがって、もしここにある網あみが地球全体をおおっていたとしたならば、拙者は網を破らないようにするため、別の新たなる世界をさがし出すことでござろう。いささか大おお仰ぎょうなもの言いと思われるかも知れぬが、かく申す拙者こそ、ほかならぬドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャでござると申しあげたらいかがかな。この名がおん身たちの耳に達しておるならば、少しは信しん頼らいしていただけるものと存ずるが。」

「あらあら、どうしましょう」と、もうひとりの牧女が仲なか間ま　にむかって言った、「こんな幸運ってあるかしら。わたくしたちの目の前にいらっしゃるのは、たいへんなお方よ。あなた知ってる？　この方のお手て　柄がらを書いた物語はちゃんと出版されてるから、わたくしも読んだけど、あれが噓うそやそらごとでなかったら、この方こそ、今の世でいちばん勇ゆう敢かんな、いちばん恋こ　い焦こ　がれる、そして、いちばん礼れい儀ぎ　正ただしいお方なのよ。それに、いっしょにおいでのその方は、サンチョ・パンサとかおっしゃる、並ならぶ者のないほど愉ゆ　快かいな従じゅう士し　さんにちがいありませんね。」

「そのとおりです」と、サンチョが口をはさんだ。「わしが、おまえさまの言いなさったそのおもしろい従じゅう者しゃで、こちらがわしのご主人、つまり、その物語に書かれているドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャさま、その人ですよ。」

「あらまあ！」と、連れの娘むすめが叫さけんだ。「ねえ、あなた、ぜひここに滞たい在ざいしていただくようにお願いしましょうよ。わたくしたちの両親や兄弟たちも、きっと大喜びするにきまってるわ。それにわたくしも、この方がたのことは[image: 噂]うわさに聞いて知ってますけど、この騎き　士し　さまは、およそ考えうるかぎり、もっともひたむきで忠ちゅう実じつな恋こい人びとでいらっしゃるとのことよ。思い姫ひめは、なんでもドゥルシネーア・デル・トボーソとおっしゃる方で、スペインじゅうがその姫に美の栄えい冠かんをささげているんですって。」

「ドゥルシネーア姫ひめに美の栄えい冠かんは当然のことでござる」と、ドン・キホーテが応じた、「もっとも、おん身たちの類たぐいまれな美しさを目にしたあとでは、いささかためらわれますがな。それはそうと、おん身たち、拙せっ者しゃをここにひきとめようと心を砕くだかれるのは、おやめなされ。なぜと申すに、いかなる場所であろうと、拙者が一か所にゆっくりと休らうことは、拙者の使命が許さないからでござる。」

　この時、四人のいるところに牧女のうちのひとりの兄が、これまた娘むすめたちの衣い　装しょうに見合うような、ぜいをこらした羊ひつじ飼か　いの装よそおいでやって来た。娘たちが彼かれに、ここにいらっしゃるのは勇名の高いドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャさまと従じゅう士し　のサンチョさまであると告げると、やはり、すでにその物語を読んでいた彼は、すぐに二人のことを納なっ得とくした。そこで、このりりしい羊飼いがドン・キホーテに丁てい重ちょうなあいさつをしたうえ、いっしょに自分たちのテントまで来てくれるように頼たのむと、さすがのドン・キホーテも願いを受け入れざるをえなかった。

　そうこうするうちに、その場に三十人を越こ　える男女が集まったが、いずれもきらびやかな羊ひつじ飼か　いの服ふく装そうであった。そして、たちまち一同の間にドン・キホーテ主しゅ従じゅうのことが知れわたり、彼かれらは大喜びで主従を受け入れた。彼らもまた、騎き　士し　と従士の物語を知っていたからである。かくして一同がテントにやって来ると、そこにはすでに、豪ごう勢せいで清潔な食しょく卓たくがととのえられていた。人びとはドン・キホーテに敬けい意い　を表して、上かみ座ざ　につかせた。そして、だれもかれも、騎士の姿すがたを眺ながめ、眺めなおしては、驚おどろきを新たにしたのである。

　やがて食事が終わって、テーブル掛か　けが取りはらわれると、ドン・キホーテは落ち着きはらって、つぎのように話しはじめた[image: ──]

「人間がおかす罪のなかでもっとも大きなものは、傲ごう慢まんだと申す者もおるが、拙せっ者しゃの考えるところでは、それは忘ぼう恩おんでござる。そこで拙者は、物心ついてからこれまで、なんとかこの罪をおかすまいと努つとめてまいった。そして、人から受けた好こう意い　あふれる行こう為い　にたいし、同じような行いでもって報むくいることができない場合には、せめて、そうしたいという気持ちを持つことで、それに代えようとし、それだけで気のすまない時には、その気持ちを口に出すことにしておりまする。なぜならば、人から受けた恩おん恵けいを口に出し、言葉に表す者は、できることなら行いでもってその恩恵に報いようという者だからでござる。ところで、だいたいにおいて、恩恵を受ける者は与あたえる者の下位に位置するものであり、それゆえにこそ、万人に与えるお方であられる神が万人の上におわしますのじゃ。しかも、人間の与えうるものなどは、しょせん神からの賜たまわりものとは較くらぶるべくもなく、雲うん泥でいの差がありまする。しかしながら、このおよばぬところ、足りぬところを補おぎなうのが、ほかならぬ感謝の気持ちでござる。そこで拙者は、今日この場で拙者に与えられた恩恵に心から感謝しつつも、相応の返礼が叶かなわぬことの代だい償しょうとして、拙者の限りある力でもってなしうること、かつ拙者の職務にふさわしいことをさせていただきたい。すなわち、これから二日のあいだ、サラゴーサ街かい道どうのまんなかに立って、ここにおいでの羊ひつじ飼か　い姿すがたの乙おと女め　たちこそ、この世でもっとも麗うるわしい、そしてもっとも礼節をわきまえた女性であると、大声でとなえる所しょ存ぞんでござる。もっとも、わが思い姫ひめの、比類なきドゥルシネーア・デル・トボーソだけはべつにしての話でござるがな。」

　ところが、主人の言葉にじっと耳を傾かたむけていたサンチョが、とつぜん大声をあげてこう言った[image: ──]

「このわしの主人が、こともあろうに狂人だなんて言うやつが、この世にあってもいいもんかね？　羊ひつじ飼か　いのおまえさまがたにひとつお聞きしてえ。どんなに賢かしこかろうと、いくら立派な学問をおさめていようと、わしのご主人の言いなさったようなことの言える司祭が、いったいどっかの村にいるかね？　いくら勇士の誉ほまれの高たけえ遍へん歴れきの騎き　士し　であっても、今、わしのご主人がなさったような約やく束そくのできる騎士さまがどっかにいるかね？」

　これを聞いたドン・キホーテは、サンチョのほうをふりむくなり、怒いかりのため顔をまっ赤にして、どなった[image: ──]

「こら、サンチョ！　おぬしがばか者で、おまけに、あくどいところまである男だと言わぬ者など、この世にいるはずもないぞ。いったいだれに頼たのまれて、拙せっ者しゃの申すことに口をさしはさみ、拙者のことを賢けん明めいだとか愚おろかだとか[image: 詮]せん索さくするのじゃ。余分なことを申すでない、このうつけ者めが。それより、拙者は今の申し出をさっそく実行に移すことにするから、すぐにロシナンテに鞍くらをつけるがよい。」

　こう言うと、ドン・キホーテは怒いかりをあらわにして、荒々あらあらしく席を立ったものだから、並な　みいる人びとはあっけにとられ、いったいドン・キホーテという人は正気なのか、それともやはり狂きょう気き　にとらわれているのか、いずれとも決めかねた。

　かくしてドン・キホーテは、その緑の草原からほど遠からぬところを走る街かい道どうのまんなかで仁に　王おう立だ　ちになって、天にもとどけとばかり、大だい音おん声じょうで呼よ　ばわったのである[image: ──]

「やあやあ、この道を行く方がた、もしくは、この二日のあいだにこの道を通らんとする方がた、騎き　士し　であろうと従じゅう士し　であろうと、はたまた、徒か　歩ち　であろうと馬上にあろうと、ようくお聞きなされい。ここにひかえし遍へん歴れきの騎士、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャは、この草原と森に住む妖よう精せいたちの具そなえたる美しさと気高さこそ、わが魂たましいのドゥルシネーア・デル・トボーソをべつにすれば、この世のあらゆる美しさと気高さをはるかに凌りょう駕が　するものであると、この剣けんにかけて、主張する者でござる。されば、これに異い　をとなえる者あらば、遠えん慮りょなくおいでなされ。拙せっ者しゃここにて、お相手つかまつろうぞ。」

　彼かれはこれを二度くり返したが、そこでこの言葉を聞いた者など、ただのひとりもいなかった。しかし、運命の神のさしがねにより、それからしばらくすると、馬に乗った一群の男たちが街かい道どうに姿すがたを現した。彼らの多くは槍やりを手にし、押お　しあいへしあいしながら、ものすごい勢いでこちらへむかって来たのである。これを見たドン・キホーテは武者ぶるいをし、不敵な面つらがまえで、悠ゆう然ぜんと待ちうけた。サンチョ・パンサはといえば、ロシナンテの尻しりを盾たてにして、身をかくした。

　槍やりを持った男たちの一団が迫せまってくると、その先頭にいた男が、大声でドン・キホーテにどなった[image: ──]

「おい、そこのオッサン、道をあけるんだ！　うろうろしてると、牛にやられて粉々になっちまうぞ！」

「なにをぬかすか、この下げ　種す　野や　郎ろうめ！」と、ドン・キホーテが答えた。「たとえどんなに猛たけだけしい雄お　牛うしが何頭かかってこようと、拙せっ者しゃにとっては物の数ではないわ！　さあ、悪あく党とうども、拙者がいま公言いたしたことを、そっくりそのまま認みとめて、真実であると誓ちかうか、さもなければ、拙者と一戦まじえる覚かく悟ご　をするか、どちらかひとつじゃ。」

　牛追いがこれに答えるひまはなかったし、また、ドン・キホーテがたとえ道をあけようとしたところで、そうするひまさえなかったであろう。つまり、首に鈴すずをつけた一群の牛に先導された雄お　牛うしの大群が、牛追いたちに駆か　りたてられながら、ドン・キホーテとサンチョ、そしてロシナンテと灰はい毛げ　ロバの上になだれをうってのしかかったかと思うと、つぎつぎに二人と二頭を蹴け　たおし、踏ふ　みころがして通り過ぎたのである。サンチョはしたたかに踏みにじられてさんざんなめにあったし、ドン・キホーテはあまりのことに度ど　肝ぎもをぬかれ、灰毛ロバは遠くまではじきとばされ、ロシナンテとてけっしてりっぱなていたらくではなかった。それでも二人と二頭は、やっとの思いで起きあがり、ドン・キホーテは、おぼつかない足どりで、よろめいたり、倒たおれたりしながら、なおも懸けん命めいに牛の群れのあとを追いかけて、どなった[image: ──]

「とまれ！　引き返せ！　下げ　種す　な悪あく党とうども！　ここでおぬしらを待ちうけるは、ただひとりの騎き　士し　なるぞ。」

　騎き　士し　がこうどなったからといって、先を急ぐ牛追いたちが立ちどまるはずもなかったし、また彼かれらには、騎士のおどし文句など去年の雲ほどにも気にかからなかったのである。疲つかれはてたドン・キホーテは立ちどまると、腸はらわたの煮に　えくりかえる思いで道ばたにへたりこみ、サンチョとロシナンテと灰はい毛げ　ロバがやって来るのを待った。そして、やがて彼らがやって来ると、主人と従じゅう者しゃはそれぞれ馬とロバにまたがり、にわかづくりの似え　非せ　楽園の人びとに別れのあいさつをすることもなく、このたびは、喜び勇むどころか、傷きずついた心をいだいて、ふたたび道を続けた。


    
      
    


31『ドン・キホーテ』の偽ぎ　作さくの存そん在ざいを知っておどろくドン・キホーテ

　ドン・キホーテとサンチョが、いかにもぶしつけな牛の群れの通過でかぶった埃ほこりを洗あらいおとし、疲つかれをいやしたのは、涼すずしげな木立の間に湧わ　き出ている清らかな泉いずみにおいてであった。そして、ようやくさっぱりした主しゅ従じゅうが、ロシナンテと灰はい毛げ　ロバを自由に遊ばせておいて、泉のほとりに腰こしをおろすと、サンチョは、さっそく振ふ　り分け袋ぶくろに手をのばして、中から食しょく糧りょうを取り出した。ところが、先ほどの屈くつ辱じょくですっかり意い　気き　消しょう沈ちんしたドン・キホーテは何ひとつ食べようとしないので、サンチョも主人にたいする遠えん慮りょから手をふれかねて、しばらくは主人が食べはじめるのを待っていたが、やがて、もの思いにふける主人が、パンを口に運ぶのをすっかり忘わすれているのを見てとると、いっさいの慎つつしみをかなぐり捨す　てて、目の前にあるパンとチーズをがつがつと胃ぶくろのなかにつめこみはじめた。

「そうそう、食べるがよいぞ、友のサンチョ、その生命い の ちを養うためにな」と、ドン・キホーテが言った。「わしはどうでも、おまえにとってはきわめて大切なことじゃ。わしはこのもの思いと不運のなかで、このまま死なせてもらおう。サンチョよ、わしは死にながら生きるために、そしておまえは食べながら死ぬために生まれたのじゃ。これが本当であることはおまえにもわかろうな。だってそうであろう、わしは物語に書かれ、勇名をはせ、ふるまいにおいては慎つつしみぶかく、高こう貴き　な方がたに尊そん敬けいされ、さらに、女たちに言い寄られてまいった。そしてあとは、わしがたてた数かずの武ぶ　勲くんにふさわしい勝利の栄えい冠かんを手にするのみという時になって、こともあろうに、汚けがらわしい獣けだものどもに踏ふ　みにじられ、いためつけられてしまったのじゃ。それを思うと、歯は浮う　き、手はしびれ、ものを食おうという気など全然起こりはせぬ。それゆえわしは、あらゆる死のなかでもっともむごい飢う　え死にによって死のうと思うのじゃ。」

「だんなさま」と、サンチョが応じた、「おらはわざわざ自分から死のうなんてこたあ考えねえだ。それよりか、自分の歯で革かわを必要なだけの長さに引きのばす靴くつ屋や　のようにやってくつもりだよ。つまり、おらはせいぜい食って、神さまがお決めくださった最後のところまで、この命を引きのばすつもりなんです。だけんど、だんなさま、おまえさまみたいに、やけっぱちになって命を縮ちぢめようとするくらい馬ば　鹿か　げたこたあねえと思うだ。さあ、めしでも食って、この青草をふとんにしてひと眠ねむりしてごらんなさいまし。目を覚ましなすった時にゃ、気分がよくなっていなさるにちげえねえだから。」

　サンチョの言葉が、愚ぐ　者しゃの言葉というよりは哲てつ人じんのそれに思われたので、ドン・キホーテもそれにしたがう気になって、こんなことを言った[image: ──]

「のう、サンチョよ。もしおまえがわしの頼たのみをきいてくれるとしたら、わしの気がもっと晴れ、この悩なやみがもっと軽くなるのは受けあいじゃがの。つまりじゃ、わしがおまえの忠ちゅう告こくにしたがって眠ねむっている間に、すまぬが、少し離はなれたところへ行っておまえのお尻しりをむき出しにし、ドゥルシネーア姫ひめの魔ま　法ほう解と　きに必要な三千三百の鞭むち打う　ちの内うち払ばらいとして、三百か四百ばかりロシナンテの手た　綱づなでやってもらいたいのじゃ。あの姫が、おまえの怠たい慢まんと冷れい淡たんさのために、いつまでも魔法にかかっておられるのは、いかにもおいたわしいことだからの。」

「それについちゃあ、いろいろと言いたいことがありまさあ」と、サンチョが言った。「だけんど、さしあたって今は、二人とも眠ねむることです。そのあとどうなるかは、神さまがご存ぞんじですよ。いいかね、だんなさま、自分で自分の体を鞭むち打う　つってのは、なまやさしいことじゃねえだよ。ましてや、ろくすっぽ飯めしも食ってねえ体を打つとなりゃ、なおさらだ。まあ、ドゥルシネーアさまには、もうちょっと辛しん抱ぼうしてもらおうか。そうすりゃあ、思ってもみねえ時に、鞭打ちで蜂はちの巣す　みたいに穴あなだらけになったおらの体をごらんになろうってもんですよ。とにかく、人間死ぬまでは生きてるだ。つまり、おらが言いたいのは、おらはまだ生きてるから、生きてさえいりゃ、お約やく束そくしたことを果たすこともできるちゅうことです。」

　これを聞いてサンチョに感謝したドン・キホーテは、わずかながら食べ、サンチョのほうはたらふく食べた。それから二人は、そのままごろりと横になって寝ね　こんでしまったので、そのあいだ解き放たれていた、つねに離はなれることのない仲なかよしのロシナンテと灰はい毛げ　ロバは、あたりの豊かな草を自由に食は　んでいた。かなり眠ねむって目をさました主しゅ従じゅうは、ふたたびそれぞれ馬とロバに乗り、そこから四、五キロばかり先に見えた旅たび宿やどにむかって、道を急いだ。なお、ここで旅宿といったのは、それまでどんな宿屋でもみんな城しろと呼よ　んでいたドン・キホーテが、この時ばかりはそれを旅宿と呼んだからである。

　さて、宿に着いて、亭てい主しゅに泊と　まれるかどうかをたずねると、泊まれるどころか、都会の一流ホテルなみの設備で、待たい遇ぐうも申し分ないという返事であった。そこで、亭主から[image: 鍵]かぎを受けとったサンチョは、荷物を部屋に入れ、ロシナンテと灰はい毛げ　ロバを馬小屋に連れていって飼か　い葉をあてがった。それから、宿の入口脇わきのベンチに腰こしをおろしていた主人のところに行った彼は、心のなかで、この旅宿が主人の目に城しろと映うつらなかったことについて神に感謝をささげたのである。

　やがて夕食の時じ　刻こくになったので、主しゅ従じゅうは部屋に入った。サンチョが亭てい主しゅに、晩ばん飯めしには何を食わせてくれるのか、とたずねると、お客さまのお好このみしだいです、この宿には、空とぶ小鳥から、地をはう鳥、さらには海の魚にいたるまで何でもそろっていますから、という返事であった。

「それほどの必要はねえ」と、サンチョが言った。「ひな鶏どりを二羽わ　も焼いてもらえりゃ、それで十分だ。ご主人はこのところ気分がすぐれねえんで、あんまり召め　しあがらねえし、わしもそう食い意地のはってるほうじゃねえだから。」

　すると亭てい主しゅは、あいにくなことに、ひな鶏どりはみんなワシにさらわれてしまって、持ち合わせがございません、と答えた。

「そんなら、若わか鶏どりの柔やわらかいやつを焼いてもらおうか」と、サンチョが言った。

「若わか鶏どり？　こりゃまた間ま　の悪い！」と、亭てい主しゅが応じた。「じつを言いますと、ついきのうのこと、町のほうへ五十羽ぱ　以上も売りに出してしまったんですよ。でも、若鶏のほかなら、なんなりと申しつけてください。」

「そういうことなら」と、サンチョが言った、「子牛か子ヤギの肉にしてもらおうか。」

「今のところてまえどもの宿には」と、亭てい主しゅが答えた、「品切れで、一切れもありません。もっとも来週になれば、あり余るほど入りますがね。」

「あきれて、ものも言えねえ！」と、サンチョがため息をついた。「それじゃきっと、その無い無いづくしのあとに残るのは、ベーコンと卵たまごぐらいだろうて。」

「やれやれ、救われませんな！」と、亭てい主しゅが言った、「お客さんも、そうとう血のめぐりの悪いお方だ、若わか鶏どりも雌めん鶏どりも、とにかく鶏にわとりがいないというのに、卵たまごのありようがありますかね？　そんなに無いものねだりばかりせずに、何かほかのうまいものを思いついてくださいよ。」

「ええい、くそいまいましい」と、サンチョが言った、「くだくだごたくを並ならべるのはやめにして、いったい何があるのか言ってもらおうじゃねえか。」

　すると、亭てい主しゅが答えた[image: ──]

「まちがいなくあるのは牛の爪つめ、つまり子牛の前足二本で、こいつをタマネギやヒヨコ豆まめやブタ肉といっしょに煮に　てるんですがね、ちょうど今ごろは、『食ってくれ、食ってくれ』と言ってるはずですよ。」

「じゃ、わしはそいつに決めただ」と、サンチョが言った、「だれにも手をつけさせねえようにな。わしにとっちゃそれくらい好す　きな料理もねえし、支し　払はらいのほうはうんとはずんでやるからね。」

「手をつける者なんかいるもんですか」と、宿の亭てい主しゅが言った。「今うちにいなさるお客さまは、身分の高い人たちばかりで、みなお抱かかえの料理人を連れて、食しょく糧りょうまでご持参ですからね。」

「身分の高さにかけちゃあ」と、サンチョが応じた、「わしのご主人にかなう者はいやしねえ。だけんどご主人のお務つとめのせいで、食しょく糧りょう戸と　棚だなや酒倉を持ちはこぶわけにはいかねえだ。早い話が、わしらは野原のまんなかで横になって眠ねむり、ハシバミの実やセイヨウカリンの実で飢う　えをしのぐってわけさね。」

　サンチョは旅たび宿やどの亭てい主しゅを相手にしばらくこんなやりとりをしていたが、やがて亭主が煮に　込こ　み料理を鍋なべごと運んできたので、主しゅ従じゅうは食しょく卓たくについて、いかにもうまそうに食べはじめた。すると、どうやら薄うすい板で仕切られただけの隣となりの部屋から、こんな話し声が聞こえてきた[image: ──]

「ドン・ヘロニモさん、夕食が運ばれてくるまでの間に、『ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ』の続ぞく[image: 篇]へん(一六一四年にアベリャネーダというペン・ネームを使う、正体不明の男によって書かれた、『ドン・キホーテ』の偽作のこと)をもう一章、読んでみませんか。」

　自分の名を耳にしたドン・キホーテは、すっくと立ちあがると、隣となりの客がいったい何の話をしているのか知ろうとして、耳をそばだてた。すぐに、ドン・ヘロニモと呼よ　ばれた男の答えるのが聞こえた[image: ──]

「ドン・フワンさん、あなたはまたなんだって、あんなでたらめな話を読みつづけたいんです？　『ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ』の本物を読んだ者に、この偽にせ物ものがおもしろいはずなどないでしょう。わたしがこの偽ぎ　作さくでいちばん気にいらないのは、ドン・キホーテを、すでにドゥルシネーア・デル・トボーソへの恋こいからさめた騎き　士し　として描えがいているところです。」

　これを聞いたドン・キホーテは、驚おどろきと怒いかりのあまり、われを忘わすれて、どなった[image: ──]

「ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャがドゥルシネーア・デル・トボーソを忘わすれたとか申す者は、どこのだれであれ、それが真実からほど遠いことを、この剣けんにかけても教えてみせようぞ。比類なきドゥルシネーア・デル・トボーソは忘れ去られるようなお方でもござらぬし、ドン・キホーテのなかに忘ぼう却きゃくが入りこむような余地もござらん。なんとなれば、ドン・キホーテのかかげる標章はみさおの堅かたさであり、その使命は、あの方をやさしくお守りすることだからじゃ。」

「われわれにお答えなされたのは、どこのどなたですかな」と、隣りん室しつの男が応じた。

「どこのどなたですか、もねえもんだ」とサンチョが言った、「正しょう真しん正しょう銘めいのドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャご自身、つまり、いったん口にしたことは何でも、ちゃんと実行なさる騎き　士し　さまよ。」

　サンチョがこう言い終わるやいなや、隣となりの部屋から二人の紳しん士し　がとびこんで来たが、そのうちのひとりは、ドン・キホーテの肩かたに手をかけると、こう言った[image: ──]

「お見うけするところ、あなたのお姿すがたはあなたのお名前をあざむかず、お名前はお姿にぴったりでございますな。あなたこそ、世にある遍へん歴れきの騎き　士し　の導しるべにして模も　範はんでもある、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャどのにまちがいないと存ぞんじます。このように、ご本人がおられる以上、この偽ぎ　作さくを書いた男のように、あなたの名声を横取りし、その手て　柄がらをだいなしにしようとしたところで、それはまったく無む　駄だ　骨ぼねでございましょう。」

　こう言って、彼かれは連れの男が持っていた本をドン・キホーテに手て　渡わたした。ドン・キホーテは、何も言わずにぱらぱらとページをくりはじめたが、しばらくすると本を返した。そして、サンチョの妻テレサ・パンサの名がマリ・グティエレスとなっているところをはじめとする、いくつかの誤あやまりを指し　摘てきしたうえ、これほど基本的なところで事実からそれていることからして、物語のいたるところで間ま　違ちがいをおかしているにちがいないと、いかにも苦々しげに言った。

　さて、こうなった以上、ドン・キホーテからいろいろおもしろい話を聞き出してやろうと考えた二人の紳しん士し　は、彼かれに、自分たちの部屋でいっしょに食事をしてくれるように頼たのんだ。ドン・キホーテはこころよく招きに応じ、ドゥルシネーアが魔ま　法ほうにかけられたいきさつのほか、モンテシーノスの洞ほら穴あなの冒ぼう険けんや、サンチョがなすべき鞭むち打う　ちなどについて話して聞かせたので、紳士たちは大喜びであった。最後に二人が、これからどちらへ赴おもむかれるのかとたずねると、ドン・キホーテは、サラゴーサへ行って、そこで毎年もよおされる馬ば　上じょう槍やり仕じ　合あいに出るつもりであると答えた。これを聞いたドン・フワンは、新作の物語でも、やはりドン・キホーテがサラゴーサの馬上槍仕合に出場していることを告げた。

「そういうことなら」と、ドン・キホーテが言った、「拙せっ者しゃはサラゴーサには一歩たりとも足を踏ふ　み入れぬことにいたそう。そうすれば、その新しい物語の作者の噓うそを天下にさらし、彼かれの描えがくドン・キホーテが拙者ではないことを、世の人びとに知らしめることになるはずじゃ。」

「それがよろしいかと存ぞんじます」と、ドン・ヘロニモが応じた。「それに馬ば　上じょう槍やり仕じ　合あいなら、バルセローナにもございますから、そこでもドン・キホーテどのの武勇を発はっ揮き　することはできましょう。」

「拙せっ者しゃもそうするつもりでござる」と、ドン・キホーテは答えると、もうすでに床とこにつくべき時じ　刻こくになっていたので、二人の紳しん士し　の許しをえて、自室にひきとった。

　次の日、早起きをしたドン・キホーテは、隣りん室しつとの仕切りになっている板を叩たたいて、紳しん士し　たちに別れを告げた。そしてサンチョは、宿の亭てい主しゅに気前よく支し　払はらいをしたうえで、これからは宿にある食料をもっと控ひかえ目に自じ　慢まんするか、さもなければ、もっと豊富にとりそろえておくがよい、と忠ちゅう告こくしたのである。


32《銀月の騎き　士し　》との一いっ騎き　討う　ち、ならびに《銀月の騎士》の正体について

　かくしてバルセローナにむかったドン・キホーテ主しゅ従じゅうは、とちゅうで盗とう賊ぞくの一団に捕つかまるといううきめにあったが、ドン・キホーテの名を聞き知っていた盗賊の首領、ローケ・ギナールによって、無事解放された。おまけにこのローケは、バルセローナの友人に手紙をしたため、有名な騎き　士し　のかの地への到とう着ちゃくを予告したので、バルセローナに着いたドン・キホーテ主従は、ここでもまた、からかい半分の大だい歓かん迎げいを受けることになったのである。

　こうして、ドン・アントニオ・モレーノという名の裕ゆう福ふくな紳しん士し　の邸てい宅たくに滞たい在ざいしていたドン・キホーテは、ある朝のこと、甲かっ冑ちゅうに身をかためて、海岸のほうへ散歩に出かけた。彼かれ自身しばしば口にしていたように、『鎧よろいこそがわが晴着、戦いくさごとがわが休らい』だったので、彼はかた時も武ぶ　装そうをとくことがなかったのである。ドン・キホーテが海岸を歩いていると、やがて、これまた甲冑に身をかためた騎き　士し　がこちらにむかって来るのが見えた。そして、光り輝かがやく月を描えがいた盾たてを手にしたその騎士は、声の聞こえるあたりまでやって来ると、大声でドン・キホーテに呼よ　びかけた[image: ──]

「あいや、名にし負う騎き　士し　、いかに称たたえても称えきれぬドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャどの、拙せっ者しゃは《銀月の騎士》でござる。拙者のかくれもない武ぶ　勲くんの数かず、よもや知らぬとは申すまいな。拙者がここにまいったのはほかでもない、おん身と一戦まじえて、おん身を打ち負かし、拙者の思い姫ひめがだれであれ、彼かの女じょがおん身の思い姫ドゥルシネーア・デル・トボーソよりもはるかに美しいことを、おん身に知らしめ、認みとめせしめるためでござる。もっとも、もしおん身がこの真実を、今すぐ、無条件でお認めになれば、おん身の命が助かるばかりでなく、おん身の命をちょうだいする拙者の手間もはぶけるというものでござる。しかし、たがいに合かっ戦せんにおよんだ場合、拙者がおん身を打ち倒たおしたあかつきには、おん身は武器を捨す　て、このうえ冒ぼう険けんをさがして歩きまわるのをやめて郷きょう里り　に帰られ、むこう一年は、いっさい剣けんに手をふれることなく、引きこもって、静かに暮く　らすことを約やく束そくしなければなりませんぞ。なぜならば、そうすることが、おん身の魂たましいの救きゅう済さいにもよろしいことだからであり、拙者の願いも、それをおいてはほかにござらぬ。もしまた、拙者が負けた場合は、おん身はこの首を思いどおりになさればよいし、拙者の武器や馬はおん身の戦利品となり、さらに、拙者のこれまでの武勇の名声もおん身のものとなるでござろう。おん身にとっていずれが望ましいかをお考えのうえ、すぐにも返答をいただきたい。と申すのも、拙者は今日じゅうにこの件に決着をつけねばならぬからでござる。」

　ドン・キホーテは《銀月の騎き　士し　》の傲ごう慢まんな口ぶり、ならびに彼かれが戦いをいどむその理由に、驚おどろきあきれたが、それでも、毅き　然ぜんたる態度をくずすことなく、こう言った[image: ──]

「《銀月の騎き　士し　》とやら、貴き　殿でんの自じ　慢まんされる武ぶ　勲くんなど、拙せっ者しゃこれまでついぞ耳にしたことはござらぬ。また、拙者誓ちかってもかまわぬが、貴殿はいまだかつて、令名高きドゥルシネーア姫ひめに見まみえたことがないに相そう違い　ない。と申すのは、貴殿が一度でも拝はい顔がんの栄に浴していたならば、よもやそのようなもの言いをされるはずもござらぬし、また、姫と較くらべうる美しさなどありえないことを悟さとられるはずだからでござる。したがって、貴殿が噓うそをついたとは申さぬまでも、貴殿の申し出はいささか見当はずれであると申しあげたい。それはともかく、拙者、貴殿の示された条件で、挑ちょう戦せんをお受けいたそう。ただし、貴殿の武勇の名声が拙者のものとなるという条件だけはとりのぞいていただきたい。なんとなれば、それがいかなるものか、拙者いっこうに存ぞんぜぬし、また拙者は、これまでのおのれの武名に満足しているからでござる。されば、お好す　きな場所に位置を占し　められよ。」

　ところで、市まちではすでに《銀月の騎き　士し　》の[image: 噂]うわさがとりざたされており、なかには、彼かれがドン・キホーテと話をしているのを見たと、バルセローナの総そう督とくに告げる者もあった。そこで総督は、おそらくドン・アントニオ・モレーノあたりの仕組んだことではなかろうかと思いながらも、ドン・アントニオをふくむ多くのお供ともを引き連れて、浜はま辺べ　に駆か　けつけた。おりしもそこでは、ドン・キホーテがロシナンテの手た　綱づなをかえして、攻こう撃げきのために必要な距きょ離り　をとらんとしているところであった。


    
      
    


　おどろいた総そう督とくは、ドン・アントニオに急いで近づくと、《銀月の騎き　士し　》が何者か知っているのか、そして、これまたドン・キホーテにしかけられた悪ふざけではないのか、と低い声でたずねた。しかしドン・アントニオは、彼かれが何者であるかも知らなければ、この決けっ闘とうがじょうだんなのか本気なのかも知らないと答えた。この返事を聞いた総督は、二人をそのまま戦わせるべきか、それとも決闘をやめさせるべきか判断に迷ったが、けっきょく、どう考えても何かのじょうだんとしか思えなかったので、自由にさせることにした。

　さてドン・キホーテは、戦いを始める時にはいつもそうするように、心をこめて神とドゥルシネーアによる加護を祈き　念ねんすると、相手が間かん隔かくをとるために遠ざかるのを見て、自分もさらに距きょ離り　をとった。そして、合戦始めのラッパの合図もなにもなく、二人はほとんど同時に馬の手た　綱づなをかえすと、相手めがけて突とっ進しんしたのである。ところが、ロシナンテよりはるかに敏びん捷しょうだった《銀月の騎き　士し　》の馬は、両者がとった間隔の三分の二ほども走ったところで相手に出くわすと、そのまま、おそろしい勢いでぶつかったものだから、ドン・キホーテとロシナンテは、人馬もろとも地面にこっぴどくたたきつけられてしまった。もっとも《銀月の騎士》はその時、どうやらわざと槍やりを高くかかげていたらしく、槍で突つ　くことはしなかった。そして、すかさず倒たおれた騎士のそばに寄った彼かれは、かぶとの目ま　庇びさしの上に槍先を突きつけて、こう言った[image: ──]

「ドン・キホーテどの、おん身の負けでござるぞ。それゆえ、決けっ闘とうの条件をお認みとめにならなければ、お生命い の ちもちょうだいいたす。」

　地面にたたきつけられて、意識のもうろうとしていたドン・キホーテは、目ま　庇びさしをあげることもせずに、まるで墓のなかから聞こえてくるかのような、弱々しい声で言った[image: ──]

「ドゥルシネーア・デル・トボーソはこの世で随ずい一いちの美び　姫き　にして、拙せっ者しゃこそ、地上でもっとも武運つたなき騎き　士し　でござる。拙者の弱さゆえに、この真実を曲げることはあいならぬ。さあ騎士よ、拙者の名めい誉よ　を打ちくだいたからには、その槍やりで拙せっ者しゃの生命い の ちをも奪うばいとってくだされ。」

「いやいや、それはなりませぬ」と、《銀月の騎き　士し　》が言った。「また、ドゥルシネーア姫ひめの美人の誉ほまれも、そっくりそのまま、存そん続ぞくさせていただきましょうぞ。ただ、この一いっ騎き　討う　ちに入る前の取り決めにしたがって、ドン・キホーテどのがこれより一年の間、あるいは拙せっ者しゃがお知らせする時まで、郷きょう里り　の村でご隠いん棲せいくだされば、拙せっ者しゃはそれで満足でござる。」

　一部始終を見守っていた総そう督とくとドン・アントニオ、ならびにその場に居合わせた多くの人びとは、ドン・キホーテが、ドゥルシネーアの名めい誉よ　に傷きずがつくようなことでさえなければ、自分は誠せい実じつな騎き　士し　として、約やく束そくはかならず守ると答えるのを聞いた。ドン・キホーテがこう言ったのを確かめると、《銀月の騎士》は馬上から総督にむかって会え　釈しゃくをした後、跑だく足あしで市し　街がい地ち　のほうへ走り去った。

　総そう督とくはドン・アントニオに、あとをつけて行って、なんとしても彼かれの正体をつきとめるようにと命じた。人びとはドン・キホーテを助け起こしてかぶとをぬがせたが、その顔は血の気を失って、汗あせまみれであった。ロシナンテはよほど強くたたきつけられたとみえて、しばらくは身動きすることさえできなかった。すっかりしょげかえったサンチョは、言葉もなく、どうしたらいいのかもわからず、ただ、うろうろするばかりであった。彼には、目の前で起こったことが何もかも夢ゆめのなかの出来事のように思え、すべてが魔ま　法ほう使つかいのしわざとしか思えなかった。打ち負かされた主人は、むこう一年間、いっさい武器を手にしてはならないのである。これまでの主人の輝かがやかしい武ぶ　勲くんにかげりがさし、主人が自分にしてくれた新たな約やく束そくが、まるで風にあおられた煙けむりのように、吹ふ　き消されるのを見るような気がした。また、ロシナンテがこのまま不ふ　具ぐ　になってしまうのではないか、主人の骨ほねもはずれたままになってしまうのではないかというのも気がかりであった。けっきょくのところ、ドン・キホーテは、総督が呼よ　んだ輿こしに乗せられて市まちへ運ばれていった。そして総督は、ドン・キホーテをこんなひどいめにあわせた《銀月の騎士》の正体を知りたいという思いにかられて、急ぎ市中にもどった。

　さて、《銀月の騎き　士し　》のあとを追ったドン・アントニオは、騎士がとある宿屋に入るのを見て、自分もつづいて入り、騎士をつかまえた。すると、あとをつけられていたのを知っていた騎士は、彼かれにこう言った[image: ──]

「わたくしはあなたが何のためにいらしたのかよく存ぞんじております。わたくしが何者か、それがお知りになりたいのでしょう。どうぞお聞きください。わたくしは学士のサンソン・カラスコと申しまして、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャと同じ村の者です。ドン・キホーテの知り合いで、彼かれの狂きょう気き　ざたを残念に思わなかった者はおりませんが、なかでも、とくに彼のことを気の毒に思った者のひとりがこのわたくしでした。そしてわたくしは、彼の狂気をいやすには静養が一番、つまり、自じ　宅たくに落ち着かせるにかぎると考え、彼を村につれもどす手だてをあれこれ工く　夫ふうしました。じつは、三か月ほど前には、《鏡の騎士》という名の遍へん歴れきの騎士になりすまして村を出ました。もちろん、彼と出会って一戦をまじえ、怪け　我が　をさせることなく打ち負かして、敗者は勝者の言うままになるという条件を守らせるつもりだったのです。ところがあの時は運命のいたずらで、思わくとは反対にわたくしが負け、馬からつき落とされてしまいました。その結果、彼はなおも旅を続けたのにたいして、わたくしは面めん目ぼくを失い、ひどい傷きずをおって村にひき返しました。しかし、痛いたいめにあったからといって、ふたたび彼をさがし出し、打ち負かして遍歴をあきらめさせるという志を捨す　てたわけではありませんでした。そして、今日ごらんになったように、やっと思いをとげることができたのです。あの人は、騎士道の掟おきてを守るということにかけては、このうえなく忠ちゅう実じつですから、騎士としての面目を保つために、今日われわれが取り決めた約やく束そくをそのまま実行することはまちがいありません。以上のような次し　第だいですが、ここであなたにひとつだけお願いがございます。それは、せっかくのわたくしの善意が無む　駄だ　になることなく、彼が騎士道の妄もう想そうから解放されて本来のりっぱな理性をとりもどすことができるようにするためにも、どうかわたくしが何者であるかドン・キホーテには言わないでいただきたいということです。」

　これだけ聞いて、サンソン・カラスコに礼を述べ、別れを告げたドン・アントニオは、総そう督とくのところにもどると、宿屋で聞いたところを残らず報告した。しかし報告を聞いた総督は、いささかがっかりしたようであった。なぜなら、ドン・キホーテが村に引きこもって、正気にもどってしまえば、もはや彼かれの狂きょう態たいや従じゅう者しゃサンチョのご愛あい嬌きょうを見たり聞いたりすることはできなくなり、それは世間全体にとって、たいへんな損失になると思ったからである。

　ドン・キホーテはそれから六日のあいだ床とこについていたが、その間、みじめな敗北をきっした戦いの場面が絶えず脳のう裡り　に去来して、心の晴れることがなかった。悲しげにふさぎこむ主人を見ると、サンチョはさかんに慰なぐさめて、こんなことを言った[image: ──]

「だんなさま、ちっとは頭をもたげて、元気をお出しなさいましよ。たしかに、地べたにたたきつけられはしたものの、あばら骨ぼね一本折らずにすんだことを、神さまに感謝なさいまし。さあ、これでおらたちも、冒ぼう険けんをさがして見知らぬ土地をほっつき歩くのとはおさらばだ。だけんど、よく考えてみると、いちばん痛いたいめにあったのはおまえさまかも知れねえだが、いちばんの貧びん乏ぼうくじ引いたなあ、このおらだね。たしかにおらは、あの島の経験で、このうえ領主になる気は捨す　てたけど、伯はく爵しゃくになりてえ気持ちまで捨てたわけじゃあなかったからね。おまえさまが騎き　士し　道どうのお務つとめをやめなさったら、王さまにゃなれねえだから、けっきょくわしの望みも煙けむりみたいに消えちまっただよ。」

「なにを申すか、サンチョ。おまえも知ってのとおり、わしが村に引きこもるのは一年だけじゃ。それが過ぎたら、また騎き　士し　道どうの修しゅ行ぎょうに出るのじゃ。そうすれば、王国のひとつや、おまえに与あたえるべきどこかの伯はく爵しゃく領りょうぐらい、手に入らぬわけではないぞ。」

「そうなってほしいもんですよ」と、サンチョが言った。「世間じゃよく、『さもしい所有より、よき希望のほうが価か　値ち　がある』って言うからね。」

　さて、従じゅう者しゃとこのようなやりとりをしながら療りょう養ようしていたドン・キホーテにも、いよいよ出発の日がやってきた。そして、武ぶ　装そうをといたドン・キホーテは、普ふ　通つうの旅人の姿すがたで、また、灰はい毛げ　ロバの背せ　を甲かっ冑ちゅうや武器などの荷に奪うばわれたサンチョは、徒歩で、帰き　途と　についたのである。


33 約やく束そくの一年を羊ひつじ飼か　いとして暮く　らすことを決意するドン・キホーテ

　ただでさえ考えこむたちであったドン・キホーテは、決定的な敗北をきっしてからというもの、ますます多くのもの思いに悩なやまされることになった。なかでも、彼かれの心をひどくわずらわせたのは、これから一年間の隠いん[image: 遁]とん生せい活かつのことであり、ドゥルシネーアの魔ま　法ほう解と　きのことであった。ドン・キホーテはサンチョに言った[image: ──]

「おい、サンチョよ、おぬしはその体を鞭むち打う　ち、責めさいなむことをおこたって、ドゥルシネーア姫ひめをずいぶん苦しめておるぞ。おぬしは、あの気の毒な姫を救うよりも、墓場のうじ虫どものえさにするために、その太った体を大事にとっておこうとでもいうのか。鞭打ちをしないなら、おぬしの体などオオカミに食われてしまうがいいわ！」

「だんなさま」と、サンチョが答えた、「ほんとのことを言わせてもらえば、おらには、おらのけつ叩たたきが魔ま　法ほう解と　きと何か関係があるとは、とても思えねえだ。まるで、『頭が痛いたけりゃ、膝ひざに膏こう薬やくをはれ』ってなもんだからね。どうです、おまえさまがこれまで読みなすった遍へん歴れきの騎き　士し　の物語のなかで、鞭むち打う　ちで魔法が落ちたなんて話が、いっぺんでもありましたかね、おら、ねえと思うだ。だけんど、それはともかくとして、おらの気がむいて、都合のいい時が来たら、しっかりこの体に鞭をくらわすつもりですよ。」

「ぜひ、そうしてほしいものじゃ」と、ドン・キホーテが言った。「わしの思い姫ひめをお助けするのは、おまえの義務であり責任でもあるということに、おまえがはやく気づいてくれるよう、神のお力ぞえを祈いのるばかりじゃ。考えてもみなさい、おまえがわしのものであってみれば、わしの姫はおまえのものでもあるのだぞ。」

　こんなやりとりをしながら郷きょう里り　への道をたどっていた二人はやがて、かつて牛の群れに蹴け　倒たおされ、踏ふ　んづけられた、あの場所にやって来た。そのことに気づいたドン・キホーテは、サンチョにこう言った[image: ──]

「ここは、あの牧歌的な楽園を復活させようとしていた、麗うるわしい乙おと女め　やりりしい若わか者ものたちと出会った草原ではないか。あれは珍めずらしいばかりでなく、なかなかゆかしい思いつきであったな。そこでじゃ、サンチョ、われわれも、せめてこの一年の間だけでも、羊ひつじ飼か　いになって暮く　らしたいと思うが、おまえの考えはどうじゃ？　まず、いくらかの羊と、そのほか羊飼いの仕事に必要なものを買いそろえよう。そして、わしは《牧人キホーティス》、おまえは《牧人パンシーノ》と名前を変え、野山や草原で、歌をうたったり、愁うれいの涙なみだを流したり、泉いずみや清らかな小川の水を飲んだりしながら、暮らすのじゃ。そうすれば、カシの木は甘あまき果実を、ヤナギは木こ　陰かげを、バラは香かおりを、広々とした草原は色とりどりに織りなした絨じゅう緞たんを、きれいに澄す　んだ大気は息い　吹ぶきを、月と星は暗き夜に光を、われらに恵めぐんでくれるであろう。さらにまた、楽しさは歌を、歓喜は涙を、アポロは詩を、そして愛は想おもいをかきたててくれるであろうし、そうした心やさしき営みにより、われらは、ただこの世ばかりでなく、来きたるべき世々にも不ふ　朽きゅうの名をとどめることができるだろうて。」

「こりゃ、おどろいた」と、サンチョが言った、「そういう生活なら、おらにぴったりでさあ。それに、学士のサンソン・カラスコや床とこ屋や　のニコラス親方たちも、べつだん深くは考えねえで羊ひつじ飼か　いならなりたがるにちげえねえだ。村の司祭さまだって、根が陽気で遊ぶのが好す　きなほうだから、羊小屋に入りたいって言い出すかも知れませんよ。」

「なかなかしゃれたことを申すではないか、サンチョ」と、ドン・キホーテが言った。「もし学士サンソン・カラスコがわれらの牧人仲なか間ま　に入ったとしたら、いや入るにちがいないが、《牧人サンソニーノ》とか、《牧人カラスコン》と名のればよいし、床とこ屋や　のニコラス親方なら、さしずめ《牧人ニクローソ》がよかろうな。司祭ク ー ラさまには何という名をつけたものか、いささか思案のたねじゃが、クーラに音をちょっとだけ似せて、《牧人クリアンブロ》とでもするか。のう、友のサンチョよ、これは楽しいことになりそうじゃのう。さまざまな笛ふえの音にまじって、タンバリンや三さん絃げん琴きんの音が、きっと心地よくわれらの耳にひびくことになろうて。それに、おまえも知ってのとおり、わしにはいささか詩うた心ごころがあるし、学士のサンソン・カラスコはりっぱな詩人じゃ。こうした詩を作る才能は、羊ひつじ飼か　いの生活を完かん璧ぺきなものにするのに大いに役立つにちがいない。司祭さまに詩しご心ころがあるかどうかについては何とも言えんが、少なくともあの方に詩人らしいところがあるのは確かなところだな。また、ニコラス親方にもそれらしきところがあるのはもちろんのことじゃ。と申すのも、床屋というのはすべてが、いやその大多数がギター弾ひ　きで、歌がうたえるものだからな。そして、わしは姫ひめに会えぬことを嘆なげき、おまえは妻のテレサにたいする変わらぬ気持ちをみずから称たたえ、牧人カラスコンは女にすげなくあつかわれたことを嘆なげき、さらにクリアンブロ司祭は、本人の好す　きなようにうたえばいい。そうすれば万ばん事じ　、このうえ望むところのないほど、うまくゆくだろうて。」

　これにたいして、サンチョが答えた[image: ──]

「だんなさま、おらはとても不幸な男だで、いつになっても、そんなふうにうたったりはできねえと思うだ。だけんど、おらが羊ひつじ飼か　いになったら、そりゃきれいな、ピカピカの木のスプーンを作ってみせるよ。それに、パンがゆや、クリームや、花はな飾かざりや、そのほか羊飼いたちに必要なこまごましたものを、何でもりっぱに作ってみせまさあ。だから、おら、詩の上じょう手ず　な賢かしこい男って名声はあげられねえにしても、きっと、気のきいた器用な男っていう評判はとれると思うだ。」

「そうであろうな」と、ドン・キホーテが応じた。「だが、サンチョよ、この話はもうこれくらいにして、そろそろ日も暮く　れてきたから、街かい道どうからはずれた適当な場所をみつけて夜を過ごすことにいたそう。明あ　日す　のことは神さまにおまかせするまでじゃ。」

　こうして、街かい道どうからそれた二人は、おそい、そまつな夕食をとった。貧しい食事は、サンチョにとってはつらいものであった。そして彼かれは、なるほど緑色外がい套とうの紳しん士し　やドン・アントニオ・モレーノの邸やしきなどで豪ごう華か　な食事をしたことはあったものの、自分は遍へん歴れきの騎き　士し　道どうにつきものの窮きゅう乏ぼうをもろに体験しているのだと、つくづく感じた。しかし、人生、昼ばかりでもなければ夜ばかりでもないと観念した彼は、やがて眠ねむりについたが、彼の主人のほうは、その夜を寝ね　ずに過ごしたのである。


34 ドゥルシネーアの魔ま　法ほうを解くための苦行にたいする報しゅう

《銀月の騎き　士し　》に敗北をきっしてからのドン・キホーテは、いっそうやつれが目立ち、もの思いに沈しずむことが多くなったが、そんな彼かれのいちばんの気がかりは、やはり魔ま　法ほうにかけられたドゥルシネーアのことであった。思いあまった彼は、旅を続けながら、サンチョにこう言った[image: ──]

「のう、友のサンチョよ、もしおまえがドゥルシネーアを魔ま　法ほうから解き放つための鞭むち代だいがほしいというなら、わしはちゃんと払はらってもよいと、前々から考えていたのじゃ。もっとも、鞭打ちに支払いをしても効果があるものかどうかは、わしにもわからんがの。まあ、とにかく、試ためしてみるぶんには悪くはなかろうて。それゆえサンチョよ、どれだけほしいかよく考えたうえ、鞭打ちのたびに、その場で、おまえみずから自分に支払いをするがよい。わしの金は、すべておまえが握にぎっているのだからな。」

　この申し出を聞いて、急に目を輝かがやかせ、すぐにも喜んで、鞭むち打う　ちにとりかかろうと心に決めたサンチョは、主人にこう言った[image: ──]

「だんなさま、そういうことなら、おらの[image: 儲]もうけにもなるだで、かわいい女にょう房ぼう子どものためにも、おまえさまのお望みどおりにさせてもらいますだ。それじゃ、だんなさま、おらがこの体にひと鞭むちあてるごとに、いくら出しなさるかね？」

「この仕事の重大さにかんがみれば」と、ドン・キホーテが答えた、「ベネチアの富や新大陸のポトシの銀山をもってしても、十分ではないかもしれぬ。だが今は、われらの持ち金を勘かん定じょうして、鞭むち打う　ち一回の値ね　段だんをつけるがよいぞ。」

「必要な鞭むちは」と、サンチョが応じた、「たしか三千三百といくつかでしたね。そのうち、おらはもう五つはすませたから、そいつを、いくつかに当てるとすると、残りは三千三百だね。そこで、一鞭を一レアルの四分の一にすれば、おらだれが何と言おうと、これより安くちゃ承知しねえだが、三千三百レアルの四分の一となるだ。このうち、三千レアルの四分の一は七百五十レアルで、三百レアルの四分の一は七十五レアルだから、こいつを合わせると、ぜんぶで八百二十五レアルになる計算だね。」

「おお、見事な計算じゃ、心やさしいサンチョよ！」と、ドン・キホーテが答えた。「これで、ドゥルシネーアとわしは、生あるかぎり、絶えずおまえに、おおいなる恩義を感じることになろうて。そして、姫ひめがもとの姿すがたにもどれば、いやもどらぬはずはないが、その時こそ、彼かの女じょの不幸は幸福になり、わしの敗北もこのうえなくめでたい勝利に変わろうというものよ。ところで、サンチョ、おまえいつから鞭むち打う　ちを始めるつもりなのじゃ。早く終えてくれたら、百レアルばかり上乗せしてもよいぞ。」

「いつからだって？」と、サンチョが応じた。「今夜にもさっそく始めるだよ。だから、だんなさま、今夜は野宿にしてくださいまし。そうすりゃあ、おらはりっぱにこの体を鞭むちで痛いためつけてみせますだ。」

　やがて、ドン・キホーテがかつてないほど大きな期待に胸むねをふくらませて待ちかねた夜がやってくると、主しゅ従じゅうは、街かい道どうから少しそれたところにあるすがすがしい木立のなかに入っていった。そして、ロシナンテと灰はい毛げ　ロバの鞍くらをはずして自由にしてやると、二人は緑なす草のうえに体をのばし、サンチョが持ってきた食しょく糧りょうで夕食をとった。それからサンチョは、灰毛ロバの端は　綱づなと面おもがいで、じょうぶでしなやかな鞭むちをこしらえ、それを手にして、主人のところから二十歩ほど離はなれた、ブナの茂しげみに姿すがたを消した。彼かれが意い　気き　揚々ようようと出かけるのを見たドン・キホーテは、声をかけて、こう言った[image: ──]

「よいか、サンチョ、強く打ちすぎて、体をずたずたにしてはならんぞ。あまり急ぐことなく、鞭むち打う　ちと鞭打ちのあいだに適当な間ま　をおくがいい。とちゅうで事切れては、元も子もないからな。つまり、必要な数をこなすまえにおまえの命がつきてしまったのではまずいから、あまりきつく叩たたいてはならぬ、ということじゃ。」

「おらは死なねえ程度に、体をいじめるつもりです」と、サンチョが答えた。「その微び　妙みょうなあんばいが、この不思議なおまじないの肝かん心じんなところにちげえねえからね。」

　かくして、ブナの茂しげみのなかでもろ肌はだぬいだサンチョは、自分の体に鞭むちをあてはじめ、一方ドン・キホーテはその数をかぞえはじめた。

　しかし七つか八つ打ってみると、サンチョにはこのじょうだんはちょっときつすぎるし、その割わりには、値ね　段だんが安すぎるように思われてきた。そこで打つ手を休めたサンチョは、主人にむかって、さっきの約やく束そくはうかつだった、一回が四分の一レアルではとても引き合わない、この苦しみからすれば、半レアルでもけっして高すぎない、とどなった。

「よしよし、友のサンチョよ、元気を出して、続けるがよいぞ」と、ドン・キホーテが答えた。「おまえの望みどおり、倍に値ね　上あ　げしようからの。」

「そういうことなら」と、サンチョが応じた、「すべて神さまにおまかせして、鞭むちの雨を降ふ　らせるまでです。」

　ところが、このずる賢がしこい男、こんどは自分の背せ　中なかに鞭むちをあてるのはやめて、代わりにあたりの木を打ちはじめた。おまけに、ときどき聞こえよがしに大きなため息を、まるでそれとともに魂たましいまでが抜ぬ　けていくかのようなため息を、ついたのである。生来、心やさしく、感受性の強いドン・キホーテは、それを聞くと、サンチョの命がつきてしまうのではないか、そして、自分の願いもとげられずに終わるのではないかとおそれて、こう言った[image: ──]

「サンチョよ、頼たのむから、今日のところはそのへんでやめにしてくれぬか。どうやら、この苦行はいささかきつすぎるようだから、適当におりを見ながら、ぼつぼつやるのがよかろうぞ。わしのかぞえちがいでなければ、すでにおまえは千以上も打ったから、さしあたっては、これで十分じゃ。」

「なにを言いなさるだ、だんなさま」と、サンチョが答えた。「せめて、あと千くらいはやらせてもらいまさあ。いいから、おまえさまは、もうちょっと離はなれていておくんなさい。」

「おまえがそれほど殊しゅ勝しょうな心がけなら」と、ドン・キホーテが言った、「天のお助けを借りて、存ぞん分ぶんに叩たたくのもよかろう。わしはこちらにひっこんでいるからな。」

　サンチョは勢いこんで、また仕事にとりかかったが、その時にはすでに、何本もの木の皮がはがれてしまっていた。彼かれはそれほどの激はげしさで、わが身を鞭むち打う　っていることになっていたのである。また、ブナの木にものすごい一いち撃げきをくらわせる一方では、大声をはりあげてこんなことを口ばしった[image: ──]

「大たい力りき無む　双そうのサムソンもこの場でくたばってしまえ！」

　この悲ひ　痛つうな叫さけび声とすさまじい鞭むち音おとを聞いていたドン・キホーテは、やがてサンチョのもとに駆か　けよると、彼かれが鞭として用いていた端は　綱づなをつかんで、こう言った[image: ──]

「友のサンチョよ、わしの喜びのためにおまえが命を落とすようなことがあってはならんぞ。おまえの命は、おまえの妻子を養っていくのに必要だからな。ドゥルシネーアには、またの良い機会を待っていただこう。また、わしとしては、望みの達成がそう遠くないということで、さしあたり満足し、いずれおまえが元気を回復して、めでたくこの仕事を成じょう就じゅしてくれるのを期待することにいたそう。」


    
      
    


「おまえさまがそうしろと言いなさるなら」と、サンチョが答えた、「そうするより仕方あるまい。だけんど、だんなさま、わるいけどその外がい套とうをこの肩かたにかけてやってくださいまし。なにしろ汗あせびっしょりで、このままでは風か　邪ぜ　をひいちまうからね。」

　ドン・キホーテは言われたとおり、自分の外がい套とうをぬいでシャツ姿すがたになり、それをサンチョに着せてやった。するとサンチョは、そのまま、翌よく朝あさの太陽が起こしてくれるまで、ぐっすりと眠ねむったのである。朝になると、主しゅ従じゅうはまた道をたどり、その日はそこから十五、六キロほどの、とある村の旅たび宿やどで馬とロバから降お　りた。このたびも、ドン・キホーテはそれを、あるがままに旅宿と認みとめ、以前のように城しろだなどとは思わなかった。彼かれは敗北をきっして以来、万ばん事じ　において、よりまっとうな判断をするようになっていたのである。二人は地階の部屋に案内され、やがてドン・キホーテはサンチョに、今夜もまた、お務つとめをするつもりでいるのかどうか、するとしたら、屋根の下がよいのか、それとも野天がよいのか、とたずねた。

「もちろん、やるつもりですよ、だんなさま」と、サンチョが答えた。「鞭むち打う　ちをするについちゃあ、家のなかだろうと、野っ原だろうとおんなじこってす。だけんど、おらは、どっちかといやあ、木立のなかのほうがありがてえ。木がおらの仲なか間ま　になってくれるし、おらの苦行を、不思議と助けてくれるような気がするからね。」

「だがな、友のサンチョよ」と、ドン・キホーテが相手をさえぎった、「今夜はやめにして英気を養い、わしらの村に帰ってからにしてはどうじゃ。おそくとも、あさってには村に着けるからな。」

　これにたいしてサンチョは、言われるとおりにしてもいいが、自分としてはその仕事を、乗り気になっている時に、いっきに片かたづけてしまいたい、なぜなら、何事によらず、ぐずぐずしているととかく失敗しがちなものだし、それに二つの『いずれやるよ』よりも、『さあ、お取り』ひとつのほうが、また『空飛ぶタカよりも、手にした小鳥』のほうがはるかにとうといから、と答えた。

「サンチョよ、頼たのむから、もうことわざはやめにしてくれ」と、ドン・キホーテが言って、この場のやりとりは終わった。


35 帰き　　　郷きょう

　ドン・キホーテとサンチョは、その日の残りを、旅たび宿やどで夜のくるのを待ちながら過ごした。ひとりは、野原で鞭むち打う　ちの務つとめを果たすためであり、もうひとりは、自分の願いがかかっている苦行の最後を見とどけるためであった。

　さて、夕方になって旅たび宿やどを出発した主しゅ従じゅうは、その夜もまた、サンチョの鞭むち打う　ちのために森のなかで過ごすことにした。そしてサンチョは、昨夜と同じように、自分の背せ　中なかの皮ではなく、ブナの木の皮を犠ぎ　牲せいにして、その晩ばんの務つとめをすませた。実際、彼かれの背中には鞭などかすりもしなかったので、たとえそこにハエがとまっていたとしても、鞭におどろいて逃に　げることさえなかったであろう。

　だまされているとはつゆ知らぬドン・キホーテは、一鞭むちたりとももらすまいと、ていねいに数えていたが、彼かれの計算によれば、すでにゆうべのと合わせて、三千二十九になっていた。そして二人は、朝の陽光とともにふたたび旅を続けたのである。

　その日は二人に、語るに値あたいするようなことは何も起こらなかった。それでも、夜になってサンチョの鞭むち打う　ちがついに成じょう就じゅしたので、ドン・キホーテはことのほか喜び、もしかしたら明あ　日す　にも、はれて魔ま　法ほうを解かれたドゥルシネーアと、道でひょっこり出会えるかもしれないという期待に胸むねをふくらませて、夜の明けるのを待った。しかしながら次の日、かのメルリンの約やく束そくが噓うそであるはずはないと信じて道をたどったドン・キホーテは、とうとう、ドゥルシネーア・デル・トボーソではないか、と思わせるような女性を目にすることができなかった。

　こうした願いを心に抱いだき、もの思いにひたりながら、やがてある坂をのぼりつめた主しゅ従じゅうは、そこから、ついに自分たちの村を目にした。村を見るやいなや、サンチョはひざまずいて、こう言った[image: ──]

「ああ、なつかしいおらの古ふる里さと。しっかり目をひらいて、おまえさんの息むす子こ　のサンチョ・パンサが、あんまりふところは豊かじゃねえだが、鞭むちだけはどっさりくらって帰ってきたのを、ようく見とくれよ。それから、腕うでをひらいて、やっぱりおまえさんの息子のドン・キホーテさまを、迎むかえとくれ。ドン・キホーテさまは、他人に打ち負かされはしたものの、ご自分には打ち勝ってもどりなさっただよ。だんなさまの言われるにゃ、おのれに勝つってえのは、勝利のなかでもいちばんすごいっつうことだ。それに、おらも金ならいくらか持ってきたよ。しこたま鞭はくらったけど、鞭打ちを頼たのんだのが気前のいいお人だったんでね。」

「つまらぬことを申すでない」と、ドン・キホーテが言った。「さあ、いぎを正して、わしらの村に入ろうではないか。そして、これから始める牧人生活についていろいろ考え、計画をたてるとしようぞ。」

　ところが、主しゅ従じゅうが坂をおり、いよいよ村の入口にさしかかった時、そこでは二人の男の子が、何か言い争っているところであった。片かた方ほうの子がこんなことを言っていた[image: ──]

「いくらやったってむだだい、ペリキーリョ、おまえなんか、一生のあいだ見られやしないさ。」

　これを耳にしたドン・キホーテは、サンチョに言った[image: ──]

「聞いたか、サンチョ、あの子どもの言いぐさを。『一生のあいだ見られやしないさ』と申したぞ。」

「はてね」と、サンチョが答えた、「あの子がそんなことを言ったとして、それがどうかしたのかね？」

「どうかしたのかね、だと？」と、ドン・キホーテが答えた。「あの言葉をわしの立場にあてはめてみると、わしがもう二度とドゥルシネーア姫ひめに会えない、ということになるのが、おまえにはわからんのか？」

「おまえさまも、妙みょうなことを言いなさるだね」と、サンチョが言った。「たしか、村の司祭さまが、つまらねえ縁えん起ぎ　をかつぐのはりっぱなキリスト教徒のすることじゃねえ、と言っていなさったよ。それにおまえさまだっておらに、いつだったか、前ぜん兆ちょうなんぞを気にかけるキリスト教徒は愚おろか者と思え、と言いなさっただよ。だから、そんなこたあ気にしねえで、はやく行きましょうよ。」

　こうして村に入った主しゅ従じゅうは、すぐ目の前の草原で、司祭と学士のカラスコがお祈いのりをしているのに出くわした。すぐに二人の姿すがたを認みとめた司祭と学士は、両手を広げて駆か　け寄り、ドン・キホーテも馬から降お　りると、彼かれらをつよく抱だ　きしめた。たちまちその場に、何事においても目の早い子どもたちが集まってきて、口ぐちにこんなことを言った[image: ──]

「おーい、みんなおいで、ドン・キホーテとサンチョ・パンサだぞ。ドン・キホーテの馬は、まえよりもっとやせちまったぞ。」

　かくして主しゅ従じゅうは、子どもたちにかこまれ、司祭と学士に付きそわれて、ドン・キホーテの家まで行ったが、家の門かど口ぐちでは、すでに主人が帰ったという知らせを受けていた家政婦と姪めいが待ちうけていた。この知らせは、もちろんサンチョの妻、テレサ・パンサにも伝えられたので、やがて髪かみをふり乱みだし、ほとんど半はん裸ら　といった格かっ好こうの彼かの女じょが、娘むすめのサンチーカの手を引いて、夫を迎むかえに駆か　けつけた。ところが、島の領主であったはずの夫が、予想に反して、みすぼらしい身なりでいるのを目にした彼女は、こう言った[image: ──]

「おまえさん、なんちゅう格かっ好こうでもどって来なすっただね。重そうに足をひきずって、それじゃ、領主さまちゅうよりか、まるで浮ふ　浪ろう児じ　みたいでねえか。」

「ばかなことを言うでねえ、テレサ」と、サンチョが答えた。「それより、まず家へ帰ろうや。帰ったら、すごい話を聞かせてやるよ。なにしろ、わしは銭ぜにを持ってきたからな。おまけに、だれにも迷めい惑わくをかけねえで、わしの才覚でかせいだ銭だ。」

「銭ぜにを持ってきなさったとは、ありがたいことよ。おまえさん」と、テレサが言った。「どこでかせごうと、どんなやり方でかせごうと、あたしゃかまやしない。どっちにしても、世間にねえ手を使いなさったわけでもあるまいからね。」

　サンチーカは父親に抱だ　きついて、何かおみやげを持ってきてくれたかしら、あたいは五月の雨を待つように、おとっつぁんの帰りを待ってたのよ、と言った。それから、テレサは夫の手をとり、サンチーカは父親の腰こしのベルトにつかまり、同時にもうひとつの手で灰はい毛げ　ロバを引っぱりながら、そろって家へ帰っていった。一方ドン・キホーテは、家で姪めいと家政婦の手にゆだねられたが、しばらくのあいだ、司祭と学士も彼かれにつきそうことになった。

　家に入ったドン・キホーテは、適当な機会を待つということもなく、ただちに、学士と司祭をつれて一室に引きこもると、二人に、自分の敗北、ならびに、むこう一年間は村から一歩も出ないという義務を負ったことを手短に語り、つづけて、厳きびしい騎き　士し　道どうの掟おきてにしたがう遍へん歴れきの騎士として、自分はその義務を文字どおり、寸すん分ぶんたがわず守りとおすつもりだが、そのためにもこの一年間は羊ひつじ飼か　いになって、野原の静せい寂じゃくのなかで心をなぐさめ、牧歌的な清らかないとなみをしながら、存ぞん分ぶんに恋こいの思いにふけろうと思っていると話した。そして、司祭と学士がそれほど忙いそがしくなく、また、より重要な任務の遂すい行こうのさまたげになるということでなければ、二人も自分の仲なか間ま　になってくれるようにと頼たのんだうえ、羊飼いの生活に必要な羊やその他の家か　畜ちくは自分が買いととのえるつもりでいるし、また、この新たな企き　画かくにとってもっとも肝かん心じんなところはすっかり準備がととのっている、すなわち、各人にぴったりの牧人名がもう決まっているのだ、と言った。司祭が、その名前を聞かせてほしいと言うと、ドン・キホーテは、自分は牧人《キホーティス》と名のるつもりであり、学士は牧人《カラスコン》、司祭は牧人《クリアンブロ》、そして、サンチョ・パンサは牧人《パンシーノ》だ、と答えた。

　司祭と学士はドン・キホーテの新たな狂きょう気き　を知って、あらためて驚おどろきあきれたが、またぞろ騎き　士し　となって出歩かれるよりはましだと思ったし、この一年のあいだに彼かれが正気にもどるかもしれないという期待感も手伝って、ドン・キホーテの思いつきに賛成したばかりか、このたびの狂気ざたをなかなかおもしろい企くわだてだなどと称賛さえして、自分たちも仲なか間ま　になろうと申し出たのである。

「それに」と、サンソン・カラスコが言った、「わたしはこれでも世間に名の知れた、ひとかどの詩人なのですから、牧歌でも恋こい歌うたでもどんどん作って、わびしい野中を歩きまわる時のなぐさめにするつもりですよ。ついてはご両人、ここでいちばん肝かん要ようなのは、各人がそれぞれの詩のなかで賛美する牧女の名を決めておくことですな。そしてわれわれも、恋する羊ひつじ飼か　いたちの習慣にならって、思い定めた女性の名を野中の木々に刻きざみつけ、彼かの女じょたちの名の彫ほ　られていない木など一本もないようにしなければなりませんな。」

「そのとおりでござる」と、ドン・キホーテが答えた。「もっとも、わしには美の支柱にしてあでやかさの華はなであり、あらゆる賛辞を絶した、比類なきドゥルシネーア・デル・トボーソがおわすから、想像上の牧女の名をさがす必要はないがの。」

「そのとおりですな」と、司祭が言った。「だが、わたしたちはなんとか手ごろな牧女を考え出すといたしましょう。」

　これを受けて、サンソン・カラスコがこうつけ加えた[image: ──]

「どうしても思いつかなかったら、世間にごろごろしている書物のなかの牧女の名をつけるまでですよ。たとえばフィリダ、アマリリス、ディアナ、フレリダ、ガラテーア、それに、ベリサルダといった、なかなかいい名がありますからね。」

　ドン・キホーテはあげられた名前に満足していた。一方、司祭はドン・キホーテのりっぱな決意を口をきわめてほめそやし、司祭としてのやむをえぬ務つとめがない時にはいつでもお相手をしようと、あらためて約やく束そくした。それからドン・キホーテに、くれぐれも体に気をつけ、滋じ　養ようとなるものをとって身をいたわるようにと頼たのみ、忠ちゅう告こくした二人は、ようやくドン・キホーテに別れを告げたのである。

　ところで、姪めいと家政婦はたまたま三人のやりとりを立ち聞きしてしまったので、司祭と学士が立ち去るやいなや、二人そろってドン・キホーテの部屋に入り、まず姪が口をきった[image: ──]

「叔お　父じ　さま、いったいこれはどういうことですの？　わたしたちは、叔父さまがお帰りになって、こんどこそ家で、おだやかな、まっとうな生活をなさるものとばかり思っていましたのに、また羊ひつじ飼か　いになって、新たな迷路のなかに入りこもうとおっしゃるんですか。本当に、もうそんなお齢としじゃありませんことよ。」

　これにつづけて、家政婦が言った[image: ──]

「ほんとにだんなさまは、野天で真夏の日ひ　盛ざかりや冬の夜よ　露つゆにたえ、オオカミの遠とお吠ぼ　えを平気で聞き流すなんてことがおできになると思いなさるんですか？　とても無理な相談でございますよ。そういうのは、幼おさないころからそのために育てられ、きたえられた、頑がん丈じょうな男たちのやる仕事ですからね。どうせなら、まだ遍へん歴れきの騎き　士し　のほうがましというものでございますよ。どうか、だんなさま、あたしの五十年の人生経験にもとづく、この忠ちゅう告こくをお聞きくださいまし。そして、家にいて財産を管理し、ちょくちょく懺ざん悔げ　をなすって、貧しい者たちの力になっておやりなさいまし。もし、それでだんなさまにとって悪いことになったら、それはもうあたしのせいにしてようございますとも。」

「おまえたちは、余分な心配をせぬがよいぞ」と、ドン・キホーテが答えた。「わしのなすべきことは、わしがいちばんよく存ぞんじておる。それよりか、わしをベッドに連れていってもらおう、体のぐあいがあまりよくないようなのでな。しかし、わしが遍へん歴れきの騎き　士し　であろうと放ほう浪ろうの羊ひつじ飼か　いであろうと、いつでも、おまえたちの生活の面めん倒どうだけはかならずみるつもりだから安心するがよい。このことは、いずれみなにもわかろうて。」

　かくして、心やさしい女たち(家政婦と姪めいが心やさしく善良な女であることは明白であった)は彼かれをベッドに連れていき、食べ物を与あたえたうえで、なにくれとなく世話をやいたのである。


36 ドン・キホーテの死

　人間にかかわることで永遠なるものは何ひとつなく、すべてはその初めから最後にいたるまで、つねに下か　降こうを続けていくものである。とりわけ人の生命い の ちはこの典型であり、ドン・キホーテの生命い の ちとて、その流れをおしとどめる特とっ権けんを天から与あたえられていたわけではなかったので、思いもかけぬ時に、その終しゅう焉えんをむかえることになった。つまり、かの決定的な敗北がもたらした憂ゆう愁しゅうによるものであろうか、あるいはまた、天の意志によるものであろうか、いずれかは定さだかでないが、彼は激はげしい熱病にとりつかれて、六日のあいだ床とこを離はなれることができなかったのである。その間、村の司祭、学士、床屋などの友人たちはたびたび彼を病びょう床しょうに見み　舞ま　い、善良な従じゅう者しゃのサンチョ・パンサは、主人の枕まくらもとを離れなかった。

　友人たちは、ドン・キホーテが敗北をきっした痛いた手で　と、魔ま　法ほうを解かれて自由の身となったドゥルシネーアの姿すがたを見られなかったことにたいする嘆なげきのあまり病に倒たおれたものと考え、なんとかして、彼かれの気持ちをひきたてようとした。たとえば学士は、さあ元気を出して起きあがり、いっしょに羊ひつじ飼か　いの生活を始めましょう、もうわたしはそのために、なかなか見事な牧歌をひとつ作ったし、また自じ　腹ばらを切って、羊の番をさせるすばらしい犬を二頭買いこみました、一頭はバルシーノ、もう一頭はブトロンという名ですよ、などと言って励はげました。しかし、このような思いやりにも、ドン・キホーテの沈しずみきった心が晴れることはなかった。

　ついに友人たちは医者を呼よ　んだ。脈をとって、病人のぐあいが思わしくないのを知った医者は、もはや生命い の ちが危あぶない状態にあるから、なにはともあれ、来世の幸せを祈いのるようにと言った。ドン・キホーテは医者のことばを静かな気持ちで受け入れたが、家政婦や姪めいや従じゅう者しゃはそういうわけにはいかず、まるでドン・キホーテの死が告げられたかのように、さめざめと泣な　き出した。医者の診しん断だんによれば、心の憂うれいと悲しみが彼かれの生命い の ちを徐々じょじょに奪うばってゆくとのことであった。ドン・キホーテは、すこし眠ねむりたいから、ひとりにしてほしいと頼たのんだ。そこで人びとが言われたとおりにすると、彼は六時間以上も眠りつづけたが、その間、あまりにも静かだったものだから、家政婦と姪は、このまま永ながの眠りについてしまうのではないかと気が気ではなかった。しかし、いま言っただけ眠って目を覚ました彼は、大声でこう叫さけんだ[image: ──]

「おお、全知全能の神のありがたさよ！　わたしにかくまでの恩おん恵けいをたれ給たもうとは、神のお慈じ　悲ひ　のなんと広大無辺なことよ！　人間のおかす罪悪も、このお慈悲をさまたげることはとうていできぬ。」

　姪めいは叔お　父じ　のこのことばにじっと耳を傾かたむけていたが、これまでとちがってずいぶん筋すじの通ったことを言っていると思った彼かの女じょは、叔父にこうたずねた[image: ──]

「叔お　父じ　さま、なんのことをおっしゃってたの？　なにか変わったことでもありまして？　広大無辺のお慈じ　悲ひ　とか、人間のおかす罪悪とか言ってらしたけど、いったい、どうしたというんです？」

「お慈じ　悲ひ　というのはな」と、ドン・キホーテが答えた、「神がこのわたしに今たれ給たもうたものよ。さきほど申したように、わたしのおかした数かずの罪も、そのお慈悲のさまたげとはならなかったのじゃ。おかげで、わたしはいまやくもりのない理性をとりもどし、あのおぞましい騎き　士し　道どう物もの語がたりを読みふけったがためにわたしの頭にかかっていた、無知という黒々とした霧きりもすっかり晴れたのじゃ。それゆえ、いまでは、ああした物語がいかにでたらめで、まやかしに満ちているかをはっきり認みとめることができる。ただ残念でならないのは、この迷めい妄もうから覚めるのがおそすぎたため、魂たましいの光明となるような種類の書物を読んで、そのつぐないをする時間が、もはや残されていないということじゃ。姪めいよ、わたしはもうすぐ死ぬだろうが、せめて、死にいたるまで狂きょう人じんであったという評判を残すほどわたしの生しょう涯がいが不幸だったわけではないことを、人にわかってもらえるような死に方をしたいと思う。つまり、なるほどわたしは狂人であったが、いまわの際きわにこの事実を認めたくはないのだ。ついては、告解をして、遺ゆい言ごん書しょをつくるつもりだから、司祭や学士のサンソン・カラスコや床とこ屋や　のニコラス親方といった、わたしの親しい友人たちを呼よ　んでくれぬか。」

　もっとも、この時ちょうど、三人の友人がそろってやって来たので、姪めいはわざわざ呼よ　びにいくまでもなかった。ドン・キホーテは、彼かれらの姿すがたを見るやいなや、こう言った[image: ──]

「やあ、あなたがた、どうか喜んでくだされ。わたしはもうドン・キホーテではござらん。日ごろの行いのおかげで、《善人》というあだ名をちょうだいしていた、あのアロンソ・キハーノにもどりましたのじゃ。今ではわたしは、騎き　士し　道どう物もの語がたりの英えい雄ゆうアマディス・デ・ガウラ、ならびに、おびただしいその一族の敵であり、ああしたふらちな書物をおぞましく思っております。あれらのものを喜んで読んでいた自分の愚おろかさと、みずからおちいっていた危き　険けんに、やっと気づいたのです。つまり、神の広大無辺のお慈じ　悲ひ　とわたし自身の苦い体験により、ああした書物を嫌けん悪お　するようになりましたのじゃ。」

　ところが、彼かれがこう言うのを聞いた三人は、これはてっきり、なにか新たな狂きょう気き　にとらわれたにちがいないと思いこんだ。そこで、サンソン・カラスコがこう言った[image: ──]

「ドン・キホーテどの、ドゥルシネーア姫ひめの魔ま　法ほうも解けた今になって、なんということをおっしゃるのです。また、われわれが羊ひつじ飼か　いになって、王おう侯こう貴き　族ぞくのようにうたいながら生活しようというやさきに、あなたは隠いん者じゃにでもなろうというのですか？　さあ、そんなつまらないことを言うのはやめにして、本来のあなたにおもどりください。」

「これまで、そうしたたわけたことが」と、ドン・キホーテが答えた、「わたしを損そこなっていたことは確かですが、死に際してわたしは、天のお助けにより、それらを救いとしたいのです。わたしは自分がこのまま死んでゆくのがよくわかります。ですから、どうか、もうそんなじょうだんはやめにしてくだされ。このようないまわの際きわに、人はおのれの魂たましいを軽かろんじ、もてあそんではならないのです。わたしはこれから司祭さまに告解を聞いていただくことにしますから、そのあいだに、遺ゆい言ごん状じょうを作成してくれる公証人を呼よ　んできていただきたい。なにとぞ、お願いしますぞ。」

　その場の三人は、ドン・キホーテのことばにおどろいて、たがいに顔を見合わせた。そして、彼かれの言うことを信じようとしたが、それでもしばらくは半はん信しん半はん疑ぎ　であった。しかし、先さきのことばにつづけて、理路整然とした、いかにもキリスト教徒らしいことばがつぎつぎとつけ加えられるにつれて、彼らが抱いだいていた疑うたがいもすっかり晴れ、ついにドン・キホーテが本当に正気にもどったと信じるにいたった。

　そこで司祭は人ひと払ばらいをし、ドン・キホーテと二人だけになって告解を聞いた。学士は公証人を呼よ　びにいき、しばらくして、公証人のほかサンチョ・パンサもつれて帰ってきた。すでにこの時には、学士から主人の容よう態だいを知らされていたサンチョは、涙なみだぐんでいる家政婦や姪めいの顔を見ると、とたんにべそをかいて、涙を流しはじめた。やがて告解がすむと、司祭が部屋から出てきて、みなにこう告げた[image: ──]

「ドン・キホーテどのはまったく正気になって善人アロンソ・キハーノにもどられ、いよいよ臨りん終じゅうをむかえられますぞ。これから遺ゆい言ごん状じょうを作られるので、われわれ一同も入るとしましょう。」

　司祭のこのことばは、すでに涙なみだで目をはらしていた家政婦と姪めいとサンチョ・パンサの、おさえられていた感情をはげしく突つ　きあげたものだから、たちまち彼かれらの目からは涙がせきを切ったように、どっとあふれ、その胸むねからは、深いため息がひきもきらずにもれ出た。それというのも、ドン・キホーテは、善人アロンソ・キハーノであった時も、また騎き　士し　ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャになった時も、つねにおだやかな性格の、人に善意をもって接する人物であったので、家の者たちばかりでなく、彼を知るすべての人びとに愛されていたからである。

　さて、みなといっしょに部屋に入った公証人は、さっそく遺ゆい言ごん状じょうの作成にあたった。そして、こういう場合にキリスト教徒の遺言状として必要なもろもろの形式をそなえた前文がすみ、いよいよ遺い　贈ぞうの項こう目もくに移ると、ドン・キホーテはつぎのように言った[image: ──]

「一つ。わたしが狂きょう気き　におちいっていた時に従じゅう者しゃとして仕えたサンチョ・パンサの所持する金きん子す　については、わたしと彼かれのあいだにいささかの貸たい借しゃく関かん係けいはあるものの、彼にその清算をさせたり、返へん済さいを求めたりしてはならない。それどころか、こちらが彼に支し　払はらうべきを支払ってのち、なお残金がある場合には、すべて彼に与あたえてもらいたい。わたしは狂人であった時、彼を島の領主にするため努力したが、正気にもどった今でも、できることなら、彼に一国の支配でさえゆだねたいと思っている。じつに、彼の単たん純じゅんで素す　直なおな性格と誠せい実じつな人ひと柄がらは、十分にそれに値あたいするからである。」

　それから、サンチョのほうをふり向くと、こう言った[image: ──]

「友のサンチョよ、どうかゆるしておくれ。この世に遍へん歴れきの騎き　士し　がかつて存そん在ざいし、今も存在するという誤あやまった考えにおまえをおとしいれ、わたしだけでなく、おまえにまで狂きょう人じんのようなふるまいをさせてしまってすまなかった。」

「ああ、だんなさま！」と、サンチョが泣な　きながら叫さけんだ。「どうか死なねえでくださいましよ。それより、おらの言うことをきいて長生きしておくんなさい。いいかね、おらの大事なだんなさま、この世で人間のしでかすいちばんでかい狂きょう気き　ざたは、べつに人に殺されるってわけでもねえのに、ただ悲しいとか侘わびしいとかいって、死にいそぐことですよ。さあ、おまえさま、そんなにぐったりしてねえで、ベッドから起きあがり、約やく束そくどおり、羊ひつじ飼か　いの格かっ好こうをして野原に出かけようじゃありませんか。そうすりゃあ、魔ま　法ほうからのがれた、それはそれは美しいドゥルシネーア姫ひめが、どっかの草むらから、ひょっこり姿すがたを現さねえともかぎらねえだ。もし、一いっ騎き　討う　ちに敗れたのが無念で死になさるちゅうことだったら、あれはおらのせいにしてくれろ。おらがロシナンテの腹はら帯おびをしっかり締し　めなかったから、おまえさまが落馬し、それで打ち負かされた、と思いなさればいいだ。おまけに、おまえさまも騎士道の書物で読みなすったにちげえねえだが、騎士と騎士が倒たおしたり倒されたりするのはあたりまえのことで、今日負けたやつがあしたは勝ったりするもんですよ。」

「そうそう」と、サンソンが口をはさんだ、「好こう漢かんサンチョ・パンサの言うとおりですよ。」

「みなさん、まあそう急せ　きなさるな」と、ドン・キホーテが言った、「『去年の古ふる巣す　に今年は鳥はいない』と言いますからな。たしかに、わたしは狂きょう人じんであったが、今は正気にもどっている。つまり、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャだったのが、今では善人アロンソ・キハーノになっているのです。だから、わたしの心からの悔かい悟ご　の念に免めんじて、今はあなたがたがわたしを、また以前と同じように評価してくれることを願うばかりです。それでは公証人どの、つぎにすすんでくだされ。」

「一つ。わたしの財産は、つぎに述べる、家政婦にたいする支し　払はらいに必要な分をそこから差し引いた後、これをすべて姪めいのアントニア・キハーナに遺い　贈ぞうする。家政婦には、わたしに仕えてくれた長の年月に相当する給金を支払ったうえ、加えて、衣服代として二十ドゥカードを与あたえるものとする。なお、遺ゆい言ごん執しっ行こう人にんとしては、ここにおいでの司祭さまと、学士サンソン・カラスコどのにお願いいたしたい。

　一つ。姪めいのアントニア・キハーナの結けっ婚こんに関しては、まず相手が、騎き　士し　道どう物もの語がたりとは何であるかさえ知らない男であることを確かく認にんしたうえで結婚すべし、というのがわたしの意思である。もし、相手が騎士道物語を知っていることが判明したにもかかわらず、なお姪がその男との結婚を望み、結婚した場合には、彼かの女じょはわたしから遺い　贈ぞうされた財産のすべてを失うものとする。この場合、遺ゆい言ごん執しっ行こう人にんは独自の判断により、その財産を慈じ　善ぜん事じ　業ぎょうに寄付することができる。

　一つ。わたしがお二人の遺ゆい言ごん執しっ行こう人にんにぜひともお願いしたいのは、万が一にも、『ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ、続ぞく[image: 篇]へん』という題で世に出まわっている物語の作者といわれる人物に会われるような機会があったら、わたしに代わって、できるだけていねいに詫わ　びていただきたいということです。つまり、知らなかったこととはいえ、あの本に書かれているようなとてつもないでたらめを彼かれに書かせるきっかけとなったのはあくまでもわたしなのですから、どうかゆるしてもらいたい、と言ってほしいのです。実際わたしは、彼にああいうものを書く動機を与あたえたことをくやみながら、この世を去らんとしております。」

　こう言って遺ゆい言ごんを終えたドン・キホーテは、その場で失神状態におちいり、ベッドに長々とのびてしまった。まわりの者はみな、うろたえながらも、懸けん命めいに彼かれを介かい抱ほうした。けっきょく、彼は遺言作成の日から三日のあいだ生きのびたが、その間、何度も発ほっ作さ　をくり返したので、家のなかはつねにあわただしい雰ふん囲い　気き　につつまれていた。もっとも、それでも姪めいはよく食べ、家政婦はブドウ酒をよく飲んだし、サンチョ・パンサはどことなく嬉うれしそうにしていた。何か遺い　産さんを譲ゆずり受けるという喜びは、死者をおもいやって人が感じる、ごく自然な悲しみをやわらげたり、かき消したりするものだからである。


    
      
    


　やがて型どおりの秘ひ　跡せき(キリスト教の儀式)を受け、口をきわめて騎き　士し　道どう物もの語がたりを呪のろったのち、ついにドン・キホーテは最さい期ご　をむかえた。公証人は、ドン・キホーテのようにゆったりと、いかにもキリスト教徒らしい大だい往おう生じょうをとげた遍へん歴れきの騎士には、これまでいかなる騎士道物語においても出会ったことがないと断言した。かくしてドン・キホーテは、その場に居合わせた人びとの、深い同情と涙なみだに見守られながら、その魂たましいを神にささげた、つまり、死んだのである。


あとがき

　人はドン・キホーテというと、前後の見さかいなく、しゃにむに風車に突とっ進しんし、羊ひつじの群れにつっこんでゆく騎き　士し　というイメージをいだく。たしかにドン・キホーテはそういう騎士で、たいていの場合、そうした冒ぼう険けんに失敗し、ついには《銀月の騎士》に決定的な敗北をきっする。このようにドン・キホーテは、自分が夢む　中ちゅうになって、狂きょう気き　におちいるまで読みふけった書物に登場する、スーパーマンのような、かっこうのいい騎士ではなく、それにたいするパロディ(他の詩文などをまねて、こっけい化し、諷刺したもの)、つまり、ずっこけた、おかしな騎士なのである。事実、作者のセルバンテスは、『ドン・キホーテ』を書く目的を、少なくとも表むきには、そのころ流行していた騎士道物語を打だ　倒とうするためと、はっきり記している。

　しかし、この小説を読みすすんでいくと、ドン・キホーテが、なるほどこっけいな騎き　士し　ではあるが、おのれの手本とする騎士、アマディス・デ・ガウラをまねるために、あえて苦しい冒ぼう険けんにいどむ、純じゅん粋すいこのうえない、そして愛すべき人物に思われてきて、はたして作者のセルバンテスは、パロディを書くことによって、ドン・キホーテをあざけり笑わらい、批ひ　判はんしているのか、それとも賛美しているのかわからなくなる。従じゅう者しゃのサンチョ・パンサについても同じようなことが言えて、「ちょっとばかり脳のうみその足りない」百ひゃく姓しょうサンチョの、一見したところ卑ひ　俗ぞくでこっけいな言動は、その実、いかにも鋭するどい人間的な知ち　恵え　に満ちているのである。いったい、ドン・キホーテとサンチョはけなされているのか、称賛されているのか。狂きょう気き　なのか正気なのか。利口なのか馬ば　鹿か　なのか。こうした、どっちつかずのあいまい性、というよりはむしろ、両方の同時的認にん識しきにこそ、『ドン・キホーテ』の大きな特とく徴ちょうがある。


    
      
    


　セルバンテスは人物を描えがく場合、けっして断定的に描いたり、善人、悪人ときめつけたりすることはない。しばしば、ドン・キホーテは高まいな理想主義の人、そして、サンチョは卑ひ　俗ぞくな物質主義の人として、固定的にとらえられがちであるが、これは出発点における彼かれらの立場であるにすぎず、この小説における二人の本当の姿すがたは、その後のたがいの関かん係けいのなかにある。本書の読者は、ドン・キホーテ主しゅ従じゅうが、苦労をわかち合いながら遍へん歴れきの旅をするにつれて、二人がたがいに影えい響きょうをおよぼし合い、二人の関係が微び　妙みょうに変化してゆくこと、とりわけ、サンチョがドン・キホーテの感化のもとに大きく成長してゆくことにお気づきであろう。じっさい、《銀月の騎き　士し　》に敗れて村に帰ったドン・キホーテは、病に倒たおれ、正気にもどって、それまでの狂気ざたを否ひ　定ていして死んでゆくが、そのとき、主従の立場は以前とは逆転している。サンチョが主人を励はげまし、騎士の世界での勝ち負けは時の運、だから元気になって、またいっしょに旅に出よう、と言うほどにまでなっているのである。

　ところで、さきに述べたような『ドン・キホーテ』のあいまい性、あるいは同時的認にん識しきの背はい後ご　には、セルバンテスの生しょう涯がいが色こく影かげをおとしていることに注目しておかねばならない。

『ドン・キホーテ』は「前ぜん[image: 篇]ぺん」が一六〇五年に、「後[image: 篇]」がその十年後に出版されているが、それはちょうど、十六世紀に「太陽の沈しずむことなき大だい帝てい国こく」であったスペインが、急速に衰すい退たいしている時であった。つまり、カトリックによる世界制せい覇は　という、身のほどをわきまえぬ願望にほんろうされ、むちゃな戦争をくり返したスペインが、しだいに身をすりへらして衰おとろえつつある時であった。そして、スペイン大帝国の全ぜん盛せい期き　に成長したセルバンテス(一五四七─一六一六年)も、その生しょう涯がいにおいて、祖国とおなじ運命をたどったのである。

　二十二歳さいの時、兵士になってイタリアにわたったセルバンテスは、祖国のため、カトリックの大義のため、有名なレパントの海戦で英えい雄ゆう的てきな活躍をした。ところが、この戦功が認みとめられ、キリスト教軍の司令官だったスペイン王の弟、ドン・フワン・デ・アウストゥリアの感状をもって帰国する途と　中ちゅう、トルコの海かい賊ぞくにおそわれて捕ほ　虜りょになり、それから五年間、アルジェで奴ど　隷れい生活を送ることになる。この間に、けっきょくは失敗におわったが、彼かれは仲なか間ま　のキリスト教徒たちのリーダーとなって四回の脱だっ走そうをくわだてた。やがて身みの代しろ金きんでもって救出され、三十三歳のとき、十一年ぶりに祖国の土を踏ふ　むが、ここでセルバンテスの生しょう涯がいにおける上じょう昇しょう期き　、つまり、英雄的な時期はおわり、その後、屈くつ辱じょく的てきな生活がはじまる。

　帰国したものの、兵士時代のてがらは無む　視し　され、望んでいた官職もえられなかったセルバンテスは、生活のため、まず海軍の食しょく糧りょう徴ちょう発はつ係がかりに身をおとし、ついで、貧しい人びとから滞たい納のう税ぜい金きんを集めるといった、きわめて反はん英えい雄ゆう的てきな仕事について、アンダルシーアの野を歩きまわることになった。そして、仕事のうえのいざこざがもとで、五十歳さい(当時の寿じゅ命みょうを考えれば、ほとんど老人)にもなって、牢ろう獄ごくにつながれたのである。

　セルバンテスは『ドン・キホーテ・前ぜん[image: 篇]ぺん』の「序文」のなかで、この作品がわびしい牢ろう獄ごくのなかで生まれたことをほのめかしている。だとすれば、生しょう涯がいの下か　降こう期き　に失意のふちにあった年老いた作家が、疲つかれたからだを牢屋に横たえて、みずからの若き日の英えい雄ゆう的てき行こう為い　と、その後のうらぶれた生活を、祖国スペインの歴史の流れに重ねあわせて回かい顧こ　したであろうと想像するのは、ごく自然であろう[image: ──]カトリックの大義のために戦った祖国と若き日の自分の熱ねっ狂きょうは、けっきょく無む　謀ぼうにすぎなかったのだろうか。このように落ちぶれてしまったからには、間ま　違ちがいだったのだろう。しかし、あの熱狂的行為が純じゅん粋すいであり、それゆえ美しいものであったことも否ひ　定ていできない。馬ば　鹿か　なことをしたものだ[image: ……]だが、夢む　中ちゅうになって、よくやったな[image: ……]。このように、彼かれは過去を否定すると同時に肯こう定ていし、泣な　きながら微ほほ笑え　んだことであろう。どっちつかずのあいまい性というよりは、両方の感情の複合体が、作家のうちにめばえたのである。

　こうした複ふく雑ざつな感情を表現するに際し、セルバンテスはそのころさかんに行われていた騎き　士し　道どう物もの語がたりを利用するという、卓たく抜ばつな、そして結果からすればまさに天才的な発想をえた。おのれの個人的感かん慨がいを表現するのに、流行の文学ジャンルを利用することによって、時代を反映した自伝的書物となるべきものを「書物の書」に転化したわけであるが、ここに『ドン・キホーテ』の大成功の[image: 鍵]かぎがあった。中世の(したがって過去の)秩ちつ序じょと美徳の化け　身しんである遍へん歴れきの騎士のなかに、自身と祖国の、熱にうかされた英えい雄ゆう時じ　代だいを仮か　託たくしたセルバンテスは、ドン・キホーテという遍歴の騎士のパロディを創そう造ぞうすることにより、表むきは自分とスペインの過去(＝ドン・キホーテ)を否ひ　定ていするかのごとき体てい裁さいをとりながら、一方では、その純じゅん粋すいな熱情の美しさを微ほほ笑え　みながら認みとめている。やせ馬にまたがり、古いがたがたの甲かっ冑ちゅうに身をかため、この世の不正を正そうと旅に出る、ひょろひょろの初老の騎士ドン・キホーテは、騎士道物語のスーパーマンにたいする諷ふう刺し　であると同時に、背せ　伸の　びしすぎたスペインと自分自身にたいする愛情のこもった諷刺でもあったのだ。

　本書は、このようなスペインの一時代の象しょう徴ちょうでもあり、「書物の書」でもある雄ゆう大だいな名作の抄しょう訳やくである。量的には、原作のおよそ六分の一に短たん縮しゅくされているが、後述する、『ドン・キホーテ』という小説の性質ゆえに、この分量でも、ひとつの「ドン・キホーテとサンチョ・パンサの世界」を提示することはできたのではないか、と思う。以下に編訳の方ほう針しんを記して、編訳者の意図を明らかにしておきたい。

　一、「前ぜん[image: 篇]ぺん」と「後[image: 篇]」の枠わく組ぐみをとりはらって、ドン・キホーテの三回の旅立ちを一回にまとめ、とくに「後[image: 篇]」を重じゅう視し　して(訳者は「後[image: 篇]」の方がはるかにおもしろく、重要であると考えるので)、これに倍以上のページをさいた。また、各章の表題は、原文では長々しいのを、内容にそくして短くした。

　二、本ほん筋すじに直接かかわらない挿そう話わ　は省略した。じっさい、『ドン・キホーテ』には、それだけで、ゆうに独立した短たん[image: 篇]ぺん小しょう説せつたりうるほどの挿話がいくつかあり、さらに挿話的要素をおびて長々と続けられる話はあちこちに見られる。

　三、当時のスペインを反はん映えいするローカルな、個別的なことがら、また、主としてドン・キホーテの口から発せられる、ギリシャ・ローマの神話や古典などにまつわる博識は、話の前後関係をそこなわないかぎりにおいて割かつ愛あいした。

　四、セルバンテスの文体の特とく徴ちょうとして、とくに形けい容よう詞し　の同義語句のくりかえしがある。これが彼かれの文章をゆったりとしたものにしているのだが、翻ほん訳やくした場合、わずらわしく感じられないわけでもない。そこで、意味にズレが生じないように配はい慮りょしながら、短たん縮しゅくした。

　以上のような方ほう針しんにもとづいて大小説の森に分け入り、大なたを振いながら、おもしろいと思われる個か　所しょ(章)を取り出し、それらをつなぐことによって、ドン・キホーテとサンチョの旅に一いっ貫かん性せいをもたせたのである。(正直なところ、これは編訳者にとって容易ならざる作業で、おそらくは、この編集作業に翻ほん訳やくと同じほどの、あるいはそれ以上の時間が費やされたのではないかと思う。)そして、あくまでも原文にあるセルバンテスの言葉だけでドン・キホーテ主従の旅を構成することを目ざしたが、遍へん歴れきの旅に連続性をもたせるため、やむをえず、ある章から次の章に移るときに、そのあいだを要約するような形で、編訳者が言葉を補ほ　足そくせざるをえない場合があった。しかし、これはほんの数個所にすぎず、量的にもごくわずかであり、そのような要約にさいしても、可か　能のうなかぎりセルバンテスの言葉を用いるようにつとめた。

　翻ほん訳やくにあたっては、永なが田た　寛かん定てい・高たか橋はし正まさ武たけ訳(岩波書店版)、会あい田だ　由ゆう訳(筑ちく摩ま　書しょ房ぼう版)、堀ほり口ぐち大だい学がく訳(「前ぜん[image: 篇]ぺん」、新しん潮ちょう社しゃ版)を参照させていただいた。今は亡な　き四先せん達だつに心から感謝したいと思う。

一九八七年一〇月

牛うし島じま信のぶ明あき

　

＊　本書のカバーおよび本文中の絵は、ホセ・セグレーリェス画『ドン・キホーテ』(Espasa-Calpe, S. A., Madrid, 1966)よりとった。(編集部)


〈著者略歴〉

作者　ミゲル・デ・セルバンテス

1547-1616

スペインの作家．正規の学校教育はほとんど受けず，兵士としてイタリアやアフリカで戦い，1571 年には，史上有名なレパントの海戦に参加し，左腕を負傷した．その後，海賊に捕らえられたり，反乱の首謀者となったり数奇な運命を経て帰国．1585 年に第 1 作『ラ・ガラテーア』，1605 年には『ドン・キホーテ』を出版する．これは出版されるや，たちまち世の喝采を博し，10 年後に続[image: 篇]を出版した．これらは世界の古典として読みつがれてきた不朽の名作である．

　

編訳者　牛島信明(ウシジマ・ノブアキ)

1940 年，大阪市生まれ．スペイン・ラテンアメリカ文学者．東京外国語大学を卒業後，マドリード大学大学院に学ぶ．著書として『スペイン古典文学史』，『反＝ドン・キホーテ論』などがある．大人向けの『新訳ドン・キホーテ』(前[image: 篇]・後[image: 篇])には，ドレの挿絵が多数収録されている．

（戻る）
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